




今般我東亞硏究所はヒ，トラ丨總統の有名な著番『マイン•力 
ンブ」を完譯し、2.>贮仑れを刊行する贮至つ穴。 

何故當硏究所がか、る事に着手したかと云ふに，をれは當所 
一內の特別第一調査委員脅 r 於て政策施設を研究する上 r 是非 
.必要であるからで，『マイン•カンプ j を讀むことなし r 現時のナチ 
スの一切の政策1:了解する乙と«不可能である爲めである。 
今日迄我 Hr 於ても『マイン•カンブ j の飜譯は若干試みられた 
〆 が、其の記述中日本 r 關する部分が今日の日獨關係上 r 面白か 
ら《點がある爲めに，其の完譯は世上に紹介3れず.謂は<抄譯 
の程度 r 過ぎなかつ犮。素ょり日獨の良好なる關係を維持す 
る爲め r 如上の注意が必要である とは云ふ迄もなく、從つて 


全譯を公刊する 2.と《避けねば次らないが、36とても/15:全 
譯して硏究上の 資料 r す.る, vj と rt 毫も 差 支ない許6か、3 ぅす 
る 事が 日 獨兩國 民の心からの理解提携 r 却つて役立つ事等が 
有る可きを自分は信ずるのである。 

此の意味に於て當所け 乙 vr 『マ ィン•カンブ 』 の完 _ を遂げ. 七 
れを 非， 公表の刊行物と して 印刷に附 した次第で、偶 I 本書を 手 
にする人の誤解なから/ 1 乙と 5:切望す る次第で b る。 

昭和十七年八月 

東亞硏究所副總裁大»公望 


凡 例 

『マ ィン•ヵンプ』 全篇5:第一卷上、下、第二卷上、下として逐次刊行する 
豫定であるが、本-#第一卷上は一九三九年發行の第四十七版を參照しつ、一九 
二五年發行の第一版に據つて乙れを譯出し犮。初版と新版とでは單語、文章の 
構造等に於て若干の相違•かあるが、特に此の第一章乃至第六章の部分に於ける 
相違は譯文¢1現は3ねばならぬほどのものでもな v ' から、別比註記しなかつ 
た。 

註 rt 総て譯者の附したものである。 

飜譯の完全を期するため左の如き英、佛、伊各譯書をも參考とし穴 • 
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序 言 

一九二四年四月一日、自分は、ミュンヘン 人民裁判所の判決 r よう レ， ヒ河 
畔ラングべ 广グに於て禁錮刑に服 S ねばならなくなつた。 

多年 不斷に 活動して來た自分2、此の禁麵犯よつて初めて茲に年來の7願を 
果し得る機會を 與 へられ穴。估 願とは、 豫て多數の人 ❖ の要望してゐ穴ところ 
であう、莫、自分でも 我等の運動に有益 f の と 感じて吴と乙ろの仕事の 
乙とである。—で、前後二卷の書物によつて我等の蓮動の目的を M 明するの 
みならず、更にをの發展の姿をも敍述しようと決心した。理論一點張うの論文 
よ— 本 S 如 4 作 Q 方 S ん5る所が多からうと思つ？らで ある。 

尙ほ、 NJ & 機富、本番の主？理解する上に必要であう、奚、ユダャ 
系の 新聞が—に關し v 梅へ上げ？快な傳管打破す is 用 V あると思 
t * n る限りに於ての自分の經歴をも記述する Z . とにし^。 


本番は我等と全然 無 緣の人 令で なく、馨の蓮 動に 關 係し、 衷心よぅ乙れ 
に從事し、こ1く f と努力し つ、—人 ♦1 ひたいの 
である。 

遵かれ喜葉よ.〇も、 f れ喜葉による方が大衆の—る S く、世 
界に於け—大 I が、すべてをの成功を偉大！著— く、 偉大な 
る演說家にぬぅて， Q るといふこと2自分もよ く 知つ てねると乙るである。 

併し 如何なる敎義でも、 をれ* か 永久 不變に 人心を支配し 得んがた めには、 
先づ仑 S 原則が明鑒說明1確立せられてあらねば fw 。 看いふ 意味 
r 於て、本害は我等同志の事業の 礎石た るべき ものである。 

レ，ヒ河畔 ランブベルグ 要寒監獄に於て 

著 者 



玆に揭ぐるは、一九二三年十一月九日午後 零時 三十分 ミ*ンへン の 將軍畲館 前 
と 81 W 省內庭とに於て、 F イツ■民の%興を確信し oill れた人々である。 

フ， ,9, クス •アルフ ァルト 商 人 一九〇一年七月五日生 
アンドレアス•パウリ 1 K ル C 子製造人 一八七九年五月四日生 
. テオドル•カゼラ 銀行員 一九〇〇年八月八日生 
ウィルへルム • エールリッヒ 銀行員 一八.九四年八月十九日生 
マルティン•ファウスト 銀行員 一九〇一年一月二十七— 
アントンニ，■ヘンべルガ1 較前師 一九〇二年九月二十八日生 
オスカル•ケルナ1 商 人 一八七五年一月四日生 
カール•ターン 給仕長.一八九七年七月二十六日生 
カール •ラフ*ルチ*工科學生 一九0四年十月二十八日生 
クルト•ノィバウア- 小 使 一八九九年三月二十七日生 
クラクス•てン•パ-•へ 商 < 一九〇四年八月十六日生 

f - t ドル •フ#ン•デル•プフ * ルテン 


カール•クーン 
カール•ラフ*ルチ/ 
クルト•ノィバウア丨 
クラウス•フ * ン•パー • 
テオドル•フォン•デル 



控訴院判事 一八七三年五月十四日生 
ョハン•リ，タメ ルス 退役糞大尉 一八八一年五月七日生 

マ， クス•エルヴィン•フ*; 〆 •シ•イブナ1 =リヒタ1 

i 博士 一八八四年一月九日生 

口ーレンツ•リ，夕—•フ*ン*シ.|トランスキー 

技 師 一八九九年三月 十四日 生 
ゥィルヘルム - t ル7 商 < 一八九八年十月十九 日 生 
僞而非國民藍は AJSQ 志士のために共同 Q 墓碑を建立す ることを許さなか 

つた。 

故に、自分は本書の第 I 卷を記念と してこれ 等の志士に捧 ぐるものである。願 
くは、志士ょ、血盟の友と して 永へ に 我等同志の前途を 照示せんことを。 

一九一一四年十月十六 B 

レ"ヒ河畔ランヴベルグ®塞監獄に於て 

ア I ド，フ•ヒットラ— 
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御免(一一：> —畫家志望(一三)— fa 民主義者(一六) —— ドイツ人の才ース► 
リ r (一七： I —ドイツ民族の H 爭(一八：>—匾史敎育(ニニ'>—好きな科自、一 i 史 
(二五：>—朦史上の S 譏(二五)——ワグネル崇拜(一一6——父親の死 C 三 0)—— 
ウィ丨ゾへ(三二) 







章 ウィ-ン苦學時代 . 

建築家の才能31四) 一 貧苦五年 C 三九：>—世界觀の生興四〇)一小市民的な R 
隱しを険く (四三)—て i の社鑫(四三 )I 手傳ひ人夫 (B 六：}—收入の不 
安(四八：}—勞働者の運窆四九； J —改良の墓(玉五： I —«!:會番の本質(五六) 
—國民的 s e 鋏如(五八：>—勞«者の子供の翼六〇〕 I 期成を侮裏する子 
供(六二：*—圃民化の豫件(六五：}— f (六五：> — 11»法(六七：|—社貪主 R 
c 七11；>—初めて出會つた社貪主主義者(七四) I 初めて出會つ た—七八丫 

，社科民主黨の機№1新聞(八 0) 大衆の心理(八二}-主黨の®#(八三〕 

—ブルジ顯アの罪(八八)——勞 S 合の問題(八九：>—勞屋合の政治化(九四) 
—社會民主主義の罄を解く鍵(九八)—,,ダヤ人問題 ( 一 09 — 所謂世界 
的 sa 〇四)—てルヘルムニ世に W する批 i # c 一〇五：>—新聞のプランス瞻 
讚 a 〇七：* I ユダヤ人葦に 〇 向 ( 一〇九) I 社會民主黨の指導者は ユダヤ人 
(一一九)—ユダヤ人の_證法(二一四) I マルキシズムの本源2二六 〕— t 
化を破るマルキシズム(二一九) 

章 ウィ- ン時代批判 . 

政客(一三二)——オーストリ T の政®:一三五：一-ウ< I ンの最後の繁 WC 1三六) 

11 スト—のドイツ人(一三八) I 才~ス1ア_內|8民族の逮心力(一3 






四 


一丫 A 妹を異にする四)—9ゼプー lft (一四六) — オースト*' T の 
瓦 JK 一 E 八) —— 11 S 度 ( 1 E 九)——责 JiliW の供如(一五九：> —指導 f 理の 
SOC 1六 一 W —人材の*^一六三：一—興諭(一七 0)—— 多數決主！ K 1七三)— 
|壅费一七七)1ユダヤ民族のデモクラシ-(一八0^>—ゲルマン民族のデモク 
ラシー(一八0>—瓦解を*れぬオースト 9 T (一八二：> —ハ，ブスブルダ家とド 
イツ民族(一八四； j ——オーストリアのドイツ民族の*起(一八八 ： J —國灌は國權の 
ために裳せ* K 1八九；> —人間の翼は國家の權利を玻る(一九0> —汎ドイツ 
JS ® (一九三)——シ •• 1ネレ ルと ゲル(一九五〕 IyHl ネレルの失敗の原因 
(一〇一.}—汎*トイ ツ黨と黷會 (10 四) —— 演說の力(一！一一) —— 大衆の W 得(二 
ニー〕 —— ロー►よりの11 KWS (一一一七：> —目標を一つに！■めよ (1 1三二 )I 
基餐敎社會黨の行き方(二三四)—み8上の理由によるユ Jr ヤ人抹斥(二三五 )I 
基督敎社會黨の皮相なユ 〆 ヤ人株斥主薄二三七 ) I E ドイツ 黨と 基*敎社#黨 
(一一三九) —— ハ*ブスブルダ帝 H に對する It 悪の增大(二四二)—古びた寄木細 H 
オ|ストリア(二四四：5—生きた學校ゥィーン(二四七) 

章 ミュンヘン .. . . 一一 四 九 

ドイツの 課れ る 同盟11五一〕 —— 四つの _ 二六0〕 —— § 土の#！得(二七 

二： 5 - イギリスと結んで (* グ T に當る(二七七) —— ドイツ、才—スト 9T 同®の典 

赛二八 0) I 經濟的讀3||八二：>— H シアと»んでイギリスに當る(一一八 
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四) I 平和な3 i 濟鍪に—世界柾服(一一八四) I _化せられたるイギリス人 
(二八七) I 三國同盟の弱點(二八九) I 一九二一年のルーデンドル'7建白書(二 
九一)—好 A 才 i トリ T (二九！ C ——國家と經濟(二九七)——腐敗の素因(三 
0六〕 I マルキシズムに封する ドイツの 態度(三 0 七) 

章 世界大戰 . . 

近づく破局(三一二：} — プ•'ルヂ 4 ナン ド 太公の暗殺 (三一三；,一_ オ —K トリ T の 
最後通嫌(三一四)——ドイツの解放戰爭(三一九〕 I 解放戰爭の意義(三一二 )I 
バイ H ルンの聯除に入る(三二四)——砲火の洗禮(三二六) j 志願兵ょり古參兵に 
(三二七：>—不滅の記念砷(三二九)——感激へ水を f (三三〇) I マルキシズム 
に對する誤認(三三三〕 I なすべかヶし# C 三三五；>― — 暴力の行使(三三八)——世 
界觀の攻擊四一〕 —— ブルジ ■ T の指級的政黨(三四四)——社實主主義に代り 
得るもの(三四七)——政治活動志望(三四七) 

章 戰時宣傳 . . . . . syu 

驀は手段(一1;五一) I 宣傅の：： a 的(三五一 I )一宣傅の對手は大含一一五五)—宜 
傳の任務011五六)—宣傅心理 HK 三五八：>—主 K 的で一方的(三六 一 W —ドイツ 
の客 WS 1 C 三六四)—— K : 三六六) I #合國の載時^^三六八) 







第一章 父母の家 

■ 

自分はイン河畔のブラウナウに生れた•か"今日から見れば乙れ« 有り難 S 攝 
理であつ穴 やぅ r 考へられる e ドイツと才- スト リアとは 何れ 本 ドイツ 民族の 
M 家であつて、乙の二つの W 家を再び結合する乙とは、少くとも我等にとつて 
は、あらゆる手段を盡して成し遂げなければならね一生の任務と思はれるので 
ある *0； して"ブラクナクは乙の兩_の！！境 r 位する町であ*0。 

"トイ'/人の才 t ス不リアは， v の咏_たる大ドイツに復歸しなけ n ばなら12 • 
かく言ふのも決し. y 經濟上の考瓛にょるのではな$ •否、否、經濟上の考嫌か 

I i 

::らずればどぅで ^ - A く、寧 る 有害でさへあるかも知れな S 。 をれにも拘らず、 
mH の 結合 rl 行 rl n なければなら «ので ある•血を同じくする者 12 _をも同じ 
くせねばなら《。ドイツ民族は、先づをの子等を共同の！■家に收容しなければ 




なら W 。 さもなくば 植民地を 要求し得る道 德的權 利はない。 ドイツの M 境以內 
に ドイツ人を 一人 も 残3ず收容 し、 ?: して、乙れ r 對して最早や扶養の 保證 を 
與へ 得なくな〇农時 r 初めて、自國民の危殆といふ乙とから他阈の土地5:要求 
し得る道 德的權利が 生れる V ) である。をの時に《、锄を斂として戰ふ ベく、血 
と M とにょつて 子孫の^ め r 每 日の) № 5: つくう出すべきである。かやうに 考、 
ると、 m の國 境の 町2、 小さしと雖も 一大任務の 象徴たるかの如くに思はれる 
のである。 

ブラウナウ r 就いては尙ほ一つ忘れてなら,2乙とがある。見すぼらしい/ J '3 
な町ではあるが、ブラ ク ナウは百餘年前に 全 ドイツ » 民の心を 推う 動かす 悲 ㈣ 
の舞.臺とな6、少くともドイツの歴史 r 不滅の名 ？: 留ひる r 至つ た所で ある。 
我が祖一 T か屈辱の極にあつ^頃の乙とであるが、-1ユルンべル グ の#藉 商人で 
熱心な『_民主義者 J であう、反 フランス 主義者で も あつた ヨハンネス•パル 
ム c 註 1〕 が悲慘衣境遇 r あつて すら 尙ぼ熱愛してや^なかつ/2ドイツのためこ 


3 


乙の町で毚れ/2のである•かのレォ•シユラ-ゲ汐 I ( 柱 2) もさうであ 0/2 が、 
パ，ムも共犯者等の、否、主犯者等の姓名を口外する乙とを飽く嗦でネ拒絕し、 
やけ-0シユラ|ゲタ-と同じ贮ドイツの官憲にょつてフランス侧へ引き波351 
.たのであつた。ァゥグスブ，ダの警察署長はかくの如く淺嗦しい手柄を立て衣 
かセ-ゲエリンク5:1^務大臣とするドイツ政^^の役人がシユラ-ゲタ-^あ 
のやうに處分したの本乙れを手本 r し*のであらう。 

前世紀八十年代の終う 頃、 血統で s ふとバイユルン人であう、國籍でいふと 
才—ストリァ 人である自分の兩親が、ドイツ魂の莊联な 殉 困の光に輝く乙の イ 
ン河畔の田舍町に住んでゐたのである。父け律儀な官吏であう、母け家事に專 
念しながら何時も變らぬ慈愛を以て自分等1:育てて吳れ穴のであつた。乙の頃 
の乙とはあ爻 6 記愤に殘つ て Z5 ないが、をれは、父が數年ならず して 乙の住み 
な n た K 境の町からイン河の下流へ移う、パ，サクで新し s 地位に就かねばな 
らなかつ^からである。あ蔭で自分等はドイツ本 H に移り住 IT 乙とになつた。 



併し、 をの 頃の 才丨ストリァの税吏は殆んど一所に留—己とが なく、 宛ら 
『浮草 J の如く f ず移.〇動 s てねた•パ，サクへ赴任した父も間も無くをこ 
を引上げて9ンッに移らなければならなか0 穴0結局、父はサンッで恩給生舌 
をする己と r なつた が、 2. の 引退も父には『休息』を意味するものでなかつた0 
貧し s 水呑百姓 S として生れた父 2、 子供の時分から家の內にじつと 落ち着 
S て Q る乙との出來 2人で あつた。を 2 H 、 系十三 歲に t るか幼い身 
を以て荷物 t 肩に故鄕のニドフ V _ャテルを飛び出し、『世故に 長け た』才人 
の忠吿をも肯かずに ゥィ— ンへ行き、をこで或る手仕事5: 智 CA {1 じめ/ 2ので あ 
る。それ2 前世紀五十年代の 乙とであつた•僅か 三 盾の路銀をふと乙るにして 
見も知ら3 世間へ飛び出した S ょくょくの決心に違 SJ 。 四年 方つて十七 
歲の時に S に一人前の職人に なつて q たが、 さて職人忙なつて見る と莫を 
れで滿 足が出來ず、長 S 間の貧乏生活に 顧み、具—嘗め 农辛酸に 箱へ て、今 
度け折角習3覺 免た 手仕事を 捨てて何か 『もつ.と 高尙な者 』にならぅ と 思ひ、 



役人にならうと肚を決めるに至つ穴•曾て村にゐ犮頃の貧し s 少年には牧師が 
人間の望み得る最高の理想であるやう r 思 rt れ穴が、都會に住 A で大 Sr 眼界 
が廣くなつて見ると、官吏乙を最高の榮位であるやうに思は n 穴のであらう❶ 
を 乙 で、 世間の 荒波 r 揉まれて、少年であ.〇ながら旣に 『老成す る』 r 至つた 
者に往々見らる、如き强靱な精神を以て、乙の十七歲の若者は新しい決心を R 
き、たうとう官吏 r なつたのである。かうして目的を達し穴のは確か二十三年 
目であつたと聞いてゐる。曾て、此の貧し s 少年は、何か一かどの者に成る^ 
でけ愦し S 鄕里へも歸るま S と誓つ/2のであつ穴•か、どうやら此の wa 5 r 果し 
得るほどの者 r は成う#たやうに思は n る。 

少年の志け遂に成つ穴。併し、故鄕に歸つ穴と乙スで村 rrt 往年の少年5:記 
值してわる者はもう一人もゐないのである•父自身ネ最早や村に親しみを威じ 
なくなつてわた。 ， 

五十六歲で思 給 生活に入したものの、一日たうと 離 も r 無 爲の人』とし 
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て暮す乙とけ出來なかつたらしく、上才丨 スト es ァ の小 3 な市場町 ラムバッハ 
の近郊に土地を5求めて、乙れを耕作し始めた•か く. i て、父 S •ぃ苦しぃ 
生活を經て遂にま^父祖傳來の家業 r 還つたので ある0 

自分の 心中に最初の理想の きざし 始め /2 のも 恐らく 乙の 時分の 2.とで ある。 
外でばかり遊んで家に 歸ら なかつたう、學校が 遠くて途々惡戲をしたり、战 r 
度 ❖ 大變衣心 fid をかけながら 亂暴な子供等と遊ん* たうしてゐたから、自然に引 
込み思案の不精者とは緣の遠ぃ者にならざる5:#なかつた0從つて、をの頃の 
自分 ts まだ 將來の 職業 r 就 s て眞面目に考へても， q なかつ たが、 をれでも父の 
迪つて來たやうな經歷だけけ何としても厭であつ穴〇自分には辯舌の才能があ 
つ^らしく、 友達仲間と ょく 議論め いた ことを やづたものであるが、をれ•か爻 
た、 乙の 才能 5: 教鍊 して くれた やう r 思け れる•自分け何時の間にか硪鬼大鵂 
にな0てゐた。學校でけ割合靶物« 免もょく成績もょかつ农が、學校以外では 
かな6 手に A へ W 代物であ〇犮•晒•か あるとラム バ ，ハの ft 院 r 行つて唱歌を 



習った。だから、敎會の莊联 な 儀式に W 醉し得る機#が多かった。 を 乙で^ た、 
曾- C 父にとって村の牧師が最高の理想であっ穴と同じに、 ft 院長が自分 r . と〇 
て渴仰すべき理想であるやうに思は n て來た。少くとも一時は3うであった。 
乙れも自然な乙とであらう。併し、論爭好きな自分の辯才ををれほど r ネ認め 
ず、自分の將來の泞めになるものとネ思ってくれなかっ穴父にけ、僧院長にな 
らうと S ふ少年らし S 考へ方も分らなかつた。父は唯•た心配しながら志頦の定 
爻らぬ子供を見守つてゐ犮やうである。 

ft 院長 r ならうとする 憧れけ間もなく消 t て、やがて自分の氣性に ネっ とょ 
く似合った望みが現はれて來た。父の藏梅を搔き週してゐると、戰爭に關し/2 
色❖なぶ物が出て來ぺか、をの中 r 一八七〇—七一年の苦佛戰箏を靑い犮通俗 
本があった。戰爭當時の刊行 r か、る二卷の繪本戰記であった が、 自分はやが 
て をれ を 飽かず愛讀 するやうにな 6、戰爭の勇まし さに深く 心をひかれてし^ 
った。をれからと s ふものは、戰爭や軍人と何か關係のある事柄 r 對してだん 



だ/ t と熱中するやぅになつ^ので b る • 

と乙るで乙の戰爭物に熱中したと S ふことに C 今日から見て尙ほ一つ大切 
な意味があつ^。戰.111を耽讀してゐるぅちに、一賴、乙の许佛戰箏に參加せる 
ドイツ人と然ら f ドイツ人との間 S 何か區別が—のか、あればど会區 
另右あるのか、何故才-ストリアは乙の戰爭に參加しなかつ犮のか、^して何 
故自分の父も他のあらゆる才丄卜”ア人も乙れ S 加しなかつたのか、とい 
ふ疑問がミ . y 初？—^論、—2つ t し嘉で浮れ S で S なかつ 
た•か、兎に角、こ、に初めて―-酒いて來たのである。 

哦等も他のあらゆるドイツ人と同じドイツ人でのか。我等 C すべて元 
來一緒のものではな s のか。 

かぅ S ふ問題が初めて自分の小1頭の中を搔き 週した•をして、己の兔た 
2つ t した 形を取ら S 問に對 して、必ずしも あらゆる ドイツ人•か ビス マル 
クの ドイツに属し得る幸霸を有するわけでないと聞かされて、內心羡望の念を 
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禁じ得なかつたが、自分 r はどうも合點がゆかなかつた。 

• I 

3て、自分にも上の學校へ行く時が來た。 

自分の人柄 や、 特に氣性から 見て、 父は文科系統の中學校け素質に合は W も 
のと決め、贲科學校の方がょからうと考へてゐ穴。父の意見 r ょると、 才—ス 
卜 9ァ の中學校で け 闉畫を甚だ疎か r してわるが、自分は '« 畫が好きで、をの 
方の才能も確か r 日常に現はれてゐ穴から、をれから見ても中學校 W 駄目*たと 
s ふのである。父が文科系統の教育を實際的でな s として あ 爻ぅ 尊重し 衣 かつ 
たのは、一つには恐らく父自身の苦勞に充ちた生活上の經驗にょるので.あらう 
が、根本の原因は> 侔も當然に父と同じく官吏 r 成るもの、否、成らなくてけ 
なら W ものと考へ て& た乙と r ある。若 s 頃の辛敌を思ふ r つけ、 後に官吏に 
なつた乙とが非常に偉 s 乙とのやうに思はれたらしい。倦^ず撓爻ざる勤勉と 



自力とによつ i ち 癸成功—るから、か1ふ？ i から？とで 
あらう。 何れにせよ、自力で身を立てた人 r あう勝ち衣誇うから、父は伴をも 
自分と同じな勿論、出来るならばもつと高い—社#的地位 r 就かせよう 
と考へるに至つたので ある。 伴の立身は父の勤勉な生活、 のあ 蔭で 父の 場合よう 
本遙かに容 Mr なつてゐる答であるから、父としてはますますかやラな希窣を 
抱く やうになつたので あらう。 

父がをの一生を捧げたほどのものを枠が厭が るであらうとは 夢 r も考へられ 
ぬ 己と であつた。從つて、伴を官吏に しようと いふ父の 決心け單純であり、蒺 
固であ6、明白であつて、父から言へば當然自明の 乙と でもあつた 。のみなら 
ず、父から見てまだ蠢—く责任 も S 得ない子供に をの 將來の 乙とを勝手 
に決め—る S 、 惡戰苦闘の生§間 KS つか暴君 g 如く專横—つて？ 
父に2く—の出來？とであつたで— う。 莫、子供— t と— 
せて2、子供の將來の生活に對 して 父と して 當然の權 威を 揮 ふ乙と が 出来ず、 



貴任を負ふ乙と本出來なくな6、義務の躁行に關する父の持論と相容れ W 己と 
になるのである。 

と乙スが、何もかも父の思ふやうにはならなかつ友。 

やつと十一歲になつたばかりの自分は生れて初めて父 r 反抗せざるを得な S 
ことになつた。父け計畫でも目論見でも、一日一かうと決め/2以上は飽く^でも 
頑固にをれを押し通さうとする人であつたが、#の自分本氣に入らぬ己と r 對 
しては飽くまでネ强情に頭を振つて梃子でも動かなかつたのである。 

官吏には成6たくなかつた。 

父 « 手 5 : 代へ品を代へて說 S 穴が、な*ためてもすかしても、 ^ た『あどかし 
て』も自分 rl 肯かなかつた。官吏には成る爻いと思つ穴。決して、斷じて成る 
ま S と思つ*。父は生涯の出来事を何かと話して聞かせ、官吏と S ふ職業に對 
する好意や典味を喚び起3うとし穴が、をんな乙とをすればするほど、自分け 
爻すます官吏が厭になつた。大の男が窮屈な思ひをしながら役所に坐つてゐる 



乙とや、自分の時間—勝手に使ふこと♦か出来ずに一生—通之生— ゆか 
ねばなら «乙とな どけ考 へる* たけで も 胸の 惡く衣る乙とであつ2。 

そ才でなくても自分け世間普通の『感心な」子供と « まるで緣の遠 い少年 
であつたから、乙んな窮屈な生活 r 典味を威 じる 道理がない。學校で??ふ2.と 
2可笑し s くらわ易しく、從つて幾らでも暇があつたから、 自分は家に閉ぢ龍 
るょりも外で飛び廻ってゐる方が多かつた。今日、政敵の中に2、親切にも自 
分の 少年時代の 2.と爻で 仔細に 棵6出し、乙の 「ヒ ，トラ—」が子供の頃から 
手に負へ2代物'^ あつ？とを確めて氣慰めとしてゐ る もの もあるが、 A 分け 
あの幸福な時代 Q 數*の思；5出 を 胸の底から喚び 起し yj くれる 政敵に寧ろ感謝 
する名のである。絕ゆる間—く父と衝突してゐたあの頃の自分に取つ て、牧 
場 や 森 rl 憂 5 ST 晴らす 所で あぅ、靜か r 深い 想に 耽る所であつた。 

實科學 校に 通 ふ M と y なつて， P かやぅな狀態 y 變り2なかっ.^*否、從來の 
それと rt 逢つ穴衝突が新穴に 起らず r はわなかつ穴のである* 
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自分5:官吏 r し i うとする父の意向と、官吏といふ職業をのものを嫌惡する 
自分の氣持とが對立してゐる間は、葛藤と S つたと乙ろで^•たたいした乙とは 
次く、我慢し易いものであ0穴。自分3へ思つてゐる乙とを胸に祕めて默つて 
をればよく、何も直ぐ 抗辯 しないでも 將來斷 じて役人 r けなら«と堅く決心し 
て5:ればをれで濟ひのであ-5。噯た、實際に自分は乙の決心を變へなかつた0 
と乙^が、父の計畫と自分の計畫とが對立する {[ C 及んで問題は if づかしくなつ 
犮のである。をれは自分が十二歲の時の NJ とであつ^。ある日の乙と、自分は 
ふと、畫家にならう、美術家にならうと思つた。どうして?:んな氣になつ/2の 
か今日で《自分にも分らな5.。自分贮圃畫の才能のある乙とは確かで、父が自 
分を實科學校へ入れ穴のも一つけ乙の才能を認め穴が穴め r 違 a な V :か、自分 
を本喊の畫家に育てあげようとは、恐らく父の夢想だもしなかつた乙とであら 
う • 3 れば 2. を、ある日のこと、自分が例に よつ て父の希望に 背 いて官吏にな 
る乙とを拒 If と、父が乙の時 r 初めて、をれ なら お前は一嫌何に成る つも 6 か 



と ；.：1く力ら豫て、心に決めてゐ ^2.と 5: かく3-ず打ちあけると、父け驚いて« 
く a もきけなかつたのである。 

『畫家に？美術家に？』 r 

父 《、自分がどうかし农のではないかと疑ひ、爻 72 、聞き違ひで《ないか、 
誤解で2 な S かと も思つ 穴らしい •か、 さう でない と 分かり、しか 名自分が そん 
?とを本氣—へて ゎるのを知る と、？ 乎とし V 反對し气 5時に於け 
る 父の決斷は極めて單縫で、自分に實際 r 具は つて »る 才能 5:何とか考撤 して 
やらうな どと5 ふ親切け ^ るでなかつ 7»2 のである。 

『美術家は S かん。わしの生きて， Q るうちは 断じてい か_。，一 
と己るが，枠2色々な性 f 一 絡に父のそれと同じやうな强情—讓4け 
て. Q 穴から、返事もや；頑固であつた。をれでも、 どうしても美術家になる 
と S ふのである。 ^ 

雨方とも 讓らな かつた。 父 rtt の『*じて」を棄てない•し、自分け『それで 



も」を言ひ張つた。 

勿論、結果：！甚だ面白く衣かつ穴。老人は不機嫌 r なつ农。自分も、父を愛 
じて »たに拘らずやは6不機嫌に衣つ穴。父のをの樣子から とても 畫家に して 
贳へ 3 うにな $と 見て取つ 穴 自分は、をれならばもう勉强 しない と駄❖を 乙ね 
穴❶乙の駄々で莫迦を見/ 2 のは勿論自分で、老人は容教なく父の權威を揮ひだ 
した。を乙で、自分は默つて何も言はずに威嚇を贲行に移す乙と にし 穴。實科 
學校の成綾が惡 s のを見れば、如何な父で 本 否應な し r 自分の思 ふ 通6 に 3せ 
て くれるやうになるであらうと考へたのである。 

乙の打算が當つてゐたかどうかけ知らな s が、兎に角、學校の成續が目立つ 
て惡くなつた乙とだけは確かである。好きな皐科や、特に將來畫家と して 立つ 
時に役にたち3 ラに 思 fln る學科*たけけ勉強し穴が、 をれ ほど大切で ネないと 
思はれる學科や、あ典味を惹かな$學科に對してけすつかり懶け てし ^つ 
た。?: n 故、その頃の成棲は極端に走つてゐて、良いものけ非常に良く、惡ぃ 
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ものけ非常に悪かつ / 2 •『優』や『良」 r 並んで「可 j も あれば 『不可 j もあ 
,つたのである。地理の成綾も非常によかつた•か、世界歴史の成縯は をれよ— 
更に良かつた。地理と歷史と«自分の 好きな 科目であつた ••たから乙の 二つヮ 
科目で rt 、自分は學級で群を拔 s てわた。 

爾來幾星霜、今日史 めて當時の勉強の結果を吟味して 見る と、 特に重要なも 
のとして 眼 r つく 事柄が 二つあるやうである。 

第一 r 、 自分け_民主義者に?:つ、て；2だ。 

第二に、自か £!»'*' の阶 #' い#'#'し、'*'11 1-' s '^ i '5:'^ % A '- c '&' y 2'。 

一體、世界大戰 以前のォー スト？ァ rl 『#' mrj であ〇友。 

多民族 H 家といふ M の事實がかやうな_家に住む人 4 -の日常生活に對してど 
のやうな意義を有するものであるかといふ乙とは、ドイツ H 民、少くと本戰前 
のドイツ國民の理解し得ると乙^でなかつ^。男敢次軍除に よつ て驚くべき大 
勝を收める己との出來た普佛戰爭以後は、ドイツ國民 rl 在外ドイツ 民族 r せ 〆 
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て«く冷淡 r なつてゐ穴•或るものけ最早や乙れが奠價を認める，〇と•か出來 
ず、 或るものは敢てこれが奠價を認めょぅとしなかっ^•特に 才—ストリアの 
ドイツ人に明してけ、ドイツ困民は腐敗堕落せる王朝と根柢に於てなほ健全な 
るドイツ民族とを混间し勝ちであつた。 

ォー ストリアの 人口は 五千二百 萬であって、 をの 中 ドイツ人は 一千萬 人に過 
ぎなかつた •をれ r も拘ら ず、 才-ストリア fl ドイツ 民族の H であるといふ# 
へ方が ドイツ H 內 に 3 へ行は れてゐた。乙れ は間違ひで、 とんでもな.い 妄想で 
あるが、かやぅな謬見が行は れたの もっ 爻-〇 けォ丨 ストリアのドイツ人が實厣 
に血統の優秀な民族であった證據で、 3 もなくば種々雑多な民族を 擁する大 H 
r かほ ど ^ で濃厚な ドイツ 色 5: 與 へる乙とは 出來なかっ た筈である。然るに 世 
間 rfl 乙の乙とが分りて ゐなかつ ^。才-ストリアのドイツ人 は ドイツ人の H 
語、ドイツ人の學校、ドイツ人の 魂な どの 爲に絕 免 ず必死に戰って來たが、本 
_の ドイツ人で乙れ r 就 S て知ってゐたものは極めて少なかった 。今日で « 數 
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百萬の同胞がドイツから切う離3れ、悲痛な苦難5:押しつけられ、外|3 の支配 
下にあつて祖國を夢み、 It れ、少くとも母 H 語の維持 r 努力せざる 5:# なくな 
つて£>るから、同胞民族の穴めに戰ふと s ふ2.との何/2るかが割合 r 弘く知ら 
れて來犮やうである。數百年の久しきに亙つて獨力5:以て能くドイツの東邊を 
防護し、ドイツが專ら植民地 r 執着して眼前の骨肉に冷淡であつ y 2 時代に、困 
難な不斷の闕爭にょつて能くドイツ語域を確保し得穴才— ストリア •ドイツ民 
族の偉大な功繽は、今日では恐らく誰に も 推 fit の出来る と乙ろであらう。 

古今東西を問は ず、^ 穴如何衣る闘爭でも 3 うであるが、 W 甜を繞つて戰前 
の才—ストリアで行はれた鬪爭に於てもやはう三〇の型の人間を见る乙とが出 
來た。 Ife ' rliw :* なら W ' とする ^'か 一つ、 ^' vc '- c * pA : s < h ' i :' v '?: 免 ^'^' «' t ' か 
一つ、 裏切る 者が 一つである。 

かやうな型は學校 r ゐる頃の兒童にも旣 r 現はれて来る。 W 語を繞る閼爭で 
«、来るべき世代の溫床穴る學校が最も激しい戰ひの舞奋になう W い。 H 語を 
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辏る阃爭は卽ち兒童を繞る闘爭であう、をれ故に 
r ドイツの 少年よ、ドイツ人た るを忘れざれ」 とか 
『ドイツの少女よ、ドイツ人の母 7»2ら A 2. とに 心 亡よ J 
とか s つて先づ兒童 r 呼びかけるのである。 

少年の心 fs、 少年がかくの如く呼岔 け— SA で 耳— すも 
S で— が 分*〇 であらう。？ 藉し 方—れぱ 、少年 e 當 S 儀に從ひ 
各自の 武器によ.〇、種々—法で立ち所に 岡 f 展開す るの •か 常で、•ト イツの 
少年 f ば、ドイエ歌—ず、•トイツ S 人から ff けようとせ 
られ 、ばせられ—ど 却つて— , 〇れ忙 近づかうとし、 食べる 物 ぁ 食べな 
いで 貯めた 小 管大人 Q 軍用金とし V 積み立てる。 •トイ ツ人 でない敎師の言葉 
に對して2殆んど信じられない ほど 過敏で 、 jg も すれば反抗し、禁めら れても 
禁められてぁドイツ 民族の徽章を つけ、それが sy 罰せられたう叩かれたう 
する？ 却つて 喜ぷのである。卽ち、ンれ等の少年は t いながら — k 



人の映像であう、しか％、をの心根 r 於て大人ょ $ も善良で範奠である乙とが 
多 S のである • 

自分も幼い乙ろから戰前の才* •ストリア r 於ける民族两爭に捲き込^れてゐ 
た。曾て ドイツの 南境地方や ドイツの 學校聯盟の穴め r 寄附金5:募集し穴乙と 
があるが、 •その 折に自分等は矢車草の徽章をつけ、黑赤金三色の旗を押し立て 
て昂然として『萬歲』を叫び合 ひ、 制止本處罰 も 物かけ、皇帝の頌歌の代. or 
p トイ，チユランド•ユ—バ— •ア 〆 レス J 5: 唱つ穴ものである•卽ち、所謂 
民族！一家の人❖が概ねなほ未•た同胞民族 r 就いて をの 言葉以外 r は知るとこる 
のなかつ穴時代に、自分はかうして政治的 r 敎育せられてゐ穴のである。從つ 
て、自分が當時旣に國諧問題に就 s てどちらでもょ s とする煮え切ら12仲間で 
なかつ/ 2 乙とも自ら明らかであらう。間もなく自分は熱烈な 『ドイツ 國民主義 
者』 « c なつ/2が、乙の_民主義が今日我が黨で使用してゐる槪念と同じもので 
衣 S 乙と rl 言ふ^でもな S 。 



s づれにしてもかやうな主義の方面に於ける自分の進步は 極めて急速で あつ 
た。千一^歲の時に2旣にォ- ストリアの 王室を中心とする 「 ff ' H ' i ' ぎ」 と 民族 
を中心とする3民主 S との區別を知う、.次第に國民主義に左相する やうに 
なつてゐたのである。 

.ハ， ブスブルダ 帝國の內情^! 研究し穴乙とのない者 r け、 かやうな 乙とは 恐 
らく分ら3かも知れ；！が、才 ，ストリアで 2、學校で敎へる歴史と い へば•トイ 
ツ 民族と他の民族との交涉の歴史であつて、 取う立ててォ—ストリアの M 史と 
S . CA 得るものは殆んど無かつたから、 自ら 『愛 H 主義 J 

ょ6も 『_民主義 J の 

方•か養成せられるに至つ穴のである。元来、 才—ストリアの運命けドイツ民族 

全®の生活や 雷と 緊密 S びつ SV ?、 ぶ ツ S 史 g 外に才-ストリア 

の 歴史を 立てる 乙 とは IP づかしい。ドイツは近世 r なつて二つの勢力範圍に別 
れたが、乙の分裂は ドイツの 歴史の分裂 r 他なら W のである。 

其の昔の神聖 ドイツ • a - マ 帝 H の 園璽は今もなほ ウイ —〆 k 呆存せられて 



あるが、乙れが永遠無窮の協同 eft の保證として不思議な魔法の如き 作用を つ，、 
けて g るやぅに思はれる。 

ハ，ブスブルダ帝 H の崩潰し穴とき、才-ストリアのドイツ人は才 I スト” 
アと母國ドイツとの合同を要望した。乙れは自然の叫びであつて、民族全 ft の 
胸の底 r 深くまどろ/1で&た咸情の迸りであり、夢寐にも忘れ#12祖38へ復歸 
せんとする情 It の發露 r ほかならなかつ穴のである。乙れ， p ^/2、 才—スト9 
ア r 於ける歴史敎育が才-スト9アのドイツ人にかやぅな共通の愫慠を注ぎ込 
ん*たからであ〇て、^乙とに、歴史敎育の中にけ汲めどネ盡きぬ泉がある。特 
に今日の如く過去を重/1じない時代 K 1 於て、無言の簪吿者として、一時の安穣 
に欺かれず、絕ぇず過去を記愤に喚び起しつ、新しい未來を囁く泉があるので 
ある。 

. 所謂中等學校贮於ける世界歴史の敎育は今日でもなほ甚だ面 fi くな S 。 年代 
や事件を暗記暗譎3せるのが廉史敎育の目的ではな$筈で、某々の會載け何時 



行は n 穴とか、某々の將軍は何時生れ、某❖の(大抵は碌でもな S ) 國王は傳 
來の王冠を何時戴$穴とか、生徒がかやうな乙とを正確に知つて0ょうとゐま 
s とをれはどうでもいいのであるが、乙の乙とを心得て to る敎師は非常 r 少い 
のである。 

すべて歴史上の事件として現«れてゐるものは何等かの原因にょつて生じ穴 
結果であ6、歴史を『學ぶ j といふ乙とは、これ等の事件の原因として働いた 
色❖な力を探究し發見する2.とにほかならぬのである。. 

.抑"讀書習學の要諦は唯だ大切な乙と♦たけを憶 i て、?;う、 で*' S 、 乙、 とを、忘れ 
る r ある。 

幸 r も、自分の敎はつた麽史の先生は原因の探究を授業や試驗の根本方針に 
する1 VJ . と5:心得て©る稀有の教師の一人であつた。卽ち、リンッの實科學校の 
火丨ドゥィヒ•ベ，チ JL 博士(註 3) である。歴史敎育に 關した 上述の要求 5 : 全く 
理想的に具現した先生であつて、かういふ先生に脅つたと s ふ乙とは自分の生 




涯 r とつて非常に大切な 乙と であつた。親切でしかも 霰 格な老 先生であつ友 •か 
特 r をの光彩 陸離 / J る 雄 辯け自分等の 心を捉へ穴 のみならず、 ^れ乙そ本當 r 
自分等の 魂 5: 奪 CA 去つたといつてもよい。今日で もな ほ 2. の A 髮の 老人 5: 想 ふ 
と多少の 威槪基 免る•か、 先生 S 義 2火の如く熱烈で、想く自分等2歐*晃 
在 5: 忘れて過去 r 歸つ 穴。 霧の帷帳に包まれた千年本苛の 乾から び /2史货 も、 
先生の口から語られると生き生きとして 現實 rH 動す る* 3 ぅいふ時に《、 自 
分等 tJ 情熱 S — がら耳為け？？、すつか4動し5を流す 乙と さ 

へもあつたのである。 

先生《、 現在 K 1 よつ て 過去を說き、ま 穴 過去から現在を抽き 出して見せてく 
れた。 乙 S ? とに 有. 〇 難で、 S で當 50分 等 备？ て ゐた時 
事問題 もよく分るやぅになつた。咬た、 先生は、 自分等少 H 民の情熱を敎育に 
利用し 穴。 自分等の腕白*か烈しいときにも、他の手段 r よらず專ら 自分等の H 
民的名*心 r 訴■へて 手際よく速かに取6供めた2. とも # * あつた。 



as 


M 史が自分の好きな科目 r なつ/ <: のも先生のあ蔭である。 

勿論、 をれと共に自分 rl ——これは或は先生の望 嚏ね とこるであつ/2 かも 知 
れ«が-をの頃から若き革命家 r なつて a /2 のである。 

乙の.やうな先生からドイツの歴史を敎はりながら、しかもなほ、 H 民の蓮命 
にあのやうに有害な影響を典へた王室5:戴く才—ストリアを僧爻ずにゐられる 
者があ*®'得ようか。 

今も昔も唯•た淺まし s 私利のみを追うてドイツ民族の公益を裏切つてゐる王 
室に對して、なほ飽く爻でも忠節を盡 S んとする者があう得ようか。 

オ丨ストリアは我等ドイツ人を少しも愛しなかつた〇否ゝ愛し得なかつ犮。 
乙れ乙を、年少の自分等と II も知らずにはわなかつ 72 と，〇るの事實である。 

ハ，ブスブ，ダ家の惡業は唯*た歷史によつて知う得る*たけではない。日常の 
經驗も乙れを敎へるのである。北方でも南方でも、異民族の毒素が•た/ I だんと 
ドイツ民族の身嫌1:触み、クイ—ン3へ見る見るうちにドイツ人の都でなくな 



a « 办、『王室』は何かにつけてチ*"コ風を取办入れて£>た。ォ|ストリアのドイ 
ツ民族に取つて不俱戴天の仇敵であつたフランツ • フ H 〆 ディナンド太公1:卜 
した揮丸が太公自身の庇護の下に造られ穴も•のであつた乙とはま乙と r 天の£ 
_と s ふべきで、太公乙を才-ストリアを上層から次第 r スラゲ化せ/ L とし之 
張本人であつ穴のである。 

ドイツ民族の 负擔は非常 f ので、 犧牲け課税 r 於てネ流血に於ても まこと 
に驚くべきものがあつた。勿論、かやぅな犧牲がすべて無駄である乙とは、肓 
目でな s 限り誰で本 知つて矣に違ひなぃ。 特に 残念であつ SS 、 才—スト 
リアの1 策が ドイツとの同盟にょつて道德的に辯護せられてゐ？ とで 
ある。 乙の 古い帝國の ドイツ 民族 5:徐 々 rll !] 滅せんとする方策•かドイツ ri つ 
て或る程度 ^ で 承認せられて わ /2ことである. 0 ドイツ民族を 壓 迫しながら、外 
に對してけ依然として 才-ス ト リアをドイツ民族の 國家 たるが如く見せかけた 
、>，ブスブルグ王室の歎_ «、噯,0とに佾1;べく、乙れが延いてドイツ民族の 




間に王室に對する激しい反抗や輕侮を3へ喚び起すに至つたのである。 

然る r ドイツの r 當局者 J *たけは乙れ等の事情を少しも知らず、宛ら窗人の 
如くに死屍の傍をうる05祖6、腐敗の兆候をさへ『新生」の表徵と見てゐた。 

若 s ドイツが才-ストリアと s ふ見せかけばか6の H と結/1だのが不幸の某 
で、後の世界大戰もドイツの崩溃もをの源は乙、にあつたのである。 

•此の問題 r 就いては尙ほ後に詳しく述べる#'であるから、2.、でけ唯だ、自 
分が年少の頃に旣に一かどの見識を抱くに至う、莆來乙れを棄てず、寧^次第 
r 深めて s 〇穴といふ乙とを確言する r 留めておき穴い。 

ドイツ民族を保全する rtr とうしても才-ストリアを滅ぼさねばなら W とい 
ふ乙と、ドイツ民族の威情はハ，ブスブルダ王室を中心とする愛 H ' 主義と全く 
一致しな s と s ふ乙と、特にハッブスブ，ダ王室はドイツ民族を不幸 r 陷れる 
ものであると s ふ乙と、乙れが卽ち自分の抱き得穴見識であつ穴。 

かやうな見識から、自分は必然に才—ストリアのドイツ民族の故鄕を熱愛す 




ると共に、ォ-ストリァを衷心から惟惡する やぅ— つたので ある。 

&. 

何事 Is ても歴史的—へると S ふのが學校で敎2つた I で、 乙の考へ 
方：：！爾來自分の念頭—つ？とが5。1に取つ5、世界 f が現在の 
歷史卽ち現在 S 治墨解す — f Is 泉であつた。自分の方で歴史を 
『學ばぅ』としな s でも、歴史の方で自分を敎へて 吳れ るので ある。 

上述の 如く、—:; 年少にして 早く 4 希 上の 『革命兒』 is 祭、 
同時に ffi 術上の 革命兒 にもなつて ゐ 穴。 

當時、上才-スト リァの 首都に§合に惡 くない 劇場 ♦かあつて大抵？のを 
上演してゐた。自分 S 十二歲の時に •をの 劇場で初めて 『クイ ルヘルム •テ こ 
を觀 、をれ から數箇月—て 『I ン f こを我た。 乙れは生れて初めて 
觀るォペラで あつ 友.か、自分2忽ち魅せられて しまひ、をれからは•ハイロ イト 





の巨匠が子供心 r 好きで好きで y 2 -i らず 、•た/ I だんとヮグネ，の 作品に牽きつ 
けられて soyz 。 今日から見ると、由舍劇場に於ける乙の演出が粗末といふほ 
どではなかつ穴が平凡で、後に本つと立派な演出を觀る 檐會を殘して置いて 吳 
れたのは、自分に取つて此の上もない幸であつ穴やうに思《れる。 

かやうな具合であつ穴から、父の選/ i で吳れ穴職業は心から底から厭であつ 
た。腕白時代を通.0過ぎて後け特にさうで、役人に衣つて^決して幸顆でけな 
5，、と深く確信するやうになり、をの上、實科學校で^*た/1だ/ I と圃畫の才能 
を誔めら n て来たから、畫家にならうといふ決心を益*固めるに至つ - Z 2 のであ 
る。父に背くのであるから、考へて見れば自分ながら痛^しい決心であつ^。 

賴まれても、脅かされても、乙の決心はもう動かなかつた。畫家にならう 
どんな乙とがあ〇ても官吏にはなる爻いと思つた。 . 

然るに、年を經るにつ n て*たん*たんと 建築に對する興味が浼いて來た 。乙れ 
rl どうも不思議なことであつた。 



3〇 


W 論チをの頃の—2これを別に不思議と思 W ず、圖酵才能—す—•か 
up む Ldr へ、自—— 
他日何もかも一變するであらぅとは思ひネ及ばぬ f であつた。 

職業の問題 S 外5< 解決す含と—つ2。 

<:0分 Ur 一一 U の時—然委が亡4つ2で I 。5 VII つ 
の U に专て才てをのま、苦しみもせずに息を引き取-〇、自分等を悲しみ 

!目. ㈣ " II U ^^ 

lnlf! 。 併し iGl “ 分 H 
ヵナ f ために S 無意識にせょ旣に幾つかの種子—い5いて吳 



•. n /2 のであった。 

父の亡くなっ犮後でも見かけでけ差し當 6 何の變った2.ともなかっ 
勿論、母は父の遺志を雄 S で自分を官吏に育て/2かつたらしいのである。併 
しと/ I な乙とがあつても役人にはなるまいといふ決心は前 r - も ^して强くな 
って1 Q た。中等學校の敎材や敎育の仕方'か自分の理想に is ざかるにっれて、學 
業に對しても益"無頓着になった。3うかうするうちに自分は突然病氣になっ 
た。考へて見ると、乙の病氣 t ! 自分を助けて吳れるために起美やう f ので、 
將來のことも、家の中の長い間のいざこざもあ藤で僅かの間に 解決してしまっ 
/<のである。自分け肺をひどく惡くしてわた•を乙で、酱者は1¢こ r..J つて 、 fl 
分を決して役所 r 勤め3せな s やうにと懇ろ r 忠吿した。實科學校の方ネ少く 
とも一年間は休學しなければならなかつた。久しく心で願ひ、をのために絕免 
ず爭って來たことがこの事件にょっ v 俄かに殆んどひと.〇でに實現するに.5 
31たのである。 



自分の病氣を心配した母は、/ 2 うとう自分が實科學校を退って美術學校に入 
る己とを許してくれ7^2のである。 

夢のやうな樂しい日がやつて來た。をして^^、實際 r 、 この樂しい日は一 
睡 I 終ら S ならなかった。二年 SS •か f で、 Is し s 計晝 t ! 
すべて悉く慘めに碎かれてし^ったのである。 

母は苦し S 永患 CA で亡くなった。初めから療5-見込はなかったのである•か、 
をれでも母の死にょって自分の受け/2打 II は a どかっ穴。父 ffc 對してけ敬ふ•た 
けで-%しめなかつた*か、母に對しては甘へて^たのである。 

3て、自分け貧乏と無情な現實とに直面して否でネ應でネ愚圖々❖して&ら 
れなくな〇友。父の遺產は多少あったが母の重い病氣で殆んど ffrt てし^ひ、 
役所か^^ふ扶助料け唯だ生きてゅく•たけ r も足6なかっ y ^。そこで、どうに 
かして自活の道を_じなければならなくなつ^のである。手に rt 着物や補袢を 
詰めた鞠5:提げ、胸には不動の決心を祕めな*から自分はゥィ—ンに向けて出^, 



した。五十年前 K 1 父の ft ち得农と t k ： のもの 5: 自分も蓮命の手から奪ひ取らう 
と思つたのである。自分も亦 r 一 かどのもの j r ならうと思つたのである。— 
—唯だどんなことがあつてネ官吏にはなる' i いと思つた。 

註 1 二 n •てて7*.パ2 一八〇六年に r ドイツの S 時 £と罕る本を 害い 
て ナポレオンを費したためフランスの軍法 i で死刑を宣告せられ、一八0 六 年八月二 
十六日 ブラウナウ 町で « IE »: せられた 〇 r 譯者) 

註 2 レオ •： S * ラ，•ケタ— 一九二 三年、佛軍のルー ル進入に雇してデュ，セルドルフ、 
ド♦イブー ル 間の鐵道を **し、ドイツ { uni © ため 現場で _せられて 3 に 引* され、 
一九二 三年 五月一一十六日 『ドイツは 生きねば ならぬ J とい ふ甚を殘して秦せられた 0 
i 者.) 

註3 ルードウ <t •ベ，チ-' 一九三九年版にはレオボルド•ベ，チ■'とあり、 佛 11版及 
び 伊！！ 版でもさうなつてゐるが、英 II 版にはルードウ" t •ベヴチ■'と出てゐる0 (譯 者) 
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第二章ゥィー ン苦學時代 

# t 

自分の運命け母の 亡くなつ ^時 r 旣 r 決定して わ ^といつていい。 

母がまだ病氣で寢てゐた頃、自分は美術學校の入學試驗を受けるため r クィ 
丨ンへ行つ^乙とがある。苦もなく合格し得る.ものと思ひ込/1で、0頃描き溜 
めて焦いた澤山の圓畫をか、へて出かけ^のである。實科學校でも圈畫け自分 
が學級で一番上手であつた。をの頃から見れば技倆11ずつと進/ I でゐたから、 
自惚も出て、高慢にも暢氣千萬に樂觀しきつてゐたのであつた。 

をれでも、唯♦た一つ時折-〇氣になる 乙と* かあつた。一口に H 畫の才能と いふ 
が、自分のは果して繪畫の才能で あらう か。 どうも製 II の才能、特に建築 方面 
の才能の方*か優れてゐさうに 思 はれて なら W のであつ ^ 。繪畫は 勿論 好きで b 
つたが、仑れと並んで建築の方が*たん*たんと面白くなつて來たのである。^だ 



十六歲 になる かなら # a 頃、自分は見物のため初めてクィ —〆 へ 行 〇て二遇間 f 
ど逗留し/2/0とがあつ犮。仑の節、帝室博物館へ轎畫5:見に行0たが、殆/1ど 
博物館の建物ばか- 〇 が眼 r つい ^ 。 來る日も來る日も、朝早くから夜遲くまで 
名所見物を して 步き租つ ^ が、何 fB でも何時でも、 先づ目 r 留 つ y 2 ものけ 建築 
であつ穴。何時間 も 劇場の前 r 立ち 績け てを の建物を 眺めて £) た乙とも あう、 
何時間 も 議事堂を見あげ見 あ* c して 威 歎してゐた乙ともある。立派な建物の立 
ち 並ぶ環狀道路は爻 るで 一千一夜の魔法で 出来たもののやうに思 はれた。 乙の 
時から建築に對 する 典味が急激に 深くなつたやうである。 

3て自分は再び2.の美しい都へ来^。^,して試驗を受けてをの結果を - i だ 
か^•たかと待ち衆ねて»たが、高慢に自惚れて合格は確實と思ひ込 A でゐ 2 D 
であるから、落第の通知は爻るで靑天の霹靈であつた。信じられなかつ犮。并 
し確かに落第したのである。を乙で校長に會つて、美術學校の繪畫 科へ入れ 
35 て貰へなかつた理由1:質ねると、校長は'0分が差し出した作山の國畫 知ら 判 斷 





して、確かに畫家 rt 不向きで、建築の方 r 才能•かあるらし S から、美術學校の 
繪畫科ょりも建築科 r 志. 望するがょから ぅと 言つ て 吳れた•今^で建築の學交 
へ行つた 己と も敎育も受けた 乙とも 無い といつ ても信用して吳れなかつ ^ので 
ある。 

がつか$しながら、自分 rl 生れて初めて自分で自分に愛想をつかしつ、 シラ 
—廣場のハンゼン宮 ( al ) を出た。自分はそれまで理由の分らぬ煩悶 r 苦し 1/ 
ことが度❖あつた。今にして思へばをれもやは6自分の才能に N し^、 レの 迷 CA 
であつ^のである。校長から言ひ聞か3れてをれがは つきぅ 分つて來た。 

自分も渐く建築の方 r 天分のある乙 - t を悟つ穴のである。 

勿論、前途は極めて困難であつた。今まで反抗心から實科學校で懼けて來た 
調が# 6 だし穴のである。美術學椟の建築科へ入る r は エ藝學校の It 築 科を出 
て！ Q なければならず、エ龔學校へ入るに«中等學校 を 卒業して£>なければなら 
ぬ。然る r 、 自分に fli れ等の條件が嗦るで铁けて£>/?のである。足つて、自 
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分の夢を實現して « 術家 « c なる乙とは常識から判断して 爻づ爻づ出來ない相談 
であった。 

かやうなわけで、母の*後 r ゥィ—ンへ出かけて行っ^のは自分として«三 
度目であったが、今度は何年 かを,〇 で暮す/ S めであっ^ 。心もその 頃には ftr 
だん♦たんと落ち着 s て來てゐ犮。持ち前の 強情 も戾つて來て、をれ からけ もう 
目標を見失は«やうに な. 〇、どうしても建築家 r ならうと 決めて ゐた。困難 1 
あらうが、困難に屈しなければ ならぬ 筈はなく、打ち克てない困難は なから う。 
障碍にぶっかる と 自分 flS っでも父の 面影1: 想 CA - 浮べた。父 は 田舎の貧しい靴 
屋の小 ft から身 5: 起して役人になったのである。をれ r 較べれば 自分の境遇け 
ずつと樂であ 6、 ずつと # 闘し易くなって £)/2 。今から考へると、をの頃冷酷 
な運命と思はれた乙とも、ま乙とは攝理の锒智にほかならなかつた。苦勞 r 揉 
み溃3れさうになる度每に、負け W 氣が5 ，よいよ 強くな6、 乙れ によつ -C 遂に 
勝利を收め得たのである。 



自分は剛毅な人間になつ穴。將來も不屈な人間で 押し通し得るであらう。こ 
れ木皆當時の苦勞の期物である。併し、乙れにも增して尙ほ有. 〇 難 いことは、 
乙の時代に天が自分に安易空虚の生活を與へず、自分 5: 溫かな母の懷から奪 a 
去つて、辛 s 悲し s 貧苦の世界に投げ込 A で吳れた 乙と である。自分は NJn に 
ょつてどん底の生活を知るやうになり、後 r どん底の人❖のために鬪ふやうに 
なつたのである。 

ドィッ民族の生存 5: 危くするものが凡を二つ^ • る。マルクス主義と ユダャ 主 
義とがそれである。乙の二つの禍 r 對して眼があ5，穴の本やは6ゥィ—ン 時代 
の乙とで、をれ爻でにもマルクス主義とかユダャ主義とかいふ名は聞いてゐた 
が、をれがどんな恐^し s ものであるかは少しも知らずに&たのである。 

世間杏通には唯*た歡樂境 ど 思はれ、飽滿し/2人4-の»興所と思は n て&た 



クィ丨ンの都も、自分には、殘念ながら一生5:通じて最も慘めな時代の生々し 
S 思 a 出の地に遇ぎな S のである •. 、 

今日でもなほゥィ-ンは自分の胸中に唯*た晴 SZ 1 とばかり 5: 喚び起乙す。乙 
の豪奢な都の名を聞けば直ちに五年の貧苦を思ひ出すのである。五年の間、初 
め rl 手傅ひ人夫として、次には小3な畫エとし.て働かねばならなかつ穴が、稼 
いで得たと乙る《每日の空腹を充穴すに足ぅなかつ/2。空腹け當時の自分の忠 
實な番人であつ穴。決して.自分から眼を離し/2己とがなく、 S つでも律義に附 
き添つてゐた。一冊でも番物を買へば食事を控へねばならぬし、一度でもォペ 
ラを觀 r 行かうものなら、をれ乙を幾日も幾日も空腹をか、へて D なければな 
らなかつた。自分は乙の無情な番人と絕 t ず戰つた•を n でも、生涯のうちで 
一番勉強の出來 y 2 のは乙の時代であつ 7*2 やうに思ふ。志望の建築術や、食べる 
• ものを割いて稀に觐にゆくォぺラを除けば、讀省が唯一の樂しみであつた。 

39 自分は， sj の 時代 把非常に 澤 山の#物を讀んだ*をれも熟讀し精讀したのであ 



40 る。 仕事の餘 暇 « すべて 乙れ を勉强 r ふ. cs 向けた。かく^ 3 て數年の 間に出来上 
つ^のが’今日でネ衣ほ自分の 糧 ，になつてゐると乙スの知識の某礎«:1か衣ら 
W ので ある。 

それだけで《な S 。 

自分の現在の行動¢1磐石の基礎5:與へてゐる世界 1R や人生觀が出來あ•かつた 
のも乙の頃の乙とである。自分として«、乙の頃 r 出來あがつた世界觀や人生 
覼に後からほんの少しばか.〇添足する必要を認めた•たけで、.#更を加へる必要 
«乙れを認めなかつ穴。今： n でも認めてゐないのである • 

惟ふに、®創的な思想と s ふものは原則として青年時代 r 現は n る。元 K、 
老年の街 M と靑年の- W 創とは區別すべきもので、老年の智慧«多年の 生活の S 
«の結果であるから周到と愼重と5:極めてゐるが、靑年の獨創 《色々 な思想や 
觀念があとからあとからと湧 S て來 る 。 li める M とも練る Z : とも出來ぬ f ど豊 
かに流れ出て來るのである ❶乙の 流れ出て來る ものの 中に 一生の 思电〇根氐と 


なるものが含^れてゐるのであつて、謂つてみ n ば靑年の獨創け建築の材料と 
將來の計裹とを提供するものであぅ、老年の智慧は乙の中から適材を取.〇出し 
これを切6整へて建築するものである。勿論、所謂老年の智慧が靑年の獨創を 
抑へつけてし^つて«何にもならな S , . 

自分の世界觀や人生觀も、をの根本 fl かくして自分の若いゥィーン時代 r 出 
來あがつ穴のである。 

父母の家にゐた頃の自分の生活は世間一般の生活と殆んど同じであつ犮。何 
の屈託本なくをの日を送つて翌る日1:迎へてゐ友のである。社會問題といふも 
の« 無 S も同然であつ 7»2 。 ♦ 

少年時代の自分の環境は所謂小市民層から出來てゐて、職人や人夫などの世 
界とは殆んど何の緣もなかつ穴❶/<:いした財產本ない小市民と裸一貫の勞働者 
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とけ互 r 仲が惡い•これは如何 r も可笑しな乙とであるが、併し事實で、而も 
乙の反目は往々世人の考へてゐると乙るょ6もずつと甚しく、殆/1ど敵對關係 
比近 s のである。どういふわけで乙んな乙と r なるかと s ふと、小市民の中に 
は勞働者仲間から這ひ上つてまだ間も無い人がゐる。さういふ人にはまたもと 
の賤し S 身分へ轉落したくな S と S ふ氣持があ6、少くとも3う s ふ身分のも 
のと見做3れるのを恐れる氣持がある。をの上に、尙ほ、下層階級の野蠻な牛 
活や亂暴な交際などに就いて色 ❖ な不快な記位もあらう。這ひ上つたとは5，つ 
ても社#上の地位はまだ低いのであるから、やつと脫け出して来た低い文化や 
生活に再び接觸すれば、忽ち元へ引き戾されさうで堪へられない。を乙で成る 
ベく勞働者へ近づくま s とするやう r なるのである•身分の高い者の方が所謂 
「成6上6者』ょ.〇も乙•たは.〇の無い樂な氣持で最下層の人へ近づき得るのも 
己れがためである。 

成り 上う 者と s ふの け、 つ^6自力 r ょつて從來の社# 的也 位から更に高い 



地位へ進んだものの乙とである。と乙るが、かやうな生活闘爭は槪ね非常に苛 
烈であつて同精心を枯死3せてし爻ふ乙とが多 S 。 世路け苦痛に充ちてゐるか 
ら、心に落伍者の不幸を惘 lr だけの餘裕がなくなるのである。 

.自分け2.の點に於て惠 t れてゐ穴。卽ち、自分け、曾て父が一生か、つて棄 
て去つた貧苦の世界へ突き H - されたが、 fe 蔭で狹 S 小市民的な敎育の眼隱しを 
取う去ることが出来たのである。自分け初めて人間といふものを識6、空虚な 
假相や粗野な外觀とをの內贲の本性との區別を知るやうになつた • 

、前世紀の終る頃から旣にゥィ-ン《社會的に面白から W 都になつてゐた。 

ヴィ -ンは輝し s 富裕と慘めな貧乏とがめま r るしく入. 〇 交つて， q る 所で あ 
つた•都心や都心に近 S 地區では、人口五千二百萬を擁する大 H の脈動が多民 
族 K 家の怪しげな魔力と共に威じられた。人目を奪ふ絢镧華麗の ■>:: 殿が宛ら硪 
石の如く rK 內の W ❖からあらゆる富や知識を吸ひ寄せてわた。?: n にけハッ 
ブスグルグ帝國の强力な中央集權と S ふもの本働 s てゐたのである。 
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雜多な民族 1 :一つ r ffi めて固く結束す る乙と が出來たのは、 專ら乙 の 中央 集 
權のあ蔭である。併し、4 た、 高等の官衙と s ふ官衙がむやみに首都に集中す 
るに至つたのもやはぅ乙の中央集權のあ蔭であつた。 

ゥィ—ンけ、 ¥- に政治や文化の中心であつ穴ばかぅでなく、貍濟方面 r 於て 
もォ—ストリアの中心であつた•高級の將校も宫吏も ts 術家ネ學者もこ、 r 集 
つてをれば、勞働者も數多く集つてを6 、貴族や商人の裕騮な生活もあれば贫 
者の悲慘な生活もある。環狀道路に立ち並/ L •た宏壯な邸宅の前にけ數千の失業 
者が株梱してを6、凱旋道路の下にけ深 III の铕無し者が下水の薄崤い隅にぅご 
め S てゐ犮。 ■ 

•ドイッ人の町でクィ丨 y ほど社#問題の^^に都合のょい所けなかつ穴。併 
し、思ひ違ひをしてけな S •社#問題の『硏究 J は唯だ上から見 feA した 
だけで出來るもので《ないのである。毒蛇 r 嫌めつけられ穴乙との無い者 r « 
をの毒牙の恐ろし 3 は分らぬ•分らぬから皮相な空談を事と し、 輕薄な 威傷 r 



耽るやうになる•然るに、肚會問題の硏究 rrt 空諛も A 傷も共に有害である。 
空談に走れば問題の核心に撤し得ず、成傷に耽 n ば問題の核心を避けざるを得 
-. なくなるからである•幸運 r 惠まれ穴人 や、 自力で出世し犮人の中 rw 下層社 
會の貧苦 r 對して無頓着なものが多い。どれも勿論良くな s が、流行の着物に 
くる^6ながら『民衆と苦樂を共 r する』といつて、髙馒で、厚か^しくて、 
無作法な伊達女が如何にも慈悲深げに如才なく振舞ふのも世間を毒するもので 
ある。何れにせょ、かやうな人は、をの叡智の無 s 頭腦で考へてゐると乙るょ 
.りも甚だしい罪を犯してわる•されば乙を、をの社會問題に關する『信念 J 5: 
實行に移した場合の結果は、本人が吃驚するほど常 r 空虚であヶ、却つて反威 
を唆6、楦斥を招く乙とさへ ある。 を乙で ^ 穴、かやうな 人から 見れば 民衆は 
.恩5:知らな S ものといふ 乙と r なる のである。 

社食運動と s ふもの《乙んなものではな s •思や慈善を施すのでなく、正義 
45 を囘復するのが目的であるから、成謝 r ど要求すべき筋合のものではな s •然 





め 5' i .、 &|0'&#'?:に?:乙、れ)6''*'^1?:か、分、ら、5、の?:ぁ、る。 

自分は乙んな過を冒5ずに濟んだが、をれけ自分が下屠社會の苦顛の中に投 
.げ 込まれて、社會問題を『硏究する j ど乙 ^ でなく、身を以て每日猜驗せざる 
を得なかつたからである•自分は自ら實驗臺に上つ^やぅな名ので bo たが、 
幸にして無事 r 手術に堪へる己とが出来たのであつた。 

畨時の髖繳をこ、で悉く述べる乙とけとても出來ないから、最も大切で寺亿 
印象の深かつたものだけを、をれから抽き出し犮幾らかの敎訓と共に併せて述 
ベる乙とにする。 

をの頃の自分 fl 勿論熟竦エでなく、所謂手傅 CA として、時 r は K 時雇ひとじ 
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. V をの日の糧 i : 稼いで £) .た fc 過ぎぬのであるから、仕事を見付けるのけ大抵の 
場合3ほど困難でなかつた。. 

新しい世界の中に新し S 生活5:打ち建てて新しい故鄕を つくらうとする 決意 
の 下に、 着物の裾からョーロ，パの ft を拂つてアメリヵ r 渡つ y 2 人は、古来の 
偏見から脫却して喊業ゃ身分の 差別を 忘れ、環境ゃ傳統から も 解放せられて、 
惡事で さへ なければ勞働は如何なる種類の％ので も 決して恥づ べきでなく、 職 
業 fie 高下 rt な. s と s ふ考へ方に撤底して、眼の前へ出され穴仕事なら何で^喜 
んでやつて退けて^ るが、 自分もさう s ふ氣持になつて、嗦つしぐら r 新し s 
世界へ飛び込み、新し s 道を切ぅ拓 s てゆかうと決めた。 

•間もなく、仕事と S ふものは探せば S つで A 有るもの^といふ乙と•か分つた 
が、同時に、仕事と s ふもの rt 失 rt n 易 s もの*たと s ふ乙と本分つ穴。 

をの日の糧を得る途の不安が、自分の新し S 生活 ( fc 對する最も大きな脅成で 
ある乙とも、間7?なく分つたのである。 





なるほど f 熟練 j 勞働 者は、 不熟練勞働者 ほど 頻繁に街頭へ放う 出 る 2. 
とねなからうが、それでも失業しな s とは限ら W •仕事が無くて飯が食へない 
と S ふやうな乙とはないにしても、工場の閉鎖といふ乙ともあれば、同盟罷業 
と s ふ乙ともあるのである- 

かやうな收入の不安が生活全® に對して非常な惡影響を及ぼすのである。 

仕事が樂らし s とか、 S や、實際に樂•たとか、勞働時間が短 S とかいつて田 
舍から都會へ出て來る者がある*中でも都會の華かな光に眼•かくらんで出て來 
る者が最本多い。併し、乙れ等の靑年.»1爻だ幾らか田舍の安定し犮生活に慣れ 
てわる。田舍でけ勞供者が不足して；3るから、失業狀態が久しきに互るといふ 
乙とはまづ殆んどない•從つて生活は比較的に安定して&る。?: n 故、都#へ 
出て來犮當座は、これ等の青年は仕事を變へるにも新しい職場が見つからなけ 
れば舊 S 職場を棄てな S のが普通である•とこスで、都會に出て來る若者は田 
舍に殘つて律義に百姓で募す者ょうも初めか—が惡 S 、 と考へるの rl 間違；5 

\ 
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で、 辜實はむしる反對である•經驗 r . ょると、村を出てゆく者の方に健康で元 
氣な者が多 s のである。「村を出- C ゆく者 j の中には、アメリヵへ渡る者もあ n 
ば、未知の都#へ移る者もあるが、かやうな若者も村を出る時にけどんな苦勞 
にも負けま s と覺悟を決めて D るのである。大抵は、幾らかの金を身につけて 
都會へ出て來るから、.不幸 r して差し當6仕事が見つからなくてネ、最初から 
絕望落膽するに け 及ばな s のである。併し、折角見つけ穴職場を間もなく失け 
ねばならぬとなると、事は渐く面倒になる•新し S 職場を見つける乙と rl 容易 
でない。特に冬季では甚だ困難である。を n でも初めの間け、勞働組合の金庫 
から失業手當を貰つ犮6してどうにかやつてゆけるから^*たょい•か、やがて身 
ro けてわ/2金も盡き、失業が長く績 S て組合の補助も無くなると、生活の苦 
勞がひし a しと迫つて來る•空腹を抱へて街頭 i : うろつき、僅かばかうの持物 
をも質に入れ yz -〇、 資 6乘ばした6して念場を凌ぎ、身な6もだん*たんわびし 
くなう、惡 s 仲間へ沈倫して身 es ばか6か心まで堕落してしまひ、遂に宿るベ 
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さ家もなくなる。乙れが冬季の乙とででもあれば*をれ己を慘めで目もあてら 
れな s が、意地の惡いものでかう s ふ乙とは冬季 r 多 s のである•やつとの乙 
とで再び何かの仕事 r ありついても、運命は同じことを繰6返す。またしても 
同じ打 II を受け、三度目 rrt 恐らくも〇と酷 s 打擊を受ける•かうして何度も 
失業8:重ねてゐるうちに、安定のな s 生活に對してだんだ / t と平氣になる。習 
ひが性になるのである • 

かくして人生觐が變つて來ると*もともと勤勉であつた靑年も*た/{.*たんと喳 
落して、下等な利益の穴めに他人 5: 利用せんとする人の道具 r なる。罪なくし 
て乘を失ふ己とも度令あるから、失業の度歎*どはどうでもょくなう、罷業が 
經濟上の權利を獲得する2.と1:目的とせず 、 M 家 5: 破壞し、社會を破壤し、一 
«:文化を破壤せんとする陰謀である場合でも一向 r 平氣で乙れに參加する。卽 
ち、 «|業狂とまではなら W でも fl 業など平氣で行へるやう r なるのである。 

自分»1かやうな遢程を到る所で目擊し穴。をして、澤山の人間をやたら r 牽 
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きつけ- C 置きながら、それを無殘にも) e し潰してし t ふ大都會なるものにいょ 
$ょ深い反戚を«1ざるを得«かつ/2。 

誰も田舍から都會に來穴當座は馆かに K 民の•人であつたが、都#に住んで 
ゐるうちに H 民の一人たる乙と 5: 忘れてし嚏つ穴のである。 

自分も生活の穴め r 乙の世界的大都市ゥィーンの中をラスつ3ながら、勞働 
者の不安な*命をしみじみと ft 驗した。就職から失業へ、失業から就職へ、と 
めまぐるしく 移つて ゆき、 收入があると思へば^穴す ぐ 無くなつてし^ ふ •こ 
れが勞働者の生活であるから、貯蓄しょうとか、分際を守らうとかいふ氣持け 
爻るでなくな〇てゐる•身體珞かういふ生活 rtpt れるものと見4、金のある時 
紀け »淨 をし、金が 無くなれば咨腹5:抱へて我慢す る。 ところが、腹が空いて 
来ると、裕福な生活の有樣が消しても消 tw 餐；：|^樓の如く眼前に現けれる•色 
色な 夢を 描き出す。 をの 夢が s つの 間に か夢でなく情 It r なる。食べ /-?いと 思 
ふ。腹一杯食べた s と 思ふ •殆 A ど 病的 贮、 た C もう 食べたいので ある•を, 〇 
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で、どうにか仕事にあうついて金が手に入ると、自制も何も あつ / 2 もので なく、 
今度就職し穴らもつ と 節度のある生活を しょうと 考 へて 組み立てて〇 た 計盡も 
忽ち tt 目に なつて、 をの日を の 日を 存分 r 樂し爻うとするやうになる。 分際を 
忘れるから僅か一遇間の家計 すら 立たない •をれ でも 最初け、 一遇間の給金を 
五日に分けて使つてわるが、やがて三日で使ひ、一日で使ひ、遂に rt 、貰つた 
給金1:?:の日の晚 r 使 ひ果してし爻ふやうになる ので ある。 

中には妻子のある者もある。ところが、乙の妻子が寸た、大抵はかやうな生 
活 r 染つて£>て*たらしがな s のである。 

亭主が氣が良くて妻子に對して目が無い場合には特に3 うで、 一遇間の給金 
は 二 三日の間 r 費ひ果されてしまふ。金のある間は家中のネのが揃つて飲み食 
ひを し、 金が無くなる と、 また皆で空腹 V 抱へて暮す • 3う s ふ 時 r け、女房 
が、乙つを6と隣6近所でエ面して來/26、商人に借り穴6して念場を凌ぎな 
がら、佗し s をの日をの日をどうにか過して ゆく のである。盡龈時には皆が粗 
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末衣食卓 r つき、時には - i るで何も食べない乙ともあ-^、次の給料日を待ちか 
ねながらその日の乙とを語6あひ、色々な計畫を樹てる。腹を空かせながらや 
がて再び來るべき幸福を夢みるのである。 

乙のやう r して子供等も幼少の頃から貧苦の生活に惯ら3れる。 

と乙^が、亭主が最初から自分勝手 r 振舞ひ、女房が子供の/2めを思つて亭 
主の我儘に反對すると、を乙に甚だ慘めな乙とが起きる。喧嘩や口論が絕ぇな 
い•亭主 rl だんだんと女房から離れてますます酒にひ穴り、土曜にはきまつて 
泥醉するやう r なる•女房にしても子供にしても生き<ゆかねば衣らぬから、 
女房は少しでも金を亭主から取6あげねばなら《。大抵は工場から酒場へ行く 
途中に待ち伏せし' t 取りあげるのであるが、け摑み合ひもやらねばなら 
«のである•終に«、亭主は日曜か月曜の晩でな s と歸つて來なくなるが、歸 
つて来ても泥醉して£>て手が〇けられず、あ^けにき爻つて懷中無一文である 
から、大抵の場合* V 2- には世にも慘めな光景が繰う展げられるのである • 
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自分 rt S やと S ふほどかやうな實例を見て來农。初め rt 胸が悪くなるほど不 
快で、腹立 /2 しく 3 へ思 0 犮が、後に《乙の痛まし S 悲劇を理解し、をの深 S 
原因|:會得するやうになつた*所詮は社會の事情が惡いのである。 

當時の住宅の有樣も a ど s もので、ゥィ-ンの貧民窟の如きは悲慘を極めて 
寧 K ： 怖るべきものがあつた。穴倉のやラな陰氣な住宅、木賃宿や合宿所、胸の 
逋くなるやうな不潔、不淨、をの睹澹犮る有樣を想 CA 浮べると、今でネ身の毛 
のょだつのを禁じ得な S 。 

乙、に住 yt でゐるもの fl 人間でなくて奴隸の群である。をれでも2.れが陰氣 
な穴倉贮&る陬はまだょ5。己れが若し解放せられて無分別な社會への3ば6 
出ょうものなら 一«|どうなるか。 

敢て無分別衣社#といふ。 

今の內 K かやうな生活を何とかしなければ、早晚必ずと A でもな S 2- とにな 
る••それにも拘らず社會 rt 乙れに氣が〇かな s •叙智5:失つてねるから萬事を 
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成行きに噯かせて危險 r 想ひ到ら w のである。 

今日から考へると、かやうなどん底の社會を學校として與 へら n た2.とは®: 
分にとつて非常な幸 jo であつ犮。此の學校で«嫌ひな科目をネ懒けるわけ r ゆ 
かなかつた。自分は NJV で急速に、而も根本から敎育せられたのである。 

當時、自分の周圍贮©穴人間はすべて度し難い連中であつたが、をれでぁ附 
き合0てゆけ/2のは、かやうな連中の生活とをの原因との區別を 知つたから 
で、乙れを知つて初めて彼等 r 對する同情.5:失はずに辛抱することが出來たの 
である。不幸も悲慘 も、 不 淨も哦落も、考へて見れば當人のせゐでなくて社# 
の罪である。その上、自分の生活も樂でなく、苦し si とが多かつ^か*らつま 
らね縝傷»:ひたる暇もなく、徒らに同情し/26、«落5:责めてばか6わるやう 
な乙とにもならずにすんだのである。 

$や、それど2.ろではな S 。 

をの頃、眛 r 、 自分はかやうな狀態を改良する方法が一つしかな S2 . とを看 
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て取？；。如ち、0|'£:#'歡迄5:'$^<|:3?1'4*')1'&だ«)'^'1:つど 

忘^' s'&il tr' vft '- c '5:”- c '、, co % ni «' ;J n ' l : l: r‘kfi n' 

wr'i' い \«'。^' 4| ^' 阶多 «'*'«' 5| ^' どいぐ 2 :'41'|:' ぎ 5: ;^で ^';5 。 

自然は旣成のものを維持するょ-〇も、種の相績者犮るべき未成のものを養育 
する乙と r 努める。人間の社會に於ても同じ,〇とで、旣に惡に染つ犮ものを强 
ひて良くしょぅとしても、をれ《人間の資性からいつて九分九厘爻で出來ない 
乙とであるから、寧る來るべきものの穴め r 健賁な發展を保證してあいてやる 
方が大切である。 

ル？:'寥 «' か篆4 ?:* wlfc '#'*' s&'i 皆#' a ' t &' s : は.?: s 。が^' 

a '*' し、 ”«' 4いど vw '’ r'lki i siM ' kfss ダ tgs ; の M '«: の «'«: に 

ifg ' が i 5' かい- c '、 ifc 1 #' ii ' i &'、 の f VC 、 こ V 缺 pg ' v 除、去 V る V と V な V れ K な^' 
6。 . 

かぅ S ふ乙とがクィ—ンに於て生活の苦翻を績けてゐる頃に fttr 自分には分 



0 てゐ犮❶ 

非 H 家的な罪惡を犯す勞锄者に對して P 斷乎たる處霣を_じなければ ならぬ 
が、それがなかなか出來ないの《、要するに、かやぅな時代現象の動機や 原因 
に BB した判断があやふや*たからで、判斷があやふやなわけは、內心で社 #の！ gj 
落 r 對する莆助の責任を威じて^)るから r ほかならず、?:乙で、竪い異面目な 
決心がつかず、 H 家の存立が要求する大切な處置を實行する r 當つても必ず動 
攘して中途半端に終るのである。罪惡意識の影が33なくなつて初めて、心本 
落ち着き、大 IKr 邪«な小枝を剪6捨て、容教なく雜草を拔き去り得る力も出 
て來る。 

才丨 ストリアは、 社 # 正義 や、 社 #立法に就いて 殆んど 知る とこ ^が 無 かつ 
たから、悪性の 邪 » 物を排除す るの r 本 思 a きつ 穴 m とが 出來な かつたのであ 
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翥時の自分は仲'間の勞锄者の經濟上の窮乏にも驚 S 穴が、道德上の噫落にも 
驚き、精神上の敎養の低級に本 X S 衣ものである。 

乙、に哀れな浮浪人がゐて、自分はドィツ人で有らうと無からうとどうでも 
ょ S 、 食つて行けさへすればをれで結構 だ、 などと放言し 穴ら、 ドィツのゲ少 
ジ■アは恐らく憤慨せず r ゐられなからう。 をして、 かくの如き 『 H 民的矜持』 
の觖如を痛烈に非 II し、 かくの如き心根 r 對する It 惡を切實に發表するであら 

併し、3う S ふブルジ•アの立派衣心根け 一*!どうして出來农か、と S ふ，- 
と 1:自問し反省す る ものが果して幾人 ゐょ うか • 

文化や*術のあらゆる方面 rmH の成就し犮偉大な業績がある•乙の數❖の 
業績 ir 思ひ出すから乙を、かくも惠まれ穴る_民の一人穴るを誇り得るのでけ 
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な S か* 然る r ドィッ人の中 K 1 祖 _ の歷史をよく理解して©るものが 果して鼸 
人ゐようか。祖_が あらゆる 方面に 於て 偉大である乙と 5: 知 n ば，〇そ祖 _ 5 r 誇 
6得るのだといふ2. と fit 氣の付いて £> るもの•か杲して幾人ゐ ようか 0 

「大衆 J * か祖_を誇-^得ないのけ誇う得るやうにして實つてわないからであ 
る。ドィッのブルジ■ァは乙れ S : 忘れてゐる。或は、誇^'得るやうにして^つ 
てゐない、卽ち祖_の麽史を正 L く知らせて賀つてゐない、といふ乙とでけ外 
■の勞供者も同じではないか、然るに拘らず、外國の勞働者はをの H 民性を失 
〇てゐないでな s か、と言ふ者があるか本知れ！2•併しそ n け瞞着である 。 t 
しんば3うであつても、， vn « 非_民的な浮浪人をその4、に放任してあいて 
よ s 理由にはならない•況して、事實け 3 うでないのである。例へば フランス 
r 於ける所謂 r 熱狂的爱11主義 j の敎育であるが、己れも所詮け文化(内 ultur ) 
或 rl フランス 人の所謂「文明 jNivilieation ) の あら ゆ令方面に於て フランスの 
偉大で ある 2. とを 極端 r 强調する もの K : 他衣らぬのであつて、 フランスの 靑年 


は、敏治や文化 r 於ける祖國の業績に關する限う、客觀的に物 5: 見ず、極端 r 
主観的 r 考へるやうに敎育せられるのである。 

勿論、かくの如き教育は、一般的な大方針に限局すべきもので、要すればこ 
れを絕ぇず反復して國民の記值や威情に刻み込 t ねばなら《。 

然る r 我が H では、 かやうな敎育を施 3 ず"卽ち消極的 r 懶けてわるのみな 
らず、學椟で折角學び得方極く僅かなものを3へ積極的 r 壤してゐるのであ 
る。_民の政治的中毒といふ鼠が乙の極く僅かなものを3へ大衆の心や思ひ出 
の中から引き出して來て食べ荒す か、 さもなくば貧苦が z . n5: 壓し潰すのであ 
る • 

試みに想像して見ょ。 

陰氣な二室しかな s 貧民長屋に七人家族の勞働者が住/Iでわる。五人の子供 
の中には三歲の小兒も&るとしょう❶三歲と S へばもう物心のつく頃で、頭腦 
の良い者で rl 乙の時代の思ひ出けずつと老年に至る爻で殘るものである。部雇 



'か狹くて人が多過ぎるのであるから、， vn * たけでも祿な，〇 との あらう答*かなく 
れから晚まで喧嚤ばか- 〇 である。 あ 互. に 助け合ふのでなく、抑へつけ合つて寒 
すのである。喧嚷しても家が庚くて身をかくす所•かあ.03へすれば、 ちよつと 
離れてゐるう ちに 納まつて、自然に仲直りが出來るものであるが、顏と顏 とを 
つき合せてわては、止ん•たかと思ふとまた始ま.^、氣持*かだんだ/ lr ,〇ぢれて 
遂に解けなくなつてし^ふ。をれでも、子供同志の場合け爻だ よい。 子供は絕 
t ず喧嘩5:するが、直 <* に. 爻 穴き れいに忘れ てし まふものである*併し兩栗の 
場合は厄介な 2. と r なる。夫婦が子供の前で殆 A ど每日のやうに 至極野蠻 な喧 
嚷をするのである。乙の實物敎育の結果•か子供の上に徐々 r せよ必ず現《れて 
來る乙と fl 間違ひない。喧か何時か形を變へて、亭主が女房をいぢめたり、 
或«醉つばら.つて女房を毆つ穴6戴つ^うするやうな 乙と r なれば、，〇んな听 
に育つ子供の行末はどんな乙とになるか❶乙れはかやうな環境を 知ら W 者 r は 
想供も0か《/0とであらうが、悯れむべき子供け僅か六歲にして旣に大人で3 
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へ嫌惡するやうな事柄を®*るのである。仑れでも小 3 な r 國民 j として 國民 
學椟へ入るが、心け旣に蝕ば爻れ、身»は榮養不良で弱く、頭腦の發連本遲れ 
てゐるから縝み扣きを覺*るのがやつとの乙とである。家庭で敎へて贳ふなど 
は思ひもょらず、寧/»家庭でけ、母親や父親が子供の前も惲らず、あられ本な 
s 言葉で先生や學校の»話をし、子供に行儀や道理を敎へず r 野卑な乙とばか 
りを聞かせる。すべて子供が家 si で明く乙とには世間 r 對する敬愛の念を促す 
もの«一つもな S 。 一般にかやうな社#では、人間の美點は何一つ認めら n ず、 
下は敎師から上は H 家の元首に至る t で、 制度といふ制度けすべて悉く惡口の 
的 K 1 なる。宗敎も、道德も、！！家も、社會もすべて一律に罵られ、下劣昆龍衣 
言葉にょ 〇 て汚3れるのである••たからして、子供 rt 十四歲で學校 5: 出る時に 
は、すつ か 6英迦に な 〇 てを 6、無知な 乙と け驚く ばか 6であるが、 その 振舞 
tc 於て け 旣 r 一人前 r なつて をう、 見る ものが怖毛を ふる ふほど不道德で鐵面 
皮で %落し 果てて &るのである❶ 
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神聖なるもののあるを認めず、偉大なるものの あるを 學ばず、唯* た 下劣なる 
生活のみを知つて £) る人間が世の中へ出て ゆく ので ある。一 糖 どうなるであら 
うか。 - 
三歲の童兒は十五歲にして枉 r あらゆる 權威を侮蔑する痗れ者になつ て C 
る。子供は唯. た 卑狼、汚渴を習ひ整 i 穴だけで、高尙な 成激をを、るやうな何 
物をも學ばなかつ穴のである。 

子供 rt かくして人生の髙等學校に入る。 

を 2 - r 始まる生活は子供の頃に父親から ^ ひ 覺免穴のと 同じ ものである。 彼 
方此方をうるついて、家へも^く^く寄- cv つかず、氣に入らなければ曾て自分 
の母親であつた哀れな老婆をな<*4:>飛ばし、轉をも世界 5:ネ %ひ、終にけ何か 
の罪 5: 犯して成化院へ送られ、を乙で最後の硏磨をかけられて立派な惡黨 r な 

る • 

A 芽出度 S ブルジ - rtf 、 かやうな少 i 民 J«cr _ 民的蕺激 J がな S のに 





驚き、劇場や、映畫館や、三文文學や、赤新聞が 毎日々 ♦色 ❖ な害毒を夥しく 
世間へ流し込 if のを見て、今更の 如く、 •大衆の r 道德的內容 j の貧弱や『阈民 
的無關心 j に驚いてゐる。祖 H の偉大な姿を知るやぅ r させて吳 n るものが際 
物映畫や赤新聞であるかの如く r 考へて、子供時代の敎育を全く無親して&る 
のである。 

自分はをれ^で全く氣付かず r ゐたと乙スの乙とを此の當時に念速に根本か 
ら理解するに至つた。をれは何かと S へば、大衆を 『 K 民化 J するには、就中 
健全な社會關係 5 : 建てて各人に敎育の機會を與へねばならぬ、と S ふ乙とであ 

る。家庭や學校の敎育 で、 文化 や、 經濟 や、 就中政治の方面 r 於ける祖 H の偉 

* 

大な姿 を 知れば 乙を、をの _民の 一人として 生れた 乙と.^ 心から誇6 得る ので 
ある。誰でも己れの愛する者の穴めにのみ戰ひ、己れの衆ふ者のみを愛し、少 
くとも己れの知る者のみ1:拿び得るのである。 



社#問題に對する, II 味が湧くと共に、自分けをれを撤底的に硏究し始め/ 2. 。 
すると、をれまで知らなかつた新しい世界が眼前に開けて來犮。 

一九 〇九年から一九 一〇 年にかけて、自分の境遇, P 多少變つて來た。自分は 
最早やをれ爻でのやうに手傳ひや趄時雇ひでなく、旣に獨立した少年 畫エ とし 
て働 S てゐ穴のである•收入が少くて生活け困難であつ犮が、自分で選 / 1 •た 仕 
事である•たけに愉快で、仑れまでのやうに、夕方職場から歸つて來.て 本疲 n 切 
つて. Q て書物1:讀爻うとしても直 (* 居眠り5:始める とい ふやうな 乙ともな く、 
攻た、今度の仕事は將來の職業と緣のないもので 本な かつ/2から、働き甲斐 も 
あ6、時間 も 自分の思 ふ ^、に 都合を つけて 有效に利用する2. とが 出來穴ので 
ある。 

自分 fl 生活の犮めに働き、樂しみの穴めに勉强し穴。 
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自分は a に社#問題に就いて色 ❖ の實物敎胄を受けてねた。足-〇ないのけ理 
論 だけである。そ？-で、時間の餘裕が出来ると共に乙の方面の宵物を漁つて讀 
んでは考へた。 

をの頃の自分は傍から見たら恐らく狂人と思は n たで あらう。 

社會問題を硏究しながらも、をの頃の自分が尙ほ建築に爱着して， Q た，-とけ 
言ふ爻でぶない。音樂を別とす n ば籌術の女王け建築であるやうに思けれ、建 
築に携はる己とは『勞働 J でなくて無上の悅樂であつ穴。夜晚くまで本 5r 續 A 
だ6圖を引 S たりしても疲れを知らぬのである。を乙で、未來の建築家といふ 
自分の美しい夢は何年か、るか知ら or か、何時か必ず*現するに違ひないと思 
C/、 自分け必ず建築家として名を成すであらうと深く信ずるに辛つ犮。 

建築に愛着すると共に、社會問題を研究してゐ犮自分は、政治問題にも非常 
な 典味5:抱 s てゐた。併し、乙れ は 特に言ひ立てるほどの乙とでネ ないやう r 
思はれる。政治問題 r 關心を寄せるの rt 普通の人間なら當然の乙1で、政治問 
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題を理解せざる者に rt 批角や抗告の資格も綦いのである*をれ故比"自分《政 
治に就 S ても出來る•たけ書物を讀ん•た。 

併し、自分の讀み方は、所謂『知識陏級 j の讀み 方と少し 違ふので ある。 

世の中には限り無く r 讀 ifJ 人がある。® F 物か4物へ、文字から文字へと 
目$:移してゆくのである。併し、.2./1なのは必ずしも本當の『讀赉人 J ではな 
s 。 r 物識り j でけあらう が 、 m / l だもの5:消化して頭の中で整理する力が無 
s.ltIV 物を讀む 場合 rw-»li みながら大切な事と 3 うでない亊とを識別し、大 
切な事だけ1:記憶 r 留め、 3 うでな s 事 s 成るべく 讀 嗦ず、或は少くと ネ意味 
の無 s 埋め草として讀み棄てるや ラ にしなけ n ば4ら«。然るに、物識うには 
乙の取捨が出來な s のである。元來、11睿け手段であつて目的でない。 人間が 
各自の索質や能力の許す限办の生活を普 lr ^ 2 めの手段でなくては* ら WO 讀 * 
r rt 卑近な生業の用 ^: 資するのと、高尙な使命のため r するのとあるが、何れ 
にせょ、 乙 nr ょつて生活に必要な 道具 や 材料を得る•乙 n が讀書の第一の 目 



的で、第二の目的は世界の槪觀を得る NJ とである。勿論、 書物の 內容を唯だ 讀 
ん•た順序 r 從〇て何もかも記憶して£>るのでは駄目で、內容の一つ一つ•か恰も 
切嵌細工の石片の如くに世界の槪觀の中で適當な地位を占め、世界の姿が腦裡 
で容鉍(|?:組み立1:-られるやうになつて》なければならね。5もなくば、唯だ色 
色な事柄を雑然と覺¢1込んで £) ると S ふに邁ぎな S 。 かやうな知識は役に立た 
ず、聿スをの持ち主 5: 思；3上らせて不幸に陷らせる*たけである。かやうな人は 
如何にも r 敎養 j があう、物識りで、3も人生の何穴るかを解してゐるかの如 
く大真面目 r 自惚れるが、實は、こんな『敎養 J を加へるに從つて爻すます世 
情 ct 疎く、終 r rt 療養所の厄介になるやうにな6、或は議會の「政客 j として 
生涯5:終る人 も珍しくな S のである。 

r 知識 j の 庫の 中か.ら機に臨み時に 應 じて必要なものを取う出すといふ， 〇 と 
け、 かやうな物識り r 出來る,〇とでない •讀 んだものを生活と離れて 唯 •た IIA 
•た順序に從つて整理して ゐる からである。日常生活に 何 か 事が 起きた場合に、 
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乙れ r •對して何時か讀んだもの S : 正しく應用しようとすれぼ、 かやうな 物 識う 
は^物の名やら頁數爻で本思 CA 出3なければ次る^い。でないと、 途方に 
.て遂•に正しい方法を發見し得ないに違 CA な S 。 併し、都合よく何ネかネ殘らず 
思 CA 出すと s ふわけにけゆきかねるから、大事 r 臨 / t で狼狽し、狂氣の やうに 
なつて類似の場合を揉す。をして、結局け間違つ穴處方を擱ひに決つ てゐるの 
である。 

華 

今日麻堂に立つてゐる博識の政治家が迀濶な乙とばかうやつてゐるのも乙れ 
が/2めで、でなくば素質が病的に惡いのである。或け無賴で单劣なのである。 

讀省の術を心得て，〇る者 tr S を？にも雜誌や小冊子 sg も、決し 
て唯'た漫然と II み捨てる ことなく、 役に立つもの、誰も知つて あくべきもの、 
と思 ecfQ ばか.〇へ注意を向け、含•たけ赢んでよ 4* J くやうに 
する力うして出來た知識は旣に想像によつて造6出されてゐる心象を適當 
に修正し、或 s 補足するから、心象 t； 具實性を增し、明瞭加へるやうに 
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なる。，. VZL で、生活上 r 俄に事件が起きて何とかしなければならなくなつた場 
合でも、讀进の術5:心得て&る者は少しも獏狽せず、直ちに記憶5:働かして癉 
準となるべき心象5:想ひ 出し、 をの中から、過去何年かの間 r 集めた材料で當 
面の問題 rBB 係のあ6さうなものを抽き出し、をれを活用して事件を鼴理し得 
るのである。 

かやうに活用が出來なければ讀軎も駄目である。 

例へば、讀んで知つ1:わる•たけで活用の出來な S やうな辯士は、自分の說の 
方が對手の說より何倍も正しくて事實に合してゐても、反駁に對して主張し通 
すことが出來な S •討論の際に慘めにも記值から見棄てられ、 C 說 5 : 確證しよ 
うにぁ、對手を反 it しよう r も、を - CO 論據を發見し得ないのである。 

かやうな辯士の埸合では、恥をかくのも當人だけであるからまだよいが、萬 
一物！といふだけで他に能の無 S 人物が H 家の指薄者になつてで本. Q ようも 
のなら、それ乙を災濉である • 
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自分 rt 若 s 頃から正しく讀杳する乙とにつとめたが、幸にも記道力や理解力 
.が十分 r 働 s て扶けて吳れた。讀 -* と s ふ乙とから見てもクィ-ンの生活け非 
常に有益であつた。日常生活の經驗が何もかも刺戟となつて絕 i ず色♦な問題 
の硏究を促したから、自分もだんだんと實際の生活に理論を典へ、理論を實際 
に當てはめて橡べて II るやうにな6、理論に溺れ穴.〇、現實 r 縛ら n た.〇する 
やうな乙とがなくなつたのである。 

自分が社會問題以外の二大問題に就いても、卽ちマルクス主義とユダャ主義 
とに 就 S ても 根本的に 硏究するやうになつたの木乙の頃の乙とで、やはり、 H 
常生活の 經驗が自分を媒6立てて乙、に至らしめたのである。 

をの 頃、 乙れ等の 問題に あのやうに 本氣に ぶつかつてゆかなかつたとすれ 
ば、マルキシズムの理論や本質を會得すべき機會はをれつき6無かつたかも知 
れな S 。 
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方 

自分も若 S 頃から社會民主黨なるもの1:知つてゐた。併し、?:の知識け 極め 
て貧弱で甚だ正鵠を失してゐ穴のである。 

社#民主黨が無記名苦通選擧のために載つてゐるのは、自分の祕か r 喜ぶと 
乙るであつ穴。普通選擧制を按用すれば、自分の嫌ひ衣ハ，ブスブルグ王朝の 
權 力は必ず衰退するに違ひないと思つたのである。才—ストリアはドイツ民族 
I: 镇牲 r して圃家を維持しょうとしてゐるが、スラゲ民族 r 阈家を維持する能 
力があるかどうか甚だ疑はしく、從つてドイツ民族のスラゲ化といふ犧牲?:弗 
つても果して生活能力のある國家が出來るかどうか分つ穴ものでない、といふ 
のが自分の確信であつた。だから、一千萬のドイツ民族 r 死刑 5: 宣吿せんとす 
るやうな、世にも有る^じき國家の瓦解を促すものなら何で本歡迎したのであ 
る。雜多な！！語が薄#で喋言ら n るやうにな n ば、乙のバビロ,ーアのやう ^ H 
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家の崩 m する時 も* たん•た/ t と近づき、才—ストリアの ドイツ 民族の解放せらる 
る日 も 近づいて來るに違ひなく、3すれば、 才- ストリアの ドイツ 民族け何時 
か再び母 Hr 合體し得るに至るであらう。かやう r 考へて自分け社#民主黨の 
活動に共鳴したのである。 . 

自分けをの頃なほ世間を知らなかつたから、社會民主黨け勞働者の生活條件 
の改善 r 努力して0るものと考へ、愚かにも社會民主主義.に反對せず、寧ろ賛 
成してゐたのである。唯だ、社會民主黨がドイツ民族の存續のために戰ふ，〇と 
に反對し、スラゲ人の「同志 j の好意を得ん として 淺嗦しくも媚び諛つてゐた 
のけ非常に不快であつた。スラゲ人の『同志 j «何か實利さへ見れば苟合する 
か、さもなくば尊大に構へて動かず、乞食の如く煩さく附き欏ふ社會民主 黨を 
唯•た輕蔑する•たけであつた。 

かやうなわけで、十七歲頃の自分はまだ『マルキシズム j r 就 s て殆んど何 
も知らず、『社會民主主義』と社會主義とを同じものと思つてゐ穴。社會民主主 
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義の正 fe s : 洞察し、 をの 前代未聞の 國際欺瞞を看破するためには、やけ6苦い 
經篇が必要であったのである。 

有嫌に言へば、自分は從來唯*た折々大衆の示威運動を 見物して 社# 民主黨の 
己とを 知つ てゐ たに留ま6、黨員の精神 や 主義の本質に 就いて11何も知らなか 
つた。をの自分が俄に社會民主主義の教育 や 「世界觀 j の所產 と接觸する 2. と 
にな6、並：：通ならば何十年 も か、 るやぅな乙と 5:僅か數筒月で會得 し /2 ので あ 
る。社#民主主義は社會道德 や 博愛の假面の下 r 嫌行する悪疫で あった•人 妬 
はこれ5:成るべく早く世界から驅逐 しなければ衣らぬ、3もな くば 人類の方が 
世界から追放せられ てしまふに 違 ひない。 自分 rt かぅいふ，)とを 會# したので 
ある。 、 - 

自分'か初めて社會民主主義 者と 出會っ* のは或る建築の工事場で あった。 

乙の邂逅は最初から餘ぅ - ifil 快なものでなかった。をの頃の自分は、身な6も 
まだ il らか整つて£>たし，言葉も崩れず、する2.とも控へ目がちであつた。絕 
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♦一ず自分の辜 r 追 rtn て £) て周圍の事にか、 « る餘裕本なく、唯だ仕事 5: 求め 
て口を糊し、あもひろに修養 5: 續けょうとしてわ穴。4/れ故に若しをのま、で 
進ん*たら、自分も新しい環境にか、6合ふ N- と本なくて濟んだであらうが、新 
し s 仕專 fe A o けて 三日 目か四 H 目か r 事件が起きて、自分 も 態度を決めねば 
ならなくなつた。自分は勞働組合に加入するやうに求めら n たのである。 

勞働耝合に就 s ては 自分け爻だ何も知らず、耝合は有つ/2方が善 s のか、想 
s のかをれも分らなかつ / 2 が、 兎 r 角、 加入の勸誘を受けた時、自分 《]fl ち r 
辭退した。何が何だか分らぬし、をれ r、 何事 r 限らず强 CA られて したくない 
と S ふのが拒絕の理由であつた。さう S ふ 自分 5: 直ちに仕事場から追 CA 出3な 
かつ^のは、咬*た•何も分らぬのなら無理 もな S とで本思つ穴のであらう、或け 
自分が 二、三日 中に軟化し改心するであらうと考へたのかも知れぬ。何れにし 
ても組合の連中は全く思ひ違 a5: してゐたやうである。 二 遇間後に (1 もう内分 
はかりそめにも姐合へ加入しょうと s ふ 氣持になれなく ^:つて ゐた。乙の間 r 
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周圍 を fr 細に觀 察して 組合の 連中のいか < はしい有樣を看て取つた自分«、听 
，じて la 合へ加入しな s 乙と に肚を決めた。 乙の 決心け 最早や世界の如何なる權 
力を以てしても 動かせぬほど堅い ものであつ ^。 

?:れから暫くの間は甚だ不倫快であつた。 

正午になると、或る者 fl 近所の居酒屋 r 出かける が、 他の 者は 仕事場に殘つ 
て粗末な辨當を食べて to た。殘る方は槪ね世帶持で、 女房が 汚らしい器に食べ 
物を容れて持つて來るのである。週末になれば、仕事^ で辨當 を食べる連中が 
だ A だ/1增 t る。をの理由も自分にはずつと後になつて分つて來 たが、 3 ぅ ^ t 
ると S つも連中の間に政論の花が呋くのである。 

自分け獨り隅 Q 方に坐つて牛乳を飮み、麵^{を食べながら、新しい仲間 
のする己とをそれとなく眺めた.〇、自分の不幸な身の上をしみじみと考へたり 
してゐた•をれでも色 ❖ の事が耳に入つ穴。洱 r 入つたと s ふよりも、寧ス自 
分に何か言 e せよぅとして、わ f ? よがし—してゐる言—へ思はれ 
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た。 iln も耳に入つて來るのけ 嫌 r 障る乙と ばか 6 であつ ^ 。あらゆるもの r 反 
抗す るのである • H 民とは 「資本家 j 階級 —乙の言葉*たけでも自分は何度 聞 

S たか分らぬ - の寢語だ3うである。 祖_«勞働 者を搾取するブルジ •アの 

機關 であ6、法律の權成《ブ & レタリアを 揮懕 する手段である3うな。學 校は 
奴隸と奴隸所有者とを # 成する制度であ.〇、宗敎は禅取せらるべき 民衆の 頭 5 : 
麻 痒させる手段で、道德は愚かな忍従の象徴であるといふ。かう して 乙れ らの 
連中はあらゆる本のを侮辱した。泥の中に蹴落3れて蹂みにじられぬものは全 
く何一つ 無 かつたといつて s S 。 

初めけ努めて默つてゐ穴自分も終には我慢が出來なくなつ穴。を乙で、 v ' ょ 
S ょ肚を決めて口を利き始めたが、當面の問題に就 S て豫め相當の知識を得て 
わなければ m 論をしても無駄*たと悟つ^から、自分はひをかに對手の連中の所 
謂智慧の泉を推し始めた。對手の連中の讀んで&る書物やら小冊子やらを片つ 
端か.リ讀み始めたのである。 
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かくして自分は仕事場で屢•激論を戰けすやうになつ犮•社#民主主義に就 
s ても自分の知識の方が對手のを れょうもだん♦たんと 精し くな 6、議論でネ自 
分の方が常に勝つやうになると、對手はたうとう奥の手を出しV.理性を最本容 
钻に打ち負かし得る手段、卽ち脅迫や暴力 r 訴へるに至つた •.主*た〇. た連中が 
やつ- C 來て A どかすのである•直 rr 仕事場を立ち去るか、をれとも作業の运 
場から突き落3 n るか、どちらかを選べと s ふのである•自分は一人き6だし 
抵抗しても無駄だし、 己 n も 一つの經驗 •たと 思つ て 仕事場を立ち去る乙とにし 
た. 

自分《いやな氣持で仕事場を立ち去つ犮が、己の爻>引下つてし嗳ふのは如 
何 «r も殘念であつた。時が Mo てどうやら胸も嫌爻ると、生來の强情が再び頭 
5:镰げ出して來て、自分はま穴何處かの仕事-%へ行つてみる2.とに心を決め 
た。一つは、僅かながら貯めて置 S /2 金も此の間に费ひ果してをの日 r 困う、 
否でも應でも働きに出なければならなかつ7^2と S ふ事情もあつたのである。併 
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し、をの仕事場でも同じやう*活 « があつて、同じやうな終結を見犮のである。 

自分はひをかに考へた•かやうな人間でもやはう偉大な！ i 民の 一人と いへる 
であらうか、 と 0 

乙れは厄介な問題であつた。かやうな人間でもや《6ドイツ人であれば、民 
族の穴め r 戰ふなどはつまら W 乙とで、優秀な人物が無賴な徒辈の穴めに辛醃 
を嘗めた6、犧牲を拂つ穴6しなければならね道理はない。併し、爻た、かや 
うな人間はドイツ人でな S とすれば、我が民族には旣に人間がゐな s と s ふこ 
とになる。 

良分がかやう r 思 ひ 惱んでゐ犮頃、ドイツ人で あうながら ドイツ人で ある,〇 
とを忘れた人間は次第に增ぇて、怖るべき勢力5:加へてゐ犮。自分は不安に襲 
はれざるを 得な かつ 穴。 

或る日、ゥィ|ンの街頭に勞働者の一大示威運動があつ穴。四列縱隊が《て 
もなく續 S て宛ら長蛇の如くうねうながら眼の前を通う遇 f て行く•自分けそ 
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の人 ❖ の威情と^るで違つた氣持でをれを見てゐ犮。息5:殺しながら殆んど二 
時間も立ちつ一^けて眺めて £) た。をして、遂に、不安で堪らなくなつて家路に 
っいたのであった❶をの途すがら、或る煙草屋の店頭でォ-ストリア社#民主 
黨の檐關紙『アルバィタ-•ッァィトゥンダ」(勞働者新聞)を見つけ/2。乙の新 
聞は、自分が時 ❖ 新聞 5: 讀みに行く粗末な喫茶店にも置いてあったが、 非常に 
下司な新聞で、全猜の調子があまう惡どいから二分間と績けて讀む乙と•か出來 
なかつ穴。と乙 ^ が、示威運動を見て a どく憂鬱になつてせゐも あらう が、 
ふと、此の新聞を兎に角一枚 H って讀んでみょうといふ氣になつ穴。を2.で、 
新聞5:買つて歸つて、?:の夜仔細に讀んで見たのであった♦か、を乙に並べ立て 
てあるのは 巇八 百であつて、自分け幾度も心の中に燃 i 上る憤激を抑へるのに 
苦し/ I だのであった。 . , 

前に述べた如く、自分は社會民主主義を色❖な文獻にょっ て研究してわた 
が、社#民主黨の新№1:每日精讀するに及んで、此の主義の正«を 一層明瞭に 
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看破する乙とが出來犮やうである。 

社# 民主主義の書冊の方を見る と、 自由とか #» とかいつ ^ やうな美辭朦3 
が到る所にあう、駄法蝶を如何にも深遠な智慧らしく見せかけ、偷理道德1:如 
何にも勿 tt らしく說 s て ある。而もをれがすべ て 嫌 面皮に本 爻るで 豫言者の言 
葉ででもあるかの如くけ〇きうと赉い て あるのである。 然るに、 人類 0折し v > 
軟濟 を說く新聞の方 1: 見ると、何もかネ野蠻 で 下劣 5: 極め、悖德の限 盡し 
世に も！！ ❖ しい tt 言でか/ 2めて ある。大變な違ひである*か、理論け中流や上流 
の恳かな 『知識階級 J に 讀 1 K せるもので、新聞け大衆向きに出來 てゐ るのであ 
* 0 .. 

かう して社會 民主主義の 理論を 說 S た書冊と 檐關 新聞とを併せ讀んでゐるう 
ちに、自分は*た/ I •た/1と大衆を見直すやうになつた。 

をれ甘でけ、自分と大衆との間に越4難い溝*かあるやうに思はれたのであつ 
穴が、仑 の 溝' か 却つて前に4して大衆を爱する 檐緣 になつ たのである。 
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怖ろ し S 毒害を 敢てするもの： か 社#民主黨で あると 知れた以上は、莫迦 者で 
な S 限 6犧牲の大衆 5: 嗤ふ乙 とは 出來な S 筈である。自分は年を追うて* た A だ 
A と獨 立の生活を资み得るやう r なり、をれ と共に また*たん* たんと is£ 方から冷 
靜 r 社會民主黨の 行動を 眺めて、をの勢力の由つて來る祕密を見究め#る やう 
になつ/2。社會民主黨では赤い新聞でなければ讀んではいけない。赤い集含で 
なけ n ば顔 5: 出しては s けない。赤い^物でなければ讀んではいけな いことに 
なつてゐる•甚だ横暴な要求であるが、實は 乙、 に社會民主主義があの やう r 
成功した原因があるのである。峻联で 他を 容れな s 教義でなけ n ば 決して 勝利 
$:■ 收め得るものでな s と s ふ 乙と が自分にもは つきう 分つて來穴 • 

一體、大衆と s ふものは煮免切らぬ乙とが嫌ひである。 

女といふものは、道理で動くよりも女の持たな S 强い力に對する愫愤で動く 
乙とが多く、をれ故、弱 S 男を自由にするより本强 S 男の自由になる乙とを喜 
ぶ。をれと同じく、大衆は歎願する者ようも支配する者 5 : 好み、寬仁大度よ-〇 
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も崚鲅な敎義に內心の滿足 $: 威ずる。自由 S : 與へら 41 て^、大抵けをれ 5 :どう 
してか知らず、却つて見棄てられ穴やうに威じ^いのである。敎義が圃令 
しく人間の精神を脅迫してゐょうが、人間の自由を蹂躏して， q ょうが、敎義が 
根本から虛妄であらうが、3やうな乙とけ大衆にけ全く分ら W のである。表® 
が敎義の目的 r かな a 、 烈し S 無遠撤な力を具へてゐて押しが强ければをれで 
ss ので、結局、大衆はかやうな力に從ふものである。 

従りて、 !!;'#'£' 姜?:を ffil '. T : に、 t !、 SS : へに^:て It ' t : 民姜?:卜、も®:れ、 
ff ' い to ' ぎに於- c ' i ' Jrl ' r ' ずい、3いい?;の4, '*' ビ W '、 て、し^'^' n ' k ^:' い i 。 ft ' i - 

wr* 、i 1f' fl' i^wkli'w ^' n' i€ 5:K ^: VJ ^' -r' 0' 、 La'?: #w 

かくして二年も經たぬ間に、社#民主主義の敎義も、をの技術的手段も 自分 
に*1はつき6分つて來穴。 

社會民主黨は、道德的にも心理的にも抵抗力のな V 1 ブルジ"ァに對して精神 
的脅迫 5: 加へるが、をのやり方が t た非常に卑劣で、彼等に とつて 最も危險と 



»4 


思は n る者へ一定の合 ■ の下 r 嫌評中傷の猛烈な一齊射擊を洛せかけるのであ 
る•攻擊を受け/2方け 神 經を惱嗦3 れる から、大抵は平稼な生活を取6反し穴 
s ばかう に 厭な對手へ降參してし^ふ。2.んなのは氣力のな s 莫迦者であるが 
仑れでも平毽な生活けなかなか戾つて來ない。攻鼙«.何度もや6莳される。狂 
犬の やうな 對手が怖くな6、 をの 恐/ S しさが遂に暗示に なつて 心身の麻痺を惹 
き起す やうになる^ で 繰 6返3れるのである。 

社會民主黨 rl 經驗によつて力の俄打ちをよく知つて£>るから、對手が世 r 稀 
れな强い者の天稟を少しでん具へて&れば、乙れを猛烈に攻_し、對手が躲い 
者であれば、をの才能1:世間の評判通う r 或は愼重に或は露骨に稱揚する。 

意志が期くて氣力のな s 天才よ6、頭腦 rt 平凡でも性格の强 s 元氣な人間の 
方が恐ろし s •だから社#民主黨は精神に於ても力に於てネ联い者を執拗 r 推 
薦するのである。 

社#民主黨は、己んなこと1:するのが平毽な生活を維持し得る唯一の方法で 
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あるかの如く見せかけるが、實際 113 うでない。世間が何か他の事柄 r 注意を 
向けてわたり、或は平穩な生活を SL 3れるのを嫌ひ、或け事件を遢少に見て何 
も大騒ぎ i: して惡 s 對 手をわざわざ刺戟するほどの乙とでもな s などと考へて 
わるやうな折をねらつて、 it # 民主黨は祕か r ゆすつ穴り、か穴つ y 26 して、 
用心深く而も着 ❖■ と地步を占めてしまふのである。 

乙の戰術は人間の藤點を精しく調べ穴上で工夫し穴ものであるから、對手が 
毒瓦斯に對して毒瓦斯で向つて來なけ n ば、殆んど間逄ひなく成功する•氣の 
MS 者に對して rl 唯•た生き犮いか死 r た s かと問ひつめればい$のである。 

.個人や大衆¢1射する肉 et 的脅迫卽ち腕力沙汰にも意味けある。2.れもやはう 
人間の心理5:精しく研究し穴結果であつて、決して氣嗦ぐれなものではないの 
である。 . 

仕庫場、工場、集會場、民衆大會の場合などで行はれる腕力沙汰は、對手が 
やは6强い臃力沙汰に訴へなければ必ず成功する • 





萬一强 S 抵抗に會けうものなら、社會民主黨は忽ち 騒ぎ 出し、今^で國家の 
あらゆる權威を輕蔑してゐ穴 2: とけ棚にあげて、金切聲で助けを求め、 大抵の 
場合一般の堕落に，乘じて目的 J: 達する。かやうな怖^しい政箱 r 對して もあ 
•もねる恳かな官憲がゐて、今求められる^、に助けてあいてやれば、也日 必ず 
引き立てて貰へるであらうといふ淺はかな希望から、社會民主主義といふ W 際 
病に對する防壁の破壤を手傅つて吳れるのである。 

かやうな遺り口は、敵味方を問はず大衆の心に深刻な印象5:與へねば止4ぬ 
が、乙れも、民衆の心理 1: 寄物でなく實生活から學んだ人でなければ 分らぬこ 
とである。勝0/2方では、かうして收めた成功を恰も自分等の方に正義があれ 
ば乙を收める乙との出來た勝利であるかの如く見做し、敗けた方では、大抵の 
場合、最早や抵抗を績けても徒勞に終るものと絕望するに至るものである。 

かやうにして、自分«特に惡辣な腕力沙汰を見るにつけて、だん•た/1と乙の 
犧牲になつて斃れ犮幾千の大衆に同情するやう贮なつ/2。 
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自分が大衆を見直して、，大衆に罪 fl なく、惡 S のは社會民主黨で、大衆は唯 
•たをの手先 r 使け n てゐる r 過ぎな s 乙とを知る r 至つ穴のけ、仝くゥィ丨ン 
時代の苦難の賜物である。 

社#民主黨の行動は全く瞞着であつて、大衆はをの犧牲といふょ6他に言ひ 
やうがな S 。 社#の r どん底」本暗 s ばかりではなかつ穴。世にネ稀な锴高な 
る犧牲心もあれば、義理堅い友情もあつ/2。非常に慾が寡ぃ乙と、控へ目で互 
r 讓6合ふことなど fl 、奈落の底に輝 s て»穴美德で、同じ勞働者で本所謂北：： 
ものにはかやうな美德$:具へて^)たものが多い。若 s ものは大都會の惡影赛を 
受けて、かやうな美德をだん•たん失ふ CC 至つたが、をれでも健實な素質にょつ 
てどん底の生活 r 打ち克ち得たものけ少くなか'つた。然るに、かやう r 善良で 
正直な勞働者' i でが、政治活動では、民族の仇敵たる社會民电黨に馳せ加はつ 
て黨の勢力を强めるに至つ穴のは、一つは新し s 敎義の害毒を知らなかつた穴 
めであるが、一つは誰からも面倒を見て貰へず、遂に社會生活の苦し3が社# 
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民主主義 r 反對する2.と5:許 3 なくなつ^からで、轮ずる所、生 S の窮迫から 
已ひを得ず社會民主黨の陣營に走つたのである。 

ぁまけ一;、ブ vw - rir ^ J ^^' CD' A ' ra ' w ' r-' JE ' lt' .^' r'j^-c' t '^ 
道な而も拙劣な方法で S ' JS し W た •«'?: し、た - i '、乙^' - e ' SIJ ' r ' ffco '^' s ' r ' vr ^' 

.?:s & k、i£nm' ぃか?: sb'-5'。 ル®' ill#' 雾$篆«'5:口；^ 
歇ぅ出され、て落«'?:に#'5:'客.?:に?-:つ?:の«:乙、れ?\'^:め7:ぁ、る。 

何百萬を數へるか知ら W か、,〇れ等の勞働者も、初めは確か r 內心 r 於て if: 
會民主黨に背 i : 向けて £)/2 のである*か、ブルジ•ァの政黨が勞働者のあらゆる 
社會的要求に反對して、幾度となく狂氣じみ农態度を示した穴め比、心ならず 
も社#民主黨 r 手を差しのベ/ 2 のである。勞働條件の改善と 3 へいへば、ブル 
ジ•ァの政黨は一も二もなく反對し犮。機械の災害防止裝置に就いて本、幼年 
H の勞働制限に就いても、勞働婦人を少くとも未來の國民を懷姙 して わる間•た 
〆 でも保讓する2.と r 就いても、頑迷に片つ端から反對した。*たから,〇を、社 
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會民主黨もブル ジ•ァ のかやう 衣淺噯 しい 心根の 露け れ穴 機會 を巧みに足へ 
て、 民衆5:社會民主主義の網の中へ追 a 込 If 乙と•か 出來犮ので ある。かう して 
政界のブル ジ ■ァが冒し穴遇誤は 取う 返しの つか W もので あつ犮〇 社會の害惡 
を 芟除 せんとするあらゆる 努力に反對し穴 から、 單 r 佾惡の種子を播 い 穴の み 
ならず、 ドィッ 民族の怨敢の 言ふと 乙る 5:裹 * きして、 勤勞階級の利益5:代表 
する ものけ社會民主黨の他に W ないといふ 乙と を是認し^ やうな 恰好 r なつた 
のである。 

早くから社#民主黨の/2めに重要な客引の役目5:務めて 來 犮勞働組合が道德 
上 r 存在の理由を有する r 至つ穴の《、就中ブルジ •ァ のかう した過誤 r 因る 
のである。 

ゥィ-ン時代 W 自分の修業時代であつ犮 * 勞働組合の問題に就いてネ、乙.の 
時代に否でも應でも意見5:決めねばならなかつた • 

自分は勞働組合を社會民主黨の構成分子と見、黨と 不可分の BB 係にあるもの 
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と思〇て£>たから、意見を決め■るのも雜作はなかつ/2が、これは誤りであつた。 

言ふ爻でもなく自分は勞働組合に反對し穴のであつ7^2が、此の非常 r 重要な 
問題に就いてもやは 6 蓮命の敎育 5: 受けねばならなかつた。をの結果、自分の 
意見け CA つく ぅかへつたのである。 

勞働組合には、勞働者の社會的權利を擁護し、生活條件を改善する手段とし 
ての組合と、政黨が政治的階級闘爭を遂行する道具としての組合とがある。 自 
分は二十歲 r なつて初めて乙の區別を知つた。 

社#民主黨は勞働組合運動の大切なわけを知つてゐ农から、2.れを道具に利 
用して成功を收め、•フルジ "ァ は をれ5: 知らなかつ穴から政治的地位を喪つた 
のである。ブルジ■ァけ鼻の先で『拒み J 3へすれば自然な發展を差し止め# 
るかの如く考へて£>たが、實際は不自然な發展を促したのである。一體、勞働 
組合浬動を何か非愛鼷的な本のと考へるのけ莫迦げ/2乙とで、異實に反する。 
勞働組合の追求し遂行せ /L とする目的が H 民の中堅5:なす階後の生活向上であ 
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る限6、をの蓮動は非愛 H 的でも反 H 家的でもなく、搴ろ本當の意味で 『 W 民 
的』とるべきもので、_民思想の涵養に必要な社會的條件を造う出すに與 
つて力があう、嚏た社會的な癌を芟除し、心身の病源を退治して民族一般の健 
康に資すると乙^が多 S のである。 

をれ故に、勞働組合の必要なるは 論を 俟たぬ とこるである。 

傭主の中 CC 社會問題に對する理解に乏しく、正義や公正の観念 r 觖くる もの 
が ゐる 間は、傭主の貪慾や不法 r 對して勞働者の利益を擁護す るのは、阈民の 
一部に他なら W 勞働者の權利であり、また義務で ある 〇 阈 民の誠 實と信用と 5r 
保持するのは、その健康を保持す るのと 同じく _家の利益でなければならぬ。 
然るに、資本家の中にけ國民協同®の一員たる 乙とを 自赍せぬ不都合な 者が ゐ 
て、 H 民の誠實をネ信用をも、はたまた K 民の健康を本破壤しつ\ある。かや 
うな資本家の貪慾や傍若無人の行動は國民の將來を毒する 乙と 甚だしき もので 
あるから、乙れを制懕するのは H 家に對して貢獻する 乙と に也ならぬのである。 
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傭主から實際に醅 s 目に逢けされたら、或は逢けされたやう r 思つたら、自 
分だけで自分の好きなやうにして鳧をつければ良 s でけないか、と s ふ人があ 
るかも知れ«。併し、乙んな2:と5:いふのは瞞着で、注意を外らす底意と見な 
ければなら W 。 非社會的な不良狀態を除くのは H 家の利益である•苟本 W 家の 
利益である以上は、遑當な武器にょつて戰はねばなら12。と乙ろが、大資本家 
の勢力と戰つて滕〇といふことは、個 ❖ の勞働者にはとても出來な S 乙とであ 
る•正義で勝たうといふのでなく力で勝/<!うといふのであるから、一人❖❖で 
はとてもかなはな S 。 正義が認められてをれば閼爭の原因がなくなるわけで、 
從つて關爭も起ら W 害である。場合にょつては、正義の觀念の存在する*たけで 
鬪爭の圓滿な解決を見るに至るであらう。否、やけう闘爭など見なくてもす〇 
であらう。 

非社會的な 不都合な 待遇が 原因で 勞 «' 者が反扰する やう r なつ穴場 合でも、 
政府が社會の窖惡を取う嫌るべき f の機關を說けて&なけれぽ、勢力の强い 






方が勝〇に決つてわる。故 r 、 資本家やをの團體の勢力に對抗する r rt 多數の 
勞働者が一致 ail してかくらねばならぬ乙とも當然の話で、3ネなくば、初め 
から勝利の見込は無いものと！一めねばならぬ。 

卽ち、勞働組合は、もともと社食思想を强めてをれを日常生活 r 贲現し、不 
•平不滿の原因を除く乙とを目的とするものである。然るに、事實さぅなつて £) 
な S のは、就中社會的害惡に對する法的取締1:妨害し、或は政界の勢力を利用 
して これ5:顰肘 したものがゐるか ら である。 

:フルジ * ァの政黨は勞働組合を理解せず、寧ろ理解せんとせず、却つてこれ 
に對抗せ/ L としたから、社#民主黨は反對 r 組合運動に味方をし、先見の明を 
もつて堅固な足場を造り上げ穴の- t ? ある。實際に、此の足場け旣に幾度となく 
社#民主黨の重大危機に際して最後の支柱の役目?:果して0る。併し、乙れと 
同時に、組合運動*か本當の目的を失つて*た/ L だんと新し S 目的 5: 追求するやぅ 
にな Q 犮の rl 言ふ嗦でもな S 。 



社會民主黨は組合運動に味方をし^が、運動の本來の任務 $: 保存しょうとは 
しなかつた。否、3う S ふことは社#民主黨の夢にも考へなかつたところであ 
so - . 

僅か二、三十年の間に、勞働組合運動は社#民主黨の巧みな手に操られて、 
勞働者の社#的權利を擁護すべき手段から闺民經濟を破壤すべき道具に 轉落し 
た。勞働者の利益がどうのかうの、といふ口の下から？|んなに變つてしまつた 
のである。政界內でも其の一方が無良心で、他方が愚かな羊の如く從 rl であ n 
ば、ーガは經濟上の壓迫手段を利用して他方を恐喝するのは何でネ衣 S 。 

社#民主黨と勞働組合との關係では、 乙 の無良心と從 M とが二つながら揃つ 
て^たのである。 一 

今 

勞僑耝合の運動け、今世紀の初め頃に旣に本來の任務からかけ離れたぁのに 
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なつて c > たが、年を逐ぅて•たんだんと社#民主黨の術策に格6、遂に寡ら階級 
闘爭の道具として利用せらる、に至つ/2。笤々として建設せられた經濟體制に 
間斷 なく衝擊を加へて先づ乙れを破壤し、經濟の瓦解にょつて阈家の瓦解5:招 
來するのが 勞働姐 合の仕事になつたのである。 勞働 者の本営の要求を代表する 
と S ふことは•たんだん忘れられ、終には大衆は貧乏で敎養の低 S 方がょく、大 
衆の生活が向上するのけ政略上から見て面白くな S と S ふことになつて來た。 
大衆の希望が叶つてし^へば、彼等は最早や今爻でのやぅに傀儡たるに甘んじ 
なく ^ 6、永久に利用し得なくなる m が あるから である。 

階級闘爭の指導者はかぅなる ことを 知つ て & たから、 大衆の向上を非常に恐 
れ、本當に有益な社#改良には賛成しなかつ 友 ばか6で次く、 正面から 反對す 
る2. とさへあつ穴。 

かくの如きは如何にも一見不可解な行動である ♦か、 こ n を言び拔けるくらゐ 
のことは階級間爭の指導者には何でもなかつ穴。 
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要求をだ/ t だん大きくし、其の極く僅かな部分しか容れて貰へぬかに見せ、 
資本家の讓步け惡鼸の誘惑であつて、神聖な要求?:莫迦げた鼻藥でゎ3へ、安 
價な方法にょつて勞働者の攻擊力を弱め、或は麻痺せしめょラとする奸策に他 
ならぬから、をれ r 乘つてはなら W と言ひくるめる。大衆は物を考へる力 r 乏 
し s から指導者の意のま > r なるのである。別に訴ひには當らない。 

デ，ジ "ァ の陣營では、社會民主黨のかやうな遣6 口を 不誠實極まる といつ 
て憤慨した*か、3うかと いつて、 かやうな遺う 口から ブルジ， ，ァの 行動の 方 If 
となり得るほどの敎諏を引き出す3 ともしな かつた。社#民主黨け勞働者が本 
當に Inj 上して、敎 •# も髙 くな6 生活も豐か r なる,」と?: 恐 n - c ゐるのである h 
ら、グルジ "ァは 乙、 r 着眼して勞働者の生活改善に努力し、陏鈒 開爭の 代表 
者の手中からをの迸具を奪 a 取るべきであつ^のである* 

然るに、誰もかう S ふ乙とをしなかつた'* 

進 / 1 で 攻擊 して 對 手の 陣地を奪は うと はせず、專ら鰣 手の 壓迫 するに委せて 
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f : たべたん押し詰められ v 遂に仕方なし^!！急手 fir した。併し、をの 
手段も旣に時橘を失してゐ犮から奏效せず、極めて不完全で用を爲さなかつた 
から忽ち排斥せられてし嗦つ穴。かくして、現實では何もかも舊菔の爻、で、 
唯•た不滿ばか6が*たん*たんと深刻 r なつてわ^。 

恰も此の時に當つて『自由勞働組合 J I ものが宛ら 入道雲の如く政界の一 
方に現£一れ、個人の生活の上にも頭を擡げて來たのである。 

自 i 働 f S 民 Itlt 、 安泰や個人の自由を 
覆へす最も恐るべき暴力團の一つであつた* 

參 

民主主義の槪念を莫迦げ穴空念佛広嘹せしめ、 自由を漬し 、『仲間に入らなナ 
れば頭5:叩き tl る』と言 〇 て人情を CA たすらに 無視したのが此の 自由 勞働組合 
である。 

當時 自分の 知ぅ得た『人類の友達』 はかくの如きものであつた。ぞし て、 か 
やぅな 連中に H する 自分の 見解 は年を逐ぅて庚くな.〇、深くもな〇た*5 、 爾长 
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_ 更する必要 rt なかつ穴。 

社會民主主義の外貌を知るにつれて、をの正®5:搁爻 うとする 心が 日を逐う 
て强くなつて來た。 て . 

勿論、社會民主黨の公開する文書を讀んだだけで rt 正髖け摑めなかつ穴。蓋 
し、社會民主黨の公刊物は、經濟 r 關するものは主張でも論證でも間違 a •たら 
けであり、政治に關するものは II 言でか/2めてある . 0 三百代言風の新しがつ穴 
言ひ挺し《、特に厭であつ犮。內容の暧昧な言葉や意味の分らぬ文句を無數に 
並べたてて、意味の深 S 、 と s ふが實は爻るで意味のない文章を椿へ上げてあ 
る。乙れは理性の迷宮と s ふべきもので、乙んなものを有り難がつてダダィズ 
ムの英迦げ犮癟語の中から『內實の«驗 j を汲み取らうとするのけ、大都會に 
巢くふ頹廢しきつた浮浪人のみであらうが、自分に分らぬ己とでさへあれば M 
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でもかでぁ深管 S であるかの言に考へる謙！ Is 德も周知の如く國民の 
一部 r ある乙とはある • 

.社#民主黨の間違ひ*たら. H - 噱言だらけの理論と實際の行動と 5:比較して見て 
ゐる うちに、自分け•たんだんと社會民主主義の本當の底意を 知るやうになう、 
をれととも r 暗い豫威や氣味の惡い恐怖を威じないで fl ゐら n なくなつた。を 
NJr 自分け恐るべき教義を見つけ穴ので ある •利己主義と佾惡とで固まつてゐ 
て、をれが勝てば必ず人類が滅びるに違ひないと， 〇 るの敎義を見つけたので あ 
る。 

かやう r 研究してゐるうち r、 乙の破壤の敎義と、をれまで自分の殆んど知 
らなかつた或る民族との關係も分つて來た。 

' St ' #' 客 の 影 5:' 奸 ¥<?:'?: れ wr' 'nz て Vュ5: ャ彰 5:' 气る多 於 

k ぐ 

ユダャ民族を知れば、今まで社會民主黨の目的や行藏に就いて思ひ違 ひをし 



§ て， Qy 2 乙とが分か.〇、社會がどうのかうのと、唯•た言葉で飾つた化の皮がはげ、 
妖しげな雲や霧が一時 r _ れて、をの中から マルキシズムの 歪んだ顏が齒 を ひ 
き出してあざ嗤ひながら現 rt n て來るの 1 :見るやう r なる であらう。 

方 

『ユダャ人』 と $ふ言葉に特別の考慮を拂ふやう r なつた のは 何時頃の 乙と 
であつたか、今では自分もはつき.〇覺 t て£>ない。父の生きてゐた頃は、家庭 
で『ユダャ人 j と s ふ言葉を聞 Sy 2 乙と 3へなかつ穴。父は 乙の 言葉を何 か 意 
味あ6げに口 r する の 5:敎養の低い時代遲れ と考 へて & たやう r 思は n る。父 
は もともと K 民主義的な联しい志操の人であつ/2が、生涯の 間 r 幾らか世界主 
義的な思想を抱くやうにな〇てゐて、自分 も 何時の間にか その 影*を受けてゐ 
たやうである* 

• % 

學校でも自分 rt 父から 承けつ S だ考へ 方を 變へ ねばならねやうな橘會を典へ 



られなかつ穴。 

尤も、實科學校で «|人のュダャ少年と知6合った。乙の少年に呀しては誰 
も賒 うっき合ってゐなかっ^ が、 をれ は少年が無口で あっ/2ためで、他に特別 
の 理由が あったわけで rl な S 。 無者は どうもつ き合 ひにくい とい ふ 乙と け 
橥 もが色 ❖の 經驗で 知ってゐ穴のである。 

ュダャ人といふ言葉を度 ❖ 耳に する やうになっ /2のは十四、 五 歲の頃で、女 
治問題と關嫌して»く2.ともあつた。. S ういふ場合に、自分«ユダヤ人 5: m る 
者に對して輕い反«を« ぇ、何か信仰上の喧嘩を見る時にいっ本感じるやうな 
不快5:禁じ得なかっ^。 

其の頃の自分には尙ほ此の問題を別個の見地から觀察する 乙と が 出苌なかっ 
たのである • 

リンッ r ゐたユ ダ ャ人は極く少く、をれも數 百年を一所に 住み慣れて、見穴 
と乙ろ、すつかうョ— ロッパ化して人間ら しくな つてゐたから、自分はこれ 等 



のユダヤ人5:もドイッ人•たとばかう思つてわた•それがとんでもない考へ違 a 、 
である 乙と も^*た分ら*かつ^。ドイッ人/2る 乙と r 違 a なく、 唯* た 宗敎* か違 
つて ゐるに 過ぎな s と 思ひ込んで ゐた のである。自分はユダヤ人が 宗敕 を異 r 
するから迫害を受けるものと考へ、ユダヤ人を惡くい ふ ものが あると、 をれ に. 
.» して反威を抱いたのみならず、嫌惡を 3 へ覺 免 たもので ある。 

ユダヤ人を排斥す る 組嫌的な運動の ある乙と 5: も ^だ 少しも知らなかつた。 

をのうちに自分けゥイ-ンに住む乙とに^つた* 

ゥイ—ン r 來ても、初めの間は見事な建物に魂を奪は n たう、世路の峻難に 
喘 V :た. 〇 してわたから、？-の大都會 r どんな 人間が ど/ L な 層を成して住んで ゐ 
るのか目に入ら衣かつた。^の頃、 クイ- ンの人口は二百萬で、をの中に ユダ 
ヤ人が二十萬近く も &たのであつ^が、 をれも 目に留らなかつた。一時に 色 ❖ 
な事柄に觸れて、 I 1 U も 心 も 暫くは爲すと 乙 / S を知らなかつたのである。併し、 
をのうちに*た / 1•たんと落ちつ s て來て、周團の樣子5:仔細に兆め るやうに なつ 
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穴。をして、自分«乙> r 初めてユダヤ人問題なるものに衝き當つ^のである。 

ユダヤ人問題に注意するに至つた經緯は餘ぅ倫快なものでなかつ^。 當時な 
ほ自分《ユダヤ人を唯だ單純な異教徒と見てゐ农から、ユダヤ人を排斥す るの 
は心が狹いためで、宗敎が違ふから と S つて壓迫するのは . lh めた方が良い と考 
へてゐた。ゥ <1 Nrt ; ユダヤ人排斥の新聞があつ/ 2 が、自分にけをの新聞の 
論調が如何に 本 大興民の文化傳統 に相應しからぬ本のと思けれて厭であつた〇 
中世紀に於ける幾つかの事件が思 ひ 出 3 れて不快であつた。自分はあ、 いふ 事 
件の繰6返されるの5:見たくなかつた。を n に、又、ユダヤ人排斥の新聞は一 
般 r 無力で重視せられ V & なか0穴から——どういふわけでさうなのか當時の 

自分には分らなかつたが-かやうな新聞の^き立てる？-とは決し - C 深い硏究 

の結果でなく、要する r 商賣仇に對する嫉妬の所產であるやうに思けれた。根 
本的な主張*かあるのなら假令間違つてゐても遠慮なく述べたててょからうが、 
どうもさう s ふ主張があつて^ s てわるの*たとは思は n なかつたのである。 



當時の大新聞 C 非常に立—態度—つて攻擊— へて？が、默殺し— 
るで對— SM と12 。 Mn かま S どく—の氣5つて、自分 c 
いよいよユダャ人株斥5:不當と考へるやぅ r なつた。 • 

ノ i •フラ i •ブレ，セや、クィ—ネル.夕，ゲブラ，卜—け所謂世 

界的新聞 マ 報道 は 豊富-記事 は公平らしく、調子 は上品であつ友。•たから、 
自分 CM れ 等の 新？ 雲し V ?が、唯：^の f 振.^ か 如何 f 浮華で、 
幾度 も不滿 S じ、 時 5 不快— へ f 衣が、 これ，^世界的大都會 の繁榮を 
反映し穴ものであらぅと&つてゐ2。 

その頃の募：2クィ-ンを世界的大都會と見て矣 から、かやぅに考 へる の 
も無理けなかつ友のである。 

併し、® •、不快に 思つた NJ と2、 これ 等の 新聞が 如何に ネ下劣—度を以て 
ゥ—ンの ■>' 廷に媚び Is つてゐ犮乙とである。あよ，^宮廷の 乙とといへば、何 
でもか1 S 6 とか— St か SSII 1。 をの— 
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方が如何にも仰々 しくて、 特 r 事柄が「不世出の明君 j (フランツ•ヨゼフ 皇帝) 

に關する場合 rw 殆んど山鳥の妻嫌ふ聲に も等しいものがあつた。 

乙んな乙とはすべて作りごとである やう r 思はれ、自由な デモ クラシーの名 

折であるやう r 思けれた。かくも見苦しく窝廷に阿諛す るのは_民の 品位を汚 
すものである。 

をれまで幽分の好きであつ？ >_ ンの大 新聞 m 厭氣？し始め穴 S ?,' 
がためである。 

以前 r も3うであつ^ が、 ウィ—ンへ來てからも、自分は、政治でネ文化で 
も-、 苟もドイツと關係のある2.となら何でも熱心に研究し、ドイツの降盛5:才 
丨ストリアの衰亡に比較して襄かに誇ると共に喜んでゐ y 2 ものである。ドイツ 
の外交に 就 S て2槪して 滿 足を f 穴が、內政には餘ぅ面白くない事件 もあつ 
て、 asr 暗 s 不安に襲 2れざるを得なかつた。當時 ウィルヘルムニ世を 對 手に 
行 はれて ゐ /<? 鬪爭 r rt どうしても 賛成で きな かつた 。ウィルへル ムニ 世は 啻 r 
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ドィツの皇帝であつたのみならず、ドィツの海軍の創設者であつた。故に、講 
會が箝口令にょつて皇帝の口を封じ穴乙とけ自分にけ非常に不快であつた。ご 
れは全くその資格のな S ものが敢て行つ穴禁 JH- であつて、箝口令を布 かるべき 
もの《讅會の踅总でなければなら«。勿論、ドィツの王室にも非常に暗愚な君 
主が現は n てゐる。3ぅいふ君主をも含めて歷代の皇帝が何百年かの間に喋言 
6 散らした Is 語はどれほどあるか知らぬが、議會の嵆鳥•か此の常時の潢 場で 喚 
き立て7^2世迷語には遠く及ばな s であらぅ。 

白痴同然の人間でさへ發言の權利を有し、議會に 於て は『立法者』 として W 
民に臨み得る國でけな s か。苟も王冠を戴く者が、前古未曾有の 低俗な饒舌機 
關から r 謎责』を受けたと s ふのは奇怪な話で、愤懣に堪へな いと乙スであつ 

それにも爻して癩に障つたのけゥィ|ンの新聞の態度であつ/2。官廷のネの 
といへば駄馬の端くれに爻で最敬禮を槔げ、何かにつけて方圖もなく媚び諂つ 
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てゐる新聞が、事ある每に3も心配3うな樣子を裝ひながら、をの實、自分の 
見^と乙スでは强ひて惡意を隱3うともせず((?:、ドイツ皇帝の惡口を言ふので 
ある。ドイツの內政に于涉しょうと S ふ氣持はな S 。 決してをんな#£持はな S 
が、痛 s 傷口 r 指を觸れるのも同盟 H 民の親切であう、^/<!義務であつて、新 
聞人の職務 CC 忠實な所以でもあると S ひながら、傷口に指を突つ込/ I でやたら. 
にかき 粗す のである。 

かやうなことを見ると身體ぢゆうの血が逆流するのを感じた。 

自分はゥイ-ンの大新聞 fit 對してだんだんと! I 戒するやうになつた- 

► v の頃、ゥイ—ンにダス•ドイッチ*•フォルクスブラットといふ新聞があ〇 
た。ユダャ人排斥の新聞であつたが、ドイツの問題を取う扱ふ態度が大新聞の 
をれと違つて非常に眞面目であつ犮。自分も S つかをれを認めて德とすに至 
つた • 

尙ほ一つ癩に障つた乙とは、ゥィ-ンの大新聞が不都合にもフランス禮11 VJ 
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やつて b /2 乙とである。フランス人を— i 偉大なる文明國民 J として 貧め 穴、、 
る甘美な m 歌ばかり聞かさ n ては、誰だつてドイツ人/2る 乙と が恥しくならざ 
るを#な so 己の憐むべきフランス祟拜が神經 r 障つて所謂「世界的大新聞 j 
を放-〇出し、『フォルクスブラット」を手に取る乙とがだ/ 1•た/ L 多くなつた。勿 
論、乙の新聞«如何にネ貧弱であつたが、ドイツに對する態度には純 粹なとこ 
るがあう、極端なユダャ人排斥 rrt 賛成できなかつたが、をの主張には聞くベ 
く考ふべきもの•か少くなか〇穴。 

•兎 r 角、かやうなわけで、自分けをの頃ゥイ ー ン to 政界 5: 支 flel してゐた力丨 
ル•リユ-ゲ火博士といふ人物と、をの串 ^) る基脊敎社會黨の 運動と5:•た/1だ 
ん知るやうになつ穴。 ' 

ゥイ I ンへ來穴頃の自分は、 リユ—ゲル 博士も、基督敎社會黨も大 嫌 a であ 
つ/? 。 リユ—ゲルといふ人間 もを の 運動も『反動的な^;の』としか 思へ なかつ 
たのである。 
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併し*た/ I だ/1 と 9ュ-ゲルの人物 や 事業5:知る fit 及んで自分は考へ直3ざ 
るを得なくなつた。でなければ平生の正義成が承知しないので ある。をして一 
U 見 E して眺めてゐると、2.の人物は•た/1 だんと 偉い人 間 r なつて 來て、自分 
はほさは と 威心した。敬服せ ざるを 得なかつ衣。今から考へ ると、ドィッ人で 
リュ—ゲルほど腕の利 Sy 2 市長は未だ曾て無かつ^やぅで ある。 

某脊敎社會黨を見る目が變ると共に自分の頭も漸く 變つて來犮。 

ユダャ人排斥に關する考へ方もだ/1 •たんに 變つ犮。 乙れは自分に とつて 實に 
垃も重大な變化であっ犮。 

勿論、己、まで來る には心に激しい 葛藤が あつた 。理性と感情と が二年本戰 
つた。 をして 理性が遂に 勝つ /2ので ある。をれからけ 感情も^く理性に 服従し 
て理性の最も忠實な監視人とな6、警吿者と なるに至つ ^ のである。 

感情と冷た S I とが激しく戰っ VJS 頃の自分に非常な利 f 與へたもの 
«ユダャ人に就いてクィーンの街頭で受け/2實物敎育であつ穴。をの頃には 



自分も旣に肓目滅法 fc 大都會の中をうるつき » つてばか6&ないで、 

どうやら 

建物のみならず人間 r も觀察の眼を向けるやうになつてゐ农のである。 

ある日、ゥィ-ンの都心で、通.〇すが6に長い上衣を着た黑い縮髮の人間を 
見た。 • 

乙れもやはりユダャ人であらうか。自分は初めかう®った。 

言ふ^でもなくリンッのユダャ人は乙/ t な風をして A 衣かつ*〇を2.で r 自 
分 rt をの人物 1: を n となく 觀 察した•すると、を.の珍らしい顏や姿5:見て»る 
うちに、初めに起き/2疑問が* た /I だんと形を 變 へて來犮のである。 

乙れもやは^'ドィッ人であらうか。 

何でも疑問'か起きる と 先づ畲物 5:讀んでを n を解決し ょうとす るのが自分の 
耆慣であつたから、今度も幾らかの金 5: 投げ出して、生れて 初めてユダャ人 排 
斥主義扣關し穴書物を買ひ込ん*た。併し、殘念ながら,0れ等の書物は、ユダャ 
人問題に就 S て旣に 相當硏究 して； 3る者でなければ 讓ん でも分らず、各 まけに 



論證も雜寂で、說明も科學的でなく、却 〇て 疑念 5: 起3せる やうな 調子の. もの 
が多 かつ 穴のである。 . 

をこで、自分はまたしても逆戾.〇をするのであつ犮。何遇間か或は何箇月か 
努力した結果が元の木阿彌であつ^。 

ユダャ人問題は非常に重大で輕卒 r 解決すべきものでなく、況して何もかも 
ユダャ人の罪 r するのは以ての外であるやう r 思は n た•を乙で、自分は何か 
不正を犯して， QS うな氣がして恐るしくな. C 、 再び不安動榣に稻るに辛つたの 
である。 

をれにしても、此の頃の自分《、最早や、ユダャ人が宗敎を異にするドィッ 
人でなくて特別の民族に屬する人間である 乙と $:疑ひ得なくな〇てゐた。 ユダ 
ャ人問題の硏究を始め、渐くユダャ人に注意5:拂ふやうになつて以來'ゥ VI 
ンはをれ嗦でと違つ穴姿で自分の前に現けれるやうになつ/2。自分の行く先に 
は到る所 r ユダャ人がゐた。成る程、見 n ば見るほど他の人間と違つてわる。 



特に都心やドナク運河以北の地區には、外見から してドイッ人と少しも以て A 
な S 人間がうようよ住/ I でゐたので ある。 

それでも、まだ、自分の胸の底には何か疑念が殘〇てわたら しV: か、を n も 
一部ユダヤ人自身の態度によつて遂に一掃せられ穴 やうである。 

シォニズムといふ ものが ある。 パレステイナにユダヤ人の s を 建てようとす 
る一大運動で、ユダヤ人の民族性格を最も明白に 現 はした ものであるが、乙れ 
がゥイ-ンでも常時甚だ盛んで あつた。 

ちよつと見ると、此の運動に賛成してゐるのはユダヤ人の一部♦たけで、 大抵 
けこれを喜ばず、搴る內心で反對して， Q るやうに思はれた•か、立ち入つ て檐べ 
て見ると、乙の外見も實は煙幕であつた。 f つきう味の作う事でけない V 、 
目的があつ v 格へた僞裝である。所謂—主 f f するユダォン主 
義をユダヤ人の思想に非ざるものとして排斥してゐるかで tu 。 ユダヤ人と 
して《、自分がユダヤ人である乙とを悟られね やう K 1 してゐる方が處世に 便利 



である。然るに J オン主義者 s 自分.かユダ又である乙とを 5 1 吿白し 
てゐる。 M れ S どぅも具合が惡い。を乙でシオン主義者を 排斥する。 

排斥する f せられ—も內實に於てユダ又た t とに f 2 S ので b 
る。 

シオン主義のユダヤ人と自由主義のユダヤ人との喧_が外見 だけ I たと 

分ると忽ち14つ方。ユダヤ人2ょく蠢してユダヤ民族 ある 

と S ふ力をれなら、 i なに不正直な見せかけだけの喧華をする道理け なか 
らラ❶ 

H 、 ユダヤ民族の高潔とか淸溆とか f が旣に問題である。ユダ 
ヤ民族が淸§1好— M と5?けで分るが、 II ら眼—ぢて®て 
la •か多 S 。 身嫌が臭 S ので—自分は乙の長い上衣— 穴人間の 藤 
臭で胸•か惡く—.か何度12•着物2不潔で、風 ft ぅ立派では 
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乙れだけで A 感心した NJ とではな S 。 然るに乙の選民け身體がかく不潔であ 
るのみならず、精神ネ不潔を極めてゐるのである。をれが分つ穴時贮け全く厭 
、 な，4持 ffc ならざるを得なかつた。 

ユダヤ人は色❖な方面で活動してゐたが、注意して をの 仕事を a てゐ るうち 
に自分はすつかう考へ込んで しまつた。 

.常時の生活は一般に頹廢して、特に文化生活 rt 醜惡を棰めてゐたが、ょく注 
意して見ると此の喷落の蔭には必ず ユダヤ 人がゐ犮ので ある。 

盹物を切開するやうにして汚 s 惡業の底を#けば、恰も腐屍の中から蛆蟲が 
出て來るやうに、小さなユダヤ人が不意 r 明るい光を受けて眼をばちくう3せ 
ながら必ずを己から出て來るので ある 0 

新聞•美術、文學、.演劇な どの方面でユダヤ人の働いて ゐる 有樣を 知るにつ 
n て、ユダヤ人の罪の 容钻な らぬ乙とが分つて來た。ユダヤ人の 物々 しい誓言 
も 信ずるに足6 なくなつ た。廣吿 塔を 眺め、 を,〇に 仰 ❖ しく 吹想して ある 愚劣 
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な 映畫や芝居 s 作 sf る だけで ぁ身の S ょ？，^のがあつたのであ 
る。 丹の ペストも 恐ろし s 疫病であつたが、 民族の精神を毒するユダャ人の什 
事け、をれ ょりも 尙ほ恐スし 5 ，疫病で あつ/2 〇 而もユダャ人 wt 乙の疫病の毒素 
を多 ttr 製造して 撤 布して & るので ^. る。 一體 、作家といふものは、をの精神 
や 道義の水準が低 s ほどむ やみや たらに製作するもので、靑二歲の生意氣 f 
のになると^るで 石 5:ばらまく 器械の やうなもので、汚らしい泥細工を臆面も 
なく 役げ 散らす。ところが、かういふ連中•か 數へ 切れ) Q ほど淨山 r わるのであ 
る。 ゲー テの 如き偉大な詩人はなかなか 現はれて來るものでない•か、三文作者 
は亂 じ 時代に何萬人 も生れて來る。乙れが自然の常であるが、最も惡質の保菌 
者として精神界5:毒するの，^實はかやうな連中で ある 0 

澤山のユダ又が恥づべき仕事に携はつてゐる。乙れも天意で あらう M 、 _ 
力に見逃すべからざる事實であ.〇、また、怖るべき事實である。 神の 選民と い 
ふのは、 かやう—業を行ふ2編ばれ S と S ふ意味で ある t 知れ S 。 



自分《先づ*術方面で卑狼な作品の作者を丹念に調べてみ/2。をの結果《、 
今' i でユダャ人 r 就いて考へて»犮と乙るとまるで違つて&て、甚♦た面白くな 
かつ犮。威情はをれでネ尙ほ容易に承服しょうとしなかつ穴が、理性《必然の 
結論$:引き出3ず r ゐなかつた。 

醜惡な文學、際物ばか6ねらつた美術、愚劣な演劇、さういふものの九割ま 
でがユダャ人の手で出來て&/2。而もユダャ人はをの數に於て»民全饅の1分 
r も足ら W のである。噱言ではない*事實は正にをの通.〇であつ/2 ので ある。 

を乙で、今度 rt 日頃愛讀して來犮『世界的大新聞 j を本同じやうに調べてみ 

すると、調べるにつれて、曾て自分があれほど讚めてゐ犮ものがだん•た/ I と 
く*たら W ものになつて來た。-*き振うネ氣障に思は n て來るし、內容も卑俗淺 
薄で、公平と思はれ^記事も異相を正直に傅へず、嘘言でかためてあるやうに 
思 rln て來穴。をして、をの記者は何れもユダャ人であつた。 





力うして、自分けをれまで殆んど氣の付かなかつた事柄 r 新たに注意するや 
う r な-〇、旣に氣の付 v » てゐ穴事柄を更めて吟味し、理解す るやう r なつ穴。 

所謂世界的大新聞の標榜す る自由主義け僞せ 物で あつた。 攻擊 r 對して上品 
に應酬 し ^ 6、 或は默殺 して 對手にならなかつ/2の も、すべて 狡»な llff * で b 
つた。演劇の批評で讚め あげられる 作家 cs つで ネユダャ人で、贬される 作家 
S いつ で もドイツ人 であつ 穴 •ゥイ •てご 二世に 對し 5 執 抛に皮肉を洛び 
せ、 他方でフランスの文化 や 文明を讚め あげる。小 說の 內容も際物から卑猥に 
な6、 をの 言葉異民族の 響があつて、全® の 精神が 明かに ドイツ民族 r 有 
害であつた。すべて故意に ドイツ 民族を毒 せんとして ゐ るネのとし か考 へやラ 
かない。 

H 、 誰が かや f に 典 味を持つてゐるのか。かやう f とも總べ 
て偁然 の 結果で あらうか。， 

自分は•たん•たん不安 r なつて來を。 
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そのうちに 、自分は色々 な 事柄に ぶつかつて 漸く ユダャ人の 正體を摑ひ 乙と 
が出来た。道義に も 表裏があつて、ユダャ人の大多數が他人の 眼の前で行つて 
見せてゐる道義がその爻、ユダャ人の道義でけないといふ乙とが分つて來犮。 

2:れに就 S てもやは6街上で少し惡どい實物敎育 5: 受ける必要が あつた。 

南 フランスの港町 は 別であるが、^の他では、賣春や少女 賣質とユダャ人と 
の關係を硏究するのにゥィ—ンほど都合の ょい 都會 rt 西ョ— ロッパの何所に も 
な S やうに思ふ。夜分に レォ•ホルド 町の通や辻 5: 步いてゐ ると、 誰でも 殆ん ど 
一足 每 に、否で名應でネ奇怪な光景にぶつつかる。ゥィ—ンが 乙ん な狀態で b 
らうとはドィッ 国民の大部分が從來 少しも 氣付かずに to たと乙る で、世界大戰 
r 於て東部戰嫌の兵士が 偶.、 類似の光 M - r 接する r 至つて、否、接せざるを得 
ざるに至つて初めて仑れと知つたのである。 

資春は都會の芥 M のやうな 人間の する乙とで、ま乙とに tt {/ べき惡業である 
が、而も乙れ が元 練をしてわるもの rt 恥を知らず、氷の 如く 冷酷で、 拔 目のな 
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いユダャ人であつた。初めて 3 うと 知つ^ときに自分け背筋 r 惡寒の走る のを 
覺免犮。 

.やがて、自分け燃 免るやうな 怒を威 じた。 

をれからといふものは、自分 fi ユダャ人問題の硏究を避けょラとせず、寧ろ 
進/1です る やうになつたが、文化や藝術の あらゆる 方面で 丹念 r ユダャ人の有 
無を調べてみてゐると、殆んど夢にも思はなかつた所で不意にユダャ人に 衝き 
當つたのである。 

社#民主黨の指導者はユダャ人であつ犮。 これを 知つ た時に、自分は初めて 
眼が覺めたやうに敬つ穴。長 S 間胸の底にわ*たかまつてゐた感情と理性. i の 45 
藤も乙>に終6を吿げたのである0 

これは 仲間の 勞働 者と每日交際して ゐる 間に分つ穴 2. とで あるが、 勞働者け 
意見といふものを持つて^ない。直 r 豹變する。同一の問題に就いても數 日中 
に 意見を 飜 へし、甚だしき け數 時間中に態度を變へるので ある 〇單獨 で « ハ〇 



も筋の通つた話 AO す る 人間；^群衆の#力に 韓られると、俄に理性を失つてし咬 
ふ。 どうして f なる のか自分には 分らな かつた。度し II いと思ふ 乙と 本？ 
あつた。何時間ネ說明して、今度 f 邪見を破.〇、迷 蒙を啓いてやつ？思ひ 
心から成功—ん 2 f 、 翌日 1 て 見れば何も t すつ t 元の木阿拜 
で情な S2. と r - i 犮初 めからやう直 3 ねばならなくなつて ゐ るので ある。 永 
久に往復す る 振子？ うに、 邪見が f ず元へ 戾つ て來 るら しい。 

かやうな勞働者が^の生活に就いて絕ぇず不滿を威 じてゐて、動もすれば辛 
く 當る蓮命基ふ。をれ も 良 5,。 資本家を 乙 の運命の 無情な 强制執行者と見て 
惟み嘉を雪者の ■に 同情しな Stp のと見 5 る。 - vds 。 食味品 
の騰貴に反對し、を S 下 I 求して街 上— 威蓮 f 試みる。をれも良ぺ 
力ういふ こと c 自分に もょく 分る。 すべて無理から 5 JI る。併し 、 f 
S ふ勞働者が 同じくドイッ人で t な♦からドイッ民族 备み、•トイ ッ民族の偉 
大を誹謗して—^,汚し、 をの 英傑 I しめ* S 何とし で腑 f 



S 乙とである。 

己れの民族と戰ひ、己れの祖 H と戰ひ、己れの故鄕と戰ふが如きは、無意味 
であ$、不可解であつて、爻犮不自然である。 

然るに勞働者に « 2: の乙と*か分らない。いくら言つて聞かせてネ駄目でら 
る。 分つ たらしく 見 i ても をれけ 唯* た 一時の 乙と、 數 日の乙と であ6、せ 
S 數遇 間の乙と である。惡 業から 救はれて 改心し^らしく思へ^人間に後日出 
會 つ てみると、 當 人は とつくに 元の木阿 M r なつて わる。 ^たしても不 m 德に 
囚はれてゐるのである。 

今 

社會民主黨の新聞が主としてユダャ人にょつて動か3 れてゐる乙とも.たんビ 
ん分つて來穴。併し、 乙れ* 1どの新聞*たつて同じであつ7"2から自分け 深く 氣に 
121留めなかつ^が、國民主義の新聞といふとユダャ人が一人 もゐ ないので、乙れ 



•たけ rt 不思議であつ穴。 

自分は辛抱してマルキシズムの*物を讀み、讀ひにつれてますます惽ひ やう 
になつたが、をれと共に乙の惡業の本元を も 詳しく調べてみ 72 。 

すると、癸行人を始めとしてすベてユダヤ人なのである。 

自分は社#民主主義の#物を出來るだけ集めて、をの著者の名前を調べてみ 
た。すると、をれもュダヤ人であつ 72 。指導者の名前を調べて.みると、代議士 
でも、勞働組合の ^ 記でも、色 ❖ な團雔の幹部でも、街頭の ill 動者でも、をの大 
半はやは6『選民 J である。到る所に常に同じ不氣味な姿が現はれて來るので 
ある。アゥス テ 火リッツ、ダヴィド、アドラ—、エルレン •ホー ゲンなどは隱 n 
もな S ュダヤ人で、をの名前 dt 永久に自分の記位に殘るであらう。を己で、自 
分ネ社會民主黨がドイツ民族でな S 他の民族の手に踊ら 3 れてゐるのをはつき 
う知る乙とが出來犮。數箇月前から自分は社會民主黨の小 3 な代表者と激しく 
戰つて來犮が、乙の政黨を動かして©るものけ實はドイツ人で： S なかつ/2ので 
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ある。自分も遂にユダヤ人はユダヤ人でドィッ人でな S 乙とを知つて深 S 滿足 
を覺 t るに至つ穴。 、 

かうして、自分は我が國民を邪道に誘ふ者の正 ft を；2つきりと突きとめる乙 
とが出來穴。 

一年ほどゥィ-ン r 住/1でゐるうちに、如何に沒分曉の勞働者でもをれほど 
頑迷なもので なく、 道理をつくして上手に說明してやれば耳5:傾けて來るもの 
であると S ふ確信が出來穴。自分は*たんだ/ I と勞働者の信じてゐる教義を硏究 
して、をれに精通し、自分の信念のため r 戰ふ武器 r 利用した。だから A 分は 
いつも勝つてゐた。時間がか、6、忍 lit が要るが、兎も角も火衆は救 CA # るネ 
のである乙とが自分にも分つ^のである。 

然るに、ユダヤ人だけは何としてもをの考へを變へなかつた。 

をの頃の自分 II 尙ほ頗る犟純であつたから*ユダヤ人に對してもマ火キシズ 
ムの速妄を說伏してやらうとし穴。交際し穴仲間は澤山で本なかつ穴が、舌味 



痛くな$、聲も嗄れるほど說いて聞かせた。をのたび r 對手も マ 〆 キシズムが 
怖るべき害毒 5: 流す譲見である 2.とを 納得した やう r 思へたので ある•か、 事 定 
2正にをの反對 で、 ユダャ人2、社會民主主義が理論で4行—破 f 目的 
としてゐる乙と を 知れば知るほど、ますます頑固に信ずるやうに思は n たので 
ある。 

ユダャ人と議論を戰はして， q るうち r KV の辯瞭法なるもの 5: .も知る乙とが出 
來た。 a ダャ人は初め對手を莫迦にしてか、るが、對手が手硬いと自分の方で 
莫迦5:裝ひ、 . vn でもかなは W となると對手の言葉 V 聞き違へた具似1:し、追 
ひ詰められると不意 r 話頭 5: 他に轉じてご爻かしてし ^ ；5、ご ^ かし切れなく 
なるとま/2逃げて、詳しい乙とは何も知ら«と言ふ。己んな連中を攻めるの1 
ねばねばした膠の塊を搁むやうなもので、分れ分れになつて指の間から拔け出 
力と思ふと、 - i 穴、元の通うに集つて塊 S : 作る。誰の眼にも降參の他はないと 
見4るくらわ r 十分に叩きつけて、少しは效目があつ犮らうと&つて&ると、 
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翌日祀《ま/2、すつか6||かされる。ユダャ人は昨日の乙となど少しも知ら« 
かの如くで、爻るで何もなかつたかのやうに昔ながらの Iff 語を語う、怒鳴ら n 
ると吃 II し穴樣子をして、自說の正し v > 乙とは昨日旣に證明せられ犮害で、を 
れ以外の乙とは何も全く覺ぇてゐな S と言 CA * たすのである。 

自分は何度か呆れかへつ穴。 

ユダャ人の口達者な2.とや噱言の上手な乙とは全く無類で、 鷲 歎すべきもの 
がある。自分は♦たん*たんとユダャ人 5:憎 if やうになつた。 

かうし/2乙とのあ蔭で、自分は社會民主主義？:支持してゐる者、少くとも宣 
傳して&る者の正饅を突きとめる乙とが出來犮が、をれととも rH 民が可哀3 
うになつ穴。惡魔のやうに老獪な誘惑者のわる乙とが分つてネ尙ほ憐ひべき ！ i 
牲者を咎め得るものがあらうか。勞働者が誘惑に乘るのは無理もな s 乙とで、 
ユダャ人の横着な II 辯を說破するのは、自分 r ♦たつてなかなか容易ではなかつ 
穴。爻犮說破し得农と乙ろで何にもならな S 。 對手は白 Sr 黑 r 言ひくるめ、今 



9、今警つ Sts 言？平；！1?で霞し、れ Is 間 I 自分の言葉 

として喋言う得るやう^人間なのである•效目 ネ 何もあつた ネのでは t い。 
ユダャ人を知れば知るほど、自分け勞働者を大目に見るや ラになつ 2。 
自分の考へるとこ K ： で S 、 勞倒者に5な S のである。勞働者を惘まず、同 
じくドィッ 民族の子たるに相 f き勞働者に對して公平に 輿 ふべまのを輿ふ 
る乙とをせず、誘惑者や犯罪 - A $: 罰しょうともしなかつた者*か惡い。3ういふ 
乙とに骨折甲斐1:認めなかつ^者が惡いのである。 

H 常生活の經驗に促3れて、自分は マルキシズムの本源を^: 技つてみ た〇マ 
ルキシスムの影響け詳しく分つ てを 6、恐るべき勢ひで弘ま6つ、 あるの本 自 
分の見て知つてゐ ると己る で、 をの 將來に就いてもほ C 豫想する 乙とが出來て- 
ぬ た。 殘 ると 問題 tl * 乏 運動の鼓吹者が敎義 の 恐るべき 結 f 末の末 
まで見通しつ、提唱し穴か、をれ とも 鼓吹者自ら迷妄の犧牲になつたか、 とい 
ふ M とである。 
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二つとも有-〇さうなことである。 

鼓吹者自ら犧牲になつたのだとすれば、摄惡の事態5:未然 r 防 lh せ/{.かため 
に進んで2.の有害な運動の戰線に割-0込ん*たのかも知れな S 。 3うする乙とを 
考へ深 S 人間の義務と思つ^のであらう。をして何時の間にか犧牲になつたの 
であらう。3もなくて、有害と知ぅつ、鼓吹したの*たとすれば、曾て此の»際 
病を創り出した者はをれ乙を本當の惡魔であつ/2に違ひない•窮極 r 於て必ず 
人類文化の潰滅と世界の荒廢とを招來せざるを得ないやうな運動$:計赉し得る 
ものは、人間でなく怪物であらう。人間にを/ t な乙との出来る道理がない。 

かやうな 惡魔 r 對しては戰ふほかなく、運命は何方へ味方するか知れぬ•か、 
人間 《をの知能5:傾け、意志を固めて、 あらゆる 武器で戰はね ばなら ぬので あ 
る** 

マ 〆 キシズムの具相 5: 深く探る/2めに自分は乙の運動の鼓吹者に就いて詳し 
く知る乙と r 努めた。をして案外 r 早く目的を達する乙とが出來た。これけ自 



分がユダヤ人問題につ s て、 ま•た深く 2 なかつた•か 兎も角も旣に相當の 知識を 
得てゐ£蔭である。 M の 知識の あ 蔭で、自分はユダヤ人の 裏を理解す る乙 
とが出來、社會民主？創設し S 中 Q 蠢缧—實と比較して考へる乙とも 
出來たので t。 ユダヤ人の裏 S 裏 SWT かあつて、 Sts 彼等ユダ 
ヤ人の考へてとを表2して— S。 本當の目的は 文章に出てわず、巧妙 
r 行間に伏せてあるのである。 

かくして*自分の心にも重大な革命が起き穴。自分け弱々しい四海同泡主義 
者から熱烈なユダヤ人狀斥主義者になつ穴。 

をの後、尙ほ一度、自分は暗い考へに囚はれて深い不安に格つたこと•か ある。 

人顛の長い歷史の上でユダヤ民族の活動の有樣を見てゐるぅちに、ふと、、レ 
配な疑問が浮んで來犮。最後の勝利 1:占めるものけユダヤ民族ではある^い 
か。供ひべき我等人類には分らぬ のである •か、 或る理由があつて、かく 永劫に 
豫定 せられて £) るので«あるまい か。 それが測るべからざる 運命の希 蟹で « あ 



129 


るまいか。 

世界 S 永遠に唯'た此の地上にのみ住む民族の天下になる のではあるまいか。 

我等が自己保存のために戰ふのは客觀的な權利では ない のか。 をれ も 唯だ主 
觀的な權利に過ぎぬので あらう か。 

かやうな疑問が湧 S て來て困つたが、 マルキシズムを硏究し、ユダヤ民族の 
活動$:冷靜に觀察 して ゐ るうちに、 運命から直接に 囘答を與へられてすつかり 
解決をつける乙とが出來犮。 

ユダヤ人のマルキシズムは天然自然の アリストクラシ— を拒け る。自然では 
優れた者、强 s 者が勝つ。優れた者、强い者 r 永遠の特權が ある。然るにマが 
キシ スムけ精神のない數 :a や重最1:重んじ、人格の價 値を否定し、 民族や 人 ■ 
の意義を否定し、 かくして 人類の存績と文化との 前提を否定する。 かやうな 主 
義が宇宙め原則•たと すれば、 秩序と s ふ秩序 S く 破滅せ f 备なからう。 
宇宙といへば、人間の認識し得る最大の有機® であらラが、をの宇宙で もかや 
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うな主義を nl 用すれば、結果け唯だ混池のみで、まして地上に於てけ人類の滅 
亡*かあるみみであらう。 

ユダャ人がマル t シズムを利用して世界の諸民族 i : 征服した曉にけ、王冠 r 
人類の死の舞踏を 刻ま 3 r るを 得なくな 6、 地球は再び何百 萬 年かの太古に還つ 
て 人影 もな く、唯•た H t テ 〆 の 中を運行するほかなくなる であらう。 

久遠の自然はをの命令に背く者に對して假借なく復 * する。 

今日で《、，自分けユダャ人と戰ふのを神意にかなふ乙とと信じてゐる。ユダ 
ャ人と戰ふのは卽ち能主の大槊のために戰ふのであると信じて Q る。 

註 デンマークの建築家テオフィル•フォン•ハ y ゼンの建築にか i る 美術學校を指す。(譯 

者) 



第三章 ゥィーン時氏批判 

特別の天分のある者 S 別と して、 一般に三十歲未滿の 者は政治に 携はるべき 
でな S といふのが自分の持論である。人間三十歲$ け槪ね修養の時代であつ 
てこの時代に人事一般の 修费を 積んで 初めて政治問題を考へ、それに射して 
獨 c の意 f 立て 得る—に—根本の世界 觀が出来て、日常の問題に對す 
る見方'1てくれば、11他から動かくな 
る力ら、 そこ で 初めて 政治に關與 しても ょく、 又關輿すべきである。 

若し、 思想の根本が系固 fa ぅち£治に 關與 すれば、他日、重要問題 
に 就いて從來 sf 變へ suf 、 或け、 5 と知4がら改める 
乙とが出 f S で、 何時/|>5 窒張—持しなければ f ?f 
になる。 從來の意 f 中途で 變へ ると5,ふこと2、本人にも非常に不决な乙と 


132 


で、自分で動搖してわるのであるから、 fid 下の者に對して以前のやう r 强 S 2- 
とが言へず、深 s 信賴を期待し得なくなる。また、配下の者は、首領の豹糉で 
途方に菘れ、今まで戰つて來た對手に對しても面目を失ひ、恥辱を威ぜざるを 
得な S •惡 S と知うながら改める乙とが出來ないで誤つ/2主張 5: 固持して0る 
場合 rt どうかと S ふと、自分でけもう今まで言つ^乙とを信じてゐな S のであ 
るから、自說1:押し通さうとしても言ふ乙とが空疎で力がない。をれを無理に 
押し通 3 うとするのであるから手段を選ばなくなる。乙れ fi 非常に厭^乙とで 
あるが、今日®*見受けるとこ^である。政黨の首領が、內心では最早や從來 
の政見 5: 異面目に主張しょうと考へてゐな S くせに(自分で信じない乙との/2 
めに死を賭して戰ふものは ない)、 配下の者にけ强ひてこれを押しつけょうと 
して色❖の破廉恥な乙とを敢てし、遂に指導者の資格を失つて『政客』にな6 
終つてしまふ。政客といふのは無節操を以て唯一の節棵とし、摩かましくて锇 
面皮で噱言の上手な人間の？-とである。 ， 


夏 33 


思想の根本の また 固^ら W 若い者が代^士 として 議舍に出る やうな Z . と r な 
れば、唯だ自分と家族との糫道のために華やかに戰ふのが政治の 全部で あるか 
の如く考へるやう r なる。乙れは初めから分. 〇 切つ たこと で、當人 にと つてネ 
一生の不幸であるが、妻子を乙れで養けねばなら ぬと なれば いよいよ熱心 r 戰 
はざるを 得なくなる。 そ 乙で、少しで ネ 政治に典味 5: 持つ て， Q る 人間は誰でも 
自分の政敵であるやう r 思はれ、政界に 何 か新し い 蓮動が 起きると先づ自分の 
地位が心配に なう、 自分よ-〇も偉 s 人間を 見ると、 何時か / VJ の 人物が 自分を 蹴 
落して しま ふので打な s かと考へる。 • 

乙 -A なの $: 遘會の南京蟲とい ふが、 これ r ついてけ尙ほ後に詳しく述べる。 
勿論、 人間三十 歲を過ぎても尙ほ學 ばねば ならぬ乙とけ幾らもある。併し- 
世界 觀の骨 組 は 三十歲ま でに 大 ft 出來 上るものであつて、をの後に學ぶべき乙 
とは 世界 觀の.^ 容 を補足し、 充實 する*たけのものである〇卽ち、三十歲後の勉 
强は や.〇直しでなくて補習である。從つて、配下の者も今まで間違つた乙とを 
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敎へられてゐたと s ふ重苦し S 威情を無理に壓し殺3ねばなら W やうな2.とネ 
なく、首領の修養の*たん*た/ I 深^ るのを 見て 滿足 を 成 じる •首領の 勉强け配下 
の者の奉ずる主義を S よ S よ深遠*らしむ る 本ので あ. 〇、 をの 主義に 關して從 
來 K 下の者の抱 S て解の間違ひでなかつ？ とを證明するものである。 

政治家《、一旦自分の世界觀の誤れるを悟つ たら、 誤. 〇は誤6として乙れ5: 
抢てて潔く 自ら 處決すべきで、 少くと, s ： 政界から引退し なければ ならぬ。根本 
誌謙を一度誤つ ^ ので あるから う一度 誤ら12とは限ら12。可れ r せよ、最早 
や今まで通う r 世人の信賴を 期待し穴. 〇、 ：要求し^6する1と fl 出來ないので 
ある。 

併し、今日で rl かやうな正しい作法を守るものけ甚 •た 少く、政界にの 3ばつ 
てゐる S 政治を5物にする.！己とを天職と心得§德の賤民である。 

本當の政治家 rl 殆 A ど一人^ £) な s ‘ 

他の 乙と 衣ら$ざ知らず、政治の 乙となら自分け 31 (¢:本 負けは 取ら « と 思つ 
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てゐ犮が、右 r 述べ/ 2 やうな理由から若くして政界の表！乘 6 出す乙とは,〇 
れを避けて來た 。唯 だ自分の 注 童 $: 萊い犮事柄に就いて 少數の 仲間と語 6 合つ 
/2だけである。併し、少數の仲間と語う合つたといふ乙と rt 非常に良い乙とで 
あつ穴。演說の勉强 r 乙をならなかつ^*か、世の中には極めて幼稚な 意見を 抱 
s 犮人間や奇拔な質問をする人間の ゐる乙と5:知る乙とが出來た* 自分け努め 
てかやうな時間や檐會を修養に利用した*か、當時の ゥイ—ンほどかやうな 修 I 
の橘會を典へて吳れ犮所は ドイッの 何處にもなかつ たやう r 思 tc 

公 

才-ストリアの政治はをの規模から S つて當時のドイッ—— ブ D イセ ンの一 

部、ハンブルグ及び北海の海岸を除く-の仑れょう間口も廣く、奥行ネ深か 

つた。乙、に s ふ r 才-ストリア』は言ふ ^ でもな t 大ハ，ブスブルダ帝 H の 
版! ■. であるが、をもをも、ハ，ブスブ V ク帝 H といふ H 家が成立するに至つ友 
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歷史的動檐2、この才 i トリアに•トイツ民族が移住して來 f とに t 、 •政 
治的 if |泛|紀の久し1互つ5化の生命 I へたの，^ 

の才ースト？アのドイツ民族であつた。つま6才—ストリアけハ，ブスブ火グ 
帝 M の芽胞と S ふべ— S で、時代の進展に〇"れて帝國の存立 S よいよ益.， 
己の芽胞の鍵在に依存するやうになつ^のである。 

乙の古 S 才—ストリアをハ，ブスブルダ帝國の政治や文化の 動脈へ絕免ず新 
しい血液を注ぎ込ひ心臓とすれば、クイ—ンの腦髓 であう、 同時にをのき 
志であつ穴。 

仰々し s 外觀たけ$:見て， q ると、クイ I ンは雜多な民族の烏合の上 r 乙れを 
統一する奎 S 如く i し、特有 sf よつ VHf ® の 1— 衰現象を 
忘れ3せる力を備へてゐるやう r 思は n る0 

、ノッブ スブベタ帝國の內面2旣に血みどろな民族鬪宰の修羅場と化してゐた 
に拘らず、外 B 、 特に ドイツ c クイ- ンの愛すべき姿だけを見てゐ穴。加 ふる 
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r、 當時のウイ-ン ¢1 恰も燃免盡きんと 才る蠟 « の如く 最後の妖光に 輝いて ゐ 
たから、外國の ものには 帝國 の內面は一層 分ぅ 難いネのになった。天オリ，,丨 
., ケル 博士が ウ イ—ン市長で あった 時代 r、 ハ，ブスブルダ 帝 H の神聖な 首都に 
け尙ほ一度不思議な若い生命が甦へ.0たのである。博士は、ォストマ,ク移民 
の生んだ ' M: 後の偉大な ドイツ人であ.〇、 所謂『政治家 J でけなかっ穴が、 『帝 w 
首都』 ウイ-ンの 市長として經濟や文化の殆んどあらゆる方面に活動し、次ぎ 
次ぎに 目覺 ましい仕事を して 帝國 の心臁たる才—ストリアの勢力を强 め、 外交 
の手腕に 於ても 常時の所謂『外交官 J * か束になってか、ってネ足許へも 寄ぅ っ 
けないものがあ〇 穴。 . 

かくの如きウイ—ンの隆盛も國家の衰運を挽囘する 乙と が出来ず、多數の民 
族にょって合成せられ/2所謂『才—スト リア』 は遂に 滅亡したが、乙れ け 併し、 
ォースト リアの ドイツ民族が政治的忆無能であった/2めでけないので、實 r 巳 
むを得な s 乙と であつた•才丨スト リアは 種 ❖ 雜多な民族を 擁し、 人口は五千 





萬を數へてゐ犮。をの中でドイツ人は一千萬人に遇ぎない。乙の少數|: 以て民 
族の雑多な國家を維持してゆくには、をれだけの豫件が揃つてゐ なければなら/ 
ぬ。然るにォ-ストリアには乙の前提條件*か觖けてゐた。ドイツ人*か政治の方 
面で十分に働けるやうになつてわなかつ^のである。 

才—ストリアのドイツ人には大きな抱負があつた。 

才- ストリア•かドイツから 離れた後で も、才— ストリアのドイツ 入は 大ドイ 
ツ帝國 の 人民たる2.とを忘れず、大 ドイツ 帝 H の 人民として成し 遂 <* べき 使命 
を 威 じて わた。狭 s 帝室直轄地に滿足せず、 依然として 大帝國 を 思慕して to た 
ので ある。.東邊 の！！ 土 は曾て祖先の ドイツ 民族が 絕ぇ間 f 闘爭 にょつて 獲得 
し犮 地域である •乙の 地域を ドイツ 民族の 7»2 め r 確保す る 

乙とを、オースト9 

アのドイツ人け祖_から引き離3れた後にも尙ほ 自分 等の一大 使命と 考へてゐ 
た。勿論才-ストリアのドイツ人はかやうな 乙と ばか 6 考へ てゐたといふの 
で2な S 。 優れ々ドイツ人 t !、 一方に於 yi かやうに本國の 乙とを考へながら、 
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他方 r 於て 常 r 生！！ の m とをも考へて e たのである。 

. ォ— ストリア 《葬常 r 祓雜な H 家であったが、 H 內 r 於けるドイツ人の活動 
範圍は比較的 r 廣かった。先づ經濟方面で見ると、ドイツ人«殆んど到る所で 
活11して£>た•大きな企業と s へば殆んどすべてドイツ人 r ょって行はれ、技 
術家でも、役員でも、主だったもの«大抵ドイツ人であう、外 H 貴易もユダャ 
人がま*た手1:っけてゐな s 名のはドイツ人の手•にあつ衣。政治方面で見ると- 
オー ストリアを H 家と して 纏めて£>穴ものはドイツ人であつた。軍隊 r 入つて 
も、ドイツ人は狭 s 故鄕にばか6£>穴のではなかっ穴。ォ|ストリアのドイツ 
入《新兵としてドイツ人の嫌除 r 入る•か、聯隊はク< I ン r ネあれば、ガリチ 
エン r も、へルチ*ゴゲィナ肱もあつ穴のである。將校團はドイツ人ばかうで 
あヶ、官吏も髙紙のものは殆んどすベてドイツ人で、蘸術も科學もドイツ人の 
手 ¢¢1 あっ穴。黑人にだつて譯もなく出來るやうな際物を掊へる流行の#術 家は 
別であるが、精神の繡異な藝術家はすべてドイツ人で、ウィ—ン《音樂 でも、 
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建築で も、 彫刻や繪畫 で％、 絕免 ず滾々と溥き出でて才—ストリアを Etf して 
來犮盡 きざる藝 術の泉で あ9穴。 • 

少數のハンガリ丨人を別と.すれば、外交もドィッ人 r ょつて行は n てゐ^，の 
である。 . . 

仑れにも拘らず遂に才—ストリアの滅亡を防ぐ乙とが出來なかつ穴のね、汝 
も大切衣豫件に缺けてゐ穴からである。 

才丨ストリアは民族の寄合世帶であり、而も、各民族は 乘ずべき間隙 3 へあ 
れば勝手の方向へ離れ 去らうとする ものであるから、 li まつた »家と して立つ 
てゆくにけ、 乙の 離れ 去らうとする ガを抑へなければ ならぬ。 卽ち、才—スト 
リアは中央集權に 據ら なければ治まらず、中央集権の 出來るやうに內部から組 
#してか、るべき國であつて、3もなくば全く存立し得ない國であつた。 

才丨スト ゾアの 政府に も乙、に 思 ひ 到つ たもの が無いではな かつ 穴が、大抵 
«思つ ても 間もなく忘れ、或は實行の出來にくい 乙ととして諦めてし爻つ犮の 
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である•併し、 W 家を聯邦組嫌にすると s ふ考へ方は才 1 ストリアの場合では 
全く誤うで、 M 家の芽胞/26得る力の强 S H が無 S からどうしても失敗 r 終ら 
ざるを得な S 。 をれに、聯邦の大切な豫件农るべき事情が、 オー スト リアと ビ 
スマルタのドイツとでは全く違つてゐ犮。卽ち、ドイツでけ各聯邦の政治的傳 
統が違つて G る♦たけで、根柢は民族的文化で繫がつてゐたから、唯*た政治を統 
一すればょかつ穴。また、ドイツの阈民は少數の異分子を別とす n ば、'すべて 
同一の民族に£してゐ犮のである。 - 

然るに、才-ストリアに於ては事情がまるで違つて to た。 

ォーストリアでは、、ノンガリ—以外の地方はその地方の政治の歴史を^るで 
記位してゐなかつた。記值してゐても明瞭でなかつた。を NJ へ所謂民族自決主 
義の時代が来て、色々な民族が色4-な地方に勢力を張るに至つた。を n ばかう 
でな S 。 オ—ストリアの構成民族と同種又は同系の民族がォーストリアの近隣 
r 所謂民族 H 家5:建てて、才—ストリアのドイツ人ょり本强い魅力で外から誘 
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惑し始めてから2、 M 內異民族 s 御 5 取つ ていょい こ 
なつて来/2のである。 

5 - 丨ンすら M 早 や己の 成り行きを阻 if ことが 出來なくなつ2。 

ブダペストが發展して大都會に f 、 これが先づク.丨ンと妓带 するやぅに 
なつた。攀の結果 S 、 ォ-ストリアといふ_家の結束が緩んで_家の局部が 
强くなつ方。やがてブラ-ダが M れ亿做ひ、レン.ペルグや ラィ バニなども 乙 
れに倣つ た。 かくして從來の地方都市がだん H 民族の中央都市と な6、 
各地力獨特«文化 Q 中心となるに及んで、各民族 g 政治本能名 精神 上の某礎を 
得て深く f、M れがやがて_家といふ共通の利害の力ょ ミ 强4 つて、才 
丨スト9アの滅亡すべき時が來なければならなくな0/2のである。 

力やぅな狀勢が外部から特に明白汇看取し得るやラになつ犮の«、ョゼフニ 
世の崩御以後の M とで、事態があのやぅに急速に進展し S 2、1 S ； 才-スト 
リアの國內事情に因る*か、一2者時に於ける才—ストリアの對外關係に因るの 



である。 

才丨スト9アの存立を具射に考へる以上《、假借すると乙^なく中央集權を 
强行しなければなら 5 L 。 をれ に c 先づ _語を 統一 じて 锗民族が形式 上でネ同一 
の！■家忆屬 してゐる乙とを 明かに し、統一 W 家の 存立に必要な 技術的 手段を 政 
府に與へなければならね。次で、學校敎育によつ て 統一 H 家の 觀念を 養成しな 
ければ なら W * 固よう、かやうな 乙とは 十年や二十年で 能くな し 得ると乙/. で 
ない•植民地の統治で ネ 、一時の努力よう根氣のよい勉强が 大切であるが、を 
れと 同じく W 家觀 念の 養成 も 百年二百 年の長い歲 月を要するものと 覺恃 しなけ 
ればなら W 。 . 

言ふまでもなく、政治， S ： 联重に中央に統一しなければ なら W 0 

费る^、ォーストリアでけかやうな乙とが少しも行 rtn なかつた。可故に〒 
はれな力つたか。或はもつと率直 r 言へば、かやうな乙と を 何故に行けな かつ 
•43穴か•をの理由1:技う究める乙と W 自分にとつてネ非常に大切であつた。乙の 



中央集權 S 行—つ se 卽ちォ i J ァを亡 f 0 に他なら ねからで 
ある。 

才—スト；ほどをの馨が統御 SS 依存して袁5他 y 無 S 。 民矣 
H 家卽ち同一 S 族で固？ V . Q る S 、 政府が無能で1が si ちに 
亡びると S ふこと2少く、民族と s ふ土_あつ5れが gf 維持し得る力 
を藏してゐる❶民族に天與の惰性があぅ抵抗力があるから、民族 阈家は非常な 
批政に—外に長く堪へることが出來、內部から崩潰す1は少 いのである。 
批政のため S へ v 殆んど滅び去つたかと思^れる 名の.^ あるが、 戈な网で 
も民族 S 家ならば何かの檐會に勃然として不死の生氣を 囘復 し、 再起して世を 
を驚かすものである。 

ところが R じ民族で出來て£>ず、卽ち血で繫がらず、拳骨で 無理に固めら 
れてゐ — s 奪2ゆか S •統御の力が® sf 民族 SI が頭 
を搐けて來る。卽ち、 H 家が唯だ蠢して冬眠狀態に培る だけに留まらず、 遂 
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r 收拾の出来な s もの r なる•何れか有力な民族の意志が H 家を指導してゐる 
間は、他の民族けそれに壓へ.られて思ひ思 a の乙と 5: なし得ない•か、 屋 へる力 
が弱くなると忽ち勝手な乙と 5: 始めるやう r なるのである。勿論、雑多な民疾 
で出来て， Q 1 民族が旣に共通の敎育、共通 S 統、共通の利害などで結 
，びつさ久しく年を經て£>る H でけ、收拾の出來なくなる處も比較的に少く、建 
鼷の日の淺い H 'lf ど統御の强弱に依存する乙と•か多いわけである•寄合世帶 の 
_は槪ね優れ犮權力者や理想家の描へあげ 7»2 ものであるから、 孤獨な大建國者 
•か死ねと間もなく瓦解したの も 珍らしくない•建國以來旣に年久しく數 百の 春 
秋を經てゐ て も、寄合世帶け結局寄合世帶であつ て 遂に 安全な ものでなく、 分 
裂の危險は常 r _ 內に潜んでわて、少しでも統御♦か 弛めば、 雑多な民族 •か 各自 
勝手な 乙と 1:する やうに な.〇、 敎育の 力も髙尙な傳統も最早や役 r 立/ 2ず、 H 
家 - rt 必らず 瓦解せざるを得なくなる。 

力やうな 乙と IT 思を致3なかつ たと乙るにハッブスブ V ダ 家の悲劇♦か あう、 
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葬過がある。 . 

ハ，ブスブルダ家 (t も乙、に思を致した者がないではなかつ7^2〇運命け尙ほ 
1度炬火 i : か V げて才 I スト7アの未來を照して見せ/2のである。併し、をの 
炬火もやがて永久に消 t てし-¢-9た。 

ヨゼフ ニ世皇帝«、父祖が SI か忆して來犮乙と 5: 今の內贮早く 取ぅ返して^ 
力なければ、才-ストリア！；必ず民族鬪爭の舞臺と 化し、ハ，ブスブ 〆 グ家は 
をの 犧牲 とな 〇 て 滅び ゆく r 違 ひないと豫想せられて非常に心配せられた • 
をして、乙の『人類の友 J は 趦 人的な努力を以て父祖 數 百年の怠慢を一代で取 
$返さぅとせられ た。 若し ヨゼフ ニ世に假すに尙ほ四十年の歲 月を以てし、 且 
つヨゼフ ニ世の着手せられ た 事業を尙ほ 一一 代も績 けてゆく ことが 出來 たら、才 
•■スト リア SS 滅亡を免れ得たかも知れ ； T 然るに、ヨゼフ ニ世は 卽位後 僅 
力十年にして早く も 心身ともに困 11 して 崩ぜら れ、をの 事業 も 共 r 葬り去られ 
て、 カブ チン敎徒の納骨堂の中 CC 再び酸める, vj と* く 永へ K : 眠ら n てし^つ /? 



のである。 

後繼 者 rt をの 精神 r 於ても意志贮於てもかやぅな事業に.堪へ得ない人物であ 
られ穴。 

新し S 時代の前觸れとして革命の稻妻が mI a ，パ全土 r 閃き 始めると、才 
.■•ストリアもやがて乙れに打たれて火を發するに至つ/2。當時のヨ-ロッパの 
革命は、 社會 問題 や 政治問題にょつて惹き起 3 れたものであつたが、ォ—スト 
9アの革命は 搴ろ 民族問題が原因 r なつて&犮。 

一八四八年の革命は他の鼷では悉く 階級 两爭の形で行は n たが、ォ—ストリ 
r . では乙れが旣 r 新し s 民族鬪爭の端緒5:なしてわた•然るに、當時のドイツ 
人《乙れを忘れ"或《乙れに氣が付かず、進んで闘爭の犮めに働いてドイツ人 
自身の 蓮命 5:決したのである。卽ち、ドイツ人はやがてドイツ人の存立を脅か 
すに至るべき西ョ丨 a ッパ民主主義の妖怪を喚び覺嗦す手傳ひをしたのであ 
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豫め國語を統一してあかずに直ちに議會政治を 採用し /2 から、 才—ストリア 

のドィツ民族は忽ち - V の優越的地位を失 S 、 才-ストリアの H 家自身％乙の時 

に事實上滅亡した。をの後 S 來事 t ! すべて笮瓦解せる國家の殘務整 理に遇 
ぎぬのである。 

才—スト9アの瓦解を研究すると心が暗くなるが、敎へられると乙るも多 
s 。 K 家の瓦解と S ふ5重大な判決 2 警幾千と， ^ 知れ g 無數 S 々なる形 
式で個 ❖ 別 >fr r 執行せられ穴が、大抵の人間はをれ を見ても 土 崩と知らず、潰 
.» と氣づかなかつ？ぅで、これこ— — ストリアの 滅亡•か神 ♦の蠢 であつ 
た證據である。 

併し、才—ストリアの瓦解を詳しく記す乙と rt 本書の目的でないから、乙ゝ 
で2唯•た重要な事柄に就 SV 述べ f とにする。民族や H 家の滅亡には古今東 
西を通じて軌を一にした原因が ある* かやぅな原因は 今日の 時代から見て 本甚 
♦た重視すベ i ので、又、自分にとつても政治を考へる基礎— つ交のであ 


るから、先づこれを 2. >r 取 6 上げて み^いと & ふ* 

才丨ストリアの 腐敗は色 ❖ な 施設 ¢1 現け n てゐ穴が、中で味最もょく乙れを 
現«して.〇犮のが畿會である。本來最本堅固であるべき筈の議會が最も脆弱 
で、四分五裂の國情を *V の爻、反映して© た。 どんなに莫迦な平民でも、乙れ 
を. 一目見れば 才—ストリアの內情を察知する r 苦し^なかつ/2であらぅ。 

言ふまでもなく、才丨スト リアの 議會は所謂典型的な「民主主義』 の H ィ V 
9スの制度を奠似たもので、ィギリスでは人民を幸福にする制度と いつてゐる 
が、をれをその ^ 、承け繼 S で殆 /I ど何の變化も加へずに ウィ丨ンへ持つて长 
たのである* 

才丨スト*'アが議會を衆議院と貴族院と に 分けたのは、 ィ，キリスの二院制度 
を 移し 穴のである。 勿論、 r 議事堂 Jt のものけ多少違つ てゐる•テ—ムス 河 昨 
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甿ィギリスの議事堂を建てたパリは、世界にま衣がる大英帝國の歷史を繙いて 
{: の中から乙の殿堂の一千二百の壁龕や彎柱や圓柱を裝飾 する r 足る事跻を推 
6出して來/2•故にィギリスの上院や下院け彫刻や 繪畫に於てネ國民の誇う得 
る聖堂になつたのである。 

とこるが、クィ-ンの議事堂2かや—具合にゆかなかつた•議事堂5ン 
マーク人ハンゼンの建て/2もので、大理石で出來て わて 立派で あるが、2.のハ 
ンセン -36 最後の 破風5: 仕上げて 3て 裝飾 しょうとすると、 材料 fc なる ものが 無 
かつた•何もかも古代の ものを 借用す る ほかなかつ^ •を乙で、口丨マ や ギリ 
シアの政治家や哲學者がこ Q 『西1，パ民主主義』 の劇場を飾る乙と— 
つ穴のである。兩院の建物の屋根にけ、四頭立の二輪 馬車が四方 r 向いて驅け 
出し さうな 姿で立つて， q るが、2.れは當時の 才—ストリアの K 情を明白 r 表現 
し ^皮肉な象徵 とも 見る 乙とが 出来ょう。 

ォーストリアは『多民族」の寄合世帶 であるから、議事堂を 才-ストリアの 
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ft 史で飾る乙とは具合が悪 S •をれ 5: 侮辱と威じ、挑戰と思ふ民族も必ずある 
に違ひな5のである。ドイツでさへ，世界大戰の砲«を聞く噯では、ブルロ， 
卜の建てた議事堂にドイツ國民を讚へる言葉5:刻んで、をれ5:ドイツ B 民 r 獻 
げ ょうとは しなかつたのである。 

自分が初めてフランチ*ンスリング街の議事堂で衆議院の議事を傍聽したの 
は、まだ二十歲にもなら5:頃の2.とであつ7»2が、自分はをの時 r 非常な反戚を 
« i た。 

自分 fl 早くから議會を惟/1で £) 穴が、議會制度をのものを嫌つ て ゐ农のでは 
ない。自由を尊ぶ人間として議會政治以上に良い政治 i : 考へる乙とが出來なか 
つ穴。ハ，ブスブルダ家を It ひ 自分 r は、 獨裁の政治はどのやうな種類の もの 
でもすベて自由に反し、理性肥悖る犯罪としか思はれなかつたので ある。 

をれ に、 又、自分 rl 若 s 頃頻澤山の新聞を讀んだ•をの爲めであらう、 
知らず識らずの間にイギリスの議會を讚美するやうになう、乙の氣持からなか 
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なか脫けられなく？て名。イ V 13、 下—へ— 4 つて 
1行し S る (我が S 新聞が f しく f 立て f — 5 — であ 
つた)。 をの 態度が13印象1へたので ある。 W 民自治の 形式と して 
イギリスの議會政治ょ—尙ほ高尙 f のが他に t 得ょぅ か。 

然るに、 f スト リアの— は 乙の 立派—範を手本に したものとけ思けれ 
2ほど下司であつたをれ故 自分 は才丨スト リアの 議會を 惟ん•たのである。 
怎まけに、次のやぅな乙ともあ020 

才，ストリアに於けるドイツ民族の運命を支配し交 S 、 馨に於け f 

の地位で t 。 II 施行前 q ドイツ人鏡會兵51がら f 

めて - Q た。併し、—民主黨2元 f イツ民族中心の政黨であ—がら、をの 
期度 S 我等§賴し難 S のが t 、 他 iQ 離反息れ S 餘6、 ド 
イツ—な關係のある問題芝ぶツ民族の—反對し$ 
たから、——?袁と—曹當なかつ 
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た。 卽ち肚會民主黨は當時 a - r ドイツ民族の 政 m と見做す乙との出來 W もの 
であつたのである。 を2.へ 普通 選 舉を施行し穴から、 ドイツ 民族 rtt 議員の頭 «: 
r 於て3へ優越 的地位を失ひ、爾來、才—ストリアは何等の妨害を 本受くる乙 
となく着❖として ドイツ 民族の勢力を國內から驅逐し得る r 至つたのである。 

自分け旣に 乙 の頃からかやうな代議制度を好 ^ なか 〇 た。民族の 自己保存と 
S ふ本能が然 らしめ/2 のであらう。自分け議會が ドイツ 民族を 少しネ代表 亡 
ず、常に裏切つてゐるのを見て不滿に思つ.たのであつたが、 併し、考へて見れ 
ば 乙 れけ何も代議制度をのものが惡いためでなく、 才-ストリアの H 麻が 3 
I せるので ある。 不滿 f とは 管に 乙れば かうでなく他に幾らネ あるが、す 
ベて國情のせ， Q であるから、 f ストリアと いふ H 家が滅亡せずに 存績して、 
ドイツ民族*か再び議會の過半數を占める r 至らば、 原則として代議制度に 反對 
すへき理由も無くなるに違 a なからう、 と 自分はかやう に®9 k ので ある。 

才丨ストリアの代議制度に就 S てかやうに考へて矣自分が初めて議きり傍 
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想に行つ/ cf のである。議會 《 見方 r ょつ て、或は神聖な場所で あ 6、或 rta う 
でない場所であつた。自分が議會 r 神聖を成じ/2の«大建築の 崇高美 r 打たれ 
たからで、 ギリシァ 風の大殿堂が ドィッ 民族の土地 r 聳 立して わたので ある。 

併し•間も無く眼下 r 繰6展げられた悲慘な芝居を見 

ると 、自分け憤慨せ ず 

ゐられなかつた。 

議場では數百の議員が重要な經濟 問題を討議してゐた。 

自分«此の一日の見學で何遇間も考へ込^ざるを得なくな つた。 

演說の內容は聞 s て わると 全く氣も滅入るほど貧弱であつた。勿論、 自分 r 
もょく分つた演說の 乙と 1:いふのである。議員の或る 者はドィッ趼を 使は ず、 
スラ. ゥ語やその方言で話すのであるから何の 乙 と*たか自分には分らな かつた。 
をれまで r も 新聞で知つてはゐたが、野蠻な群衆が互に怒'! &• つたり、 喚 叫いた 
- CX 、 身振.〇手振うで應ぎ立てる實況 を 自分で目擊 する のは •乙れ が初めてで あつ 
た。一人の老人が高 S 所から見為ろしてゐて、額に汗5:流しながら、鈴を振う 
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鳾らし、黢めしげな聲で威し/2.0賺した6して、議會の品位を取り戾3 うとし 
て懸命にな o てゐ犮の rt 傍の見る目も氣の毒な ほどであっ^ 。 

自分は 遂に 笑 2ざるを得なかつ穴。 

をの後二、三遇間5:經て再び議會へ行ってみ犮時には、議場の光景けがら6 
と變って、先日の面影はど2.¢?:も殘〇てわなかった。議場は殆んど空っぼで、 
議員けゐるかと思へば眠つ- C ゐ穴.0、席に 乙?: 着いてけ ^ y 2 が 欠伸 ばか うして 
わた。埴上では一人の議員*か何か演說して&た。をして副議長が如何にも退屈 
さうに議場を見®して£)犮* 

代議制度 r 對する疑念が初めて自分の腦裡 r 湧 s て來穴 。を 乙で、自分は を 
の後も暇さへあれば議,#へ行って、注意して議場の模樣|:見穴6、演說も自分 
に分るもの r 耳を傾け犮-〇、 才—スト9ァとい ふ惘 ir べき H 家の 色々な 民族 V 
選出した所謂國家の選良の賢恳と.〇どうの容貌をも硏究したうして、*たん* t/i 
と 代議制度に就 S て 自分一個の意見を8(めあげたのである。 
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靜かに觀察することこ、に一年、代議制度に關する—の意見は すつ かぅ變 
つてしまつた。否、すつか*^腦裡から消*去つてし咬つた。同じく代講制度と 
いつても才-ストリァの«出來損ひであるから、今さら兎や角いふほどの乙と 
もな s が、ォ-ストリァ•のばかりでなく、一般に議會政治そのものが宜しくな 
S 。 自分«乙/ I なものを認める乙と•か出来なくなつた•をれまでは、自分ネ、 
才-ストリァの議會政治が旨くゆか S 2、ドィッ人が——數—めてゐ 
な S — ると思つて怎が、_根2實に M の—も S あつ 
る** 

自分の腦裡には幾多の疑問が湧いて來た。 

代議制度 t ! デモクラ r の原理に從 つて 多數決を某礎 t てゐる•故に自分 

e 先'1數決—も §1 を 始める— 代議制度の f — る 

べき所謂國 sf 磬 s 人物 S 注 f 拂3、制度 tnl 用する人間と 

を併せ硏究した • 
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かうして暫く熱心 r 硏究し/ 2 結果、新時代の最も*要な產物である 代議士の 
正.性が« つきうと分つて來穴。をして、乙の時 r 自分の腦裡に刻み込爻 n た姿 
は、今日 r 至る爻で殆んど少しも變つてゐないのである。 

代議制度の理論《仑れだけ聞いてゐると如何にも結構 r 思へるが、畢竟け空 
論で人類の堕落現象 r ほかなら W 。 自分がかやうな空論に溺れなくてすんだの 
«議會政治の實際を目のあ^6見/2あ蔭である。 

今日の西ョーロ，パ民主主義はマルキシズムの先驅であつて、デモ クラシー 
が無くてけマルキシズムは考へられな S 。 マルキシズムはペストであ. CV 、 デモ 
クラシ-がその溫床になつたから微菌が繁殖し穴。デモクラシ-が形をとつて 
現はれ穴のが議會政治で、所謂『泥と火とで出來た怪物 j であるが、をの『火』 
«最早や燃 i 盡き犮らしく、『泥』•たけが遺诚ながら命ほ殘つてゐるやうに見 t 
る。 

自分が議會政治の問題をクィ-ンで勉强する NJ とが出來たのは非常に幸福で 
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あつた。ドイッに住んで £) たとすれば、問題 i : 輕卒 r 解決する麻があつ^•當 

時のドイッ S 帝政思想が f に行2れて5、皇帝 S 力— t へすれば 

M 民も S 家も幸福になぅ得るかの如く考へて、時代に眼を 閉ぢ人類に 背を 向け 

S 中が勢力基つ VJO 袤ら、 S 會」と稱する制度 亡■初め 

て知つた 場所が ゥイ-ンでなくべ 7 N であつ？すれば、自分 ぁ恐らく 何 か 

尤もらし S 理由をつけ V かやぅ1中の仲間 S つ V 笑 t 知れないので.〇 
る* 

と2.るが才—ストリァでけかぅいふ乙とが出來なかつた。 

才丨スト リァで W をれほど簡單 r 極端から極端/飛ぶ 2.とは 出来な かつた • 
議會が惡 s からと S つて直ち—室中心 Si へ奔 f と sf かつ友。議 
會2役に立た s が、 ハ， ブスブルダ家は尙更役に立た s のである •をれ故「議 
會政治 j を 葬つ たたけでは 秋 目で、，^のあとに 何を持つて來 るかといふ 問題が 
出て來る。議會—すれば'ブスブルダ家が？©政權 としてあとに fa 
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ばなら«が、乙れけ考へる*た CC 厭な乙とであつ^。 

乙れは才-スト，ァだけの獨特の事情であつ/2•か、兎に角厄介で困難な問題 
であつ穴。を M で、自分は^だ若かつ A が精を出して代議制度をのネのをネつ 
と根本から硏究する乙とにした。 

具つ先 r 考へ3せられ/2の« 、貴任をとるものが & ないといふ乙とである。 

/2ま犮爻、 國 家や H 民に有害な議案が議會を通つ ても、，. vn r 就いて責任を 
とる 者がゐな S •どんな失敗をや OV て も、當の政府•か辭職 する か、聯立內開の 
顔觸れを嫌へるか、仑れとも議會を解傲するかすれば、をれで一切合切事濟み 
である。をれで 責任5:とつ^乙とになる もので あらぅ か。 

多數黨と S つても黨員の頭數は絕 t ず增滅する•を/ L なもの r 貴任1:負«せ 
ょぅとしてもをれは駄目で、貴任といふ観念 fl 元來が人格と結びつい穴 もので 
ある。 • 

然らば、政府の首班农るものが責任を負ふかと S ふと、政府は多數黨の意志 


なう意向なうをそのま、施行するのであるから、をんな政府の行動に就いて一 
切の责任を負ふと s ふのは道理 r 合はない。 

獨創の抱負經倫などはどうでもよく、沒分曉の賢連中に對して政府提出の 
法案が如何にも優れたものである乙とをよく說明して、をの通過 5 : はかるのが 
政府の首班たるものの仕事であるといふ者もある。 

機敏 r 大方針を樹て、大決断を下す手腕と沒分曉の議員連中を說伏する手腕 
とを彖ね具へてわなければ、政治家の資格はないといふ者もある。 

併し、ちよ C) とした偶然で集つた連中を說き落す乙とが出來なかつ穴からと 
s つて、 政治家の資格が無いとはいは n ないのである。 

事實、ど/1な經綸でも、をの成果が世 {fc 現はれて本當に立派なものと知れる 
爻では、大衆には甘るで分らないの•か常である。 

凡を古來の大事業 r して、怠情な大衆 r 對する偉人の顯著な抗議でない， p の 
はな S。 
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然らば、_會に媚びる z . とが出來ず、議會をし V 政府の提案 r 賛成 3 せる乙 
とが出來なかつた場合には、政治家は 1® どうすればょいか。 

議員を買收すべきか。 

政府の提案した方策が M 家百年の大計として是非とも斷行しなければなら 1 Q 
ものであつても、議會が沒分曉で賛成して吳れなければ、政府けこれ•か實施を 
.断念して挂冠すべきではないか、をれともなほ留任すべきか。 

本當の政治家 rt かやうな場合に出所進退 5: 誤らず、個人の面目と公共 r 對す 
る義務とを使ひ分けるやうな乙とをしない。 

恬然として居坐るやうな政治家は本當の政治家でなくて破廉恥な政治壁であ 
る： 

I 

貴任は議會といふ得镫の知れぬ群衆 r 在つて己れの知つた乙とでな s とすれ 
ば、破廉恥な政治屋が政治を『賣物 j r する2.とを天職と考へるに至るのネ理 
の當然である。 
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要する r 、 代議制度の多數決圭義は指導者 原理と相容れ ざるものである〇而 
も、 世界は大衆の頭腦 r ょつ て進步せず、偉人の頭腦 r ょつ て進步 するネの 
で、 將來に 於ても 人類の文化は偉大なる個人を要求す るに 違 ひない • 

現に、偉人の出世を待 M する乙と今日ほど切實なるけないで«ないか。 
代議制度の多數決主義は個人の權威を認めず、頭數 r 重きを置くから天然自 
然の原則たるアリストクラシ— r 反する。伹し、乙、 rs ふアリストクラシ— 
け今日の腐敗堕落し穴上流階級とけ何の關係もない毛のである。 

デモ クラシ-を基礎とする 議會 政治の弊害を知る者は少い。乙れは 阈 民•か槪 
ね自分で考へ犮 $ 調べた. 〇 せず、 ユダャ系新聞に誤られて事物の 奠相 r 觸れ得 
な s からである。今日の政治 « 一般 r 極めて 低調で、取る r 足ら W 莫迦げ穴乙 
とが到る所に汜濫してゐる•か、これも議會政治の弊害の一つである•議貪政治 
r 於て は、政治家の生命 « 抱負 經綸を 行 ふ，〇とでなく、大衆の檐嫌をとる2.と 
であるから、本當の政治家は政界から引退し、 斗 符の辈ばか. 〇 •か 集つて來て跋 
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扈 するやうになる。 • 

かやうな 連中は 腕も 無ければ頭 も無 S 。 無能である2. とは 自分でよく知つて 
£>る。 をれ だけ r かやうな連中には代議制度と s ふものが有り難いのである。 
遘#政治では、偉人の力も天才も要らず、田舍の村長のこざかしい智慧だけで 
足6るからである。否、田舍の村長の衍慧の方がペリクレスの贺愨より本歡ば 
れるのである。言ふまでもなく、かやうな連中は己れの行爲 r 就 s て少しネ贵 
任^負«ない。任期が來れば誰かと交代しなけ n ばならぬのは分つて. Q るか 
ら、『政治家 J として己れのやつてのけた莫迦げ穴事があと^どんな結果にな 
らうと知らぬ顔でゐる乙とが出來る。责任などは初めから考へてゐな s のであ 
る。人物を測る尺度が縮まつて『大政治家』の數が mt る。己 n も哦落した時 
代の特徴である。政治家の人物が小3くなるのである。偉人は低能者や饒舌家 
の奴僕となる乙と5:拒み、多數卽ち恳衆の代表者は傑出した頭腦を何ようネ强 
く佾ひから、政治家の人物は議會の多數黨が幅をきかすに從つて小3くならざ 
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るを得な s。 

議長も議員と同じに奠迦だと s ふ2.と'か愚衆の遘 #r とつてけ何ょ.〇の慰め 
で、* vn で乙を誰もが時々勝手な機街 lr 閃めかして、 した 6 顏 する Z: とも 出來 
るのである。爻して、太郞兵衞でも議長 r なれるものなら、次郞兵衞だ 〇てな 
れぬ道理はな S ではないか‘ 

所謂『指導者』も多くは卑怯者である。 これな どは現代の恥辱と， いふべき 
もので、やけうデモクラシ ーの 弊害であるが、何か重大な 己とをきめる段にな 
ると、指導者なる，ものは所謂多數決の背後 r かくれて しまふのである。 

何か事を行ふ場合 r 、懸命 r 多數の賛成を求めて必要な 仲間を確保す ると 共 
に、 何時で ネ寶 任を囘避し得る やうに 逃げ路 5:つくつ て あく 。？-/ t な宥導者を 
玫界の護摩の灰といふのである。小人はかやうな 政治行動を 喜ぶ が、輿面目で 
策骨のある人物は乙れ を 好まず*乙れ を 僧む。己れの行動に 就 s て寶任を as 
ず、專ら辯護の口實 を 求めんとする者は人間の M と S はねば ならね •國 民の 有 
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導者がかくの如く淺せしき徒辈のみとなれば、をの弊害は忽ち現はれて、 w 民 
は思ひ切つ / 2 乙と5: する勇； 3 T かなく、重大な決意に #ひ 立つょ甘んじて卑 
屈な不名#に生きるやうになう、心身を擧げて大事を決行し得るものは一人も 
わなくなるに違ひな S 。 

人間が如何に淨山にゐても凡人ばかりでは一人の偉人に代う得ない。これは 
常に忘れてならぬ乙とである。多數は常に暗愚を代表し、また、卑怯を代表す 
る。百人の愚者は一人の H 者に如かず、卑怯者が何百人寄つても果断の勇者に 
はなれな S のである • 

指導者に责任がな S のであるから誰も彼も指導者にな6たがる。索質の貧弱 
な乙となどは忘れて、己 n ' r 不死の力があるかの如く考へ、阈民のために働く 
のが天職であるかのやうに自惚れる者が «rl ぇて來る •とこ スが、かやラな連中 
♦か殖 t て來ると今度は m # がなかなか@つて来なく衣る。長 s 列 5: 作つて自分 
の前 r 立つて&る者の數を數へてけ溜息をつかざるを得ない。どうやら順番が 
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來頃には命がなくなるか本知れないのである。 f で、自分の犯つてゐ 
る椅子の空くの|、何か醜 sf 起—列 SS 方がす s て吳れ 
るのを祈1|。何時專4名 S て動かぬ者があれば、普で神舉 
な約束を破られたやうに感じ、をの厚かましい恥知らず♦かたう とう 追ひ出3れ 
て暖 S 席—か SISS が立つて堪らな s ? t 。 併し、厚か咬しい 
恥知らずが出て行つたからといつて、をれだけ順番が早く週つて來るわけでけ 
な S 追3出された者も、他の連中が騷ぎ立てたう5たうして邪魔をしさへ 
しなければ、再び列に割り込んで順番の來るのを待つ乙とになるから、後の方 
に^}る者*十思ふ地位にあ6つくのけ容易な乙とでけない。 

1 S ず、唯だ地位ば かうねらつて， Q る や— 阈 家では、 f の結 
果として、—役人が f しく頻 f — せられ fi くなる 
力これ 牙常に 忌むべきことであう、時として 國 家の 破？来す乙とミ あ 
る。 更迭*か 頻繁で あれば 莫迦 や 無能な 者が早く 淘汰せられる利益は あるが、 何 



かの拍子で具の指薄者が政府の椅子につ s て & た場合 r 、 をの指薄者が何等の 
經綸を行ふ能はずして匆❖に政府から去らねばならなくなるといふ不利もあ 
る•政黨內閣で«本當 r 手腕のある人物は s やがら n るのが常で、特に當人が 
政黨出身でなくて重要な地位 rCNS /2 場合は、政黨出身の役人は忽ち乙れに對 
して共同戰躲を布く。黨人は元來が仲間同志水入らずで居うたがるもので、少 
しでも己れょう優れ/2もの•か外から入つて來ると、乙れを共同の公敵として佾 
If •他の乙とでは失敗ばかうして G - C も、かう s ふ乙とにかけては非常に銳敏 
に働くの•か黨人の本能である。 

かやうなわけであるから指導者の人物は益•小3くならざる 5: 得な s^ zl n 
が國民や國家 r 與へる影響に就 s ては、自分自身かやうな政治家でな s 限う誰 
でも十分 r 推察し得る害である。 

才丨スト リアの 議會政治は旣に救 ひ 難く、度すべからざる 本のがあつ 穴。 

總理大臣の任免は皇帝 r ょつて行は n てわ/2が、乙れだつて實は議食の意志 


§ ををのぞ執行した S ぎず、各大臣の任免に至つてけ純西 r 口， パ風とい 
ふべく、任免と S ふょう，，椅子の取引であつ友。 デモクラシ，の 原則がミに 
も應 用せられて 5 、閣僚 s ? is 迭し た。大臣—つたかと思ふと 
もう翌日には 辭 めて， Q るのである。從つて『政治家 j の貫祿もだん•たんに下つ 
て小型の政治屋ば t か f、 政治家の能力4•た政黨と i 苟合する 才能の 
Iつて判斷せられ、下等—治的取引を行ふ乙と•か出 f へすれば 實务 
の手 le •かあるといふ 乙 と r ^: つた。 

力くの如く、自分 c クィ- N に於て議會政治の內情— すと意なく看て又 
る乙とが出来た。 

所謂國 家の選良の 能—— の使命と比較して 見る乙と 本 大切で t 
勿論、を&2否で★應でも fQ 人物を？人つて檢討しなければ ならず、 

又、公共生活に議會政治と s ふ 華やかな制度を採う 入れた 先人に 對 しても 相當 
の吟味 fc 加へなければなら CJ。 
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K 家の選良 rl ?r の實力をどのやうに働かして祖_に仕へて 0 るか、卽ち、選 
良の活動の技術的過程はどんなものか、と S ふ乙 fJ に就 S ても根本から研究し 
て見る必要がある。 

議會政治の內情に立ち入つて、その人物や制度の根本を飽く嗦でネ公平 r 觀 
察すると、代議制度の全貌は甚だ慘めなものになつて来る•代議制度5:擔 r 連 
中は、二/〇と目には『公平』を持ち出して、調査でネ意見で本公平でなければ 
取るに足ら W と S ふから、乙ちらもをの積6で公平に硏究しなければならね 
が、兎に角、選良の諸君と、をの慘めな存在5:支配して， q る法則とを吟味して 
見れば、をの結果け唯だ唯*た鷲くべきネのがあるのである。 

公平に見て代議制度の原則.15ど不當なものはない。 

代議士は如何にして選ば n るものか、如何にして官途に上.〇、如何にして權 
勢にあう〇くものか、と S ふ乙とは兎^.角として、一般の希 M や要求を少しで 
も充たしてやる.穴めに選ばれるのでない乙とは分う切つた話で、大衆にけ政治 



の頭が無<-、獨自の見識から適當の人物を代議士として選び«-すと$ふ乙とは 
出来るものでない。 

輿論と稱せらる、毛のは、多くは圃々し S 所謂「啓蒙 j ( Aufklarung ) から 
生れるもので、各人の體驗や !&. 識から生れたのは少 

宗敎上の信條は所屬宗派の敎育の結果であつて、宗教心をのネの《これとは 
別に人間の內實に潜んで&る。をれと同じく、大衆の政見は、大衆の成情や理 
性を人爲で執拗に歪曲する『政治教育」の結果である。 

r 政治敎育 j は卽ち宣傅で、宣傳の最も重要な機關は新聞である•新聞は主 
として『啓蒙 J r 任じ、謂はば一種の成人學校をなしてゐるが、而ネ乙の學校 
は國家にょ〇て罃爻れず、往❖甚だ下等な連中の手に握られて；3るのである。 
自分は若 S 頃、ゥィ—ンに於て大衆の敎育機關たる新聞の所有者や新聞記者な 
ど5:詳しく觀察する絕好の檐會を與へられ穴が、先づ鷲かざる5:得なかつ^乙 
とは、乙の下等な連中が國中に1大勢力を成して£>て、をれが何事に〇けても 
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，僅かの間 r 輿論といふものを掖へ上げ、世間の實際の希望や意見を捩ぢ枉げ 
て、をれと全く違ふものを造り出してし爻ふといふ乙とである？乙の連中は、 
恭間の莫迦げた事件を束の間に«家の重大事件に揑つちあげる乙ともあれば、 
反對 r 、 國家の死活問題を世間の記位から拔き取つて早く忘れ3せてし^ふ乙 
ともあつた。 

名も無 S 者が僅か一月も經たぬ間に俄に天下の名士になつて絕大の輿望を坍 
ひ、 異に優れ/2人物が一生か、つても得る乙との出來ぬやうな人氣をさらつて 
ゆく 乙と もある。さうかと思 ふと、 政界 やをの 他の公共生活で從來信用せられ 
てゐ穴人物が、爻だ十分に働けるに拘らず簡單に時代から葬られ、或は乙の上 
もない 不德漢のやうに B られて、をの名•か卑劣や破廉恥の代名詞になるやうな 
乙とも ある。淸廉潔白の人物を俄 r 四方八方から中傷し誹謗するのは、まるで 
何かの咒文に應じて一齊に汚物を投げかけるやうな遣う方で、乙の惡戲本すベ 
てユダャ人の細工であるが、兎に角、惡德新聞の害毒がどんなものであるかを 
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知るには、先づかやうな遣う方1:見てあかねばならね。 

惡德新聞は謂はば精神の匪賊であるから手段を選ばない。惡どい 目的を逹す 
るためには何*た〇て利用する。 

家庭の祕事を嗅ぎつけると、忽ち獵犬の本能を働かせて、哀れな 犧牲 者 5 :葬 
$去るやうな痛ましい事件5:発き出す。嗅いでも 技しても 當 人の公私の生活 か 
ら 何一つ後暗 S 己とを 見つけ出す 己と が出来ない と、 根 も 葉 もない乙と を^き 
立てて中傷する。一 U ••新聞に讲き立てられた ことけ幾ら 取 6 消してもきれい r 
消ぇるものでなく、 t た新聞仲間が 言 a 合せてかはるがはる何遍ネ 害さ 立てれ 
ば、濡れ衣で も 干す由がない。新聞の方ではかう いふ Z . とを ちや/ I と 心得て© 
て腓謗するのである*無論、無 M の 徒辈のする/〇とであるから、何事に本 世間 
の 合點し得るやうな動機などはな S 。 他人を勝手に惡しざま rrn - o ながら、 自 
分は 墨汁に かくれる烏賊のやう 6 r 勿®らしい文句の雲にかくれて 「新聞 人の 義 
務 J とか、何とか SS 加減な駄法缧を吹き、集會や讅#など厄病神のやうな連 
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中の澤山集る所で《、新聞人の特權とか『名#」とかいふやラな？-とを嗓言6 
立て、をれを、又、集つ犮賤民が物々しく承認するのである。 

所謂輿論の凡を三分の二は乙んな連中の捏造にか、るもので、議會政治の女 
神はかうして出來犮輿論の泡の中から生れたネのである • 

新聞が輿論を造6、輿論が議舍政治を生む、この關係を詳しく述べて、嘘だ 
らけご爻かし♦たらけの內情を癸かうとす n ば幾ら# s て本寄き切れ咬 s が、を 
んな？一とをしな s で、現前の議會とをの活動とを觀察する*たけで^、代講制度 
•か撤頭撤尾狂氣の產物である乙とは.、頑迷な信者 r もは0き6分る害である。 

代議制度は人間の過失の中で本甚だ莫迦げ穴ものであう、又、甚だ危險なネ 
のである。乙れ を 知るには、西ョ-口，パのデモ クラシー を ゲ 〆 マン 民族の輿 
のデモ クラシ-と 比校して見る { fc 如くは な C ,。 

西3丨口，パのデモクラシ—5:基礎とする議會主義の特徴は、四、五百人の 
男性を-最近では女性を毛——選び出して、乙れに！！雇の政治を支配3せる 


と乙^にある。乙の四、五百人の代議士が事實上の政府であ勿論、內閣と 
S ふものがあつて政府と稱して國務を指導して £) るが、？:れは唯*た外觀だけの 
乙とで、實際は、內閣ネ元来が議會にょつて選ばれたものであるから、事前に 
議會の承認 5: 經なければ何事をもなし得な S 。 最後の決定 5: 下すものは政府で 
なく、常比讅會の過半數であつて、政府は何事に對して本责任を负けず、議會 
の過半數の意志を執行する r 過ぎな s のである • で、政府け專ら議食の過 
半數と妥協苟合し、或は過半數を操縱する手腕の如何にょつて政治能力^-判定 
せられることになう、まるで乞食の如く多數黨の機嫌5:取る乙とに，〇れ努める 
やう k なる•從つて、多數黨の好意を獲#する乙とや、與黨として新し v » 多數 
黨を組織する乙となどが政府の最も重要な仕事になう、をれに成功すれば、政 
府は又暫く居坐〇て 『 S を治め』得るが、失敗すれば、內閣を明け渡さざるを 
得ない•政府の經綸の如何などはまるで問題でないのである。 

卽ち、責任觀念の入6込ひ餘地は何所にもなく、乙れが；！1£果は多言を要せず 
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して明瞭である。 

織#は職業や能力を異にする五百人の選良が雑然と集つて£>る-たけであるか 

ら、內部 rl 支離滅裂で洵に憫むべきものがある。所謂圃家の選良は、精神に於 

ても知力に於ても選良であるとけ限らず、穴 S して W く本な S 選擧人の投 js 用 

紙から直ちに澤山の有爲な政治家が生れて 来るとは恐らく 誰も考へ ないで あら 
ラ0 

► v も^も普通選擧から天才が生れるなどといふ•のけ愚の骨 m であ〇て、巽の 
政治家が國民中 r 一人でもゐ ると S ふ乙 と 3へ 極く 稀れな 乙と で、韋人は百.^ 
7 P 二百人も一度に世に出るものではない。?:れでな くと本、 天才 5:排斥するけ 
大衆の本能であつて、選擧によつて偉人1:『發見 J せ/ L とする は、駱駝が針の 
孔を通るよりも困難で あらぅ • 

世界歴史5:見ても、偉人は槪ね自力によつて世に現はれて， q る。 

然る r 讅會政治 r あつては、凡庸な五百の頭顏が重大な k 事を 票央し、 政奸 
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を任免し、政府は何事 r も一 ❖ 議會の協賛を得なければならぬ。卽ち、政治け 
事實上、五百の凡人に ょつて 行はれるので ある。 

政治の實際の運用で もやけ6同じ2.とである。 

議員の天才の有無；2問 rt な S にしても、漭會で處理すべく解決すべき問題 rt 
千差萬別種々雑多であるのに、當面の問題に就$て適當な知識や經驗を有する 
議員は幾ら 本ゐな s 乙と を考へ n ば、かやうな議會に最後の 決定 權 1:委ねる政 
治制度の如何に不適當なものであるかが 分る であらう。例へば、經濟 上の重要 
措置を討議する委員會5:見ると、經濟上の豫備知識5:有する議員は委員全體の 
1割に ^ 足うな S 。 乙れ 《、 つ^ 6、全然資格の無い連中に問題の 處理1:委ね 
る乙と にほかなら W ので ある。 ， 

他の問題でもやはう同じ乙とで、議會の顏觸れ•かき ^つて わるから、最後の 
決定を與へるものは常に議員の多數を占めて^)る無知無能の連中である•處理 
すべき問題は公共生活のあらゆる方面に互つて&るから、，〇れを審議す y き議 
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員の顏觸れ も 問題 每に變つて 來なければ ならぬ筈で、 外交 上の 高等 政策を審議 
すべき者が交通問題 5: も處理すると い ふが如きは もともと有るべからざる Z . と 
である。何百年に一人現は れるかどうかといふやうな 萬能の 天才ならそれもょ 
からう が、議會の•選良は殘 念な*からを A な r 頭腦 J 5: 持ち合せて ゐず 、固陋で、 
自惚の强い、思 a あがつ 穴 生半可であう、最ネ質の惡い 精神的 娼婦で あるか 
ら、偉人でさへ 頭を惱ます やうな 問題を ネ平氣 で 手輕に論議した う、 片づけ穴 
うする。國家、國民の將來に關する重大政策を扱ふ場合でも、何 か、 かう、 骨 
牌でも弄/1 でゐる やうで、民族の運命を問題 r してゐるやうにけ it な (• 
.併し、かやうな 議會の代議士でも皆が皆 最初から 無责任では ない ので ある。 
確かに3うでけな S のである。 

唯だ、議會政治にあつてけ、分.〇もせぬ問題 5: ネ否應なしに處理しなければ 
ならぬから、誰もが*たんだ/1嘹落して、『諸君、乙の問題は我等には爻るで分ら 
ぬ。少くとも自分には分ら3』と、正直に白狀する II 氣のある者が一人も £) な 
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くなるのである。尤も、 NJA な勇氣のある者が一人や二人ゐ犮と乙乃で大勢け 
どうにもなる爻い。もともとかやうな勇氣は誰本理解する乙との出來ないネの 
で、 莫迦正直と SW れて皆の物嗤ひ r なる r きまつてゐる。名士の社會の內で 
自ら進んで莫迦 r なう穴がる者のゐな s 乙とは、人間 5: ょく知つてゐるネのに 
は 合點のゆく2.とで、或る社#では、正直 rt 常に莫迦と同義である。 

かやう r して、最初 W 正直であつた代 m 士ネ•た/1だんと虛僞と欺瞞との惡風 
r 染まう、自分一人反對し穴とて大局に變う《な s の•たから、と惡いと知うな 
がら賛成するやう r なう、遂には、自分^他の連中 r 較べればま•た咬，たを/ I な 
r 惡 s 人間でなく、自分が協力.するのけ、もつと惡 s 事態の癸生を豫防する穴 
めである、などと思ひあがつた乙とを考へるやうになる。 

勿論、中には異議を唱へて、成る程代議士«一 ❖の問題に就いて特別の知識 
を持つてゐな s が、當人の屬する政黨が方針を示して吳れるから、をれ r 依つ 
て意見1:立てればょく、政黨 r rl 問題每に特別委員會があ.〇、それ?:れ專門家 
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があつて十分 r 硏究してわる、と s ふものネあらう。 

一應は尤もであるが、併し、* vn なら何*たつて五百人もの人間を選擧するの 
か、重要問題 V -- 片づけるのに數人の知！：^で足うるのなら、五百人なんて多數の 
人間は要らぬではないかと反問せざるを得なくなる。 

贲は、かく多數の人問を集めてあくと乙ス r 尨犬の. TF - 賴があるのである。 

デモ クラシ- VJ 基礎と する今日の代議制度は天下の^人を 集める？- とを目的 
とせず、附和雷同の外 r 能のな s 愚人 5: 集める 乙と を目的とする。人問は莫迦 
なものほど操う易い。今日見るが如き惡い政黨政治が行は n 得るのも、黑幕が 
裏 r かくれて貴任を免れ得るのも、すべて操う易 s 愚人が集つて. q るからで「 
國家や阈民に有害な政策? V :決定した場合でも、元兇け n 任5:莫迦な讅#や政^ 
になす うつけ てあいて、 自分は 世間の 目から 通れて しま ふので ある。 

從つて、責任は事實上存在しな S 。 貴任は各人の義務と結びつい犮ものヤ、 
鏡舌家の烏合に外ならぬ議會の義務などと結びつけて考へ得るものではないの 
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である。 

かくの如き代議制度を爱し喜ぶものは、唯* た 虛僞を好み、 日光を怖る、土— 
の如き徒辈のみで、苟も責任を解し公明を尊ぶ廉 E の 政治家ならば 乙れを憎ま 
ざるを得な S。 

畢竟 、 m の 種の デモクラシ 丨は日光を怖れねば fig 野心家の 道具で ある。 
今日に於て旣に然り、將來 r 於ても3ぅで あらぅ。 唯だ ユダャ人のみが、ユダ 
ャ人自身の如く不正直で汚は しい2. の 制度5:喜び得るのである。 

峰 

今 

ゲルマン民族の眞のデ#クラシ—は此の如き不正商な議 會政治と全く趣を 異 
にする•ゲルマン民族のデモ クラシ— では、一人の指導者を 自由 r 選舉 して、 
これに行動の全霍を总2せる•事ごとに多數決で決する とい ふが如き 乙とを 
せず、一人の指導者に決めさせる。一 U: 決めた以上 S、 指填者け生命がけで M 
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れが全 貴任を 负ふ のである。 • 

一人力令寶任$:负はねばならぬやうでは、をんな危い仕事に進4で身命をな 
げうつものけゐなからう、といふ者があるか， p 知れぬが、をれ r 對 しては 唯 だ 
次の如く答へ n ばょ S 。 

御心配は有う難 s が、實け、下等な野心家や臆病者が拔け路や廻う路を經て 
W 民を支配する地位に迪 .〇つく乙と が出來ないやう にし、 責任を 重く して 
な者や柔弱な者は聞い/2だけで も 尻込せざるを得な S やうにして あるのが ゲル 
マン民族の デモクラシー である。 

ゲルマン民族のデ w クラシ-では、斗宵の辈は、誤つ て 指導者の地位に 就く 
乙とがあつ V も， 長くはを乙に留まう得な S 。 周圍のものが直ちに發見 して 容 
教なく怒鳴うつけてし^ふのである•「出て行け、卑怯者！足 5:ひつ 込める、 
階段が 汚れる。歴史のパンテォンに登. 〇 得るものは英雄で あつて、あ 前のやう 
な曲者ではない。』 


以上は議會政治に關 して 自分の得た結論で ある•自分 « t 乙れがため二年も 
クイ ーンの 勝 會に通つ^が、 かやうな 結論を得てから け二度と傍聽に行かなか 
つた。 

マノ ブスブルグ帝國 2 近年に なつて著しく 衰亡の 度を加へたが、 をの原因の 
一は 通 會 政治に ある•議會 政治に なつてからは、 ドイツ 民族 rt 國內に.於て だ L 
だんと優位を失 ひ、種 ❖ 雑多な民族が 互に 競り合ふやうになう、議會に於て名 
色々 な民族が跋扈して ドイツ 民族はだんだ / I と 勢力 5:失ふに 至つ た•ドイツ豆 
族の 衰微2結局に 於て 才-スト；帝 S 滅亡で—帝 KS 色々 な 魅力 4 
早 や 諸地方の分離運動を阻止し 得ないといふ 乙と け、如何なる 愚者 r も前世紀 
の終 6 今世紀の初め頃に 旣にはつき. 〇と 分つ てゐ たのである。 

實際に 才-ストリァの 瓦解は到底免れぬ と2.るであつ eo 
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ォーストリア《_家の網紀の弛緩するにつれて一舣の輕蔑を只つ/2。ハンガ 
リーのみならずスラ•ゥ民族の 諸州 r 至る爻で、最早やォーストリアを自分等が 
組み立てて共同の君主を戴いてわる H 家とは考へず、才—ストリアの衰微を自 
分等の恥辱とは 威 じて&なかつ穴。却つて、老朽の兆候を見て喜び、健康の囘 
復ょりも死滅を 願 〇てゐ犮のである。 

* vn でもなほ才-ストリアが完全に崩潰する r 至らなかつ穴のは、議食では 
ドィツ民族が卑屈にも讓步に讓步を重ねて强請を容れ、地方でけ雑多な民族が 
互に軋櫟し合つて £) たからである。而も、大勢は日を逐ぅてドイツ民族に非で 
あ〇穴。才 r ストリアは社會の上流からだ/ I だんとチ？コ化しつ、あつ穴が、 
特に フランツ.フ：ルディナン ド太公が皇儲 r なつて勢力を振 ひ 始めてからけ、 
乙のチ？ n 化に本計畫と. M 織と•か與へられる に 至つ穴。未來の君主で あると2. 
ろの太公があらゆる手段を以てドィツ人排斥に加勢し、或けをれを促進し、少 
くとも保護したのであるから、純粹のドィツ人ばかぅ住んでゐ穴也方も、太公 
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の勢力•か役人 I じて加 t ； るに從 S 、 徐 S 、 而名確實に}化して、两語 
の混合した危險地帶餐.-9气下ォ丄トリアさへ急速にチ，^化して、クイ 

丨ン S まるてチ*ツ n 人の都のやぅになつてしまつたのである。 

フ：デイナンド太公の家族け チ i 語を使つてゐた 0 S 公の妃は チ i 
の伯爵の娘で、太公と身分違 S 結 f し言ので— か、 元来が •トイ ツ嫌ひ 
4統とする—の出身である)。まの本願け ギリシア 正教—ずるロシア 
に舞抗して中央 m 丨ロツバに加特力敎を奉ずるスラゲ 民族の國家を建設するに 
あつたのである。宗敎を政略に利用するの2、從來に於ても マブス•フルダ 家 
の人冷にょつて！！企てられ -^2 乙と であるが、 太公 も咬た乙れを敢 てした。 而 
t の政略 tr 少くと劣ドイツ民族から見れば 甚 •た邪惡— ので あつて、 •トイ 
ツ民族をも同時に壓迫する 乙と を 目的として わたのである。 

併し、 乙れが結果 c 悉く期待に反して甚•た慘めな；に f 、 ハツブスブル 
グ家も、加特力敎會本、共に意外の應報を受ける—つた。 
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マブスブルダ家 t ； 帝位を 実； 5、ロニ法王應け才 I ストリアといふ一大ぁ 
區を失つたのである。 

ノ，フスブへク家が宗教—政略に利用し穴から意外な 幽靈が 飛び出した。 
あらゆる手段にょ〇て H 內のドイツ 民族 5 : 掃蕩 せんとしたから、却つて國內 r 
沉ドイツ運動が起きる乙とになつたのである。 

八十 年代に入ると共にユダヤ主義5:基礎とする マン チ H スタ—自由主義が才 
丨ストヮアでも座んに行はれたが、乙れに對する最初の 反動は 社#的な理由か 
らでなく阈民的な動橘から起きたのである。尤名、才—ストリアでは何か反動 
の起きる it ; S つで1ぅで t : たから. m 由主義の横行に對 して本先づド 
イツ民族が自己保存の本能から斷乎 として 抵抗した。 經濟上の 理由は をのあと 
でだんだんと幅5:きかすに至つたのである。かくして才—ストリアの 混亂し2 
政界の中から二つの政—が出て來た。その一は多分に國民的で あぅ、他の 一け 
多分に社會的であ S が、共 S •た典味の深 s 政？あ-〇、示唆§む政薄で 



あ〇犮〇乙れから乙の二つの政黨に就いて述べる〇 

一八六六年の敗戰以 來 、ハ，ブスブ，ダ家は絕 i ずドイツに對する復戰幻 
考へてゐた•か、メキシ n のマ*'クス皇帝が崩ぜられた犮めにフランスと提％し 
て事を 起す 2.とが 出來 なくなつ穴。つ^6、マックス皇帝が遠征に失敗虻ら jfl 
て 悲慘—後 5:遂げられたのは、主としてナボレオン三世の無— r 因る本の 
であるから、才—ストリア人け當時一般にフランス人を怨んで^たのである。 
をれでもハッブスブルダ家 (1 なほ諦めずに絕ぇず機會を窺つ てゐ^ ，それ 故、 
若し一八七〇—七一年戰爭があ/1な具合 { C ドイツの勝利に終らなかつ犮とすれ 
ば、 ク f I ンの宮廷は或は中途から參戰してサドブの復搏を企て^かも知れな 
S 。 をれ$:しなかつたのは、ドイツの勝利*か大き過ぎて手•か出せなかつたから 
で 、 t 不蠢 S じられ？ is がけ SI が？なく 本當 y 載 場から 
到着すると、歴代中最も「英明』 な君主は直ちに時の非5:認められて、 出來る 
だけ格し3ぅな顏をして見せら n 々のである • 



187 


と乙るで-乙の二年間の戰爭は尙ほ一つ非常に大きな奇跻を成就してわた。 
ハ，ブスブルグ家が態度を幾へてドイツに笑顔を見せ犮の《、心からでなく事 
情已むを得ざるためであつたが、 才—ストリアの ドイツ民族け、 乙れと 違つて 
ドイツの勝利を心から喜び、祖先の夢♦か立派な現實になつ て才—ストリア 5 : ド 
イツ r 合併すべき時檐の到來せんとするの 5: 、深い威動 5: 本つて眺めたのであ 
る。 

ケーーーヒグレッツの 敗戰 も、 旣に朽ち果てたハ ッブス ブルダ帝阈の腐臭に染 
爻らぬ新し s 國家を建設するに必要な條件であ〇穴。悲痛ではあるが必要な前 
提であつた。少く とも 心からドイツびいきの 才-スト リア人は普佛戰爭 の 頃か 
らかやぅに考へてゐ穴。乙れは否 tr ベからざる 乙と で、贲際に乙れ等の オース 
トリア人は、ハ，ブスブルダ家の歴史的使命が旣に終ぅを吿げてを-〇、新しい 
s 家は心術高邁にして『ラインの 冠 j r ふ 3 はし s 人物を皇帝に選ばねばなら 
«と$ふ乙とを切實に痛威してゐ穴のである。曾て國蓮の 衰微して ゐ犮 時代に 
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f し s 興陡の象徵としてフ fr ヒ大王を出した王家の子孫を乙、に壽 
として迎へ得れ甘、どん|幸福であるかも知れない。心あるォ丨ストリア人 
け かやぅに考へて £) たのである。 

ドイツ民族の本心は旣に明瞭で最早や疑ふべ くもない。を乙で、荇 佛戰爭後 
ノ，フスフルダ家 E 、 K 內の危險なドイツ民族を、徐々に而 i 教攻く剿滅す 
る乙—肚—めた。 Ms スラゲ化政策の必然の結—か、—キ 
をしてドイツ民族の憤激 I はな S はない。剿滅せられえとする民族けミ 
S 起してドイツ近代史上に未だ曾て見なかつたほど證に抵抗し始めたの 
である。 

心根に於 VI 的 1 K 的で ある 人 t か 叛逆者1 た。 
叛逆者と 2 Sts 、 賈に對 して 叛逆し S で， P 、 國 家に 對 して叛逆し 

たので— く、 唯•た同胞民族の沒落を來す政治の f 方に 對 して叛逆したので 

ある* 
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力くして、ドイツ近代史上に於て乙、に初めて在來の玉黨的愛 — ff 
的愛國主義との區別を Jl るに至つた。 

f f 、 H 權 2國民 の利益と合致し、或 は少 くと 备民黑看 加へ ない 
もので f 3。 I なくば尊敬と f I し得5‘の ことを 
明かにし 2 2、九十年代に ォ-ス J アのドイツ 民族にょつて捲き起 3 れ A . 
汎ドイツ運動の功槙である。 

國權 f もの：2國權の爲めに存在するもので《ない* 3もなくば如何なる豪 
政も批攤するに當らず、神聖なものになる であらう •. 

政府か權力を利用して民族を滅ぼ3んとする場合に、 乙れ に對 して•反抗する 
のはをの民族の權利であ. CS 、 又義務で ある。 

如何に邪惡な國權1も、或 S 何に屢 *K 民の要求を裏切るやうな网權で 
も、_權で t 限.維持しなければ fg ぁのと心得るのが—ゆる政府に 
共通した傾向であるから、自己保存2能の命ず1に從つてかやうな政 


>90 府を打倒し、自由や獨立を確保せ/ 1 とする民族は、政府のをれと同じ武器を以 
て戰はねばならぬ。政府が『合法的な手段 J 5: 用ひてわる間は、民族の方でネ 
『合法的 J に戰ふべきであらうが、壓制する者♦か非合法の手段を用 an ば、壓 
制せらる、者も躊睹すると,〇スなくをれを用 a て戰ふべきである。 

をもをも、人生の最高目的は種の保存であつて、 M 家の維持でもなければ政 
.府の維持でもない。誰も乙の道理 5 : 忘れてはならぬ 0 

種が政府 r ょつて抑壓せられ、或は全く剿滅せられる乙とになつては、手© 
の合法、非合法などけ最早や問題でな S 。 政府の手段は尙ほ表面上『合法的 j 
であつても、壓制を受ける者の方では あらゆる 武器 5 : 用ひて 戰つて差し支へ な 
い•種の保存と s ふ立派な理由が乙 n を許すのである。 

かやうな道理があれば乙を古来幾多の民族は、或は內ょ 6 壓制 5 : 蒙う或は外 
ょう壓迫を受けた場合に、敢然反抗して史上に a る 如き自由 戰爭を起した ので 
ある • 
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人間の權利は國家の權利を破る。 

人間の權利のため r 戰つて敗れ犮民族 rjt 地上の存彺を績け 得ない。 自己の 生 
存の穴め r 戰ふ用意 も 能力 もな s 者は、公正久遠の 攝理に ょつて滅亡の蓮命を 
與へられてゐるのである。 

世界は怯懦な民族の穴めには存在しな S 。 

S 

暴虐な政治は動もすれば所謂『合法』 を 裝ひ y 2 がる ネの であるが、 乙れを 最 
も切實明睐に示してゐ穴のが 才- スト リアの 政治である。 

當時の才丨スト リアでは 、ドイツ人以外の民族が 多數 を 占めて ゐる反ドイツ 
的な議會と、同じく反ドイツ的な王室とが所謂合法的な國權の 某 礎に なつて ゐ 
た•かやぅな議會と王室とが國家のあらゆる權威を 具現して ゐたのである。 を 
れ故、王室ゃ議會のなすが IKV r 放つ て 置けば、才-ストリアに於けるドイツ- 
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民族の蓮命 C 決つてしまふ。然るに、 『合法的 J — 法に拘泥した 气國灌 をの 
もの—拜し f す—中—5れば、すべて 反抗 2 法11 てし 
て S し fs ものであるから、 Ms 止めねばならぬ—る•併し、を 
才 sf K トリアに於けるドイツ 民族§7 應 I 近 い將窆 滅亡—る 
を fs •妻に於てドイツ民族5 ..ストリアの崩潰にょつて漸くかや— 
運命から救はれたのである。 

勿論、世 S 眼 f かけ S 者がある•同胞興民の 2に死なぅとせで自 
說のために死矣がる連中で、人間が法律を作つ？ と $K 、人間の作7〜 
法律7 一 U 一出來てしまへば、をれ tc 人間が法律 QSI 在するかのや 
ぅな 2.と$: 言ふ。 

此の如— f 一播して、約子定規の形式論者や—を咒物の如く崇拜する 

1 f I した s 、 f 丄_ア袋け孟 •トイ 5 動の 

である。 
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ハ，ブスブ，グ家があらゆる手段 5: 盡して ドイツ 民族の 根絕を圃 ると、汎ド 
イツ 運動け1:•無遠瓛に此の「高貴な j 王室に對して 反擊 を加へ始めた•國家 
の腐肉に初めて控針を差し込み、世人百千の眼を開き、 祖國 愛といふ立派な槪 
念を王朝と S ふ淺爻し S 槪念から引き離したのも、 2. の汎ドイツ運動の 功榱で 

ある。 

併し、己の沉ドイツ運動も、最初は恰も僚原の火の如く嫌んで、將に 一世を 
風靡せ /i とする 勢を示してゐ犮が、長くけ續かず、自分が クイ—ンに來穴頃 r 
け旣に调落して，某督敎社會黨がいつの間にか 乙れに取つ て 代ぅ、沉 ドイツ 運 
動 rt 殆んど全く有るか無きかの哀れな狀態 に なつてゐ 穴ので ある • 

沉ド•イツ運動が起—かと思へば忽ち衰へ、代つて某督敎社會黨♦か 日の出の 
勢で乘ぅ出して來 SS 何か深 S 事情•か 1 S 5 - の間の消 
息を探る乙 とに 努めた • 

クイーンに來た當時の自分は心から汎ドイツ 蓮動 r 共鳴して ゐ它 • 
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議會で誰かが 惲 ると 乙るなく『ホーへンツォ火レルン萬歲 j と 叫ぶのを聞く 
と、自分は非常な成激と歡喜と を覺ぇ犮 系ので ある•才—ストリアは 今 乙をド 
イツ 帝國から分れて ゐる が、 ZLnw 一時の 乙 とで、 才—ストリアが 帝國の 構成 
分子 ^ る 乙と r 變6 はない、と機 # のある每 r 畏 る、と，〇るなく叫ぶの 5 : 聞く 
と、自分は心から汎 ドイツ 黨を信賴 する 氣になつた ものである〇爻た、 汎ドイ 
ツ黨がドイツ民族に關 する 問題に於て、常に旗幟を 鮮明にして斷じて妥協し な 
S のを見ると、自分は、 ドイツ 民族の救濟を諦めるのは 尙ほ早く、 ^* た ^ だ 一 
樓の望がある、と思つ衣ものである •?: れ故、自分には、,〇の沉 ドイツ運動*か 
あのやうに華❖しく勃典した r 拘らず忽ちにして無慘に凋落する r 至つ穴浬由 
が分らず、基督敎社會黨があのやうな大勢力を占めるに至つ/2理由も 分らな か 
つ穴 •基督敎 社會黨は丁度乙の頃♦か全盛であつたやうである。 ， 

を2.で、自分け汎ドイツ黨と基督敎社會黨との比較硏究を始め、第一着手と 
して先づ、それぞれ黨の指導者とも創立者と名い ふべき 二人の人物、卽 ちゲォ 
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ルグ•フ * ン•シ * I ネニと力-ぐリユ-ゲル博士とを比較して見衣ので 
ある' 

/ . 

人間として g 二人とも所謂議會政治家の水準を遙かに拔いてをぅ、生活ネ廉 
潔で、腐敗堕落した政界 r あつて一度ネ醜 H を立てられ犮乙とがない •自分け 
初めは沢ドィッ黨のシ•'ふレ v か好きであつ'か、_敎社會黨の首領 も•た 
ん•たんと好きになつた。 

二人の能力 5: 比較して見ると、原則的な問題を徹底的に 考察する防では 確か 
r シ 11 ネレルの方がリユーゲ火ょ- 〇 も優れてゐ/2。 シ h — ネレルけ 才—ス ト 
リアの滅亡の避け難き2.とを誰ょ.〇もはつき.0と見通して»2。空しォースト 
リアのみならずドィッでも、ハップスブルダ帝阈 r 關 するシ ネレ 〆 の臀吿 
にもつと深く耳を傾けてむたならば、世界大戰でョ— 口，パ全體を敵に廻して 
，戰はねばならぬやうな慘めな乙とにはならなかつたかも知れないので ある。 . 

併し、惜し S 乙とに*シ * I ネレルは問題の核心5:摑ひ乙とに«長じて02 
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が、それだけに人間を見誤る乙とが多かつた • 

リューゲル博士は己れと反對であつた。 

リュ—ゲル博士は世間 1: 知. 〇 人生の表裏に通じた稀 有の人物で あつて、 從つ 
て、する乙と爲す乙とがすべて實際的であつたが、シ H _ ネレル には此の實際 
的手腕がなかつた•沉ドィッ主義者シ H _ネニの考へ？とは理論上から見 
ればすべV正しかつた•か、 Ms 論上 g 認識を大衆 K 傅へる M とが出來なかつ 
た物分ぅの惡い大衆に分ぅ^く說いてやるといふことが出來なかつた•をれ 
故.ン *1 ネレルの考へてゐた乙と2遂に現實にな-〇辟ず、單亿警者の智3 
たる r 留つ犮のである。 

又、シ " I ネレルは人生の表裏 r 通じて^なかつたから、新しい運動や古い 
制度の效力1:も見誤らざる5:得なかつ^* 

沉ドィッ運動4すると乙5世界觀の問題である•この, V - と て 丨ネレ 
ルも知つて.〇窆違：3な S が、世界觀と S ふもの2殆んど宗敎的な信念であつ 
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て、 乙 n を支持す る ものけ就中國民大衆で あるといふ乙とがシ h I ネレルに rt 
分らなかつたのである。 

所謂『ブル ジ•ァ 階級 j は 失 ふを 恐れて保守に 傾きたがる 。これけ 經濟上の 
利害關係が然らしめるもので、從つて翮志が鈍い。然る r シ* •丨ネレルに け& 
城ながらこの乙とが分らなかつた。 

総じて世界觀と s ふものけ、大衆が新しい主義を支持して必耍な闘箏を引き 
受けて奘れるのでなければ、到底勝利の見込けない。 

シ * 丨ネ レルが.社會問題を十分に理解し得なかつたのネ、かやぅな 下® 大衆 
の重要性を理解しなかつ/2からである。 

リュ-ゲル 博士« これ等の點に於てシェーネレ 〆 と反對であつた。 

リ‘ ューゲル博士は人生の表裏 r 通じてゐたから、 あらゆる勢力を正しく評價 
し犮。從つて、現存の制度を輕視することなく、却つてこれを目的達成の手段 
に利用し 得 穴ので ある • 


1 讲 


今日のフぐシ"ァ階級 S . 政治的闘爭力が無い•有つて，¢3甚•た後弱で、 をん 
I のに賴つてゐ5新運動 Q 勝利 s ? s 。 乙れ S して中間階級は、そ 
の生活を f ず脅威せられて旣 is 危機為して居6、從つて S 44 
である。それ故、1 - ゲレノ博士 S 治運動の重點を己の階級に置いた•同争 
に博士 S 存の權力をも利用し、强大な施設をネ味方に引灵れてをの勢力 
を出來る*たけ蓮動•に活用する乙とを忘れなかつたので ある。 

-丨ゲ广博士 g 沒落に類した中問階級を中心に新黨を組織して、旺胳な赛 
牲的精神と强窆戰開力とを備へ S 固な支持者層を確保すると共に、加特力 
敎54めて巧妙に接近して忽ち多數 S 靑年僧侶を味方 I 引灵れた。 を乙 
て從來の加特力黨は政戰場裡から退却するか、 S もつと寶く新满に參加し 
て f 黑勢を换囘するか、何れかの方法4ら1なくなつた。 

リュ-ゲル博士2かゃぅに言手であつたが、唯ぎれ•たけず C ヶルと 
S ふ人物の身上と fs 大—間 S で、策士 S 31つ奈、偉大な 
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天才的改革者の性質をも具へて£)衣のである。併し、する事も考へる事ネ甚だ 
實際的であつて、自身の能力をも知う過ぎるほど知つてゐ犮から、活動*か地味 
にな$、天馬空を行くの趣を缺くに至〇穴のけ當然のことである • 

本當 r 優秀な人物であった リユ-ゲル 博士の追求し 穴 目的は、撤頭撤尾實際 
的なものであつた•博士は先づゥ ィーンを 手に入れょうと 考へ犮〇ォーストリ 
ア《旣に腐うかけ犮身趙であ-〇、 クィーン は その 心臟である。病み衰へ老い 3 
らばへ ^身®が僅かに餘命を保つて£>るの も， 〇の心 R ♦かな ほ 鼓動して わるから 
で、心臟が丈夫 r なれば全身に活氣が蘇って來 るに 違ひない•かやうな考へ方 
は原則としては正し V :か、併し、 ォーストリアの場合で け最早や，^ んな 事を考 
へて ゐる餘裕けなかつ^のである。 つまう 手遲れであっ た。 , 

•かういふと foAr 博士の弱點が ある • 

クィ—ン市長として9ユ丨ゲ，博士の成就した仕事は不滅といつても過言で 
な S が、3う S ふ仕事にょつても才丨ストリアを救ふ乙とは最早や出來なかつ 



た•すべて遲すぎたのである。 

乙の點で2政敵シエ-ネレルの方が賢かつた。 

i , ゲル博士のゥイ-ン復典2派—功したが、をれにょつて. 才—スト 
リア— t と——つた。1博士の期待け I しなかつた 

シ广ネぶの沉ドイツ運動2遂 1 S 2 •か、心配して矣 ff 
ストリアけ遂に滅亡した 。 t I ?ノの豫想け遺| がら恐ろしい— 
中したのである。 

此の如く二人と％その遠大な目的1:達し得なかつた〇リユしケルは才，スト 
”アを救 S ず、シ"-ネレ 〆 C ドイツ 民族の滅亡を防ぎ得な かつたのである。 

兩者失敗の原因を明かにする ことは、 今日、特に我•か黨 に取つて非常に大切 
である ❶ 今日の情勢 G 幾多の點に於て當時のそれに 似て, ^ るから、兩者 失敗の 
原因—か y す S 、 同様の過 f 再び繰 f くて すむ であらぅ • 



才—ストリア r 於ける汎ドイツ運動の 崩潰 r は、自分の見る と乙ス にょれず 
三つの原因がある。 

第一は、元來革命運動で あるべき 汎 ドイツ 運動が 社會問題の意義を明瞭 r - 理 
解してゐなかつた 乙と である。 

シ"丨ネレルとをの汎ドイツ黨と«ブル ジ"ア 階級を极城 にした から、^^ 
は活氣 のない 生溫い 本のに衣らざるを#なかつ穴。 

ドイツの♦フ，ジ"'ア階級、特にをの 上層は 非常に あとなしくして、內政問匿 
r 對し てけ成るべく嘴を容れないやうにし、爻 3 か、誰も彼ネ意識し穴上.でさ 
うするわけでもなからうが-殆 /. ど完仝な自己否定に近いほどの事なかれ主義 
を執る。かやうな態度け天下泰平の善政時代でけ K 家に甚だ有益であるが、惡 
政時代でけ甚だ有害である。をれ故、汎ドイツ運動も本氣に戰ふ積ぅなら 先づ 
火衆1:味方にすべきであつた。如何なる運動も元 H がなくて«やがて表へ ざる 
を得ない。酣も、>1の元氣を與へるものけ大衆である。然る r 汎ドイツ 運動け 



大衆を味方にしょうとしなか2から最初から元氣がなかつ 2 である。 

大衆を味方 U しなければなら g と s ふ原則慕：く無視して ii したのは 
取り返しのつかぬ失策であつた。如何なる蓮動で ネ 、生溫いブ てシ，，ァが深山 
入つて来れば、運動 s 方向2常？の連中にょつ V 定められる M とに f か 
ら、大衆の中から深山の味方を集め得る見込はまるで立たず、從 つて運動 S 
命たう；^ずして單に批評や非難を事とするやうになう、宗敎 的な信念や犧牲的 
精神2 何所に 1 常らず、却つて在来の勢力に所謂 『積極的に』 協力して、 言 

3換へれば*たんだんと闕带の手を緩めながら現狀を承認して苟合妥協せんと 
する努力が現«れて來る。 

沉•トイッ蓮動も正にこの通うであつた•同志—く大衆に求める乙とをしな 
力つたから、沉•トイッ運動 S 遂に HNC てァ的で、上品で、生溫い 急進主義 
の運動 J にな-〇終つ/2のである。 

沉ドイッ運動 I 速な Is 第二の原因 2— ベ f s 過誤から生れ穴 
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ものである。 

汎ドイツ運動勃典當時に於ける才-ストリアの情勢は、ドイツ 民族に取つ て 
旣に絕望的なものであつた。遘會は逐年漸次にドイツ民族を徐々贮剿滅する檐 
關になつて. Q /2。 をれ故、何か最後の手段を講じて2.の機關を縻止するのでな 
ければ、ドイツ民族を救 CA 得る見込は爻るで立たなかつたのである。 

か.くして、汎ドイツ黨は極めて重大な問題に逢着するに至つた。議舍を解消 
するにはどうしたらょいか。議會に入つて行つて、謂 rt ば乙れを『內から喰 CA 
破る』べきか、を n とも外から叩きこ«すべきか。 

汎ドイツ黨は議#に入つて行つ^。をしてを乙から叩き出3れ犮のである。 

考へて見れば、汎ドイツ黨としては議 # に入つて 行く ほかなかつた であら 
う。議會のやうな一大勢力を外から叩き/〇けすには、不撓不屈の勇氣が要6、 
無數 の锇牲 を 覺 悟してか、らねばならぬ。角を攔 ん で牛と闘ふやうな もので、 
嫌度 か 激しく 突かれ、投げ倒され、 恐らく 手名折れ、 足ネ鷗 つくであらう が、 


か II 闘 f めげず—敢 f S 必ず勝利の榮冠が 輝く。 

新し s 間吉？儀牲を厭はず S くまで蟲念でさ& 議—對手亡し 

て勝つ乙とけむづかしい。 . 

をれに e 大衆 S 子弟が闘爭 S 加して吳 S ぱなら g 。 銮 sf な•から 

斷乎たる決意—て執抛 S 後まで戰 fs 、 3 と6、此 s 大衆の子弟 
のみである。 

然るに、 沢ドイツ黨け大衆を捆んで—かつ，をれ故、議會へ 入つて 吁 く 
ほかなかつたのである。 

沢ドイツ黨が議會主義に奔つたのは、右の やう管と を十分に考へ ぬぃた 揚 
句で あらう とか、長 s こと 煩悶に煩悶した揚句で あらうとかい ふの け間違ひ 
で It と§る1かつた。惡ぃ制度と知4♦からをれへ參加するのが 
旣に誤で—が、でイツ f 爹エ行動 S 味と結果と— SV 十分に考 
へて—かつた。『 I 民 S 廣 S ?震1で演說す1 か出来れば、 
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s 民大衆5:啓蒙することも容钻であらぅと思ひ、害惡の根源はこれを內ょ 6 攻 
肇する方が外から攻轚するょ.〇も有效であるに違ひないと信じ、不可侵 ico 呆 
護があるから透會では何5:喋言つても安令であ. CS 、 從つて鬨士の攻 *• 力も t 大 
するであらぅと考へたのである。 

とこる が、實際 はまるで違つて，！3充。 

汎ドィッ黨の港 M が阈民に對して演說した廣場は豫期に反して少しも饿がら 
ず、却つて狹くなつて^た。潢員の演說を聞 S て災れるものは、他の漭員や傍 
聽人に限られて居.〇、然らざれば乙れを新聞で讀む者に限られて， Q るからであ 
る0 

聽衆 に對 して la 接に訴へ得る最大の 廣 場は^#の 議場で々くて、公開の阈民 
大會である。 

H 民大會では數千の聽衆が專ら演說 を聞くため r やつて來る•か、^會の議場 
には唯だ數百の議員が集つ てわるに 過ぎず、 をれも槪は日當5:費ふ2«>であつ 



て rs 民代表』某 ♦の 智變啓 癸して貰ふために出席して S ので？(ので 

ある。 

あまけに、議會で錳衆の顏觸れが常に同じで ある 。 f なければ 勉强 する 
氣— く、 何時まで 經つて蟲く 1想 衆が 坐つてゐ るので あを。 

かや— f 代表が i — び、眞 S 2 J 命 nf S じ 
て有 f で、次囘の1で必ず當選し得るといふ希_成1?け1 
ば轉向す— S 無 S 。 所屬 S — が1 f — 失敗し奪だと思は 
れると、言で初 ？ f し■■て I し、 成功し f If 物色して 
をれ—近する。そして、道徳上の理由を口實 にして 黨籍— へる のである。 
だからし V 、何れかの I が旣运民の人—失つて、ど i て ぁ— で 負け 
つて f と、 S つで—客の大移動が生じる。議會鼠が政—を— 
てるのである。勿論、具理を求？行く？差け5良心に從 つて 移るので 
I く、！で禀 SI ら千 i 的—分にょつて大切—供—® 



しながら他の政黨の溫か S 寢臺へ旬 S 込 if のである。 

此の如き選良の集つ ^『廣場 j で演說 する のは、 をれ乙， v 本當 r 豚に 異珠 で、 
勞して功なく、全く無駄な 2. とで ある。 事實爻たをの通. 〇であつ犮。汎ドイツ 
黨 の -^ 議士は 聲$:嗄らして 怒鳴つたが、效果 はまる で 無かつ 穴ので ある。 

新聞は新聞で、汎 ドイツ 黨員の演說といへば全く默殺して#かなかつた。讲 
いたのがあるかと思へば滅茶苦茶 r 寸斷して前後の連絡 ネ分らぬ ものにしてあ 
る•或は故意に意味を變へてあつ ^ 6、甚だしきは全く意味の 無い ものにして 
あつた。從つて、世間は汎 ドイツ 運動の具意に就いて惡い印象ばか. 〇 受けた の 
である。誰が何所でどんな乙とを'? i 言つ ^ にしても、一般大衆け唯* た 折聞 rft 
つてゐる乙としか知らな S 。 然る に、 新聞 r 蒇つてゐるのは演說をと乙スどこ 
る勝手に切ぅ拔 s たものであつて、意味が 通らぬ から讀んで 分らぬ ばかりで な 
く、却つて誤解を お 2.させ穴。おまけに、黨員が實際に演說し犮唯一の廣場に 
は 五 百の讅會人がゐ穴だけである。汎 ドイツ 黨の努力の畢竟徒勞 r 終るべきけ 



乙れ♦たけでも旣に明白であつた。 

をの上に、もつと惡 S 乙とがあつ20 

元来、沉ドィッ運動の目的は新しい政黨の組嫌で f 、 新しい世界觀の展開 
でなければなら52•この M とを最初から十分に理解して， Q なければ、沉 •トィ ッ 
1 S 失普 f 15。 f 觐が含て初めて大1行するに足 

る精神力が f 出て來るのである。従つて、—ゐ—違氣の f 優秀 
な人物でなけ Jrt ばならぬ。 

世界觀の間爭 2 m 公 S る者が fnf 英傑であって 初めて成功す 
る•然らざれば決死の闘5跟 s て來ず、影 S そめて 一人も—く I 
らぅ。 寡ら一身の利害を計—には公共 I ふ 餘裕の ある道理がない •運動の 
先頭に立っ者2現世の_蠢 を度 外 ^附し、知己を百年の 後世に俟 S 傅•か 
無くて sf 2。如何なる 蓮 動でも、專ら俗界の 地位 や 利權を追求すれば、下 

等な人間•か •！1 んで来*から 、I とし3羽振6•かょくなる 
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•か、 日 f 働者の言な政治屋ば t が I し V 、 昔の面影 t ! 黨內のどこにも 
見る 乙とが 出来ず、 最初から戰つて 来た誠實な鬪土は 後から 割6込 んで來穴連 
中に排斥せられ『煩3 い 邪魔者」扱 a を受けるやうになる •かうな n ば 運動の 
『使命』 もお 終；5 である。 

汎ド イツ運動が 議會に身を 賣つてをの 代. 〇 に得た ものは、立派な指導者 や 開 
士で なくて 『議會人』であつ た•かくして、 汎 ドイツ 黨は仑 の日暮しの平凡な 
政黨§し、 §の1 1 v 81 服す ベ— 臭5、戰 f との 代うに 
r 雄辯 j を 練- 〇 『駆引』を覺ぇ、寶は議會演說 といふ『精神的な』武器を 以 
て新し s 世界觀 QSS へば危險本無く立派 S ? 果し得る かの 如く考へ 
る r 至う、 信念の 7*2 めなら 勝負を度外に 附し 、損得 5:顧みず、必要とあらば生 
命を もかけて 惜爻 ぬといふ^: 槪の士 は 何所に も見られなかつた。 

汎 ドイツ 黨が 議會に席5:占めると、院外の同志は奇婧を 期待し始めた。勿論 
をんなものは現はれもしなかつたが、現《れる道理もなかつた。を乙で、同志 



はあせう*たし^。汎ドイツ黨の議員の口から聽き得 7^ 乙と け少し ^ 選_人 の切 
待に III はな s からである。政敵の新聞が ia ドイツ黨員の活動 5 : 國民に忠實に報 
道してやらなかつ^から、かうなるの系當然であらう。 

汎ドイツ黨の代議士は、中央や地方の議會で生溫るい「革命鬪爭』を行ふ2. 
とに典味 f にっれて、 S よ S よ大衆の啓蒙と s ふ仕事から遠ざかってし 
まった. 0 大衆對手の仕事け演說ほど容易でないからである。 

大衆を味方にするには大衆と接觸して NJnris ; 接 r 訴へる國民大會によるに 
越し？とはないが、沉ドイツ黨 s 今述べ^;や—わけで IVJS 民大會をもだ 
んだ/1と退けてしまつたのである。 

大衆集#所の麥酒の卓子に飛び上がって怒鳴ってゐたのが議會の演埴で喋言 
うだし、國民よ.〇も所謂『選良 Jsr 對手に演說するやうになると、汎ドイツ運 
動も國民運動でなくな.〇、_詈弄ぶ討論俱樂部 終っ友。 

大會で直接に大衆に對して蓮動の奠意を撤底させれば、新聞が 世間に流布し 



た惡評も消ぇたであらぅが、をれをしなかつ犮から『汎ドィッ」といふ言葉《 
惡 s 印象を與へる r 至つ穴のである。 

>日、文筆 s 戰士を以て自任する人❖は、古來筆の先で指導せられ た大 革命 
なる もの«一つ ネ衣いと. いふ 乙とを篤と 心得てゐて贺 ひ ^5 ものである • 

筆は唯だ革命 r 理論を典へるため r 使はれる*たけで、宗敎上でも政治上でも 
歷史的な大變動を捲き起したものは、古今東西常に雄辯の魅力にほかならなか 
つ/ d のである。 

特に、大衆は演說の力にょらなければ動くものでな S •凡，. V 、古今の大蓮動 
«• として大衆運動たらざるはなく、すべて人間の情熱や威動が冷 y 2 い貧苦の 
壓迫を押し返し、或は火を吐く辯舌に煸ら n て火 III の如く爆發したものにほか 
ならず、文章屋や伊達者などの鬱3晴らしではないのである。 

鼷民の運命を左右し得るものは唯だ情熱の凰であぅ、 H 民の情熱5:喚び起し 
得るものは自ら情熱1:抱ける本のである•情熱 S : 抱けるものでなければ 、 HE 


の心の扉5:叩き破る鐵缠の如き言葉を吐き 得ない。 

情熱—く、口に裏の f 者2天意 S ベ得な S ぁのである* 

文筆の士 C 、 をれどれ分相應にィン.キ壺を抱へて『理論」を考へる S 差し 
支へないが、指馨としての1たず又選ばれ—い乙とは自らょく 
心得てゐなければならぬ。 

總じて大目的を有する運動は、 W 民大衆に對する接觸を失はぬやラに絕5 
S に努力しなけ sfor t て、如何—問題— 大衆本位の 立場から 
•處理しなければならぬ。 » グ 

大衆の反？5や fs 心し f れを避け sf 51。『大衆を振動 
する』—からか ilsvs な S 。 如何 S 遠 —I と雖、大衆の 威力 
を無親しては實現し得ないからで ある。 

f 大事 11 と才れば Is 困難 塞して 進ま sf 2。荆 棘の道を 
避けるのは 目的を諦めることで ある。 
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汎ドイツ黨は議會政治に奔つて運動の重點を w 民ょぅ，5議會に置いた から、 
一時の安價な成功は收めることが出来た•か、將來 r 發展する？-とが出来なくな 
つた。卽ち、易きに就いて最後の勝利を失つたのである。 

ドイツ民族の指導を天職として勃興したかに思は n た汎ドイツ運動がやがて 
崩潰するに至つた原因の一つ《、此の如く大衆に着目せずして議食政治に奔つ 
穴と乙るにある。自分はウイ-ンに； a た頃に深く研究して乙れを知る ことが 出 
來たの.である。 - * 

社#問題 5: 理解せずして運動の根城をブルジョァに置いた 乙とと、 大衆に 着 
目せずして遘會政治に奔つた 己ととは 共に汎 ドイツ 運動の挫折し ^ 原因で ある 
が、2.の二つの間には密接な關係がある。革命の動力が何で あるかを知らぬ か 
ら大衆の何であるかを知らず、大衆の何であるかを知らぬから、社會 問題に 典 
味5:有せず、從つて大衆の魂を摑 ip 乙と* か出來なくな6、議會政治へ 奔らざ る 
を得なかつ穴のである。 



古來の革命に 於て 大衆が 如何なる役目を演じ、如何なる威力を 示したかを知 
ってをれば、 汎 ドイツ 黨は社會問題の 處理でネ宣傳でネ もっと 旨く やった r 違 
3なく、 運動の 重點を 議會に置かず、工場や街頭に置い？ あらぅ。 

汎ドイツ運動の失敗に け 尙ほ一っ原因がある。乙れ•か第三の過誤であるが、 
禍根 2や2ぅ大衆の何であるかを知ら g と,〇るにある。元來大衆は偉人の指圖 
に從つて一日一一定の方向へ動き出すと、それから«恰も！^^¥1の如く働 ハて S 
動 r 檐勢 をつけ、 惰性 $: 與 へるものである。 

沉ド イツ 黨 ts かや—大衆の心警 知らな かっ？ ら 、加 特力敎 f 敵とし 
て惡戰苦閼する r 至った。 

汎ドイツ黨が加特力敎會を猛烈 r 攻擊したのは、左の如き理由にょるので b 
る0 

ハツ7スフルグ'家«才-ストリアを變じてスラゲ民族の阈た らしめ/{ とし、 
•乙れが/2めに《手段を選ばなかった。良心を失つたハツ7*スブルダ家は宗敎上 
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の制度をすら新しい rH 家觀念 j の穴めに利用して憚らなかつ/ 2 のである。 

オノス h .9 广全舷をスラゲ化せんが穴め r 執つ犮手段の一例はチ*>ッコの ft 職 
や僧侶を利用した乙とで、どんな具合にやつたかと$ふと、ドイツ人の居住地 
域 r チ？コ人の ft 侶を任用する。すると、2.のチ？コ人の僧侶け敎會の事を仑 
つちのけにして着 ❖ とチ*，コ民族の利益ばかうを晒り、率先してドイツ排斥を 
鼓吹し、ドイツ民族の間 r チ？コ民族の勢力を扶植し穴。然る r 、 遺钺ながら 
ドイツ人の僧侶はかやうな成.0行に對して殆んど施す術を知らなかつ/2。チ*ッ 
コ人の僧侶がかやう衣乙とをする以上はドイツ人の僧侶^進んで爲すと Z . スが 
なければならね。然るにドイツ人の ft 侶は何本爲し得なかつたのみならず、對 
手の攻擊に對して必要な抵抗を3へ行ひ得なかつた。かくしてドイツ民族は、 
一方では宗敎の惡用と s ふ方法 r ょつて徐 々 r 壓迫せられ、他方では抵抗の不 
足にょつて間斷なく後退せざる$:得なくな〇たのである。 

これはほ/ L の一例であるが、一事が萬事で、殘念ながら何もかもかう s つ/2 
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具合であつ穴。 V 

高級の加特力僧侶を初めと して 嫌， P 彼，¢5 ニブスブ，•ク家の反ドイツ政策に 
少し 本反對せず、 ドイツ 民族の利益の擁護を 全く忘却してゐたのである。 

加特力敎會 tJ ドイツ民族の權利を不法に蹂棚せる.^のと言け ざる^, 得な かつ 
た。加特力敎會 tl ドイツ民族に與せず、不法にも敵側に廻つ てゐる やぅに思は 
れたのである。、二 i 二の意見にょれば、加特力敎 f 指導す f のがド 
イツ K 內に Is と S ふ M とが HQ 間違；5で、ドイツ國內に*ないから 
ドイツ民族の要求 r 反對するやぅになるのである。 

所謂文化の問題が何時の間にか政治の 問題になるのけ、 當 時の才丨 ストリア 
では珍ら し s ことでなかつたが、敎會問題 もを の例に 拽れず、 宗敎 問題から 政 
治問題にな 〇 た。汎ドイ，ツ黨が加特力敎會を攻 擊し犮 のけ、 科學やを の 他に 對 
する敎會の態度♦か怪しから« からと いふので なく、 敎會•か ドイツ 民族の 權利を 
十分に擁護せず、逆に就中 スラ ゲ民族の鞏大と貪慾とを絕ぇず 助長して ゐ たか 



/ 


ai7 


らである。 

ゲオパグ•シ * I ネレル«因循な人物でなかつたから、自分 5 : 措いて ドイツ 
民族 1: 救ひ得るものは他にない と S ふ信念の下に敎會 と戰つ农。乙の鬪爭が所 
謂『口-マょうの離脫 J 運動で、如何にも困難でけあるが必ず敵の牙城を粉碎 
せずに«止まぬものがあるやうに思はれた。乙れ r 成功すれば、ドイツ r 於け 
る宗教の軋櫟け解消して國力は無限に增進したに違ひな S 。 

然る r 闘爭の結果《豫期に反してゐ犮。出發點が誤つてゐたからである。 

ドイツ人加特力 fr 侶の民族®念が非ドイツ人、特に チ*， コ 人 ft 侶の それょう 
も薄く、ドイツ民族の利益 r 關する問題に於て必要な抵抗力を現はし得な かつ 
穴のけ疑を容れざる事實である。 

ドイツ民族の利益を積極的 r 擁護するといふ己とはドイツ人僧侶の夢想だ r 
しなかつ^と乙ろで、これもま穴否むべからざる事實である • 

併し、これは强ち僧侶に限つたことではな s •一般にドイツ人は自民族に對 
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しても他民族に舆すると同じに客觀的な態度を取る惡脅が ある。 ドイツ人全 體 
に有害な傾向である♦か、 ft 侶の態度 本 畢竟は M の傾向の現は れ犮ものにほかな 
らない。乙れ本識者の認めざるを得ざる事實である。 

チ*'， n 人 ft 侶の態度は、チ？コ 民族に 對 して 主観的で、 敎會 r 對して 客觀的 
であつたが、ドイツ人僧侶の態度 rt 敎會に 對して 主觀的で、ドイツ 民族に對し 
て客觀的であ〇た。殘念ながら、他の方面 r 於てもドイツ人は一般 r かくの如 
き態度1:取るのである。 

かくの如き態度は、唯だ加特力僧侶だけの傳統的特性では なくして、ドイツ 
の政治や文化を初めとして殆んどあらゆる方面に何時の間にか 浸潤し elcfrnr で 
ある。 

試みに、ドイツの官憲が國家の獨立を囘復せんとする_民運動に對して执フ 
た態度と、他國の官憲♦かか やぅな 場合に執る態度と を比べて 見ょ •ドイツで は 
『一一權』の名の下に K 民の利益を蹂躪するのが五 年 前から 當然の乙と、否、手 
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柄 r さへなつてゐるが、 一 體何电の國に乙ん左乙とをする官憲が あらう か。例 
へば、今日のユダヤ人問題に對する新舊兩敎會の態度はどうか。國民の利害と 
も、宗敎の具の要求- M も 合致してゐないではない か。 どんなに小さな問題でも 
ユダヤ人の乙ととなれば決して放つて為かないユダヤ人法師の態度と、ドィッ 
に於ける新舊兩派の ft 侶の大部分の態度とを比べて見れば、思ひ半ばに過 C る 
ものがあらう。 * 

ドィッ人の 客観的な 態度は、 特 tr 抽象的な觀 念の主張に現はれてゐろ。 

T _ 權 J 、 『デモ クラシ- J 、 『平和主義 r r pi 際連帶』 などはすべて 空虛 な槪 
念に過ぎねが、をれがドィッでは固定して敎理となぅ、主義とな6、阈民一般 
の死活問題も專ら乙れ等の主義から判断せられるに至つ/2。 

何でも彼でも先入見の立場か見るのは非常な間違ひで、己んな 7) とをする 
と、自分の信條と洛觀的に矛盾して£>る事柄を主観的に吟味することが出來な 
くな6、遂に手段と目的とを全く 顚倒 するやうになる。國家の 典 降を PI るの r 


如 は先づ 腐敗堕落せる惡政府の顚覆を必要とする1る。然るに、ドィ1 
C 政府レ颠覆： 2 3權 J に對 する反抗であるから不可といふ。客觀性の信者か 
ら見れば i 權 J E 目的達成の手段でなくて、 M の上—く尊い目的にほかな 
らぬのである。を乙で、また、議會に跋扈してゐる政治屋が如何に無能な侏 ffi 
であらうと如何 r 下等な代物であらうと、そんな2.とには一向 r 平氣である 
力獨裁といへばフリィドリヒ大王の如き偉人の政治でも一槪に排斥する 。 ififl 
迷な形式主義者に2デモクラシ-の法則の方が國民の顧利ょ t 神 I に 
思2れるのである。をれ故、 g 民を滅ぼす*虐？現に3權』を代表してゐる 
から是認せられ、如何 f 善政も『デモ クラ ， rj 9 觀念と一致しないから否 
認せられる.乙とに*る。 

S 民が如何に SSm に <5、 笑れ^ 〇、切ら れ？して血みど 5 なつて 
ゐても、ドィッの平和主義者 2 唯 1 つて見てゐるだけである。 かやう— 命 
を免れょうとすれば抵抗しなければ ならず、 抵抗•するにけ 暴力を用 ひねば なら 



ぬ が、暴力を用 a る2.とは 平和團 趙の趣旨比反すると S ふのである。かくして、 
ドイツの社會主義者が國際連帶に心中立てをしてゐる間に他 H の社會主義者は 
何時の間にか寢返ぅを打つた。をれでもドイツの社#主義者は、ドイツ人なる 
が故に、返報は勿論、抗議を3へ考へなかつたのである。 

乙んな乙とをあばき立てるのは不快であるが、何事にまれ，改めるにけ先づ 
以て事の實相を究めてあかねばならぬ - 

1部の加特 •* 僧侶がドイツ民族の利害に無頓着であるのも、由つて來ると乙 
る，は社會主義者の場合と同じである： 

ドイゾ人が此の如く形式にこ•たはつて國民 として 必要な斷乎たる態度 5: 缺く 
に至つたのは、國民が生來惡性でねぢ けて ゐる犮めでもなければ「上から j の 
命令にょるのでもなく、幼時からドイツ魂を涵養すべき阈民敎育 5 : 受けず、偶 
像化せる m 念の奴隸 r なつ穴からである。 

デモクラシ-、國際社會主義、平和主義などの敎育は頗る撤底してゐて、非 



常に排他： S であるから、 MS 方の敎育を受け何事 5 け言 主義に囚 2 
れ、主義の立場から主觀 的 r 考へ るが、ドイツ民族に對してけ 幼時以来の敎育 
のあかげで飽く^でも客觀的な態度を取るやぅになつて to る。 を 乙で、例、ば 
平和主義者は平和主義の理想に後生大事 比嗦-〇 ついて、ドイツ网民が 不法な 赜 
迫を -2 けて！ Q る時で％ (本人7?ドイツ人であるから)何よ. CV も先 づ客觀的な _ 
利 5: 搜し、決して自己保存の民族本能から阈民の中 r 飛び込んで 國民と共に戰 
ふと S ふ2.とをしないのである。 

活敎の各派にも同じ弊*かある。新敎は舊敎よ， 〇 もドイツ的で、ドイツ 民族の 
利益1:よく擁護して， Q るが、をれ， S ： 新敎の發生し穴理由や其の後の 傳統と合致 
する部面に於て擁護して^る*たけで、新敎の觀念や傳統の中 4 C 存在しない部 
面、或は新敎が何等かの理由で拒否してゐる部面に於て H 民の 利益 ?: 擁護し な 
ければ5らぬ乙とになると、忽ち態度が變つてくる。 

精神の純潔とか、 S 民情操の涵養とか、或は ドイツ 魂、 ドイツ語、ドイツの 



自由の擁護とかいふやうな乙とになれば、乙れ rt 総て新教の精神と 合致す る乙 
とであるから、新敎《必ずドイツ民族の復興 r 典するが、ユダヤ人問題になる 
とさう でな S 。 ユダヤ民族に對する新敎の態度は旣 r 敎義上 r 於て確定してゐ 
るから、ドイツ K 民を乙の極めて危險な怨敵の手中から救 a 出3 うとす る運動 
r 對して«猛烈 r 反對する。ユダヤ人問題を解決しな lo でドイツ民族の復興を 
_るが如きは無意義であう、不可能であるに拘らず、新敎はかやうな態度を取 
るのである。 

ウイ—ンにゐた 頃、 自分け餘暇と機會とのあるに爻かせて、ドイツ人の『客 
觀性』といふ問題をも虚心坩懐 CC 檐 討し、 更に日常の生活にょつて如上の判斷 
の誤6でな S 乙と$:確める乙とが出来た。 

ウイ-ンには種々雜多な民族が集つてそれぞれの國民性を3 らけ 出してゐ农 
が、それで見ると、同胞國民の利害を S つでネ客觀的に冷淡に眺めて G るの W 
ドイツ人の平和主義者ばかうで、ユダヤ人は決してユダ％民族の利害を忘 n ょ 



J うとしない。ドイツ人の社會主義者は「國際的』であるといつても、唯•た世界 

の同志に泣きつ S てドイツ尚民—正に取扱ふやう S 慈悲 I ふだけ で、 を 

の外に何の能—かつた*か、チ i 人や f ランド 人の—塞者は決してを 

ん f のでけ—つた。此 sftr Is 際—塞をのものの味に違ひな 

いが一 s ドイ XSI 育*—く、ドイツ人が同胞國民に對して 1 
になつて^たためである。 

加特力—トイツ民族に與せず、ドイツ民族の權利を不法に—して f 
力ら排斥すべきである、 といふの •か加特力—に對する沉ドイツ黨の闘？第 
一の理由であつ恣、一切の禍根が國民—^あると知れ5此の f は f 

參 

トイツ人力幼時から同胞國民の權利车分 S めるやうに育てら1、生死の 
境に立つて尙ほ且つ『客観性 j の呪から通れ得？うな不都合が 無くなれば、 

ア t ノランドに於けると同じく、又 f ランド I スに於けると同じく、 
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ドイツに 於ても、(本當に國民的な政府があ 63 へすれば)加特力敎徒もやは 6 
ドイツ人たる 5: 失はぬで あらぅ。 

これが顯著な證據は、ドイ，ツ國民が歴史の法廷 r 於て生死を賭して をの 存在 
5 : 主張せんとした世界大戰に在る。 

當時 、國 民は政府の指導を受けてゐた間は立派に をの義務と責任と5:果して 
&た。新教の牧師％、舊敎の僧侶本共に手を携へて活動し、銃後 r 於ては勿論 
戰線に於てもドイツの抵抗力の維持に貢獻したのである。當時、特に 大戰の 勃 
發當初に於ては、新舊兩敎徒の眼底に映 じて わ/2ものは唯* た神聖なる ドイツ 帝 
國 のみで、新教徒も舊敎徒も共に唯だ此の帝國の存在 •と 將來とのために天5?仰 
S で祈念したのである。 

を 乙で、 沉 ドイツ 黨としては、先づ、才 I スト リアの ドイツ 民族け加特力敎 
を 信仰しても ドイツ 民族の 存在を維持し得るや否やと いふ 問題を 考へるべき で 
あつた。存在を維持し 得る とすれば、汎 ドイツ 黨は宗 旨の乙と1:かれ,〇れ 心配 


しなくともょく、—、維持し—いとすれば、宗旨—めねば ff に 
I が、 m れ 2 S 改革の間題であつて決し5黨の出る幕ではな S 。 

政黨の運動で宗敎改革が出來るかの如く考へるのは、宗敎上の觀念や敎義•か 
どうして生じ fQ か、 A が敎會でどんな f をしてゐるかといふ乙とに就 
S て何も知つて£>ない證據である。 

# 

二人の主人に仕へ*と S ふ M と2人間 S 出來な S 。 政治 t ! 政治、宗敎 S 
敎である。 t て、自分の.見るところでは、宗敎の典亡の方が H 家の i ょう 
も蛋か5大である。況して政黨の浮沈などけ物の數でもない。 

或2沢•トィッ黨が宗敎を攻擊したの t ! 反對黨が宗敎を利用せる•かためで あ 
つたと言ふものがあるかも知れ《。 , 

何れの時代にも政治を取引と心得て、宗敎をも乙れに利用して揮ら W 辈がゐ 
る乙んなの2總て良心のない輩であるから 何でも 下劣な本能の 用に供して殘 
すと乙るがない。併し、かやうな辈が宗敎1用し穴からといつて直ち—の 
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宗敎を非難するのも確か比誤 6 である。 

狡猾な議會人から見れば、政治上の開取引を後からでもょ S から是認して II 
へるやうな機會の現《れるほど都合の$いこと《ない。世間が當人の邪曲をも 
宗敎のせゐ r して攻擊すれば、狡猾な辈《直ちに大聲で皤ぎ出し、己れを攻擊 
する者を以て恰も宗敎を冒漬する者であるかの如く言ひ觸らし、己れは俯仰し 
て天地に愧づると2.るなく專ら宗敎や敎會を辯護して來犮かの如く吹聽する。 
すると愚かで忘れつぼ S 世間は大きな聲にだ^されて闘爭の原因を見損 a 、 或 
は思 CA 出す乙とが出來ず、良心のない輩が目的を達する乙とになるのである。 

かやうな莫迦げ穴騒ぎが宗敎と何の 關係 もないことけ狡猾な狐の百も承知し 
て ^ると NJ ろで•、それ故、正直で迂濶な對手が遂に人間の誠 實と信仰と 5:疑つ 
て、すつかう手を引 S てし爻ふのを見ると、秘かに舌を出して嗤ふのである。 

併し、右の如き理由からでなく他の方面から見ても、個人の邪曲5:宗敎や敎 
會のせゐ r するのは確かに誤うである。敎會の規模と人間の瑕瑾とを較べて見 



ると、他の如何1ょ——？が確か ss ? t 確か幕侶の 
問 S 、 11治上の野望—げる*めの手段に使ひ、政華—つて喊八百 

I へ？、—1の保馨で f — れて会や—者^/あ 

る誠に歎か e しい話で t か、併し、僧侶といふ僧侶が悉くかぅでけないの 
で1が一人われば、他方に傳道に I 促が千人之るのである。 
I すべ.4祟— S 世 — S ぶ小§如く淸らかに存在して 

ゐるのである。 

僧衣—つた惡人が道德—つて棟2しい乙—したからといつて— 
ものを f の！5。上から下まで烟れきつて同胞 gf I し T 
塵切つ？す！か—に I ?で t 偶•一人や二人の— 

I か何をし？こるで、をれにょ？？ — —の—へ51 

I らぅ。 特琴日で i 繁会—ば t — く、血の f 嫌 

しで國民と共 S 民の1き、再び朗かな天 Hf る日—ち焦れ 




てゐる 僧侶 も汴 III にゐると S ふ 乙とを忘れてけ^ら va であらう。 

或2★宗敎の問題《 をん な日常の瑣事にあるのでなく、原則の異僞、教義の 
內容 にある と s ふ 者 もあらう。を n なら 訊くが、傅道の A 信が あるなら A 分で 
宗敎の改革に乘6出すがよ S ではないか。決して政:€の力を借うてけいけな 
い❶政黨によつ て 事 5: 行ふのは陰謀を企むにほかならね。現在の僧侶が惡いの 
なら 追 ひ 出して自分で僧侶になる べきであらう。をれ •たけの勇：： iT か あるか。 

自分で僧侶にな5だけの II 氣もなく、また c : 分で. > J ? 敎を改革し得る自信もな 
ければ初めから手を出3ぬがよ S 。 何事に限らず公明正大な方法で成し遂げ W 
る自信のな S 乙とを政治蓮動といふ間接な方法で騙取しようとしてはならぬ。 

>/5敎上の問題が W 民の信仰と相容れず、阈民の偷理道德を破壤するやうなも 
のであれば兎も角、然らざ.る限う、政黨は宗敎上の問題に關與すべきでなく、 
宗敎も亦政黨の喧嘩に介入してはならぬのである。 

敎會の顯職に在る者が宗敎の敎理や制度を利用して國民を傷けてゐても、攻 



治に携 2 者 2 断じて M れ蜃つて JIf ず、同じ武器— つて戰つては— 

W のである。 

、 ' W ' 民の信 i ' t ' : s : 一^、の毖ぶ5: ほ®:' か «:の *: れ、 て rt'F w ' v の、で 二 n ' r ' 
觸れ得、るがぎ、ぁ、る V の V 政^家? E ; な V ず、 ず €霎 r '?: る VYVV る。 

さもなくて政治と.^敎とをごつちやにすれば、特にドイツに於てけ闻家の 
破滅を來すであらぅ。 

沢ドイツ運動や沉ドイツ運 f 加特力敎 t の鬪爭を何年 か研究して 漸く自 

分の到達し登解基約す S 、 沉ドイ is 社會問題に深 S 理解がなかつ 

た力ら®志の？な大衆を味方？る乙とが出來なかつた。沉ドイツ運動は 
議會龙治5與したから、大1民運動 H か出来ず、却つて馨女 
11 f f I つ - r $ iic 1敵としたか 
ら中產階®—1か出来ず、置の—として fs — ⑴1 
良分子に見放3れたのである • 
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卽ち、才—ストリアに於ける汎ドイツ黨の文化两爭は完全 r 失敗し穴 • 

成る程汎ドイツ蓮動は加持力敎會から約十萬の信者5:奪 a 取つ^ r 違ひな s 
が、を/ I な乙と C ら £) で痛痒を威じる敎會ではない。汎ドイツ蓮動へ飛び込 A 
で來穴信者は、をれでなくて本信仰が薄くて內心旣 r 敎會から離れか、つてゐ 
た連中であるから、敎會としては迷へる『小羊 j のため r 涙を流す必要はなか 
つ犮。乙、 r 新し s 宗敎改革と昔のをれとの相違がある。昔の改革では、信徒 
の中で珞特に立派な人❖が信仰の犮めに敎-#を去つ犮のであるが、今度の改革 
では、謂はば俗人だけが政治的な r 打算 j から出て行つ穴 r 遢ぎねのである。 

政黨の方から見ても、かやぅ衣加特力敎徒を收容したの«全く笑ふべく、爻 
た悲し if べき Z . とであつた。 

ドイツ H 民を救はんとする政治蓮動は前途洋❖たるか r 見免た r 拘らず忽ち 
挫折した❶飽く1 k でも真面目に一途に進むべき 5:、oS、 道草に氣を取られて 
運動の分裂5:來3ざるを得ざる方面に迷ひ込んだからである。 
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己 、 r はつきぅ言へる,〇とが一つある。 

大衆の心 f ょく i し、沉ドィッ運動 S 特力敎會—手に喧_ 
などしなかつ.^ S 3 な S 。 凡—利を收めんとすれば目 f 一つに限つ i 
かね f ら or 二つ、—標 I と戰闘力の分 f 生じて失敗するに 
きまつて， Q る乙んな事は人間の心理を考へれば直ぐ分る普である•か、 W トィ 
ッ運動 S 領袖れ f かつた。實際 S 何一つ成就し得 J くせに何で 

も i 7 t 衾る山師 S 參ら5決心1古|泛とつ1 

險な乙とはない。 

歴史 i るに、 宗旨が1 くて 確かに どぅにかし なければ f ぬネの M 
あつて 名 純然たる政黨 •か 宗敎改革に 手をつけて成功したためしけ未 •た曾てな 
ぃ己 S 政黨 として 夢寐に も 忘れて ならぬ乙とである。 政治に 携 ける 者け 歷 

史ょ—ベた—地 S 用し含 sf g。 I んで— 

へ事情が違ふから久遠の其理もこ、5通用しなから—どと考へる S ま 



目なので、現彺 r 適用して有効な敎訓を歴史に學ばねばなら W のである。乙れ 
の出來な s やうなものけ政治の指導者穴るかの如く自惚れてけならね。自惚れ 
てわても正®は阿呆で、意志は如何に善良で本、をれは無能の言 CA 譯にけなら 
W のである。 

卉今東西を問はず、本営に偉大な國民指導者け色々な祕訣を心得て c るが、 
S 民の注意1:唯一の目標に集中して散漫ならしめな s 乙ともをの一つである。 
K 民の鬪志を統一すれば、對手へぶつつかる力が強くなる。それ故、巧妙な指 
導者«、多くある敵をも一つのものにして見せるやうに工夫する。氣の弱 S 者 
(2一時に多くの敵を見ると動もすれば味方の正義1:疑 a だすものである。四方 
八方敵ばかりと s ふのでは、心の定まらぬ者け忽ちう / J たへて所謂客觀的に物 
を考へだし、？-れほど敵が多いので見ると、先方が惡いのでなくて此方が惡い 
のではな S か、此方の運動'か間違つて£)%のではないか、などと疑ふやうにな 
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、か I * か f ると力も痒れる。それ故、種類の雑多 f 一つ15 
r でチ is 一つの f 戰つて*るダぅに思5なければ fig 。 かくす 
彳11ずる心•か强く f ピの正義 I す f 僧む心—く—。 
ィッ黨はこの祕訣5:知らなかつたから 失敗した。 

て f^^rdrolf 、 tl、 I 

■見れば沉トィッ黨 C 輕はずみ I 山家の如—ので、— 

' 5:見つけて勢；で出 f 奈、山頂ばか 1 つめて脚下 Qm 道に注 
意せずをのために遂に轉落したのである。 . 

HI — 手——行—ぜれ急く—であ g 。 I 敎 

社1の選んだ道2正しかつたが、姐；5•か外れてゐ S である。 ' 

i 失敗し—か、 i じ— I 

レつも正しく賢く立ち廻つて わる0 、 

基脊敎社-#含大衆の重要！所 f 心得て 袁から、黨の社會的 I 
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初から公然强調して、大衆の一部を味方比引き入れる乙とが出來穴。中間階級 
の下 ft や職人階級 r 本喰ひ込んで、根氣•かあつて誠實で生命を本投げ出して借 
味方を集める乙とが出來犮。宗敎方面の事には干涉しなかつたから敎食の 
强力な援助5:本 M ち得たのである。從つて基籽敎社食黨にけ、本當の大敵は一 
つしかなかつた。また、某杼敎社會黨は宣傳の威力を器め、巧妙 r 宣傅を行つ 
て味方大衆の心理へ働きかけてゐ犮。 

然るに拘らず、某杼敎社會黨も遂にをの夢想を實現し得ず、才丨ストリァを 
救ふ乙とが出來なかつ/2のは、畢竟は狙ひが外れて©穴/2めであるが、方法 r 
も二つの缺點があつたからである。 

某脊敎社會黨はュダャ人を排斥し穴が、をれは、ュダャ人が異敎徒であるか 
ら S けないと S ふのであつて、ユダャ人5:特殊の民族として排斥したのではな 

K 

乙れがを本をも誤.〇であるが、かくの如き過を冒す r 至つ友原因から今一〇 
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の誤-^か出て來た • 

hMfs . il ると、才，…ァで.墓問——げて 
こ^ I い。1 H ス；ア gl 瓦解して救ふべか41る 

urh 民族の集つて—ゥィ-ンでは民族 sf . 

こ”“抒 HI けて、常書 一——けね— 

乙ォヵ某 ff 敎社會黛の持論であつた。 

ま篡^\ンで？,„人||かして矣から、民族！か 

立てたら—ドィツ的—い基宵 II の分裂1れず、 

111蓋 I らぅ。併し f ストリア— 
H 1、 と 1 f f 、 
m 夕，流の自由主 f |ィづ I 常！ i 令 

裏1味方 g 灵れ、 J ヤ人— I 由—? f 

.アに於け—族の I 焱 SS やうにし S である。 


ス 
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•:; :小敎を異にするからと s ふ理由で攻擊するのでは、ユダヤ人 にさしたる 痛痒 
を與へ得な $ のは勿論で、いざといへば、ユダヤ人は直ちに 改宗して相整ら -r 
仑の商賣を績けるから、何にもならないので ある* 

かやうな皮相に留つてゐ.ては、ユダヤ人問題 5 : 眞面目 r 科學的に說明し#な 
S。 從つて、世間 -rt ユダヤ人排斥の必要なる所以5:理解し得ず、却つて反威を 
抱くやう r なつた。基#敎社會黨け感情を離れて現實を摑まうとして0なかつ 
たから、をの言ふ所に附和する者は固陋な連中ばか6で、知識階級け原則とし 
てユダヤ人排斥 r 反對し犮。かくして、基杼敎社舍黨のユダヤ人排斥けユダヤ 
人を改宗3せる 運動 か、或け宗敎上の嫉妬であるかの如き觀を呈し、高尙な威 
激 を伴は ず、 乙れに賛成する者は下劣な連中のみで、大抵の人は乙れを道徳に 
悖つた怪しから ぬ 乙とと思ふに至つた。要するに、基杼敎社會黨のユダヤ人排 
斥に 2 、 M れが，^人類の死活に關する問題であつて、ユダヤ人以外の—族の 
蓮命は2.れが解決の如何にか、つて&るといふ信念が缺けてゐ穴のである。 
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基转敎社會黨 S ユダヤ人排斥 E かくの如く中途半端であつたから役に立たな 
力つた。&れ tJri ダヤ人排斥產の僞せ物であつて、無い方がましである。乙 
A — 義にだ I れて安心して、對手をしつかう抑へつけたと思つてねると、 
何時の間 K : か鼻毛を拔かれるやうな2.と r なる0 

かやうなユダヤ人排斥で2、ユダヤ人？ r 惯れ てしまふ。迷惑— じる ょ 
-〇も、排斥せられなくなれば物足りなく思 ふくら£> な もので あらう。 

力う爻でして、多民族 iisj 家の^め r 大きな锇牲を捧げるほどなら、ドイッ民 
族を擁？る2安つと大—犧牲を捧げたらょかつ？ あらう。 

ゥィ-ンに於て tr 地盤を失 s たくない政治家2 3民主義者」 f 得なか 
つた。をれ故、基眘敎社會 f 民族問題—つとして5てマブスブルグ帝 
1 12 うとし友。 tv 却！： NIC か滅亡を促し S である。かくして某普 

敎社會黨2、政泛 f ず新穿活力を供給す盖大な 力源を失ひ、 他の政黨 

と少 ' L も變ると乙るのないものになう終つたので b る0 
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自分 rt 此の如く汎 ドイツ IK の浬 動と 基督敎社會黨の 運動とを注意して 觀 察し 
犮。汎 ドイツ 黨を硏究したのは內心の要求 r 驅られ犮 からであるが、 基 脊敎社 
會黨を觀察 し农 のは黨首の リユ-ゲル博士が好きであつ穴からである。 博士け 
爻乙とに 稀有の 人物であ〇て、才丨ストリアに 於け るドイツ 民族の 悲壯な 
であるやうに思はれ犮。 

市長リユ-ゲル博士が亡くなって、をの葬式の大行列が市役所から 環狀道路 
へ進んで來犮時、自分も數萬の群衆に嗦じつて乙れ5:見送ったが、深い威動を 
覺免.ざるを得なかつ/2。ォ丨ストリアの滅亡《遂に避くべからざる運命であつ 
て、力—ル•リ -1 _ゲル博士の事業も徒勞に終らざるを得ないであらう。博士 
がドイツに生れてわ^ら必ずやドイツの偉人の列 r 加 floy 2 r 違ひなく、ォー 
ストリアのやうな有るべからざる_で働い/2乙とは、博士とをの事業との不幸 
であつ/2。博士の柩を見送6ながら自分はかう思っ犮。 

?ユ-ゲル博士が亡くなつ犮時には、小3な焰が旣 r パルカン r 燃えあ V っ 


てブべたんと灌力つて，を；；故、ォ_ストリアの崩潰を阻止し得るかの如 
く考へて笑博士が ms 崩潰を見ずに逝つ str 寧る幸福であつたかも知れ 

さて、今？のと乙るで沢 ドイツ 黨の無爲と基—社1の失敗との原因を 
明力にしたが、これで見れば、 f ストリアといふ闲は最早や何として木救ふ 
乙. i が出—4つて窆1 s が、—に— K — があつ？と 
2確かである • 

沉ドイツ黨 C ドイツ民族の更生と s ふ百的をねら2。を S ょかつたが、 
手段の 選？ 誤つた。義的3あつたが、遺慽ながら—的—く、大 
衆の心を摑み得なかつた。沉•トイツ黨のユゲ又排斥は民族問 f 正視した結 
果 であつて、信仰の 相違 墨由とし？の S なかつたが、加特力敎に對する 
囲爭はどぅ見てネ汎ドイツ黨の誤.〇である。 

基眘敎社12ドイツ民族の更生と s ふ目的をねらつて&なかつ衣 •か、政黛 
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として' 進 ひべき路を 選擇 する2.とにかけては甚だ悧口であつ^。基督敎社會黨 
は 社 #問題に理解があったが、ユダャ主義に對する鬪爭に失敗し、《民主義の 
思想に潜んでゐる力に就いて少しも氣が付かなかつたのである • 

大衆の重要なる所以5:ょく心得て0た基督敎社會黨が汎ドイツ黨と同じに民 
族問題の重要なる所以1: も 正しく會得して、 _ 民主義に立脚して0たか、 或け 
ユダャ人問題の目的や阈民主義の思想 5: 正しく理解してゐ穴汎 ドイツ 黨が 、某 
督敎社會黨と同じに實踐の智慧を具へ、特 r 社會主義に對して基督教社會黨と 
同じ態度を 取っ てゐたかすれば、 どちら かの黨が成功して ドイツの 運命に有效 
に干涉し#るやうな運動になつた r 違びない*をれが3うならなかつたのけ勿 
論黨の罪であるが、結局は才- ストリアの 國柄に因るので あらう。 

汎 ドイツ 黨や 基# 敎社 會黨で3へ乙の 通う である •?: の他の政黨で自分と同 
じ信念を 抱 いて動いてゐるものは一つもなかつた*をれ故、自分は旣成政黨へ 
入らうとか、旣成政黨 と 共 r 戰 はう、とかい ふ氣になれなかつた。旣成政黨は 
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すべて駐目 f の、•トイツ民族を大規模に且つ撤底的に更生せ しむべき 任務に 
堪へ得な s ものと見切ぅ1:つけ y 2 のである • 

併し、ハッブスブルグ帝 H 5: 惟惡する心«益，深くなつ犮。 

特 r 外交問題を硏究する r 及/1で、他日 ドイツ 民族に不幸を も /2 らすものは 
才丨ストリア r 違ひないとい.ふ信念が s よ s よ 固くなつた。 ドイツ 民族の運敦 
を才-ストリア r よつ て 開拓する 乙と fl 出來ない、 ドイツ 民族の 運命け ドイツ 
によつ て 開拓せられねばならぬ、といふ 乙と がいよいよ明か r なつ穴。 乙れ け 
單此政治方面のみ f ず、文化方面の全般に就いて备 S る nj とで、 ドイツ 
によつ て 指導せられなくて： C 大陸 r 於ける ドイツ 民族け 斷じて發展し得ないの 
である。 

才丨スト 穿アは 、純然たる文化乃至襄術 方面 ct 於ても 旣 r あらゆる衰弱の徴 
候 5: 示し、少く ともドイツ民族から見れば存在の意義を失つ てわた。 建築 方面 
r 於て特に3ぅであつた。新し s 建築術が才— スト 9 ア r 於て 格 &の 成功を：^ 


め得なかつ/ 2 のも、要するに建築の 需：要が 減退し、少くともゥイ-ンでは環狀 
道路の 建設以来 萎縮して、ドイツ r 勃典し つ、 ある計畫 r 較べて殆んど 言ふ r 
足.〇ないものになつてゐ农からである。 

かくして、自分は*たん*た/ t と 二重生活を费 LT やうに なつ ^。才丨ストリ.アけ 
政治で も外交で も勉强 する r « ょ s 所である。つら s けれども得ると 乙スの多 
s 道場で ある。をれ故、 自分の理性は飽 く^ でも 才-ストリア r 留つて修業 VJ 
つ v けるやうに勸め犮が、 心け 最早や 他所へ飛んでゐ穴ので ある。 

才丨ストリアけ旣 r 中味が空つぼで、救ふべからざる H であ.〇、何を見て ネ 
ドイツ 民族の不幸を表現して^)な s ものはな S。 自分はかう思つて不安で 不安 
でたがらなかつた。 

才丨スト？アは具に渥れ犮ドイツ人を迫害して、ドイツ人衣らざる もの5: 援 
助して £) る。自分はかう思つた。 

忌 ^しかつたの rt 才-ストリアの 首都が 人種の展寛會場のやうになつて to る 


乙とであつた。チ？ n 人，ボ—ランド人、/ジガ人、ル テ,ー ァ人、セル ビ 
ァ人、ク a ァティ 7** 人など、雜多な民族が うょうょと 集〇てゐ るの が忌 ❖しか 
つ穴。就中、永遠に人類の徽菌たるユダャ人が到る所にの3ばってわるのが忌 
忌しかつた。. 

自分には己の大都會が亂倫の權化であるやうに風はれ々* 

自分が子供時代 r 使つ て ゐたドイッ語は下バイエルンでも行«れてゐ た方言 
であるが、自分は s つまで も 乙れ を 忘れる 乙と* か出来ず、また、 ゥイ—ンの奇 
妙な言葉 5: 覺 t る乙と名 出來なかつた。 クイ丨ン r 永く 住/ i で、 曾てドイッ t 
化の榮ぇた 乙の 古い都で色❖な民族の異樣な 合の 子が*たんだ A と 幅を 利かして 
來るのを兑ると、癢に障つてたまらなかつ犮。 

こんな S がいつ ^ でも滅びずに榮ぇるで あらうとは 考 へる*たに笑止である。 

當時の才丨ストリァは古び/2寄木細工のやうなもので、一つ一つの石片を接 
合する 漆喰が旣 r 朽ちてぼるぼるになつ て， q たので ある •» らないで仑つとし 
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て 置けば形 だけけ ^•た何年か保たれて わょうが、一と 突き衝かれ、ば忽ち瓦解 
せざるを得ない。仑れ 故、 問題は才- ストリアが立ち E るかどうか、 と s ふ乙 
とでな く、 何時衝き倒3れるかと s ふ2.とであつた。 

自分の心臓は未だ曾て才- ストリア 帝阈の^めに鼓動 匕た 乙とがなく、常に 
唯•たドイツ希阈のために鼓動してぬた。自分は 才 I ストリア 帝阈の崩 m する時 
がドイツ民族の解放せられる時で あると 思つ てゐ た。 

仑れでなくとも自分は小さ s 時からドイツへ行きたいと思つて£)た。ドイツ 
が好きであつた。だから、才 I ストリアに厭氣が3すと共に、思 a 切つてドイ 
ツへ移つて行きた s といふ愦れの心が募る一方であつた • 

曾ては、自分はどうにかして一かどの建築家にな.〇、大な6小な.〇運命の命 
ずる仕事にょつて忠實にドイツ民族に奉仕しょうと考へて»犮。 

併し、終には、自分はドイツで仕事をしたらどんな r 嬉しいであらうと思ふ 
4 •うになつた。ドイツは何時か必ず自分の熱烈な希望を實現して自分の生れた 
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故鄕を共同の醫ドイツに併合して吳れるに違； s な S と思 S 、 爹 S ふドイツ 
で働さたいと思つたのである。 

かくまで もドイツを 嫌し •かつ /2自分の心は今日で もなほ 多くの人には 恐らく 
分るまい。 をれが 分るのは今日 t で ドイツに 併合 せんとして未•た 併合し得ざる 
地方の人♦で—。或2一度併合して残酷$再び引き f れ S 方の人令で 
ある。或は M 阈 から 離れても神聖な財寶犮る ドイツ語を捨てずに乙れを守つ て 
戰3、或 Ms — が故 y 迫害 I け、或 S 歎 ssn ながらネ やが 
て再び沮かいはの ふところへ 歸る日を待ち焦れてゐる人々である。か テいふ、 
A rrt 必ず自分の心 もょ く分つて貰へるに違 ひヤ t 。 

ドイツ人であ6ながらをの愛する祖_の民た6得ざる乙とほど詰らぬ 乙と « 
な S 。 自ら3ぅいふ境 ifl にあつて身を以て これを 味つ ^ 者で なければ、 祖國か 

ら引き 離灵 0S に燃 i 憧れ 2 分— S 。 墨から引}? S 者には 

再び祖 B へ歸ぅ得る日が待 nvf 2 で ある。 再び 雷 S つ V 同® と 苦 



樂を共 r し得るやぅになるまでは、平和も安靜本なく、幸顆本滿足ネない•唯 
•た苦しい惱みがある•たけである。 

色々のことを述べて來穴が、兎に角、クイ-ンは自分にとつて終生忘れる 7- 
との出來ぬ生き犮學校であつ穴。自分が此の都へ来たのは寸•た何本分らぬ子供 
の時であつた•をして此の都を去つ穴降には、自分は無口で眞面目な大人 r な 
つて©た。大にしては自分の世界觀が確立したのも乙の都であれば、小にして 
は政治の見方を會得し/2のも此の都であつ/2。勿論、乙の世界觀本政治の見方 
も尙ほ後に細かなとこる S : 補ふ必要はあつたが、自分は爾來乙れを捨てなかつ 
犮。尤も當時の修業の 具 價を本當に悟6得犮のは、實は近頃の,〇とである。 

クイ- y 時代の乙と1:や、詳しく述べ穴のも、つ爻此の時代が自分の修 
養時代であつ^からである。我が國民社會主義勞働者黨は棰めて小3な集會 r 
始爻つて五年足らずの間に一大大衆運動になつた•か、黨の綱領の中には自分が 
ゥイ— ンで受けた 實物敎 育に基いて立案した^のが少くな い。 かく も 若 s 時代 
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に蓮命の—や勉强にょっ 5 見の i が出來あがっ snv , —かったなら 
ば、ユダャ產や、——主義、否、一般にニ クス 主義や— 問1 
對する自分の態度 s 今日どぅなってゐるか分っ交のでない。 

成—の不幸 c 何千、何萬の人間— して 崩潰の 眞因惠 へ 4るであ 
らぅ •か、爹 して 考 へたと I で 徹底は 期し 難く、 深い洞—到 森ず、 多年 
の苦間にょって自ら運命を開拓したものには 及ばない ので ある。 

/ 



第四章 ミ r \ ヘン 

一九二一年の 春、 自分は遂比ミュンへンに移つ /2* 

乙の 都の 乙とは自分には もぅ 何年 も前から 城內に住/1 で& たかの如くにょく 
分つ てゐ穴 •自分 W 豫て から， 〇 の ドィッ 藝術の 都を委しく 硏究 して ゐたの であ 
る。ミュンへンを見ざるもの«ドィッを語る能はず、ミュンへンを知らざる名 
のは ドィッ 藝術を解せ ざるものである • 

兎 r 角、世界大戰前の乙の時代は自分の生涯のぅち最も幸福で最ネ平和な時 
代であつ72•相變ら -T- 貧乏であつた♦か、もともと自分は繪を描くために生きて 
ゐるのでなく、生き入が穴めに、否、生きて硏究をつ v け得んがため r 繪を描 
いてゐるのである。阈民社會主義者としての自分の目的は s つか必らず成就す 
ると S. ふ信念があつた。乙の信念•かあつたれば？一を、自分も日常生活の康❖な 
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傾累—氣にも留めずに容易に fit へ忍ぶ 乙と •か出來 たので ある。 

のみならず、自分？ユンヘンに住み故めると直 r 此の都が非常に1 
つた。自分の知つて， Q る町でこれほど氣持のよい町はど乙に1い。：卜1:ッ、人 
の町！.^ - N y 較べて何2相違で—ぅか。ク/ な人種の雜 
居する所で、思 s 出す.たけでも胸の惡く—町である。また、*ニンヘンの方 
言2自分の言葉と甚だよく似て—、特に下パィニンの人々とつき合つてゐ 
ると、をの言葉によつて自分の幼年時代が思 a 出3れて來るのであつ穴。ミュ 
ンへン自分の好きで好きで/2まらぬものが、或は好きで好きで穴まらなく 
なつ？のが幾つもある。その中でも最も强く心 V 」惹きつけた本のは、自然の 
ま、の荒 t s 力と供細基術的氣分とが不思證渾然と融合し S しい線、 

- gp ちホ—フズ II ィハゥスからォデォン劇場へ、爻 /2 十月祭會館から 繪畫館へ 
と 連— あの 和 持の美しい線であつた。今日でも自分が世界の何れの町よ— 
ミュンヘン S 着—じて c るの2、乙の都が自分の生涯と不可分に 結びつい 
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て & るからであるが、特に自分が旣にあの頃 r 本當に心から滿足し得る境地に 
到る乙とが出來たのは、乙の不思議なクイ，テ,スバッハ城下の魅力の賜物であ 
う、冷靜な理性のみならず、多威な情緒を本惠爻れ穴人間なら誰で本魂を奪け 
れずには^な S 美し S 都のあ蔭であつ穴。 

ミュンヘンに來てからも自分が最も熱心に勉强したのは、職業上の仕事以外 
では、やは$政治、特に外交であつた。と乙るで、ドイツの外交を理解するに 
は先づドイツの同盟政策を研究する必要があつた。ドイツの同盟政策が^るで 
間違つ穴政策である乙とは旣にウイ-ン時代から自分の考へてわたと乙ろであ 
るが、何れにしても、ウイ r ンに&穴頃の自分には、ま*たドイツの乙の自己欺 
瞞の程度が十分に分〇て & なかつた。才-ストリアが同盟 K として 如何に本联 
く如何にも當てになら W ものである Z . とは、恐らくべルリン當局もょく知つて 
わるに違 CA なから うが、 何か言ふに言は n « 理由があつてわざと眼を閉ぢて» 
るので あらう •ま^ 、才— ストリアとの同盟はビスマルクの創意 r 成る 本ので 
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St m れを俄を麖棄すると機曹窺つて t 第畐に乘ずべき間隙— 
へ或 CK 內の凡俗に不安を感じ„，せる ft 、 養 好ましくな いから、そ 
こで乙ん— If 堅持して—のであらう。—2ん—合—へょう 
としてゐた。否、何か言ひ譯のやうに自分で自分に語つてゐ友のである。 

ところか、驚 S たことに2、自分のかや—考へ方の間違ひである？ 一とがミユ 
ンヘンに來てみて、特にその大衆と接してみて？分つた。敎養の高い連中で 
•3 フスニク帝 KS 正！ gy 就 s て2殆んど何為知つて， q ない。 f か f 
1る。—れ1なかつた。特に一般の网民はオーストリアを 

以て一朝 ISIIS 本分—して吳れ11 s と考へ、. 

『トイツ民族』の阈家と思ひ、賴りになるものと信じてゐた。 f ストリアフ 
兵力もドイツ？れと同じく何 I か—へるであらう と考へ、才 ，スト リア 
1 つくの昔にドイツ民族の S 家— く？ てゐる乙とをも、オーストリアの 
内情が土崩瓦解の危機 S らんで t こと—すつか— れて念ので ある。 
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才丨スト リアと いふ_家に就いて《、當時の所謂本贼の「外 ^ 當局』ょ6も 
自分の方が ょく 知つて £} た。外交當局と s ふものは大抵さうであるが、當時の 
當局もやは6盲目の 如くょ/. めきながら*たんだん と 災禍へ、災禍へ と 辿つてゐ 
た。元来、«民の氣分は、上から輿論へ注ぎ乙爻れたものの發«にほかならぬ 
ので、 s 民が『盟邦』を黃金の植の如く^拜 する やうになつたのは、上の方が 
さう3せたのである。ォーストリアにけドイツとの同盟に誠意がなかつた。 を 
の有- 〇 もしない誠意 5: 愛橋で補はうとし、唯だ言葉を弄んで， Q たので ある。 然 
るに、ドイツの外交當局は?: A な乙 とと 知らずに才- スト リアの言ふ乙と 5:を 
の > 信用してゐた • 

ウィ-ンに〇た頃にも、自分は三_同盟に就いて才—ストリア政府當局の言 
ふと己ると、ウイ-ンの新聞の#き立てると乙^との間に喰 a 違ひがあるのを 
見て腹 5: 立てたものであつた。併し、をれでもウイ—ンは少くとも外觀上では 
なほドイツ人の町であつたが、ウイ—ンを去つて、否、主としてドイツ民族の 
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居住する 本部 ォ I ストリアを 去つて ノス ラゲ民族の 居住する 地方へ行つ て 見る 
と、 事態§ るで 違つて來 る。ブ f ダの新聞を手に するだけで' スラ ゲ民 
族が i 同盟と si 高—品をどん— 合 15 るか—るに十分で あつ 
た。三 K 同盟 G 『政治家の傑作』 ♦§ ぅで あるが、ブラ—ダの 新聞では唯 だ 辛 
f 冷笑と 侮蔑と— けて，^に 過| か S •皇帝と t か 親好の挨捣を 
交し 合つてゐられ る 平和の最中に、 ス ラゲ 民族は、 乙の 同盟が T ベルンゲン 
民族の甘い理想に f ず、 實行に移されん とする 日に 終を 吿げるに 違ひない、 
と S ふ 乙とを 公然と噪言つて のである。 

をれ か蠢 年後に 世界 零が勃發して、 愈* 同盟の具價を發揮すべき時 ♦か來 
友カイタリア？の時|一一國同盟から離脫し、盟邦のドイツとォ_ス 
トプアと S : 見棄てたのみならず、をの敵國 r 3へなつた。ドイツ人《ど/{.なに 
激昂した己とか-併し、— f イタリアが才—ストリアと手を携へて戰ふ 
と S ^こと：2有*〇得へからざる乙とであ〇て、有つ/2らそれ？-を奇 M である。 
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3う S ふ奇賭を瞬時と雎も信ずる乙とが出來たといふのは外交に肓目であれげ 
乙* V である。 

才—スト リアに 就いても同じ 2. とが言へ る •才— スト リアとの 同盟5: 賴 うこ 
するのは奇 m 5r 當てにするのである。 

才丨ストリア 國內に於て同盟思想を支持し穴者 fl ハ，ブスブルダ家の人 ❖と 
ドイツ人と*たけであつた。ハ，ブスブルダ家の人❖が同盟思想5:支持し穴のは 
自分の方の 都合と已むを得ざる 事情と にょるものであう、ドイツ人が支寺し衣 
のは迂濶で政治の頭がなかつたからである。迂濶だといふのけ、ドイツ人《三 
@同盟が大$贮ドイツの役に立ち、ドイツは乙れ贮ょつて益**安岡を加へるに 
至るであらうと考へて， Qy 2 からで、, 0/1な 間違つた 乙と5: 考へ ながら ド.イツ S : 
腐屍の如き_家に結びつけて兩國を共に奈落の底へ引きず. 〇 込み、 をの 上に尙 
ほ2.の同盟 r ょつて知らず識らずの間にドイツ排斥 r 典す る fit 至つ 穴のは政ム " 
の頭がなかつ/2_である。蓋し、ハップスブルグ家から见れば、ドイツと同 
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盟してさへをれば ■トイ ツの干涉を免れる ことが 出來るから I 殘念な♦から實際 
にをの通うで、 K イツ5 し 本干涉 しな かつた——國8ドイツ民族を徐 令に 
驅逐すべき政策5:實行するに都合がょい。所謂『客観性』 なるものが ドイツに 
行はれてゐる間2、ドイツから抗議の來る虞はなく、ま S 內の ドイツ民族が 
餘6下劣なスラゲ化に腹を立ててぐづぐづ言 CA 出し さうな 場合には、 逆に 同盟 
を笠に被てをれを壓し默らせ 含と も出來 友。卽 ち、 f ストリアのドイて 
G 同盟を支持したがために結果に於て ♦トイ ツ人排斥の政策に與す るに至つたの 
である。 

ドイツ帝 H のドイツ民族がハ，ブス，フルダ政府を承認し信賴 して ゐる以上、 
才-ストリアのドイツ民族はどうすればょかつたか？反抗すべきであつた如。 
反抗すればドイツ帝 S •トイツ民族から同胞民族に對する反逆者の洛印を押さ 
れるではないか。而も、數百年この方、同胞民族のために未曾有の犧牲を拂つ 
て來たもの fl 乙のォースト9アのドイツ民族ではなかつ/ d か0 



«57 


と乙で、マブスブルダ帝國のド イツ 民族が剿滅せられ てし まつ f 三國 
同盟はどぅなるか。何の役に立つか。 才— スト リア 國內に於ける ドイツ 民族の 
優勢を維持しなければ、三 H 同盟は ドイツに とつて何の値打もないで W ない 
か。仑れとも、スラゲ化し^ハ，ブスブ火グ帝國であつ てネなほドイツは2. れ 
と同盟してゆけるものと思つてゐ犮か。 

才—ストリア國內の民族問題に對するドイツ外交當局の態度け、 一般 II 論の 
態度と同じく愚味を通り越して狂氣の沙汰であつ ^ 。ドイツけ國 5:擧げて 同盟 
に信賴し、七千萬國民の將來と安全とを,〇れ r 委託し/2。而もドイツ (1 對 手の 
才丨ストリアが、同盟の唯一の基礎たるドイツ民族の勢力を年を逐ぅて 計畫的 
r 確實に顆逐しつ、あるのを傍観してゐた。從つて、ウイーン政府との 『契約 j 
は殘つて も 同盟 ts ^ としての 才— スト SV アの援助は全く 期待し 得なくなる 日が 
必ず來なければならなかつたのである • 

イタリアに對しては最初から何も期待して《ならなかつた答で ある • 
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0’ マ政府とク / ン致府 との 提携 f は、多少—— び 民族、 ひ f 
知つてわるドイツ人 f ば、寸時と雖— へ ？ S である。イタリア人は才 

，ストリアを心か4んで t から、若しイタ；政府が f ストリアを敵と 

せず才-ストリアの味方として才，ストリアのために一人でもイタリア人を 
戰場へ f — ら、イタ； I ち國—げて沸騰11 •自分も 
曾てク - N に於て、イタ，ア人が才丄トリア把對して抱いて t 底知れぬ 
I や激しい侮辱の幾 f 爆？るのを見た。マブスブ，グ家は—紀 f 
つてイタッアの1と獨立とを妨害し友。乙 S イタリア人の忘れんとし— 
れ f — 出 fs 大—怨で t 況んや、吴怨—れんとす—— イ 
タリアの政府に—く無い？あるから、イタ具15 、 f 
スト リアと天日 S じくす* S 、 同盟するか戰爭するか® 二つ— しか無か 
つた•そ乙で、イタリアは同盟を擇んで靜かに——備したのである。 

才丨ストリアと a ;と£係が次第—迫して If はらひに？ 
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てから《、ドイツの同盟政策は纛*意味の無いものにな6*危險なものにさへ 
衣つて來た。 

此の同盟政策など«、大所高所から物を見る2.とを忘れ穴政治の適例であ 
る. 

一 fit 、 同盟は何のため r 締結するのか*專ら自力 r よるよ6も同盟による方 
がドイツ帝 K の將來の安全を圓るに都合がよいからではな S か。をして、ドイ 
ツ帝 M の將來の安全5: 圖 ると S ふ乙とは取ぅも直 3 ずドイツ國民の前途を確保 
すると S ふ乙とである。 • 

要するに、ドイツ»民は乙れから先きどぅいふ具合に生活を進めて行くべき 
か、現在の 3 丨パに見るが如き勢力關係の下に於て、 ドイツ 圃民は如何に 
せば生活の基礎5:確保する乙とが出來るか、如何にせば生活の安全を確保する 
ことが出來るか、と S ふ2.と*か大切な眼目であつて、 ドイツと才-ストリアと 
の同盟も10の見地から考へねばならなかつた害である。 


i トィッの外交の—を仔細に觀響れば、左の如———るを 

ドィッの人5每年約九十萬を增加するから、 g 民の食雰年基ぅて不足 
I する。故に、豫め適當 S ? 講じて霞 II 防止して 
あか^ければ國民はいつか必ず破滅するに違 a ないので ある。 

この恐るべき成行きを豫防する r け四つの方法が ある。 

第一 C 、 フランス 流に人爲で產兒を制限して人口過剰を 防止する i である。 

非常な災厄が あつた.〇、 I が惡 かつ？、 或は飢储 ♦かあつた喜る と、を 
の地方 sfn •か減る。 MIQ 行ふ人口制限で あつて、假借のない 
賢明—然淘汰である。—能 f のものを 抑制す るの— く、 子供の 存 f 
妨害するので ある。 生れて 來？ 供 S 難な 試煉 1 け、困苦缺亡に曝3れる 
から、 1 ど强 4 S 者、健 か Is 者 t ! 再びあの世へ 歸ら1なくなる 
•か、生活の困苦 S へ f つ S 2、 震—く試みられ、— となく鍛 
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へられて剛毅 ([ c なつ穴者であるから增珀 r 適し*乙れから生れて來穴者け再び 
假借のない淘汰を受ける。卽ち、自然は個人に 對し ては残酷で あう、 個人が生 
活の嵐に堪へ得な s と見れば嵌ちに乙れを 召還し、 かくして種族をのネの5:强 
くし、をの性能を極度に昂めるのである。つ爻6、數は減るが®が良くな-^ 
結局、種が強くなるのである。 

とこ^ が、 人爲の人口制限でけ結果が違つて來る。人間は木の股から生 Jn 穴 
ものでなくて『人間的衣』'ものである。乙の事は殘酷な運命の女神ょうも人間 
の方がょく知つてゐる。*たから、人間は生きる 2.と5: 制限せずして生 1/ ? と $: 
制限する。常に唯•た自己のみを考へて種族を考へな S 者には、？-の方が一層人 
間的であう正當であるやうに思はれるのである。併し、殘念ながら結果はをの 
反對である。 

自然は生れ - C 來る ことに 制限を加へずして、生れて來穴者に苛酷な試煉を課 
し、夥し S 數の中から生存に堪へ得る優秀なもの*たけを選び出して乙れに種の 




保存を委ねるか、人間は生む7-とを制限すると共に、一日一生れて來た者«何と 
かして乙れを總て生か3 うとし、 神意 1: かやう に 修正す るの が 如何 r ネ悧口な 
乙とで t 、 人間的で t かの 如く 思 a 、 乙の 點 1に打ち克ち、自然の 
不完全墨 明し 當 かの 如く 考へ 5ぶ。 成る 程、かやう に すれば人間の數は 
滅少する に 違 a な V : か、同時 r « も低下す るにき^つてゐる•然る r 猿贺慈 の 
人間 r はこれが分らないので ある 0 

生 if 乙とを制して產兒の數を減らすと自然淘汰が行けれず、最も強健な若だ 
け*か生き残るといふことがなくなつて、脾弱な者で本病人でも生れて來た者 t 
ら何とかして『救つて j 生かしてやらうとする欲望♦か當然に現はれて、乙 、 ic 
また子孫 Q ために悲慘な種子，^薛く と y なる。，^れ U 自然とをの意志とを教 
弄するも？、愚弄す f と久しければ子孫の悲慘も從 つて 愈*甚しいものに 
なる。 

結局、かや iK 民 c、S つか4世か 〇 跡— つ— あらう。 成— 





人間も一時 ii 永遠に生きんとする意志の法則に反抗し得ょぅが、晚か n 早かれ 
必ずその報を受けずにはゐな s •强 s 種族は弱い種族を驅逐する r き爻つてゐ 
る•永遠 r 生きんとする意志が、所謂人間の人道主義の莫迦げ穴桎梏を悉く破 
碎して自然の人道主義 5 : 頭はし、联者を亡ぼして強者にをの場所 5 : 與へるので 
ある。 

卽ち、人爲の產兒制限 r ょつてドイツ國民の生活を保障せんとする％のは、 
畢竟ドイツ困民の將來を奪ひ去るものである。 

第二の方法は H 內開發である•乙れは今日でもなほ色々な方面から提案せら 
れ、或は推獎せられて £) ると乙ろの方法である•世の中 r は正し s 計畫でも誤 
解せられて、をのため r 思 a もかけね大きな害毒を流すに至る2.とがあるが、 
_內開發も3ぅ s ふ提案の一つである。 

確かに土地の生產力は或る程度まで高め得る•か、或る程度までであつて、際 
限もなく高め得るものではな S 。 を乙で或る期間はドイツの人口が殖免て枣土 
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地の利用—之 If —u — へ—う 

で i と,力 I 般に先活上の欲求 W 人口數ょう味急速に增大するといふ 

事實が If 。 套學—1大」、旣—に 

於、 ても例へぱ百 f 前の—の欲求と け—ぬ もの—つて—。故 
に、——充 k へすれば人口が增加して—し支へないと一槪—へるの 
2狭うで一方に於 yj 人間の欲求4大するから、增加した生產物 S 部でな 
くても少くと i 部大した1はれる f I 

全部4加し交間の食料 SI け含と sfs •而 ' m の傾向 S 

年增大するのである。一方で欲求—度に壓へ、他方で勤勉に働くとして' 
乙れにも S う際限•かあつて、今度は土 f ? のが承知しなくなる•いくら 
耕して i 地の is 早や I 、暫く—して 衾宿命がミ 

§れ|1と1 S れ、や•か5叢 SIS と S つでネ飢* 
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と s ふことになう、遂 r は貧乏があたう^へで飢锇が k 民の永遠の伴侶になる 
時が来るに違 a ない。さうすると、自然が再び救ひの手 S : 伸べるか、卽ち自然 
淘汰♦か行はれるか、或は人間が再び自助する、卽ち人口の增加を人爲で制限す 
る。乙の人爲の方法が人種や民族に重大な結果1:及ぼす乙とけ旣に述べた通6 
である。 

或は異議を立てて、何時か食べる物が無くなつて亡びるのは全人類共通の宿 
命であつて如何なる阈民ネ免れ得な S ところではな S か、 と S ふ人ネあらう。 

一應は尤もであるが、乙、でも考へねばなら12乙とがある。 

人口の遞增に卽應して土地の生產力の增加をはかると s ふ 乙と け到底不可能 
であるから、或る時機が來 n ば、人類け人口の增加を制限しなければならなく 
な6、自'然淘汰 CC よるか、或け出来れば人爲 —— 勿論、今日の をれ ようも正し 
S 方法——によつ て 調節5:行ふの已ひなきに至るであらう。 乙れ は確かで あ 
る。併し、をの時 ic はあらゆる民族が殘らず さう $ふ 乙と になるので ある。 と 
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意が、 現在で21 く、 唯？ 力 K ょつて 生活——? 世界の何 
處にも新窆獲 得す t との出來齧 s 種族•たけ•かかや—災厄 S 舞 はれる 
のである '.'' • 世界 S 今なほ廣大な土地が少し， p 利用せられ ずに放置せられ て、 
新す者 sfv 開？る2待つ vt と S 念が現在の實情であるが、乙1 
等の土地 Sc 然が1る一定 S 民や種族の將來の S に豫備 地として押へてゐ 
る-*のでなく、乙れ基得する力と開拓する熱意と を具へ 腐 民の2に 存在 
するものであると s ふ考へ方本間違ひではない。 

自然2政治的 Kf 知らな S 。 自然2地上 i 物 S み、 M れを S 由に競爭 
せしめ、勇：^ と 勤勉との？優れ2者—然の寵兒 とし f れ—存の權 W 
を與へる。 

他の民族•か•たん•たんと世界に供がつ5い土地を占めで f 時に、內に引 
き瓶つて專ら W 內開發にょつて生存を績けんとするならば、をの民族 a 他の民 
族の發展を餘所 Sinn 己制限を行を得1であらぅ。否、 
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必ず3う S ふことになるに違ひ なく、 民族の生活する土地が愈•狭ければ、自 
己制限を行はざるを得ざる時期も愈*速く來る。遺钺ながら、現在に於て fl 最 
も優秀にして人類の進步を雙肩に檐へる異の文化民族が、動もすれば平和思想 
に眩惑せられて領土の谀張を諦め、專ら『_內』の開發を以て甘/ I ぜんとする 
に反し、劣等な W 民が地上 r 廣大なる土地*5:占有せんとしてわる。 NJn が結果 
はどうなるかと s ふと、文化的に劣つて£>ても野蠻で押しの强 s 民族は廣 s 土 
地を擁してゐるから尙ほ繁殖を績けてゆく乙とが出來るのに、文化的に優れて 
わても遠慮がちな民族け土地が狹 S から早く本繁殖を制限せざるを得なくな 
る。卽ち、乙の世界は何時か文化的に劣つてゐて毛元氣のある民族の有に歸す 
るであらう。 

{ TIO で、他日、乙の世界が今日の所謂デモ クラシ-の 觀念に ょつ て支配せら 
れる乙と r なれば、人數の多い民族•か勝ち、世界が自然力の法則に ょつ て支配 
せら n る乙と r なれば、意志の强 s 民族が勝つ乙と CC 衣ぅ、何れにして1 f 自己 


制限を行ふや—民族2敗$るを得ない。贵將來の話ではあるが、兎に角 
3 う S ふ 乙とになる。 

世界の人類 S 何時か激烈1存競 f 展開する£餐いが、をの場合に最 
後の勝利を占め f 己保存 S 本能 SS 民族でなけ &f g 。 所謂、 
道主義なるものけ元來が魯鈍と卑怯と半可通との混合物にほかならぬから、自 
己保存の本能の前に； 2 S 淡雪 s 如く消矣芸るを得な S •人類2永遠の*^ 
爭によつて偉大になう、永遠の平和によつて滅亡する。 

S 內開發』といふ言葉け*トイツ國民に對して非常に惡い影春を與 へた。近頃 
ドイツに G 、 s 內開 f 以 V 平和主義の精神に相應し4 かな 假睡り 
ながら生存し f 手段であるかの 如く 考へ—のが多く？た • —とを 
眞面目 y 考へるやう— &、 •トイ ツ民族の生存に必要！地を確保 せんとす 
る努力 S く終を吿げざるを得ない。 一般 ドイツ人が專ら W 內開發 の方法によ 
つても ドイツ 民族の生活と を— 來 とを 保障し f かの如く考へる SK 
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ドイツ民族の生存の必然性を積極的に有效に主張せ / t とする企圃は悉く影 5 : 潜 
めるに違ひなく、また國民の態度が乙のやうでは具に有益な外交は望爻れず、 
ドイツ民族の將來は暗黑と言はざるを得ない❶ 

かやうな結果から考へて見ると、圃內開發といふ有害な思想をドイツ阈民に 
楢焱つける乙とに努め、^穴榷焱つける乙と r 成功し穴ものがユダヤ人であつ 
农のも決して偶然でな s やうに思はれる•ユダヤ人はドイツ阈民の乙と^ら何 
でも知り抜 s てゐ犮。をれ故、山師が出て來て、烈しい生存競箏などしなくて 
も各自の『都合次第』で或は働き、或は遊びながら世界の主人にな.〇得る方法 
を發見したかのやうに法煤を吹き、自然を愚弄しても、ドイツ阈民が少しもを 
れを疑はず、直ぐ信用して、喜 A でその犧牲になるくらゐの，〇とは、ユダヤ A 
r rt 夙に分う切つてゐたのである。 

くど s やうであるが尙ほ一度言ふと、ドイツの®內開發け社會、の弊#' 

特に土地の一般投棰を封 •r' ると10 Ar 眼目を置くぐ W ©' TH '^: に +' i&' ビず 
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めずに H 民の將來を保障い得る^'が^'«'^'じ、て^:い、ので^'、る。 

若し阈內開發の眼目5:他に置かうものなら、 «' てドィツ 國內に fl 開$すべ 
き土地が無くなう、をれと共に ドィツ 民族の カネ 盡 さるであらう。 

最後に尙ほ一つ言つて 置く •か、 圃內開發 5: 以て 滿足した 6、 人口を制限した 
6すると、 K 民は狹い領土に跟蹐 する 乙とに.なう、惹いて阈防上非常 r 不利な 
狀況 に陷らざるを得なくなる。 

國土の廣狹も S 防上の要件である•尚土が 庚いと自然の與へる保護も大き 
い狹い||«に對する攻擊 « 比較的に迅速に、容易に、 ^た完全に目的を達し得 
るの 力 普通であるが廣い國に對して g なかなかかやうな具合に ゆかぬから、 
s 土が廣いと敵國も輕串に攻擊して來ない。攻 $ に成功する r は 長期に JL つて 
困難な戰 f 行2ば f 5 !。 そ-れ故、特別の理由がなけ S 1 入 S 
度の 3 ::險と思はれるからこれ 5: 差し控 へるやうになる 〇卽ち、 國 土の 廣 大は阈 
民の自由と®立との維持を容易なら し IP る要素で あ6、_土の夾 小は攻略の，^ 





望を挑發する原因になる。 

今爻で述べて來/2のは、增加する人口と膨張しな sw 土との關係を調節する 
二つの方法であるが、かう s ふ方法 r 對してはドィッの所謂國民主義者ネ反對 
してゐ/2。勿論、_民主義者が反對する((?:至つ犮理由《上述の理由と違つてゐ 
る。產兒制限 r 就 S ては一種の道德感から乙れに反對し、 K 內開發に就いては 
乙れ5:以て大土地所有制に對する攻勢の準備と見、私有財產制に對する一般的 
闞爭の端絡と考へて憤然として乙れに反對したのである•尤ネ阈內開發といふ 
福音は社會民主黨の弘め/2ものであつたから闺民主義者がかやう r 考へる r 至 
つたのも無理はな S のである。 

を乙で、遞增する人口のために仕事と食料と1:確保し得る方法は二つしか殘 
ら W 乙とになる•卽ち、 

第三の方法として"新しい領土を得て年❖過剰人口を送う出し、 W 民の生活 
に自給自足の基礎を與へるか、?:れとも、 



第 四の方法として、工業や商業によつて外■の需要に應 じ、 その收益によつ 
て國民の生活を維持するか、 

卽ち 、領土政策を？か、をれ t 海外植民乃至 S 政策を 取るかで ある。 

ドイツで—一^の— svf 研究し、賛11 as — 
に海外植民乃至貿易政策5:採用する r 至つ^ V 。 

併し、何れが健實—法かといへば、それ S ふ f く 領土政策で あら 

現在の 乙と ばかぅでなく將來 のこと をも考へれば、 過剰人口を送ぅ 出すべき 
新しい領土5:嫌得する方*かどれほどよいか分ら WO 

健全—民—民の基本と t て維持し得るといふ乙とは、をれ•たけで 本 非常 
に大切な乙とである。今日、ドイツに S 冷の惱みがあるが、， V の多く S 村 
の人口と都市の人口忘不均衡から？ゐる。古今東西を問 s ず、强固なる小 
中農階級 Q 存在2今日？ イツに 見る如き肚會的疾患に對す る最 S 防壁で b 


う， H 民の食料自給を確保し得る唯一の方法でもある。商工業が今日占めてゐ 
る如き不健全な指導的地位から退いて國民の需給組锇の一環になう、阈民の生 
活の基礎でなぐ補助手段になつて、生產と需要とを過不足なく調節する乙と r 
なれば、國民の食料を多少とも外！！から獨立せしめ#ベく、有事の日に於て阈 
家の獨立 自由を 防謎し得る r 至るであらう。 

勿論•かやうな領土政策は海外のカメ，ンなどで實行し得るものでなく、新 
し S 土地は今日ではど5.して珞ヨ丨 a ッパ大陸に乙れを求めねばなら W 故に 
我等ドイツ人は或る國民が狹い土地 r 跼蹐し、他の國民♦かをれょう^十倍も廣 
い土地を占有して&るのは天意に反すると s ふ考へ方を率直に承認すべきで、 
政治的 S 境に乙だ£!つて自然の與へ犮權利を放棄してはならぬのである•世界 
が果して萬物の棲息し得る所であるならば、我等ドイツ人も亦生活に必要な土 
地 S : 與へられて然るべきである。 

勿論、喜んでドイツ人に土地1:與へる者はわなからう•併し、與へら n な s 
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となれば、2.ちらも自己保存の權利 r 物 Jr 言はせなければなら«。毽便な方法 
てゆ力なければ拳固を振. CN あげねばならなくなる。現在では誰本彼珞平和 F 
和と言つ VOK ? •か、若し我等 Qf が S ぅ平和蠢に囚 G れ V 思；3切つた事 
I し—かつ？すれば、ぶツ S 土 t ! 今日のを S 三分 S 一 
S で‘あらうし、ドイツ民族は m - e ，パに於て兎や角と口を利く •たけのカネ揉 
くなつて*ょう•然るに、幸に•トイツ民族け自己保存のために斷乎として戰は 
んとする本能を失はなか〇た。ドイツ民族•か東部國境の兩州を嫌得して肖然の 
保護の大きな庚 S H 土 ir 確保し、以て今日 ^ で存績する 5: 得/ 2のは 一 r 乙の K 
能の賜物である。 

領土政策は次の如き理由から見ても正しい。 

今日のヨー a ッパ諸 H は槪ね逆立した ビラミッ ドのやうなものである。 乙れ 
等磬のョ - a ッ.ハに於ける本土2、をの植民地や外國 貿易の 規梭に較べて可 
笑し s ほど小 ns 。 謂 sm ムニ S 點 S いて全世界を底面にして G る 



のが m - a ，パの列强 である。 アメリカ 合衆 H は乙れ と 違つ て、今日で もな ほ 
アメリカ 大陸 r 底面を置き、頂點を以て他の世界に觸れて わる r 過ぎ WO 乙れ 
卽ち、アメリカ合衆_の H 礎が弗常 r 固く、ヨーパ r 於け る镝民 帝 H の 大 
多數が 脆弱なる 所以で あ.0。 

をれなら イギリスは どうか、 イギリスの _礎は今日で もな ほ固いで はな 
と s ふ者 も あらう。確か r 3うである。併し、 イギリスけ ヨ— ロ ッパに於け る 
他の諸國と事情•か違つてゐる。 イギリスを 考へる場合に イギリス 帝國 といふ も 
の y 氣を取られて、 アング a .サクソンの世界全趙を忘れる者が多いが、乙れ 
c 誤りで、 イギ”ス •か强 SS イギリス 帝 S 大 f か S ? く、 アメリカ 
合衆 K と共に言語や文化$:通じて アング a •サクソンの世界を 形成して ゐるか 
らである。 

そ乙で、ドイツとしてもヨ丨 口， パに新しい土地を求めるのでなければ健全 
な領土 政策を實行 する乙とは出來ない •海外の 植民地はヨ— 口，パ人 CO 大母多 
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住に適しないものがあるから、乙れを得ても人口問題の解決にはならぬであら 
ぅ。をれでなくても、十九世紀に入つてからは、平和手段によつて海外 r _ 植民 
地を獲得することは旣 r 出来なくなつてゐたから、海外に植民するには困難な 
戰爭をしなければ衣ら衣かつ穴に違ひな5。どの途戰带をするのなら、海外に 
植民地を求めて戰氓をするよヨ - &ッパ大陸に移住地を求めて戰嘴をする 
方が得策であらぅ。 . ， 

勿論、ヨ-口，パに於て領土を擴張せんとすれば、ドィツ《仝力を眾げて乙 
れ汇當らなければならぬ。姑息な手段を取つた6、贲行を逡巡したぅしては駄 
目で、乙れは最後の精力を本傾 i£ して初めて成就し得る火事業であるから、政 
治方面でも乙れを唯一の目的として追求し、此の目的とをの手段以外の事に頭 
を使ふべきでな S 。 此の目的は武力によらざれば達成し得な S ものである3.と 
5:自覺して、冷靜に、沈着に戰爭を準備しなければならぬ。 

故に、ドィツは同盟政策をも專ら右の如き Ji 地から檢討し、をの效用の如何 




にょつて判斷すべきで.あつ^。ドイツ* か w - a ッパに 於て領土 $: 浓張せ / 1 とす 
n ば、&シアを 犧牲に する ほかに途がな い。 卽ち、新しいドイツけ曾て騎士 W 
の 進ん* た道を進み、ドイツの劍を以 て ドイツの锄の穴め r 土地を嫌 得し、 ドイ 
ツの困民のため r 食料を嫌得しなければなら W ので ある。 . 

併し、 かやぅな 政策を實行せんがためにドイツがョ丨口”•パに於て同盟を結 
び得る@は唯*た一つしかない。卽ち*イ.ギリスである。 

イギリスと同盟し さへ す n ば、ドイツは 後蹐の裹を絕つて新穴 r - 軍を進める 
乙とが出来る。新穴に軍を進める のは 我等の祖先が曾て軍を進め穴のと同じく 
ドイツの 權利 であ. 〇、正義で ある。 曾て東方を開拓した设初の鋤は『剣』と呼 
ば n たが、 ドイツの 平和主義者と雖 本、 東方の翹齙を 口に する 7 一とを It じな s 
ものは一入 もゐな s ではない か。 

イギリスの 好意を得るため' には、ドイツは 如何なる 错杵を 毛 忍ばねば なら 
W 。 障民地の 要求を 放棄し、 海上制覇を斷 念し、イギリスの產業との婕 Tf ?: 差 
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し控 へねば なら «• 

領土を東方に讀す f とに根本方針が定つて — 5 すれば、世界貴易や 
轆民地を斷念す f と劣出来れば、♦トイツ海軍の i を斷かす f とも出长、 
H 家の全力5:陸軍の建設 r 集中する2.と％出來る答で ある。 

世界貿场や植民地を斷念し、海軍の建設を斷念すれば、ドイツけ如何に 名屏 
息し穴かに見 i であ—か、をれ二時 S 伏であつて、必ずややがて作々 
たる將來が開けて來るのである。 

イ T ス • か同じ趣旨からドイツに接近して來た時代ぁあつ た。 ドイツの人口 

年冷增加して t から、ドイツとし5何とか蜃な方策を講じなければな 
ら1 A に2イギニと提携して1人口の棚け口—丨 
口，パ—め*0か、或2イ VI と提携しない1を世界に求め—かない 
と s ふ乙とはイギリス r も良く分つて&/20を’こで、ロンドン政府け 前世紀の 
終力ら今世紀の初にかけてドイツへ接近しょぅと努めて來 たので ある。然るこ 



騖 Sy 2 乙とには、ドイツ政府は、イギリスの誘ひに乘ずればイギリスの y 2 めに 
火中の栗を拾はなければならなくなるかの如く考へて誘ひを却け犮。同盟と s 
ふものは元来が相互の取引を基礎とするもので、而もイギリスくらわ相互の取 
引5:う爻くやる！！は少 S 。 イギリスの外交當局は常に甚だ賢明であ〇て、此方 
からは何も遣らな S で先方からばかう取らうなどとはとても出来ぬ相談である 
乙と1:ょく心得てわる。然る r ドイツ政府には乙れ•か分らなかつ/2らしい。 

ドイツ政府がも〇と賢明で、イギリスと手を握つて一九〇四年 r 於ける日本 
の役割(ロシアとの戰爭)を引き受け穴とすれば、をれがドイツ r 齋し y 2 結果 
«殆んど測6知るべからざるものがあつ7^2であらう。必ずや『世界大戰』など 
は起らなかつ穴 r 違ひな s •若し、ドイツが一九 0 四年 ro シアと戰つ犮とす 
れば、をの锇牲は一九一四年乃至1九一八年の大戰に於ける犠牲の十分の一で 
濟んだであらう。仑して、世界 r 於けるドイツの地位は今日隆々たるものがあ 
明、つたであらう。 
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かやう—へて來ると、ォ_ストリアとの同盟け全く意義の無いものにな 

〆 • 

一糖この木乃伊のやう f ,スト”アがドイツと同盟を 結ん •たのはドイツ 

2相携へVI行す孟めで f 永遠の平和—持す— めで あつた。 

才丨ストリアは供 Q に，^の平和を利用して國內のドイツ民族を徐々に而本確 
實に剿滅しょうとしたのである。 .. 

才••ストジアが H 內のドイツ民族を剿滅せんとし25'ドイツ S そ 

イツにドイツ民族の利益?:積極 

的 s?f との—がない。乙れから考へ！ツとォ，スト、ア 
との同盟 S く意味のなて fsf を得な S であらう。民族の自覺会 
ければ、一千萬同胞の運命—右す4 力—合 f 二.エブ,グ帝國から 
奪 S 取—どの決 f 無いや i ドイツに、遠大|畫のあ—•かないのであ 
る。要するに、 f ストリア問題—する ドイツの態度は、—鳢の 
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運命に關する闘爭に於でドイツの取るべき行動の試金石であつ y 2* 

何れにせよ、才-ストリアは、をの國內にドイツ民族が榮 t て居ればこそ、 
ドイツの同盟国として M 打があるのである。故に、ドイツとしてけ、オースト 
リア圖內のドイデ.民族が年を逐ぅて甚だしく壓迫せられつ、あるのを傍觀して 
よい筈《な$。 • 

备るに、ドイツは手をつかねて何もしなかつた。 

ドイツ《戰爭を恐れてゐ犮、仑して、最も不利なる時機に於て戰爭 r 捲き込 
まれるに至つた。運命から通れ/ 1 として運命 r 追 CA つかれ、世界平和に執着し 
て世界大戰へ到達し友のである。 . 

ドイツの將來を考へ n ば是非とも領土政策を採用しなければならなかつたに 
拘らず、ドイツが<〇の政策を棄てて顧みなかつたの本實は戰箏を恐れたからで 
ある。新し s 土地を得/ I とすれば東へ進嚏ねばなら W 。 をれけよく分つてゐる 
が、3ぅすると戰爭になる。をれでは困る。平和は飽くまでネ維持し穴いので 




ある。かくして、ドイツの外交目的は、何時の間にか あらゆる 方法 r よつてド 

イツの H 民を維持する '' 21とでなくなつて、飽く爻でも世界平和を 確保する乙と 

になつた。*^の結果； g 世間周知の通-〇であるが、 NJn に就いては尙ほ後に述べ 
る。. 

そ乙で、殘る所は第四の方策だけである。卽ち、エ業奬勵と世界貿 -»、海軍 
撕張と海外植民、 m れ•か•トイツの採用すべき方策として唯；^一つ殘るピ とに な 
0友のである。 

之の方策2比較的に容易に且つ迅速に實現し得る言に見免る。想 じて 拓地 
植民は緩没な事業であつ'て、效果を擧げるのに數百年を要する乙と本珍しくな 
S がその代 6'^ 塾いと乙るがあ.〇、一時にばつと榮 t なくて本徐 ^ r 間斷な 
く且つ根本から言する。乙れに反して空業は數年にして發展し膨膜し得る 
が、石除玉に似て健實に缺く f •かある•囊よく困難と戰2ながら 土地 
を拓 S S 民基す仕^よ t 海 f 建？.〇仕事の方が速く f S ひな S 




が、潰滅する乙とに於ても艦除の方が農場よ 6 速 s に違ひな s のである。 

それ r % 拘らず、ドイツけ此の第四の方策を採用し穴。それなら、ドイツけ 
此の方策も何時か必ず戰爭を惹き起す r 至るものと覺悟してか、るべきであ〇 
た。 r 平和的 W 際競爭』といへば如何にも尤もらしくて外聞もよ V :か、を A な 
ものに參加して、愛想よく上品に振舞つて絕 5: ず平和愛好の精神を强調して 5: 

一 63へすれば闺民の生活を安全 r 確保し得るかの如く信じ、武力に訴へる必要 
はな s と考へ犮のは、ドイツの迂濶であつた。ドイツが第四の方策を採用すれ 
ば、イギリス♦か何時か必ずドイツの敵になるべきは三尺の童子にネ分ぅ切つた 
己と であつ7»2〇果して、ドイツの世界貿易が發展するにつれて、イギリスは暴 
虐衣利己主義の本性を現は して ドイツの平和的進出を妨害する r 至つた。ドイ 
ツはをの時になつて初めて憤慨し穴が、乙れ《憤慨する方が どぅかして わるの 
であつて、所詮はドイツが莫迦. 1 F . 直•たからをんな2. とに なつたのである。殘念 
ながらドイツ人はイギリス人 ほど 目先が利かない* 
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.ドイツがヨ-口 ，パに 於て 領土を 供 張す るには 上述の 如くイギリスと結んで 
&シテに當らなければならぬが、海外植民や世界貿易に乘ぅ出すには逆にロシ. 
アと 結んで イギリスに當〇なければならぬ。併し、それ穴をれだけの& 
悟が 要る。 就中、先づ才- ストリアと 手 y 切らねばならぬ。蓋し、何 nto 方釕 
力ら見てネドイツと才- スト リアとの同盟は旣に前世紀の終頃から全く有害 
無益なものになつてゐ农 ので ある。 

然るに，ドイツ 政府け B シアと 結 A で イギリスに當る 乙とネ、イギリスと 语 
ん で6 シアに當る 2と本考 へな かつた。をれは何れの場合で^戰爭を 覺睬亡 a 
ばならぬからで 、ドイツ 政府が商工政策を 取るに 至つ たの も、畢竟は 此の戰爭 
が恐 A し いからであつ/2 。ドイツ政府は世界から永久に暴力を排除して諸阈を 
『平和な經湃政策』 にょつて 征服し得るかの 如く 考 へて わた •併し、 果してを 
んな事 •か出来るかどぅか、不安 5: 覺 t ざ る S :# ない 場合 も屢•あつたらしく、 
イギリスから 氣味の惡いを受ける每に 自信* か <* らつ いたやぅ である。 を こ 
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でドイツは海軍を建設す る乙と r したが、 をれ も イギリス 5:擊滅 する 犮めでな 
く、前に述べた如く世界の平和を擁護し、世界を『平和な經濟政策』によつて 
征服す るた めであつた。 をれ 故、ドイツ政府は建艦に當〇 て 艦數を本各艦の噸 
數や裝備をも總て控へ目に して ドイツ政府の眞意が『平和』にある乙とを示さ 
うとした のである。 , . 

曾て W 策の指導原理として取ぅ上げられ犮ものの中、世界を『平和な經濟政 
策 J によつて征服すると S ふ原理ほど莫迦げた空論 fl ない❶而も乙の空論 VJ 贲 
行に移し#る證據として憚6もなくイギリスを引合に出すにボつては"愚の骨 
頂といはざるを得な S 。 イギリス1:以て平和な經濟政策 r よつて今日の大をな 
すに至つたものと考へるのは、ドイツの講埴史學に誤られた結果であつて、乙 
れほど莫迦な乙とはな s が、乙れ本爻た、世人が歷史を『學ぶ』*たけでをの精 
神を讀 if こと 5:知らず、 まるで理解してわな s 立派な證據である。イギリスほ 
ど平和な經濟政策 ic よつて世界を征服するといふ空論を. IE 面から反駁してゐる 




SS な S 。 如何 y 雲备民で' イギリスの g 民ほど巧抄 S 力を以て經濟 
的 征服を準備し、傍若無人〇れを遂行し、乙れ S 持した网§ない。武力 
を伴ふ 外交に ょつて 經濟的 利？—し、增大し S 濟的 1ちに再び外 
交に利用するのがイギリスの政治の特徴でけないか。イギリス人は人間としご 
S 非常に抵病であるから、 經濟 政策の St 分の血を流すや—,, J とはない 
と考へるのは大變な間違；3で、成る程、イギリスには徴兵制度に依る『國軍』 
S 無いが、龙 f とは反證—らぬのである。軍隊の制度は 時代に ょつて礙 
邊し份 る。 S 家に 取 つて大切巻と2かやぅな軍制の形式でなくて、 現存の武 
力を 舉げて戰ふ覺怕の如何である。イギリス g 古來常に必要な 軍備を 有してゐ 
た。イギリス JJ 常に勝利を收むるに足るだけの 武器— つて 戰 つて来たので あ 
る。 储 兵で事足-〇る場合に C 傭兵—て戰ひ、もつ と 大—犧牲を拂 はなくて 
は勝てな s —れば、全國民の貴 s 血— 流して惜—かつ气何れにしても 
戰爭を强轉に且つ斷乎として遂行せんとするイギ”スの覺悟は古來一貫して終 




始淪らな S ので ある。 

然る fie 、 ドイツ人け、 學 校、新闥、溲査など (It ょつて イギリス 人や イギリス 
帝 H の本質に就 S て間違つた観念を植焱付けられ"延 S ては甚だし S 自己欺瞞 
に 椹6、 •たん*たんと イギリスを 見縊びるやぅになつ犮。をの天罰は覿面であつ 
た。ド i ツ人け イギリス 人を以て商人と しては 狡猾で拔け目がないが、人間と 
して 《非常 r 臆病なものと思 CA 込/ I でゐ农が、乙れが大變な間違ひであつた。 
あれほどの世界帝 H 5: 築き上げ穴 イギリス 人に膽つ玉の 衣い道理が衣い•然る 
r 遺 慽ながらドイツの識者には乙れが分らなかつた •偶*警吿 する者があつて 
名 耳を藉 3 なかつたので ある •後年、世界大戰の折、 自分 等は フラン ド 〆 で 初 
めてイ v リス 兵と顔を合せ / 2が、をの時戰友の顏 r 現はれ為驚愕の色は今で 本 
はつき6自分の眼 r 殘つて&る。戰ひを交へてから間もなく、 イギリス 兵は A 
分等が漫畫や新聞で敎へ込まれてゐたやぅな弱い者でないといふ Z : とがドイツ 
兵の誰にも分つて來犮 • 
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自分が 宣傳 の忽せにすべから ざるを 知つたの 本 此の時であつた0 
虛說もをれ を 流布する者には何か利すると，〇る*かあるに違 ひない•イギリス 
人は商人であつて臆病であると s ふ虛說を流布したのも tt は世界の經濟的征服 
と S ふ空論5:辯護するためであつた。ドイツ人は迂濶に ネかやうな虚說を信じ 
て、 イギリス 人に出來る乙 となら ドイツ人にだつて出來 るに 違 ひないと か、イ 
ギリス 人には『背信 j と s ふ特別の短所があるが、ドイツ人 r は律儀で正直と 
いふ立派な長所があるから、弱小 諸 W の好意は勿論、大阈の信賴を得る 2.とも 
容易であらう、 などと 考へ るに 至つ / 2 ので ある。 

外 S 人 (2 ドイツ人の律儀を替戒して&たが、ドイツ人にはをれ*か分らなかつ 
た。ドイツ人の方では何もわざと椿へて&るのでなく、令く大異面目なのであ 
るが、外國人は3う s ふ態度 5: 狡猾な僞裝と見て D た。を n 故、外國人け革命 
にょつて初めてドイツ人の底知れぬ莫迦正直を知つて吃驚 うした ので ある。 
世界5:『平和な經濟政策にょつて征服す る 』といふの♦か妄想で あると 分れば 
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三國同盟が妄想である m とも直ぐ分る•ドイツは、 - i あ、何といふ H と同盟 5r 
結/ t •たのであらぅか•オーストリアと 結/ I で & るのでけヨ— 口，パ K : 冷て3へ 
«爭を企てる乙とは出來な S 。 三國同盟の鶸黠はある•同盟成立の最 s 
から乙、に弱點があつた•ビスマルクほどの人物なら乙んな同盟を本十分 rlft 
つてゆけょラが、凡庸な政治家 fie を/1な II 似け出來ない〇況して、ビスマ火ク 
が才-ストリアと同盟を結んだ時とけ旣に根本の條件•か違つて來てゐるのであ 
る•ビスマルクの時代では、才-ストリアけ*ほドイツ民族の國と見てもょか 
つ衣が、普通 選擧實 施以來のォ—ストリアは議會の支配する H であ6、ドイツ 
民族以外の民族が橫行跋扈して混雑を極め^國であつた。 

オ丨ストリアとの同盟は民族政策から見て本甚だ有害であつ/20ドイツと资 
を接するォ|ストリアには、スラゲ民族の國が新たに成長しつ>あつ/2のであ 
る。やがてスラゲ民族の國にな-〇終るべき才—ストリア•か晚かれ早かれドイツ 
から離れて&シア r 近づくに至るべき«言 5 r 俟犮な5と，〇るである•のみなら 
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ず、才 t ストリア09內に於て ドイツとの 同盟 5: 支持して©农者は次第に勢力を 
失つて樞要の地位から追はれ、從つて同盟をのものも年を逐ぅて空虚な存在 K : 
なつて£>た。前世紀の終から今世紀の初にかけての頃に、旣に、 

•トイ ツ と才丨 

ストリアとの關係は才-ストリアとイタリアとの_係と同じな水臭い關係 r な 
つて. Q たのである。 

才-ストリアに對するドイツの態度としては、ハッブスブルダ帝圃と同盟5: 
績けてゆくか、をれとも同盟を 解 S てドイツ民族の抑歷に就いて抗議をなす 
か、 乙の二つしかな S 害であつ穴。勿論、抗議をなす以上は戰爭を本费悟しな 
ければなる爻い。 

三国同盟は心理 學 から見て も 依 打の ないも のであつ^ ❶ すべて 同盟 rt その 目 
安を現狀維持に置いて保守に傾く と 弱 S もの r なり、 之 r 反して各 締約 HrH 
力の發展とか何とか明白な希望を抱かせる， 〇とが 出來れば强い ものに なる。何 
でも3ぅであるが、同盟でも守勢ょ6も攻勢 r 强味がある。 
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乙の乙と«當時旣に一部世間の認めてゐ穴と2.5であるが、殘念ながら所謂 
『當局者』は NJnr 氣が付かなかつ穴。一九二一年に、常時ドイツの參謀本部 
r 勤めてゐたル I デ yK ルフ大佐が建白# r ょつて乙の三圖同盟の缺陷を指摘 
した乙とがあるが、『爲政者 j はこれ r 1顧の價値だに認めなかつた。 -. Ifcll 通人 r 
は明白な常識でも『外交家 j には3うでな s らし S 。 

一九一四 年の 世界戰爭が先 づ才-ストリア r 始つてハップスブルダ家ををの 
渦中に捲き込んだのは、ドイツ r とつて勿怪の幸であつた。若し、逆にドイツ 
の口火で戰爭になつて. q たら、ドイツは孤立したに違ひな $。 ハッブスブ，グ 
帝國はドイツの惹き起し/2戰爭 r は參加する乙とが出来ず、ま穴參加しょうと 
しなかつ/2であらう。後日ドイツ人はイタリアの態度に愤慨したが、戰笮がド 
イツの仕かけた本のであつたら、才-ストリア毛イタリアと同じく『中立 j を 
守つたであらう。3もなくば才-ストリアには革命が起きたに 違 ひな S 。 ドイ 
ツの惹き 起し/ 2戰爭であるに 拘ら ず、 才-スト 9 アを 助けて 立たんとすれば、 



f スト； S ラグ 民族 2 忽ち f 出して、他日—つ f く营一九 
一四年に才_スト；を亡ぼし5会違ひないので—。 

ォストリアとの同盟2ドイツに取つて非常に有害で厄介なものであつた 
力をれ S の付 S て， Q ? の S ♦た少かつた。何故有害で厄介 f のであつ 
たかといふと、第一に、 f ストリア S 敵が多かつた。此の——し 
てこれに取つて代— f のが多かつ气をして、これ等の敵は f スト 
リアが S ベくして倒れな S 言—ツが2からである4へ：たんだんと 
ドイツ4ひやぅ sS 。 クイ—ンへ行く路でもべ T ン—らね 
ばならぬと考へるに至つ/2のである。 

第二に、ドイツ2才 i トリアと結んだ•かためにドイツに取つて—都合の 
好い 一一と？ f が 出—く i f なつた ば t — い。 ロン 
アとの關係1 、イ ぐアと sfrlm 气當時のイ 
?ア人け f ストリアを惟んで ゐて•深い反？ f — す 乙— 珍しくな 


m 


かつたが、^-イツに對しては一般に親しみを抱いて&たのである。 

ロシア r しても、ドイツが領土政策を捨てて.商 H 政策を取る乙とになつ穴汉 
上け、最早やドイツと戰ふべき理由はない^である。從つて、ドイツとロシア 
との戰爭を喜ぶものは兩_の歎でなければなら5。事實忆托て、兩闺間の戰爭 
をあらゆる手段 CC ょつて煽動してわ/2ものけ、主としてユダヤ人とマルクス t 
義者とであ〇穴。 一 

第三 r 、 ドイツが 才-ストリアと 結 A でをれば、 ビスマルクの 建設し e ドイ 
ツに衡 して 深 S 敢？ 抱く B が才- スト” アを好抓として諸國を釣.^、•乙れ を 
勳員してドイツを包圍するに至る傲があつ/2 。此の第三の危險《ォーストリア 
との同盟に附随する危險の中で 本ドイツに 取つて 最ネ重大衣^,のであっ20 
ドイツを包圍するには先づ東ヨ _ ロッパ の 諸躅、特に ロシア1: 、をれ から イ 
タリアを、才- ストリアに 對して_しかける必要があつた0エド 7 |ド王にょ 
〇て企てられたドイツ包囲政策も、ドイツの同盟 H たる 才—ストリアといふ好 


I 
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餌がなかつ穴ら 實現し 得なかつ ^ であらう。利害の一 致しない諸 H が共同戰躲 
1:布く 乙と が出來たのは、共同してドイツに當 n ば才丨ストリア 5 : 分割して贳 
へる と 思つたからである。かや ラな才-ストリアと 同盟を結ん•たのけ ドイツの 
失敗であつた。をの上に、 才丨ストリアと同じく 旣に崩れか、つて他^から战 
はれてゐ农トルコ爻で背 A ひ込んでゐ たらしいから、ドイツとしてけ愈•容易 
なら «ものがあつ/2。 

かやうな狀勢は一: 際 金融財閥の ユダヤ人 r も乘ずべき機食を 與へ穴 •世界の 
各國を國 際 金融乃至經濟統制の下に置か / i とする のが H 際 ユダヤ人の計 *であ 
る。然る r ドイツは乙の 統制に服し ょうとし なかつ た。を2.でユダ ヤ人 として 
はどうしてもドイツを叩き潰す必要*かあつ/2*をれにはドイツを繞る國際狀勢 
を利用するに如く t ； な S 。 かくしてぶ ツ1 の仇にする諸 5 ユダヤ財閥を 
も 加へ て 聯合し、 百 萬の大軍を揃へて遂に不死身の ジ丨グフリ丨ドにも似たド 
イツを 攻 f る r 至つたので ある。 • . 
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自分は クイ- ンにゐた頃から ドイツと 才- ストリアとの 同盟に不滿を 威じて 
ゐ犮が、をの後*たんだんと研究するにつれて同盟 K ; 對する自分の疑念；！益•深 
くなる ばかぅであつた • 

瓦解する r 決つてゐる s と碌でもない同盟を結んでゐては、ドイツ味?:の?: 
ば杖を受けねばならぬ。をれが厭なら今の內に同盟を解くべきである•自分は 
かやぅに考へてゐ犮から友人に對して本常に乙れを說$犮ものである。此の信 
念は仑の 後珞愈 * 固く、一度 ネ動搖 し穴乙とはなかつ犮•をの間に阈を擧げて. 
戰爭の風に吹き^くられ、薄かに反省する者がゐなくな.〇、 落ちつ s て現贲を 
觀察すべき學者すら典奢で夢中になつてしまつたが、自分の信念は黴動*たもし 
なかつた。糖て自分も出征する r 至つ/2が、戰場でも自分け檐會さへあれば持 
論を もち 出して、 才—ス ト リアとの 同盟 5: 破棄する 乙と 一日早ければ ドイツに 
取つて一日の利があ-〇、 才—ス トリ アと 手を切れば ドイツ5: 目の仇 r する 阈本 
少くなるから、才—ストリアを失つても差引き損にはなら«筈で、數百萬のド 
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ィッ 兵が— を被つ友？倒れか、つ— 家— へ—め I く、ドィッ— 
ふ 7^2めであると S ふ信念 5:述べ ^ ものであつ^。 

確かに一部 S 者2、世界大戰 SI 前から ぶッの同盟政策，て 

念！— hch 

の—备吿す IQ が あ 2が、— とい古 S な I 殳らでの 

' ォダど乙 5 r 吹く風力と聞き流3れてしまつ^。當時は一般 r 所謂『經濟 

的征服 J I、s 效果甚大にして锇牲 の 極めて少い j . 世界 征服』の正道であ 
るかの 如く考へて わたのである • 

所謂 外交の r 素人 j II 、 所謂 外交の r 玄人 j が恰も町の 子供を 引美れ ラ 
メダンの鼠捕(柱1)の如く國家圃民 —? f £亡の淵へ飛び込んで行く 
の 5: 眼の前 r 見なが ら、どぅする乙とも出來なかつ 

方 
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『貍濟的征服 j を政治の正道とし 、 r 世界平和 j の維持5:外交の唯一の目的と 
するが如きは狂 , M の沙汰であるが、國を畢げて乙れ1:訝^ず、乙れを道理と考 
へる贮至つたの《、一般£民の政治思想が麻痒して£)た/2めである。 

ドィツの工業が著しく進步したのネ、ドィツの貿易が目覺ましく發展し穴の 
も、總て强力な K 家の庇1があ〇穴れば乙 t である。然るに、一部の者«乙れ 
と反對 rH 家の存在3へも工業や貿易の賜物であるかの如く考へてわ/?。國家 
も經濟機關の一つであつて經濟を離れイは存彺するを得ず、をの施敗は專ら經 
濟の*展を目0とすべきもので、をれが國家として最も健實にして最ネ自然な 
狀態である、と S ふやぅに考へてわたのである。 

併し、 K 家《を A なものではな S 。 經濟 の發展ばか.〇を目標とする％ので rt 
な S のである。 

W 家とは商賣のために一定の領域 - r 寄つて來犮商人の集團をいふのでなく、 
種族 5: 同じくする人間がをの種族 1: 保存し、をの種族固有の使命を達铊 する 犮 
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め r 組 樺した 共同 « を s ふのである。種族の保存と種族の使命の達成、 Z. れが、 
唯* た乙れ♦たけが阈家み目的であ.〇、存在の理由であつて、經濟は乙の目的!5:達 
成すべき手段の一つであるに過ぎぬ。國家の某礎が飛初から不自然で經濟に賴 
る外に仕-^かなけ；^ば別であるが、3ぅ？ければ、經濟け決し S 家の存立 
の理由と sf 得ず、目的と1.0得な s のである。 阈 家は必ずしも一定の領 
域を所有し1く 成立し得ると W か、を S 不自然な國家 G NJ とであつ 
て、自力で種族 si — 保し、. nn 力で，て存立の S に戰2とする民族 
S 土を—とする。 唯 •た、寄生蟲の如く他民族へ唆ひ込み、色— 口實— 
けてをの生血 5:搾. 〇取る民族だけが、自身の生活 圈 として一定の地域 S: 領有し 
なくて 系 1 成し 得 るので—其の 適例 2ダャ民族であつ V ,、今日で 
は 正れ な 民族 2總てこの民族に寄生せられて苦しんでねる。 

ユダャ人の网家は、地域の制限 5: 受けず L -C 世界 r 撕•か.〇、唯*た民族の繫が 
りで出來 v をれば ょ S 。 己れ、ユダャ民族 e 他民族の國家の內 S ? 造ると 


いはれる所以である。此の如き|«.家を恰も『宗敎」であるかの如く裝つて、ア 
丨リア民族が信仰の自由を認めて如何なる宗旨 r 對しても寬容である s に乘じ 
たのは、古今無類の奸策と言はねばならぬ。何故かと s へば、モ—ゼの敎なる 
ものけ畢竟ユダャ民族の保存5:目的とせるものであつて、宗敎のみ^らず、社 
會、政治、經濟など、一般にユダャ民族を保存するに必要なあらゆる部門を包 
括して&るから■である。 

をもをも、 人間が共同 tis : 造るのは主として種族保存の本能に某くのである 
か ^)-、阈家は民族的有機體であつて、經濟的團體で«な$。此の民族的有楢體 
と經濟的團體との間には雲泥の差があるが、今日の所謂『爲政者』には乙れが 
分ら W らし S 。 それ故、彼等は！ K 家を專ら經濟にょつて築き得るかの如く考へ 
てわる。をれは誤-^で、阈家は人間の性能が種族保存の意志の下に働 S て造ぅ 
上げ穴ものである。種族5:保存せんとすれば個人を犧牲にする覺悟が 要る。を 
れ故、種族保存の意志の下 r 働く性能と s ふのは種族の穴めに自分の生命を棄 


!、11 iv 時人 

u 族-- tc ぁつ5壽— f 、 I £ つ 5 狡— 

i< 、 l!f !^y 

i ょつて出來 f Q で t。 それ故、折角 w 家 

口|:錢 

‘ゐ力其の®雲不斷で勇氣が足名いからでぁる • 5 
_家|成し8家を維持する1科との間には何の關係|い。その證 
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據に S 5 所謂經濟的繁榮 が ！ KS 健實 な元氣の表象である 場合 s 極めて 稀 
れで 、寧 ^ B 家崩潰の前兆を なして わる 場合が 甚 •た多い。若し、經濟上の利害 
•か K 家成立の根本原因であれば、 經濟的繁榮 は阈 家の 元氣 の增强 を示すべきで 
あるが、 事實 はその反對である。 

K 家を形成し、國家 5:維持す るものは經濟力であるといふ思想 « 宛ら信仰の 
如く到る所に行はれてゐる。併し、建_以来の歴史が明❖白❖に此の思想を否 
定してゐる國に於てぁ、れ•か盛んに行2れて . Q るの2特に異とすべきで あら 
ぅ。 7*0 ィセンの如きは、 g 家 5: 形成し得るものが物質力でなく、 精神力であ 
ると S ふ事實を極めて率直に明示してゐる。プロィセンでは、經濟は H 家の元 
氣が ffi /l になると共に 榮 免、元氣*か無くなると共に衰へた。殘念な•から、これ 
は 現に我等が自分の眼で見て知つてゐる事實である。 ^ 民の物質的 繁榮 は ^ S 
¢1 精神的 元氣があつて初めて期待し得ることで、 經濟的利害 ♦か國家を支配する 
に 至れば、 乙れ« 主客轉倒 であるから_ 家は滅び、 從つて貍濟もま穴亡びる。 






トイツの歷史1れば、 B 家•か武断政策にょつて强猫 If 蠢1れに 
連れて1し、蠢が S 民の—活 IE して精神方 f 抑壓 すると 、 H 家は 
瓦解し、經濟4た從つ5後して .0 る。 

これ—に、 sf 形成し、或 sf 維持す—全糖の S に固 
人の生命—てて惜—る锇牲の精神で t 、 犧牲の—る。かや—寄 

11 sfsll 、 i 證、馨上の利害の 
ため— んで 11 人 S 一 岌。人間け 1の1 
f f で死 S る •か、— の gsf で t 。 イギ1念— 學 
者の如く—の心, II れて I 、戰 f — 
し S 1 をつ ける。ドイツ 5蠢のため S ふの •たと 言 つて笑•か、 イ ギリ 
スで：！『自由』のために戰ふの •たと敎へて？。—もイギ I の自由で 

なく、 f 董の富•たと15 •トイ 又はイギ I 人の かや— 

無 f 嘲笑し f 憤慨したぅして ゐ たが、それ— ドイツの所謂政— f の 


•か戰前に於て旣に思 it 分別のな S 莫迦げ/ 2 ものにな-〇切つてゐ犮磴據で、政府 
當局は阈民をして喜/ 1 で死地に赴かしめ得る力の何たるか 5: 爻るで知らず r ゐ 
/2のである。 

一九一四年のドィッ國民ネ理想の /2 めに戰ふの* たと 思 ひ 込んで » る間け强か 
つたが、日常の蓮飽の犮めに戰ふの •たと 知る と 何も彼も 役げてし^つた。 

ドィッの聰明な『爲政者 J は、國民の氣持がどうしてそんなに變つ/2のか分 
らず、唯だ驚 s てばかぅゐたが、要するに、人間は經濟上の利害のため r 戰ふ 
の•たと知れば成るべく死を避けるやう r なるもの*たといふ乙と、生命あつての 
物種だと s ふことに氣が付かなかつたのである。子供の生命 r 係る大事となれ 
ば纜弱 s 母でも男も及ばぬ勇氣を振ひ起すではないか。種族を保存せん*かため 
或は種族を保護する家底ゃ國家を維持せんがため r 戰ふのでなければ、國民は 
喜/1で死地に就くものではない。 

以上述べて來穴乙とは萬古不易の眞理であつて、 乙れを要： 2すれば 左の通り 
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r なる • - 

凡を世の中に平和遙#によつて建設せられた國家—ものけなく、 w 家 
t ； すべて種族 保存の本能によつて建設—公もので あつて、 唯？の本—、 
或 c 大墨心 か、 或：；奸112かの 差別が— たけであ 
る大盡、んによつて建設せられ友の？ 丨 リァ 民族の勞働乃至文化明家であ 
つて、難術によつたの2寄生民族たるユダャ民族の—る•如何なる民族 
にせよ、圃家 にせよ、 糞が 種族保存の本能を凌駕し始めると、をの民族や同 
家？1 ? v,f S 民1に—'念 S — る 

やぅ r なる。 

世界 大戰 以前に於て ドィッ •か詈を f にし、海外に f 地—拓 す— ど 
の 平 f 方法によつ v 世界 美右し、或——服し得るかの如く 信じて ゐ 
たのけ、 K 家を形成し維持する健全な道德墓れ、^ JS 德から生れると乙る 
の見識、意力、決斷1 く失つて*2|1であつて、をの必然の結 
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果があの世界大戰であう、あの惨敗であつた。 

ドイツ H 民が一般 r 精神的元氣を忘れて物質的繁榮 r 走つたと S ふ2.とは、 
一見不思議な謎である•ドイツ乙を純然 72 る武断政策 r よつて打ち建てられ犮 
H 家の標本ではないか•ドイツの胚種とも s ふべさブ P イセンの建！！ は 赫今/2 
る武力によるものであつて、金融によるものでもなければ商 II によるものでも 
なか〇た。ドイツもまた、武斷政策の實行と軍人の大勇との立派な 結實に ほか 
ならぬのである•此の如きドイツ_民の政治本能がどうしてあのやうに麻痒し 
た力。墮落し^のが國民の一部なら兎も角、3うでないから不思議である*何 
か知ら腐敗歯とも S ふべきものがあつて、をれが宛ら鬼火の如く數限6もなく 
めらめらと燃え上つて國民の身體を燒き、或は惡質の腫瘍の如く所構はず W 民 
の身® 5: 蝕んでわるやうで、をの毒素が何か祕密な力によつて 絕 i ず血管 ( fc 汴 
がれ、曾ては尙武を以て鳴 〇 た國民の身® の 毛細管の端爻で浸み込んで、 健全 
な 理性をも、犟縳な自己保存の本能をも、*たんだんと 麻 ^せしめたかのやうに 
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見 4 る。 

自分け一九二一年から一九一四年に かけてドィツの同盟 政策や經濟政策を檢 
ベながら上述の 謎を 繰ぅ返して考へてみたが、その唯一の囘答としていつで本 
出て来るも s 、 -m 分•か曾5ィ- ンにゐ S に旣に別の方面から知る乙との 
出来た 勢力、 卽ちマルキシズムであつ穴。 ドィツ 闕民を腐敗せしめ方ものけマ 
ルクスの 教義、 をの 世界觀 、をの 組織力で ある。 

含で、 15び 此のニク £ 義と S ふ破壤の敎義を研究した。今度は 
日常の雲 y 左右せらる、乙となく、政界の時事を醫しながら敎義を研究し 
た。ニクスの理論と、これに基いて政治、文化、經濟の各方面に行はれてゐ 
る實際運動—照し合せて、此の破壤の教義の色々な影響を研究した。 そして 
自分2 初めてべ t の 如 — QH 際病を克服 X とする努力に對し孟注意を 
拂ふやぅ r なつ/2のである。 

自分 s ビスマルクの 祗會 主義取締法を硏究してをの目的や結果を 仔細に調 
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杏し、マルクス主義に 關 する自分の意見の誤ぅ r あらざる乙とを 深く 確信する 
に至つた。爾來、マ，クス主義に闋する自分の持說は寸亳も變らないのであ 
る。 尙ほ 、自分は 更 r 進んでマルキシズムとユダャ人との關係をも根本的に 硏 
究した。 

曾てゥイ t ンに £} た頃の自分は、ドイツを以て確固不動の堂❖たる大阈と思 
つてゐ犮。然るに今や、自分は色 ❖ な不安に囚はれざるを#なくなつた。 A 分 
はょく友人とドイツの外交に就 s て 論じ合つたが、同時に、ドイツ*かマ， キシ 
ズ-ムを甚だ手輕に取ぅ扱つて£>る N - とに就いても論じ合つたものである。マ， 
キシズムは ドイツに取つ て 重大な問題で あり、 一大憂患である。放置して意の 
ま、に橫行3せたら、其の結果は測り知るべからざるものがあるに違ひな S 。 
然るに拘らず、 HS : 擧げて肓目の如 <• 蹣 « として危險な深淵に近寄つて 行く の 
は何としても不可解と s はねばなら0:。哀れな卑怯者は r 何で本な S 、 何でも 
な sj と s ふが、乙の r 何でもな sj が危 s ので r 自分は今日世間1觥 r 對し 




て乙れ4吿して—か、當時に於ても友人—して同じ——吿してゐた 
のである。—、かや i 心の油斷で亡びた5少くない •？ ドイツだけ，、 
己の例に&れて亡？ S 道理 s なか— 

一九Iから一九一四年に かけて、初めて、 自分は色—の人今にマ 
ルキシ f の——摘し；イ,國民の今後の問題•か二 t f の打倒咬 
1 S 明した。 芝人令の 一部け 今日忠實 §民社會主義運 f 支持し 

ドイツの 誤れる同11 s ニキ シ f 1 ほか —3 •ニキ 
シズムの— J 雪が何時 SS 健—經濟觀I の 根 f 
悉く破壤 し、 fils 毒——が—— の 行動—1な人的 
の 必ず#拒すべき世界觀、卽ち ニキシ f の 展開で あ f と S 付か f ゐ 
ると >1るにある。 

トイツ S 民 S 精神-^た 'S ぶ以前から堕落して怎。唯♦た、人生蜃•乙れを 


見る 如く、 誰 本が自分の生存 5: 破壤 する ものの 正體を 明かに知ぅ得なかつただ 
けである。病 ^ の 治療に着手した 乙と， s ： 時に (1 あつたが、 症狀に誤られて病源 
を知ら衣かつた、 また 知らぅ と名し 衣 かつた。をれ 故、 マルキシズムに對 する 
闞爭 は* « 者の 無駄口と同じで 何の效果 本なかつた ので ある。 

註1 ハメルンの町に貝が淨山出て始末に困つてゐた時*不思讓な人間が現 はれて町中の M を 
笛の音で ff て捕へてしまつたが、最後に町中？^を—ひ寄？海中へ 連れ去つ 
たとい ふ傳說0 (譯者) 

註2 シルレルの「ヮルレンシ1 タィン 」中の一句0(_者) 
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第五章 世界大戦 ■ 

I 

自分は、小3な腕白の頃から、商人や役人ばか.〇が幅を利かす現代に^れ合 
せた2.とを殘念に思つてゐた。歴史に残つてわるやうな華々 しい戰带などけ 二 
度と見られず、乙れからは『平和的國際競爭』の時代であ.^、力づくで W 5: 守 
るのを止めて、あ互に糠かに瞞し合ふべき時代であるやうに思は n /2 •阈 とい 
ふ ar か•たんだんと企業家を氣取うだし、地盤を爭ひ、顧客 r 媚び、註文を取り 
合ひ、ひたすら利益を貪るやうになつ/2。阈といふ阈が他変もない大擊を張6 
上げて競う合つて ft るのである* このま、 進んで行けば世界 rt やが -C 誰に ネ氣 
に入るやうな一大百貨店にな^0' 仑の 入口に最，^狡猜な手代と最も 凡庸な役員 
との 胸像を永久に 飾. 〇つ讨る乙と r なるのではなからうかと思はれる03うな 
れば、 ィギリス 人は手代に なう、ドィッ人は役員になる r 違ひなく、をしてユ 


ダャ人は—桩等自身の言ふと乙 ^ r 依ると、少しネ餹け^乙とがなく、いつ 
も r 出して j 试かうゐて、その上に大抵の言葉 5 : 知つてゐるか^—損得を考 
へずに進んで店主$:つとめるに違ひなからう。 

自分は同じ生れるなら有年も前に生れて來ればょかつ犮と思0犮。例へば、 
あの解放戰爭のあつ穴頃：：：咬•た『商賣』を離れても生き甲斐のある時代でけな 
か - P たらうか。 

どう考へて本生れて來るのが遲すぎたやうに思けれて腹の立つ乙とが多かつ 
た。『安寧と秩序と J の外に何もな S 現代が氣に喰はぬのである。運命と S ふネ 
のは意地の惡 S もの•たと思つた。もともと自分け子供の頃から『平和主義者 J 
でなかつ穴し、ま穴、誰が何と言つても平和主義者 r な.〇得る自分でもなかつ 
穴•をれ故、南阿戰爭の勃發は仑の頃の自•分には宛ら旱天の遠雷であつた • 

自分* 1來る日も来る日も新聞に S うつ s て貪るやう r 電報 や 通信?: 讀み 、記 
事を通してせめて遠くからでも勇^しい戰爭を眺め得るの 5 : 仕合せに思つた。 


31a 日露戰爭の•勃發した頃には、自分ももうだ S ぶ成人してわて、從つて何で本 
注意して考へ——て笑•日露戰爭に關して意見—? 時には、 自 
分は最初から日本に味方をし穴。乙れけ、•をの頃の自分が何事に つけて為民 
とか民族とかの立場から意見 5: 立てるやうになつてわたからで、 ロシアの 敗ヒ 
は卽ち才-スト？ア r 於けるス.ラゲ民族の敗北なうと考へて 、日本 r 力 痛を入 
れ犮のである。 

日露戰爭から爻犮幾年かの歲月が流れ穴。曾て、年少の自分 にけ、此の世 f 
の平和が f で两って腐つた泥沼 Q 如く思 s れ洛、それ•か實登の前の碎寂 
. r ほかならなかつた乙とが渐く分つて來犮。自分が ゥィ ーン r ゐ穴頃 r もバレ 
ヵンにけ旣に腾風を豫吿するあの誓陶しい蒸し暑 3 が漂つて&た 〇銳い 稍 妻も 
時折う閃めいたが、をれ i ぐ消*て、天地け其不氣味—黑— つた。と 
思ふとやがて第一次パルヵン戰爭が起きて fi 烈な突風がョ_»»，パの天地 
f くつ友。をれ以來、ョ•口，パ5 f 彼も神趣—に I 、重苦し 
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s 惡夢 r 魘3れ通しで、明日 r も戰爭にな $3 うで不安で不安で穴嚏らず、遂 
には、とて^避けられ W 戦爭なら"いつ t 早く始つて吳れたがょ s と、却つて 
戰爭になるの5:願ふやう r なつ穴•をの時、早くも、凄^じ s 電光が大地5:つ 
んざいて空が荒れだし^•世界大戰の砲聲がとゞ K： き始めたのである。 

才—ストリアの皇健 フランツ' フ * ルディ ナン ド 太公暗殺の報が ミ. ユン ヘン 
¢1傅つ/2 時、 自分は丁度家にわて、事件の顚末に就 S てけ唯* た 大體のことしか 
分らなかつたが、 何ょ $も先づ心配し犮の《、短銃を放つたものがドィツの學 
生では ある嚏いかといふ乙とであつた。フ .* 〇アィナンド太公は常に才-スト 
9 アのス ラゲ 化に努めて わられ /2 から、己れ に 愤慨 し方學生が太公をドイツ 民 
族の敗と認め、太公1:除いてドイツ民族を 救 rl ん としたの かも知れない•若し 
3うだとすると、結果«大變な事 fit なる•才-ストリアのドイツ 民族 rt 必ず新 
し s 迫害を受ける r 違 ひない•ドイツ民族は全世界が舉つて『尤もな理由の あ 
るものと して 是認する j とこ^の 迫害を新た ¢1受ける r 違ひな s のである •併 
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し間もなく下手人らしい者の名前を聞き、彼等がセルビア人で—を知る 
に及び、¢1分 t ; 今更ながら天命の怖スし壽知つて思はず身慄 ひを 覺免た。* 

スラゲ民族の最大の友け狂熱的なスラゲ蠢1に仆れたのである。 

才丨ストリアとセルビアとの關係け當時旣に騎虎の勢とネいふべく、行く所 
まで行か— ば fls 狀2き . T Ms — し V 兩 SQ 關 f 觀察 
, L てわた者にけ 明かな 乙とであつ^0 

今日に1ィ-ン政府 Q 最後通朦の形式や內容がどうのかう のと 言ふの 
£J 誤うである•才丄トゾアならずとも、あ？うな立場、あの— な狀 態に 
置かれたら、あのやうにするほかはなかつ？—う•セべ ヒアは f ス トリ 
アの.南證あつて而も才，ストリアの不俱戴天の宿敵であつた。頻うに才—ス 
トリアに挑戰して一•步ネ讓らうとせず、才—ストリアを粉碎すべき好檐 の到长 
を战つてゐ2である•あの時11かつ—、遲くとネフラン了ヨ 
ゼ—御 S 美つ V •事1した 1 S なく、—とにで f も 




のなら、才— ストリアと しては最早や抵抗ら しい 抵抗を なし 得なかつたかも 知 
れな s ❶祀蔹でなく、本當にかく麥慮すべき理由があつた•近年れォ-ストリ 
アはフランッ.ョゼフ皇帝唯*た一人の力によつて支へられてゐ穴やぅな名の 
で、從つて國運を一身 fit 擔はれ犮老帝の崩御ば大衆の威情から言へば K ちに K 
家の滅亡でなけ n ばなら W •贲を s ふと、崩れかけた才—ストリアがョゼフ皇 
帝の不思議な®術によつて支へられて.！3るかの如く見せかけ穴のけ、スラゲ民 
族の術策であつた。皇帝の治綾とは似て本似つか«乙とを宣傅して、世間を欺 
くと共に窝廷に諂つ穴のである。而珞乙の甘言の中に隱されて to 穴毒が誰 r 名 
分らなかつた•才—ストリアが專ら此の所謂古今の r 明君』の英邁なる統治に 
よつて存立して D るのであれば、ォーストリアは他日必ず阜帝の崩御と共に 瓦 
解せ ざるを得な s と s ふ乙とにならぅ•然る r 誰も乙の乙七を考へなかつ穴 • 
否ゝ寧る考へよぅとしなか〇犮のである。 

卽ち、 才 r ストリアなる 圃家け旣に老 皇帝を別にして は考 へられない本の r 
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なつてミ。曾て、マリア•テレジ，アを襲つ？—悲劇が乙、に再び級— 
3れて、 ii 家：：；再び分裂するに決つてゐたのである • 

故に、ク / N 政府2避けょう i へば—避け得—避けないで 無理 
に始め S •た、と非難するのは誤うである•戰宰けどの途輩や避け G れなか 
つたのである•少しく先きへ延ばす fs 来たかも知れの*か、をれ i くて 
一年力一一年かである。搴八、ドイツや才— ストリアの 當 局け 避く ベから f 現 
爭を無理？先きへ延ば看として、遂11利— f 開載するの巳むを 
得 fs つた•外交とし5拙 S 拙—本のと謂ふべきである • 5上に尙 
ほ平和—持しょうとして何かやつてをれば、—3つと不利—機に始つ 
たに違ひな $• M れ2誰？ p 疑； s 得な S と MfC であらう。 

ト イツと しても、あの戰爭を避けたら、をの友めに生じる重大な結果に就い 
て豫め覺悟して—ければ f なかつ？ あらう。ドイツが手を 引けば、世を 
1げてドイツ®敵—ば fs や— sf — つ衾も知れ c 
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が、才-スト*'アはドイツの參加 すると否と に 拘ら ず、結局、 ど乙 かの 國と戰 
爭をしなければならなくな0たに違ひなく、をの結果 fl 才—スト V アの分割と 
い ふ 3. とに なつたであらう . 3 うなれば、 ドイツとしても 歎つ て li てゐるわけ 
に ゆかず、默つて見てゐ犮ら才-ストリアの分割 5: 成行き r 委せなければなら 
なくなるから、否でも應でも戰爭 r 參加せざるを得ない ことになる*卽ち、戰 
爭は ドイツとしても どの途避けられなかつたのである • - 

實を S へば.今日になつて世界大戰の勃發を最も激しく呪ひ、悧口 3う ictt 
判してゐる連中 m そ、最も惡嫌な方法にょつて戰箏を助成した連中 r ほかなら 
ぬのである。 . 

社#民主黨 rt 以前から卑劣な方法に ょつて B シアに 對する戰爭 5: 焖動し、 中 
央黨は > K 敎上の關係から常に 才-ストリア 支持を ドイツの 外交の HU 目と してゐ 
穴•世界戰带はかやうな妄想の結果であるから、社會民主黨 や中央黨乙を共の 
責任 S : 負はねばなる^ S 。 來るべきものは必ず來る •何としても 避ける 乙 と» 


318出來 ない ので ある。 平和を維持する乙と r 汲❖として開戰の好機を 逸し、 世界 
平和1:維持せんがた めに 誤れる同盟を結 / 1で、遂に ドイツをして英米 側聯合 W 
の锇牲たら しめ S 2、 確かに ドイツ 政府の罪であるが、世界平和を維持 せん 
とする ドイツの 努力を阻止した ものは 世界大戰の遂行を 決意せ る 聯合 國であ〇 
た。 • 

づイ-ン政府の设後通縢がもつと穩かな形式のものであつ/ 2r しても、： as 果 
は同じであつたに違ひなく-寧る、ゥイ—ン政府は國民の愤激 を K つて溃れて 
ゐたかも知れない•何故かと言へば、あの最後通嫌の文句で3へ_民の眼から 
見るとまだまだ生溫くて、決して奇烈なものでも亂暴—ので 1かつたから 
である。今日 r なつて、をれは違ふ、をんな筈けない、 とい ふ者があれば、 を 
れ 乙 を健忘症の莫迦者か、をれ とも 故意の虛言 者である。 

一九一四年の戰采は決して政府♦か W 民に强制したものでなく、 國民の方で熱 
望し穴ものである* 
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當時のヨ I 口，パは一般 r 不安 r 包まれてゐ犮。 k 民大衆は一思 ar 此の不 
安を片付けょうと思つ 7^2 のである❶大戰の勃發 を 見るや否や、ドイツ ニ百萬の 
壯丁が進んで軍旗の下に馳せ集6、喜んで最後の血の一滴をも捧げて, gn ?: 護 
らんとし/2の も ^のためである。 

自分は爻だ若くて生溫い平和 r 厭き厭きしてゐ/2か•ら、開戰の報を聞くと救 
はれたやうに思つ n 今日でも、自分は、あの時に嵐の如き感激に打たれて思 
はず跪5ながら、かうした時代に.生れ合せた幸福を天に對して心から感謝した 
乙とを公言して憚らぬものである。 

前古未曾有の大戰が始つた。解放の戰爭が始つ犮のである。やがて、大衆の 
間 r も、今度の戰爭はセルビアや才-ストリアの運命に關するものでなく、贲 
にドイツ k 民の死活に關するものである？ - とが分つて來た。ドイツの阈民本漸 



くドィッの將來を戚知する— ら たのである。 それ 故、大戰勃— 間—、 
感激の陶醉？にも一脈联鴦な氣が流れだした •をれでなくても、 W 民が联肅 
I るといふ 乙と 2非常に大切であつた。 M の 大戰がドィッ网 民の 典 亡に 關す 
るものである 乙と を自覺 しなければ、 國民の奮起も躲香 花火に随し去らざるを 
得な so 然るに、戰爭が長期に互るかも知れ g といふ乙とは、當時一般圃民 D 
思ひも寄—かつた と乙る で、國民の大多數は、冬5また家へ歸 つて来て 写 
び平和な仕事5:續け得るに至るであらぅ と 夢み て £> たので ある • 

人間«仑の欲する と 乙^のもの 5: 望み、 ^ た信ずる ものである•圃民の 大多 
數は何時{でも績く不安な狀態に厭き厭 t て£>た•されば乙を、才—スト9 
ア、セ，ビア間の紛爭 -5: もなほ平和的に解決し 得るものとは 信ぜず、武力にょ 
つて徹底的比解決せん乙とを望んだのである。自分も乙れ5:望ん*た何百萬人か 
の中の一人であ〇た。 • 

皇储暗殺の報が3ュンへンに傳つ犮時、自分の頭をかすめたものが 二つ あ 〇 
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た•乙の 事件 « 必ず 戰爭 になるであらうといふ rJ とが一つ、才—ストリアは否 
でも應でも 同盟 S : 績けてドイツと1 緒 r 戰 はねばならなくなつたといふ乙とが 
一つである。自分が從來常に惧れてゐたことは、才丨スト9ア♦か直接の動 ti と 
ならなくても、ドイツは何時か2.の同盟のために戰爭を始める乙とになるかも 
知れぬが、をの場合、才丨ストリア《內政上の理由から逃げはしないか、ドイ 
ツを拨ける乙とは出來ぬのではなからうかといふ乙とであつた•ドイツを援け 
ょうとすれば、國内で多數を占めて£>るスラゲ民族が直ち r 妨害を始める r 違 
a '^ s 。 スラゲ民族として fl ドイツを援けるょうも才—ストリアの瓦睜を圚办 
たいのである。然るに、今やォ-ストリアが直接の動機となつて事件が起きた 
のであるから、自分の心配は祀豪 r 終つた。ォーストリアは欲すると欲せざる 
とに拘らずドイツと一緒に戰はねばならなくなつたのである。 

ォーストリア、セ，ビア間の紛爭に關する自分の意見は簡單明瞭であつ^。 
此の 戰爭《、單にォ|スト9アがセ,ビアを膺撤するために行ふべきものでな 




く、ドイツがをの存亡の友め此戰ひ、ドイツ _ 民がをの死活の 5 に、をの自 
由と將來と QS に戰ふべ—爭で—ビスニクの雲したドイツけ今乙 
Is ければ fs 。 I •か曾てヮイセン r ダ、セダン、ず I の會戰 
に於て鮮血— VI した t §5 f イツ2茲 s ? i しなけ 
れば f 3。 NJS 爭ば、ドイツは領土も廣く人？多い具の大 H とし 
て再び世界の{^强 K 伍し、再び平和の大守護神とな ぅ 得 ベく、 平和を維持せん 
がため S 民の食物を制限しなけ sf 5や f — く I ので ある。 

自分は、子供の頃から、自分の H 民的威^*か決して空虚 I 想でないといふ 
乙とを少くとも一度は行爲 r ょつて證明し穴いと思つてわた • 本當の資格— 
くて萬歲 5: 叫ぷのけ罪悪で ある やぅ r 思へてならなかつた•戯れといふ戲れ •け 
悉く影—めて—の冷酷な手•か人間の志操の異僞 If 秤ら 始める、をの 
I 次1で一度で蟲3れ§?ければ萬 f い会？使つ5 .f g 
のではないか。自分にはまだその資格が無いと思ふと實 r 厭な氣時がし2。？ 



から自分 4 幾百萬の人々と同じく、穴うとう此の厭な氣持から救は n る時に班 
6合0犮喜びに胸を蹓らせたのであつ农。自分は何度もドイツの國歌「ドイ， 
チ-1ランド.ユ丨バ_ •アルレス唱ひ、聲を張6あげて萬歲を叫んだ•自分 
も遲れ ばせながら恩寵 r 典つて、 H 民の一人として自分の抱 S てゐる志操の 異 
實 is : 立證せんがた め、 永遠の 審判 者犮る神の法廷に立ち得るやう r なつ穴らし 
く思つたのである•自分は最初から戰爭は避けられな5,ものと思つて»犮が、 

$よ s よ戰爭 r な〇穴^:物なんか直ぐ棄ててしまふ積-^でゐ犮•をして、甘 
た、自分の働くべき場所は曾て內心の聲がはつき.〇指し示して吳れ犮場所、卽 
ちドイツでなくてはならね乙とも 自分 rrt よく 分つ て £) たので ある* 

自分は主として政治上の理由から才—ストリアを去つたのであるから、いよ 
s よ戰爭•か始つた時 r も、自分はやは6自分の信念に從つて行動した。乙れは 
言ふまでもな S 乙とである。ォーストリアのためには 戰 CA たくなか〇た•か、ド 
イツ民族のためなら、ドイツ民族 $:■ 代表するドイツの穴めなら、自分は$つで 


も死ぬ る覺 悟で £> たので ある。 

自分 S ど M かブニンの聯隊に入れ53度 sis 、 ： P ン國弓 
I ドクご三—對して願書 I し出した•を S 八月三日の—つ 
た。當時、政府 S 確かに多忙を極めてゐ友から、請願けし？ ののなかなか畔 
可！：：下—いと思つて， q ると、案外に本其の晉に早くも囘答が來た。をの幸 
の—び C 非常 f のであつた。震へ——き、願ひの通上 i 
ルンの或る聯隊 S 頭する1 svf ? 讀ん•た時 S 、 胸の底から 
歡喜と感謝とが®れて來た。 A がら數日後—分2初め v 軍服を着たが、写 
6仑れを脫い•たの«約六年後の 2. とで あつた。 

ドィッ人なら誰でも—であつた•と思ふが、1 安生涯 I じて最ネ 
忘れ難 S 時代'かこ、に始つたのである•乙の大戰の樣 々な事件に較べれば、 過 
去の一切：2殆んど無にも等し S 。 大戰の十遇 年を 迎 へ？ 日乙の 頃、 自分は ド 
ィソ民族の悲壯な間爭幸にし V 自分-^ 參加する NJ との出來友,〇の 大决_ 
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の始 〇た 頃の 乙とを 思 ひ出して、誇うと共に悲しみ 5r 费免 ざるを得ない。 

色々な光景がつい^ • 日の事のやう r 次から次へと眼前に浮んで來る。愛する 
戰友 r 伍して軍服を着け、初めて行進し、初めて敎袜し、をれから尙ほ樣❖な 
乙と5:して遂に出征するに至つ/2自分の姿も見ぇる。 

他の連中もさうであつたらう が、 自分に本當時唯*た一つ心配な？-とがあつ 
た。をれは戰躲へ出遲れはしない•たらうかと s ふ乙とである•これ*たけが氣に 
か、つて動系すると落ちつけなかつた。*たから、新しい戰果 5: 聞いて歡聲をあ 
げても、自分は同時 r 何 かしらほろ 苦い ものを 感じた。新しい勝利 5:聞く ^び 
に、自分等 {1 間に合はぬかも知れぬ?:'と思はざるを得なかつ穴のである。 

併し、をのうちに、 ミュンヘンを 癸つ て義務を 果すべき日が來犮。自分は此 
の時に初めて ライン 河5:見た。 ライン 河は ドイッの 河の中の河である。自分等 
はこの河5:貪婪な仇敵に對して護らんがために靜かな流に沿つて两に走つた。 
具$始め穴朝日の和かな光が朝霧の柔かな帷帳を通して-一-デル7ルドの普佛 
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戰爭記念碑戾か&照し出した 時、 果 VJI く長 si 列車？から 聞き惯れ 
た r ラィンの守之の歌が曉の空へ ひ v 美つ穴。 自分の胸 £極つて張ぅ裂 

け3うであつ^。 

纏てじめじめした寒いフランドルの夜になつた。 A 分等2夜を®して默々 
と行軍し穴。霧が晴れて夜が明け始めると、俄かに一癸の砲彈が 朝の挨拶をす 
る S でで 1るか Q 如く ff 立5飛んで 來た。 小 If か想つ友地 
面を叩 i が Is 音—てて隊伍の間 y 飛び散つた。をして、小—雲のや 
ぅな硝煙が—消毒ら g 間に、二百人の戰友が喊 f あげて最初の突蓽を始 
めた。 それから 付、唯 ♦たもう、鳴る、容く、¢1:る、 咆 免るの戰 3 であつ た。 誰も 
彼も 熱つ ぼ S 眼 5:して Bf - 進した。足 W ^ A だ / t 速くなつた。をして、遂 こ、 兼 
畑や生 簾 I した 所で 白兵戰を始め衣。すると、遠くの方から W 歌が聞 i て來 
た。をれ が♦たんだん近づ s て中隊から中隊へと傳つて來た。をして、 自分等の 
戰列があ2や死 SW 食— るかと 思2 れ^ i 時に、. E 分等4に？ 退けて 馱 



ふ10とが出來るやぅ¢1なつ穴。自分等も^穴『ドイツよ、比ひなきドイツよ、 
世に比ひなきドイツよ J と歌ひ績け犮のである。 

自分等《四 B 後に歸つて來犮が、をの時贮《もぅ步き方まで變つてゐた。十 
七歲の子供^でが大人の如く逞しく見えるやぅ r な〇てゐ穴。 

リスト聯隊の志顧兵はまだ十分な戰鬪敎練を受けてわなか〇^か、決死の覺 
悟に於ては古參兵に劣らなかつた。 

乙れが自分の初陣であつ穴。 

，かくして一年又一年と過ぎ、戰爭 r 關し穴甘 s 空想は消 t て戰傈が現は n て 
* 來犮。威激は次第に冷却し、熱烈な歎呼の聲も死の恐怖に屋し潰され穴。阈の 
穴めに死 W るのは各人の義務であるが、自己保存の本能は死ぬるのを嫌がる。 
誰もが此の本能と義務との板挟みになつて悶えねばなら W 時が來たのである。 
自分も此の本能と義務との葛藤を免れなかつ穴。死神 r 追ひかけら - n る允び r 
何時も妙なもの•か頭を本たげて來た。臆病と s ふ奴である。如何 r も理性であ 
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るかの如く裝つて弱い肉管欺か！•か、— 實 f く理性の f を 
して 人—：:—病で t ‘れ奮 tsf とし5 力 引つ 張る、？ 
する f s ふ 場合醬分慕惑 t 救つ I れ交 S — 殘つ ft 良、レ 

てきた。—ふ臆病が f に用心を促し、 If 高くして、しぶ 
とく厚かましく—と、良心の反 fl と激しくな S 。 かぅし 
い？—?け—、 f 、 _1 

I 着で—。一九一五年から一九一六年—ての冬 g 、 自分の M 
Ur て— i — •出征 ——、 f 
突 f „1 、 If ii 。 

爾來盡 i 」！2 f II ず、— 

失けずに、運命の最後の試煉 I け！か出— Ig で t 
力くして若 S 志願兵：2何時の間にか古參兵に なつて®た。 

?、かやぅに變つ211人 I く、—5ぁつた • f •か，、 
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斷の戰鬪にょつて老練になう、剛毅にな0/2•唯*た、嵐に堪へ得ざる者*たけが 
嵐 r 倒れ/2のである。 

軍隊もかうなつて初めて依打が出る。二年も三年ネ 、兵器、兵數 共に優勢な 
敵軍を對手にして間断なく彼方此方 r 轉戰し、餓餓を忍び、缺乏 r 堪へて？, を 
無雙の軍隊の眞價•か現はれるのである。 

今後幾千 年の歲月が流れ去らうとも、世界大戰に於け る ドイツの軍隊を忘れ 
てけ軍隊の勇敢5:語る乙とけ出來 W であらう。ドイツの軍隊？: S へば、過去の 
帷帳の中から灰色の鐵兜の立ち並ぶ鋼鐡の戰線が現はれて来る。 榣がず、 退か 
ず、乙 n 乙を不滅の記念碑である。苟もドイツ人にして此の世に存する限う、 
乙の軍隊乙をドイツ民族の壯丁であつた乙と5:忘れないであらう。 

當時、自分は軍人であつたから政治に頭5:突つ込まうとけ思はなかつた。^ 
た實際にを/1な時で枣なかつた。併し、今日でネなほ自分け、あの頃の皆下層 
の荷馬車挽きの方が祖阈に對する奉公に於ては最上層の人々卽ち『議會人』ょ 
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$もずつと優れてゐたと信じてゐる。異面目な人間が言ふべき事ネ言はず r 默 

默 として 戰躲に、銃後に各 •その義務を果して ゐる 時に、 唯 •た 鏡 舌のみを 事と 

して &る讅會人 ほど 僧ひべき者はなかつ穴。事實、自分け當時？ -れ等の『政客』 

なる％ のを 惡ん•た。出來る乙 となら 自分は議#人 r ょつて娥兵大隊を編成した 

であらラ。3すれば、彼等讅會人も異面目で正 is な世間を惱爻す乙ともなく、 

毒する乙ともせず、為互の間で好きな•たけ心ゆく爻で喋言る乙と*か出來たで b 
ら 5® 

今言つた通-0、當時、自分« 政治の乙とをかれ2.れ言 « ぅと«思««:か02 
•か、 事一度國民の運命に關するとき、特に我等軍人に關 するときは、知らぬ顔 
ばか$もして& られ衣 かつた。 

當時自分の默視し得なかつ穴有害な事柄*か二つ あつた。 

その 一〇は、勝利の報道が來始めて間も無く、一部の新聞が早くも_民の威 
激へ水5:差し始めた2.とである。大抵の人は暫く^れ耙氣が付かなかつ/2やぅ 
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であるが、 さも好意から、或は善意から 、或は 親切な老婆心からでもあるかの 
如く裝つて狯❖に水を差したので ある。 勝ち贶 ar 夢中になるのはどうかと思 
ふといふのである。仰々しい贶贺などは大國民の襟度に相應しくな V * と思 ふ 
が、どうか。ドイツの軍人が勇猛果敢なのは言 W でも知れ穴乙とであるの r 、 
をれ S : 今更夢中にな 〇て 喜び騒いで は 外國に對して も 面白くな い。 狂喜して度 
を失する ょ 6本静か r 上品に祝 ふ 方が外聞がょいで W ないか。のみならず我等 
ドイツ人が今日で もなほ 忘れて なら！ 2 乙と 《、戰# はもともと ドイツ人の 望 If 
と乙ろでなかつた と s ふ 乙とで、をれ故いつで本嫌和の用意のある乙と を 男ら 
しく公言するのは少しも恥でない。仰々しく騷ぎ立てるのは軍隊の純粋な功業 
を汚し、外 s の誤解を招く所以であるから宜しくな s •典の英雄は己 n の功業 
を 誇らず、 默つて靜かに?:れを忘れるものである。此の謙譲の美德ほど歎稱す 
べきものはな v » 。偉大な事業は總て謙讓の美德から生れるのではないか 。I 
かやうな乙とを言つて水を差し y 2 のである。 
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11民£祭う f M 文文士の美的威情に對す—辱であつ f しい • 1 
二文文士， dS つを磔柱にでもかけてやつたら二度とそんな侮 f 咸じ3せな 
S で濟ん•たであらうに、ドィッ S 戈 f —、 却つ1士の言ふ 
ま、に『相應しくな S 』 勝ち S を戒め始めたのである。 

誰 i が付か— 21 であるが、感激とい 古 S 一度 冷めてしま ふと 
I や必要に應じて喚び起す こと sf いものである。感激け—であるか 
ら典奢狀態？、—け S 績か な、典奢があつてをの精魂— 
けて戰爭を言遂げ f ? t 。 I を抑へ て— に勝てる わけ•か 無い。 

鐵 M して f 間にこれ—へねば fg •か、.鐵 I く火•か 5 的』感情な 
とで f に f 立つ本のでな 5. NJ と S 、 大衆の氣持を知う f I ど知つてゐ 
る自分 S ょく分つて念。情熱 — f うとしないで、唯 f いて 
ゐ—ど S 狂氣の沙汰としか思へず、幸に—ほ燃ぇてわる情熱—へ水 I 
3うとするに至つて2言語道斷と言はねばなら Q 。 

• 泰 
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乙れ♦か自分の默規し得なか 〇 穴事柄の一つであるが、 い甘 一つ憤慨 r 供へ な 
かつ^ Z. とは、 マ グキシズム r 對 する 世間の 態度である •世間は， 〇のペストの 
如き マルキシズムに 就い -C 何 本 知らず r わると しか思へ ない•政府が 今後は攻 
黛政派の別なく擧 W 一致して外敵に當らね ばならぬと言ひさへすれば、 マ 火キ 
シズ ムの 諸派 も 承知して政爭を 遠 虛 するであらうと 大眞 面目に考へてゐ穴 やう 
に 思はれる。 

と 乙 /. が-乙のマ， キジ ズムなるものは もともと 政黨政派で なく、 全人類を 
破滅せしめざればや芡1«敎義である。世間には乙れが分らなかつ穴。尤もユダ 
. ャ化した大學では、マルキシズムが人類を破滅せしめる教義*たな どと いふ 乙と 
は敎へな s し、世間の人❖、特に高級の役人は概ね莫迦げた自惚 r 囚はれてゐ 
て、大切な事は旣に啊もかも大學で習つてし^つ穴 -1? だし、大學で敎へぬ やう 
な乙とは碌でもな s 乙とに違ひ-*いから、仑んな事を害いてある本5:わざわざ 
探し出して勉强するには當らないと思つて £) るから、分ら W のネ無里けなかつ 


334 


た。偉大な變革もかやうな『頭腦』には馬耳東風である。 H 家の施設が槪ね私 
人の施設に遲れるのも乙れがためである。百姓は自分の知ら W 本の 5r 髮< な v » 
と S ふ俚^があるが、かやうな「頭脳 j の,〇とを言つ^もので あらう 。勿論2. 
れ r も少數の例外 fl ある。 

一九一四年八月の開戰當時になほドイツの勞働者をマ/ , ^ クス主義者と 同一 M 
してゐ农のは全く沙汰の限.〇であ〇て、ドイツの勞働者は當時旣に乙の厄病神 
と扶を分つてゐたのである。3ネなくば、ドイツの勞働者は決して出征5:肯ん 
じなか〇穴であらう。然る r 、 愚か r も世間でけマルクス主義者が『國民主義 
者 J になつたかの如くに考へた。これほど大—誤.〇は無いが、乙れ も 要する 
に■家を指薄すべき役人が?:れ爻で一人としてマルキシズムの本質 S : 研究して 
ゐなかつた證據である。3もなくばかやうな誤うを犯す替がない • 

マルキシズムの究極の目的«非ユダヤ的な民族 H 家の絕滅である 〇仑れ 故、 
一九一四年の S と同時に從來二 tv 4に染つて名ドイツの勞働者が多 
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年の惡夢から醒めて敢然として祖 H の急に赴くに至つたの1:見ると、マ，クス 
主義者は愕然として色5:失つ犮❶_民を欺_してゐ/2マルキシズムの破廉恥次 
出麵目も僅か歎日の間贮溃ぇ、六十年贮亙つて大衆に注ぎ込んで來た妄想も跡 
も無く消 iL 失せて、後には唯♦たマルクス主義の指導者穴るユダヤ人のみが獨6 
淋しく取$残されて £) たのである。乙の時ほどドイツの勞働者階級を欺瞞して 
£>た連中の當惑した乙とはな S 。 併し、彼等指導者はをの身に迫る危險を認め 
るや否や忽ち僞つて態度5:變へ、厚顏にも_民の真似5:して阈民と共に威激し 
て見せたのである。 • 
乙の時に乙を、ドイツは H 民 5 : 毒する誰欺師仲間のユダヤ人を一掃すべきで 
あつた。ユダヤ人が如何 r 絕叫しょうと、悲鳴を上げょうと、をれには頓着し 
ないで、ドイツは此の檐をはづ3ずにユダヤ人 5 : 手つ取う早く片付けてし^ふ 
べきであヴ犮。一九一四年八月に《、國際的連帶といふ妄想はドイツの勞働者 
の頭から'きれ Sr 消 t 去6、をの數遇間後には、アメリカ製の榴篏彈が行第部 
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除の嫌兜へ四海同胞 sit で—。ドィツ—か再び 
民族精神した5時に、5民族精神— んとし——赦 なく 
掃滅する Q sis 政府 S 義務？ければならぬ。 

戰線 SS 民の——弟が幾れてゐるのである。— ir ら nl 锻 
逐してもょ s 普である。 

然るに、 ドィツの皇帝 2— ぅ 1 されず、—今本變ら S 人に親し 
く手 1 し 伸べ られ、 1 殺す— 11 と安心とを與へられ2 

のである。 

力くして—の曲者 S 再び S 陰謀—け f — つた。をの活動は從來に 
於けるょ-07?用心深くなつたが、それ•たけに^^一層危險になつた。莫迦正直 
な連中が擧 S 1致基みて〇る間 y 僞誓の罪人2革命を企てて怎の である。 

當時、自分は政府の態度がかくの如く中途半端で3つば4 •ぇ切らぬ のを 見 
て愤懑此堪へなかつた♦か、併し、 S 結果があれほどの 大事に f Is 石 
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r 自分 も 思ひ及ば；！ と乙る であ 〇 た。 

然らば如何に爲すべきであつたか。運動の指填者を牢屋に叩き込み、裁判に 
かけ、國民の邪魔物を一掃すべきであつ 72 。かやうな厄病神を剿滅する穴めな 
ら軍除の力を用 a ても差し支へなかつたのである•政黨も解散しなければなら 
ぬ。議會は若し必要とあらば銃教 ir 突きつけてでもをの性根を叩き直すべきで 
あるが、直ちに廢止するに越し/2乙と《な5,。ドィッが共和»になつた今日で 
3へ政府は政麄七解散する乙と*か出来る。況してあの大戰當時の2. とで ある。 
もつと立派な理由にょつて政府は政黨を解散する2.とが出來た筈である。事け 
實に國民の死活に M して£>たではないか。 

或は、己、で凝つて、一®、思想*-1武力で撲滅し得るものであらうか、野蠻 
な腕力で r 世界観 J 5: 克服し得るであらうかと言ふ者もあらう。 

乙れに就いては自分も當時再三自問したものであつ穴。をして、史上、特に 
宗敎方面 r 於ける類例5:硏究して次の如き確信に到達したのである。 
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給て觐念とか、思想とか、或 2 何か精神的—動とかい古 S 、 間違つ友 
ものであらぅと、なか— と、 一旦ある程度まで出來上つてし1となかなか 
壊れな S もので、をれを技術的—段で破る§、權力で彈壓すると共に 、 P 
壓すべき理想に執？代るべき新し S 理想 f 世界觀 f — 意してか、ら a 
ばなら55。 f ら S つて代るべき理想がなくて唯だ暴力だけを 使 ふのでは決 
して對手の理想を撲滅し得るものでなく、をの傳播を阻止し得るものでない。 
I 、を s — sf 一人 f ず潰滅し、念 SII なく—す 
I らば、乙れ§た別で—か、併し、1をす ると 、 S 國家は久し 
I 亙つて、5場合にょつ5永久に、强國の地位から轉落してし1 
が 多い。 何故かと S へば、 I に 1かや ill と S て鮮血を 
流す 者 e 常に 國 民の最良分子で あるからである •終て顧みて自己の精神に何等 
納得の 出來 — C 一般 S 德上不営なものと しか 思 はれず、 從 つて W 民中の 

最良分子—戟し—反抗4、不11け VIS 精神に好 
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意を寄せさせるやうな 乙と になる。如何なる理想でも, 〇れを 唯 だ 無茶な暴力だ 
けで制壓 しようと すると、大抵の場合反威を生じて， OA な乙と r なるので あ 
る。信者の數《迫害の加はるにつれて增すから、新しい敎義を剩すと乙スなく 
覆滅するには彈壓の方法をだん*たんと儐大强化しなければならなくなう、 をの 
結果、遂に S 民の最も貴重な分子を锇牲にしてし爻ふ乙とになる。乙れが所謂 
『國內肅淸 j であるが、をれには一般的無力化とい ふ 代償5:拂はねばな* , ;ぬか 
ら應報は覿面である。何れにせよ、揮歷すべき教義が旣 r 或る程度を超ぇて廣 
:<普及して&る場合には、かやうなや$方も初めから無駄である。?:れ故思想 
でも、敎義でも、植物と同じくまだ繁らない 雙 葉の間が摘み取る r 良 s 時で、 
年を經る忆〇れて抵抗力が增し、老衰するに及んで再び若 s 新し s ものと代る 
乙とになるのである。 

事實に徵しても、精神上の根據も無く唯•た暴力だけによつて或る敎義方6、 
をの結果な うを 揉滅 しようと する企ては殆んど悉く失敗してねる。否、期待し 


inf の繁篇つてゐ f とすら ぞ<な一。•共 S 告 次の 通う 

である。 

凡そ腕づく力づくで——ん とする gl 祭耍る。一度— 
を始めた1きけ、決して中途で止め？緩め g してはなら 
• a 。 ば如何 f |し 1 で 3 。 t で—除して、寺 

— i、ilf I と、篇 111 

H らず、—墨け—つ5く！。何故かといへば、！ 

の手が緩ひと、——へ忍んだ7-とが一般の威激 f 、 つて新しい信者が出 
來 If 、.古 s 信者21者—反抗や—をいょいょ强めて 
教義1持し、先—節して f し—か危險の去つ21て—兀" 
信仰へ歸らうとするやラに—からである。をれ故、暴力—ひ——、飽 
く？ II 3つ v けて—め7緩めたうし5や之 f が 
成功の根本#で—と—が、根 fsfQ — か S 素無ければ 


出て來ね本ので、 精轉 上の根抵を狭く暴力は必ず動搖して安定しな S 。 卽ち、 
狂信的な世界觀 (Fanatieche Weltanschauung ) に見る如き强固な安定性が畴 
S のである。暴力«個人の* v の時々の精力と決断とから出て來るもので、從つ 
て人格や人柄乃至性格の强弱などにょつて相違せざるを#ない。 

その上に尙ほ左の如き事情もある。 

総て世界觀は宗教的なものでも、政治的な本のでも——己の二っ《、《つ5 
$區別する乙との出来《場合が多い —— 消極的に對手の理想を打破す るために 
戰 ふょぅも積極的に自己の理想を實甩せんがために 戰 ふべきもので、世界觀の 
鬪爭は防禦でなくて 搴る 攻擊である。攻擊である以上け、對手の理想5:徹底的 
に覆滅するのみならず積極的に新しい境地を開拓すべきで" 3 すれば目的 1 : 達 
成した時が自己の理想を實現した時になるから、戰ふにも張合*かある♦か、消極 
的 r 唯 允對手の敎義を打破せ/ I とするのでは、かやぅな目的 (1 果して何時達成 
し得るものか、また何時 r なつたら達成し得たものと見做してょいか分らな 


S S 。 單 I 此の一事から見て' 世界觀 5 勢よ.〇系攻 f 取るベさで、その 方 
•か一貫して強力に踊爭し得#である。—、一般に常に乙れ を 見る如く、 t 

界觀の鬪 f 、 i、f If 、 f I け I ひない。 
權力で——壓するの c 、 —と共に乙ちらの悬美持し—の 
で次ければ、畢竞防磨に 過ぎないのである。 

これ I する' 権力によつて何等かの世界觀—壓する S 、 それに代る 

ベ 4界觀— 意し is V 、 M れ—め—めに對手—るといふ遣う 

方•か—で、—ば必ず失敗する。二つの世界觀が互に戰つてゐ— 
ら、暴力を根氣よく斷乎として利用する方•か赛フ〇 

マルキシズムを揉滅せんとする蓮動が今まで常に失敗に終つてゐるの气そ 

の原因 SS うマルキシズムに代う得る理想を用意してか、らなかつたと乙る 
r ある。 

ビスマルクが社會主_取締法を施行して種♦努力し泛拘らず—失玫した 
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の本その理由は同じくこ•、に在る。新し s 世界觀を弘めるために社會主義と戰 
ふべ S であつたに拘らず、ビスマ，クは何等の理想5:も與へなか〇た。尤も、 
所謂 rw 權 J とか『安事秩序 J とか$ふ！！語が國家 K 民の存亡に關する鬪爭の 
精神的動機とな$、根柢となり得るなどと考へるのは、所謂高等官僚の智愨で 
なければ出来ぬ2.とである。 

瓧會主義に對する鬪爭を實際に支持する理想がなかつ/2から、ビスマ，クけ 
社會主義取締法の實施をも、マ，キシズムの考へ方から生れた制度の裁飛に委 
ねざる S : 得ざる r 至つ穴。鐵血宰相がマルキシズムに對する闘爭の運命をブ， 
ジ"ァ •デモ クラシ ーの好意に委ねたのは、恰も猫に鯉節の番をさせ/ 2やぅな 
ものである。 

乙れは卽ち、マルキシズムに對抗すべき、•征服欲の撖烈な、根本から新し s 
世界觀が無かつたからで、要する r 必然の成行きと6はねばならぬ。 

かくして、ビスマルクの鬪爭も非常な幻滅 r 終〇穴のである。 ， 


然らば、世界大戰中や大戰劫發當時はどぅであつたか、政府の遺 6 方はビス 
ニノクのと幾らか違つて笑かといふと、殘— f 少し本變つたと—が無 
かつ 7*2 のである。 

社12マルクス主義者の集團であるから、政府は 同黨1 を 

變へて苦切 si 基ずべきで f 。 募§時か言 S へると共にマ 

ルキ シス ムに 代ぅ得る理想の持ち合せが當 局—いのを非常に残念に思つた。 
社會民主 f 倒して气 S 代.〇に大衆に與へ得 f の，か一つ本無いでけない 
力指導者1つて蜃 stjf を 得 SJf 大 t — く S て統率して行 
け— な— C 一?なかつ气 H1 義の審者が何か S 由で I 主義の 
左翼の政黨に別れを吿げると直ちに轉向して ブルジ-ァ S 黨、 卽ち 右翼の階 

級團嫌螽墓ず.0で ti ど矣へ， 0 S 蒙 Q 沙汰で t 、 莫迦の骨頂 
で？ん！ I 々の SS がられるかも知れぬ•か、ブブ" 

ァの政客 e 、 階級上の差別' 彼等致客に政治上® 不利 f 来す もの.？ けれ 
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ば概ね有つ/ 2 方が良い、有るのが當然で あると 考へてゐる。 NJ n « 否〇 ベから 
ざる事實で 、乙れ i : 否む者《莫迦で H ❖し s 噱言者だけで あらぅ。 

大衆をあま6莫迦 r するの«ょくない•乙れ！；一般 r 愼 if べき乙とである* 
政治上の問題 r 就いては知性ょ6も成情の方が正しい判斷を下す場合*か少くな 
s •中に《、大衆が奠迦げた H 際主義にかぶれてわるのけ大衆の威情が正しく 
在い證據だと見る人もあるが、をんな乙と1:言へば、ブルジ • ァ比本奠迦なも 
のがあるではないかと言ひ返したくなる•何故かといへば、平和主義のデキク 
ラシ-け W 際主義 r 劣らず奠迦げたものであるが、をの信者け殆んど悉くブル 
ジ•ァでは衣 s か。何百萬とも知れ《ブルジ■ァが有日每朝ユダャ人の作る新 
聞 V 讀んでデモクラシ—を涡仰してゐるやぅでけ、ブルジ，ァこ「同包 B の M 
を 嘲笑 ふ資格はな s 。 r 同胞 j が ni み込んでゐるものも、ブルジ > ァが嚥み込 
んでわるもの毛同じ汚物であつて、唯•た包み紙が違ふだけで、何れ r して ％ B 
造元け同じくユダャ人にほかならぬのである。 • 
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何事でネ事實は事實として一應承認すべく、簡單 r 否認して tl ならぬ。選 舉 
が近づくと、階級問題も要するに觀念上の問題に過ぎ《かの如く言 CA くるめて 
瞞着せ /L とするものが出て来るが、階級問題け決してを A な毛のでけないの 
で、. 乙れ も 否1/ベからざる事實である •我が _民の大半が 身分に就いて抱いて 
ゐる自惚％、特に手工勞俲者を輕聲する氣風も、決して 夢遊病者の幻想から生 
れて來穴ものでけな S のである。 

乙の事は暫く別としても、所謂知識階級には、マルキシズムの如き惡疫の.猖 
联を防 r 力—5.やう— Qy 、 旣 y 離れ去つ鼻働大衆を呼び返せる道理が 
ないと S ふ乙と♦か分つて， Q なかつた〇乙れなども知識階級の思考力の 貧弱を 示- 
すものである。 

.『フロレタリア』の大衆を味方 r 引きつける乙とは『ブ，ジ * ア』の政黨と 
自稱するもの r rt 最早や出來ないで あらう〇ブロレ タリアと ブル ジ ■アとけ 對 
立し/2二〇の世界であつて，半ば自然的に、半ば人爲的 r 隔離せられ てをう、 
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相互の 關係 とし-ては两爭があ $ 得るだけである •戰 へば若 s 方•か除つ❼とすれ 
ば、マ，キシズムが勝つ乙とにならう* 

一九一四年に於ても確かに社會民主主義に對して一大彈壓を下す乙とが出來 
犮筈である•併し、社會民主主義に代ぅ得るものが事實上皆無であつた Z . とを 
考へれば、果して何時まで揮壓を績けることが出來犮か甚だ疑問である。乙、 
r 大きな缺陷があつ穴。 . ， 

自分は世界大戰以前から右のやぅな意見を抱 s てゐ犮から、旣成政黛に入ら 
うといふ心にもなれなかつ穴のであるが、更 r 大戰中に『讅會中心 j の政黨ょ 
6 も強力な運動が無 s ために社會民主黨 K 對して 斷 乎 /2 る鬪爭を開始し得な s 
の^見るに及んで、上述の信念を益*强めたのである。 

親し s 仲間に對しては自分は右の意見を屢•率] ri に語つてゐた。 

咬穴、他日政界•に活動しょぅといふ考へが自分の腦裡に初めて浮/ t だのも乙 
の頃の乙とである。 
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さ f こを s 分は戰爭が薄んだら仕事をする傍ら辯士として活躍する積 
矣と f を仲間に—して？‘公決して戲談5 なかつ g で b 
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第六章 戰時宣傳 

I 

政治現象$:沫意して研究しながら、自分がいつでも深 S - M 味を覺4犮のけ宣 

傅の乙とであつた。社會主義やマルクス主義の围镫が極めて巧妙に驅使し利用 

してゐる道具が卽ち乙の宣傅である。宣傳の正しい利用は實際的な技術の一つ 

であるが、ブルジ"ァ政黨はこれに就いて殆んど何も知つてわない。唯だ基捋 

敎社會主義の運動•たけは、特に9ュ-ゲ V か指導し穴時代に、乙の道具を相當 

巧妙に 驅 使して多くの成果 5: 擧げてゐる。 

これ等のことは自分も豫て知つてゐ/<;が、正しく利用し穴宣傅の威力を眼の 

あた6見せつけられたの fl 世界戰爭が始つてからである。併し、遺慽な•から2. 

の威力に就いてもやは6聯合 H 側に學ばねばならなかつた。ドィッ側の宣傅は 

まるで話 r ならなかつたのである•併し、爻た、ドィ '7 側の宣傅が全く役に立 
% 

\ • 
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たず •そ s 拙含我♦兵卒 S へ眼—のが あつ袞ば f 、 乙れが動檐 
となつ て自分も 一層 熱心に宣傳問題を硏究 するやうになつたのである。 

當時、.宣傳に就いて考へる時間2曹餘るほどあつたが、實物敎育け敵 S 
でやつて吳れ犮、殘念ながら良過ぎるほどやつて吳れ/2のである。 

ドイツ側で瑰をし V . Q た事を、聯合國 Q 方で2天才的な I 夫を乙らして 梅 
めて 巧妙 U 行つて名 • I も聯合國の戰時宣傳 t 敎 へられ.ると爲が 多.^ 
つたが誰ょう も 先き r 乙れ から學ばねばならなかつた 筈の 人 ❖は空しく時を 
過してゐ た。 或る者2他に物を敎ける ほど 莫迦で ないと自惚れ、或る者け他に 
物を學ばうとする誠實な意志を 缺いてわたのである。 

一趙、ドイツ侧に5傳な—のがあつ？あらうか。. 

残念ながら、自分 rt 『否』と答へざるを得な S 。 ドイツ側の贲施した宣傳け 
總て最初から不完全で t 、 間違ひ-たらけであつて、少しも役に立友ず、却つ 
て害になるくらゐであつ/2。 
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形式 « 不完全で、內容は心理學上の誤謬を犯して ft /2 •自分はドイツの戰時 
宣傅を仔細に硏究してかういふ結論に達せざる1:得なかつ^。 

一體、宣傅は手段であるか、をれと本目的であるか、といふ乙と《誰贮も直 
C 浮んで来る筈の疑問であるが、乙れ r 就いてさへドイツ當局にははつきうし 
た乙とが分つてゐなかつ/2らし S 。 

宣傅は手段である。從つて宣傳に就いては目的の側から判斷しなければなら 
«。仑れ故 r 、爻た、宣傳の形式も目的を達するに都合のょいものでなければ 
ならぬ•宜傅を受ける侧から見れば、目的 r も色 ❖ な種類が有6得るし、從つ 
て宣傳にも色令の價値が有う得る。乙れ本言はずして明かな，〇とである。然ら 
ば、世界大戰 r 於てドイツの追求し犮目的は何であつ穴かといへば、をれは人 
間の考へ得る最も祟高至大なもの、卽ちドイツ民族の獨立自由であう、將來に 
於け石食料の確保であ6、國民の名春であつ/2。阈民の名#に就いてけ今日補 
種の反對論を唱へるものがあるが、名#は甚だ大切なもの、斷じて失つてはな 
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ら S もので、11ら1 C 晚かれ早かれ！ f§I 

ない‘また、をの方が天理にかなふわけであらぅ•恥を知らぬ賤民に自由を樂 
しひ資格 t ! な S で、懦弱な奴管以て甘んじる者に名赛 S ら si 。 また名费 
を與へてけ f ぬ。—なくば、參はや•かて一般の輕度す ると乙るとなら 

ドィッ s § 存亡の g 运つ S 從つて、乏51持するの•か戰時 
宜傳 ' ¢0目的であつた零ある。戰ひを援けて戰；3に勝たせるのが宣傳の眼目で 
なければならなかつた苦である❶ 

民族♦か自己保存のために戰 sf を得 1.0、典 亡の 大事に 逢着す.れ 
ば正邪—醜も考へて2られなくなる。正邪本美规本、 被て 人間の 空想 h 
ら生れた—つて、外界5—無く、邪為く、美 も？無い。 人間 
あつての正邪であぅ、—へ人間が無くなれば正邪—醜も無く—, 
そんなことは自然の關知すると，， j るでないか-らである•また、人類の間でも、 
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かやぅな觀念 i : 持つてゐるの « 少數の民族或 « 人種のみで、 をれも その民族或 
«人種の®情が造6出しただけのものである•それ故、假乙の世界に人類 
が永久に存在するとしても、從來正邪と>美醜とかの観念1:造- CV 出して 乙れ 1: 
堅持してゐた人種な. 〇 民族なぅが滅びてし嚏へば、 をれ と共に 乙れ 等の 截念も 
亦地を拂つて消 t 失せざるを得な s のである。 

卽ち民族が自己保存の7»2めに戰つてゐる場合 r け、正邪美醜などの觀念はす 
ベて第二次的な意義しか有し得な S 。 否、、民族が戰前に乙れ等の觀念に囚はれ 
て自己保存力の麻痺を來し、延 s て戰 ar 負ける處のある場合に立ち到ると、 
乙れ等の觀念は全く棄てて顧みられなくなる。戰さの形式の正邪美醜など言〇 
て&られなくなるのである。乙れけ常 r 何處に糸見る,〇との出來る明瞭な事實 
である。 

正邪善惡など所謂人道の問題に H 丄ては、旣 r モルトヶ本、戰爭でけ手つ取 
6早く片づけ f 乙るに人道がある、卽ち最も熾烈な戰法•か最も良く人茁 r か 


なふと喝破して々 

それでもなほ美だとか、酼，たとか、.取るに足らぬ_言を弄ぶ劣のがあれば、 
それ r 對しては 唯 •たかう 答へ てやればょからう。民族の死活 r 關する戰爭とな 
れば 、美も 醜も言〇 て rl ゐられない •人世 r 於て 何が醜い といつ t : 奴隸になる 
乙とほど醜い乙とけ衣 v » では.ないか*それとも、類雇した三文支士にはドィッ 
H 民.の 今日 •の悲運が 「美しく j 威じられるのであらうか。尤も、2.の美學とか 
いふ文.化香油を新しくエ夫し*ユダ々人を對手に何も異面目»:なつてかれ2:れ 
言 ふこ. と：！ ない。ユダャ人の存在自 «が 神の似 姿友る 人類の 美學に對する具« 
的な抗議に ほかなら g で rt な いか。 

かくの如く、 « 爭 r 正 i 醜などの f が不要で あるとすれば、 i も2.れ 
等の！！念 Icwran て«ならぬ 筈で ある。 

世葬大 «tr 於ける宜傅も目的 « t 費する手段であつた。そして、その目的《ド 
.ィッ！！ 民の生存の ya »0 n 爭であつ^ r それ故に、宣傳も 2.れに轚 てけまる M 


ss$ 


則から出*すべ s であつた•如何 r 鵄薄 4 武器で も速 か r 勝利1:收む るに 慝る 
ものであれば、をれ 《 人 迸 的な武器で あ6、 如何なる方策でも H 民 5: 援けて自 
由の 尊 K を 確保せ しめ得るものであれば、それ乙を美し s 方策である0 
_民 co _ 生死を賭して戰ふ戰時の宣傳《此の如き見地に立脚すべきである。 
ドィッの當局者が2..の 事 4:ょく心得てわたら、宣傳と s ふ2.の武器の形式や 
利用に就 s てあのやうに困る m ともなかつたであらう。宣傳ネ達人の手 r 握ら 
れて 44/初め て* «c 怖るべき武器となるのである。 

宣傅は手段なうや目的な办やの問題に就 s ては乙れだけに留めて、次に論ず 
べき大切な點は、'«誰比向0て宣傳するかといふ乙とである。宣傳は敎養の 
ある知識階飆に向〇て爲すべさものか、をれとも敎養のな s 大衆 r 向〇て爲す 
べきものかと s ふ2.とである。 ， 

宣傳は飽くまでも大衆對手に爲すべきものである。 

知識階級や、或は遺慽な♦から今日往♦知識階級と自稱してゐる違中 r 必要な 


356 


の2宣傅 i くて皋問である。宣傳が學問— い乙とけ、廣吿が黍？いの 
と同じで t 。 廣吿の技術2形ゃ|て一般 S — つけ4 雲の 
腕にある。美術—會の廣吿2をの展覚會 に就いて一般の注意 I せばょ く、 
それに成功すればをの廣吿2派 だとい ふ 乙とに！。— 、美術— 會の廣 

吿 G 大衆為. JV 麗—惠るけ sfg が、馬」 てある美術品の 

代用品であつ 5 f ぬ。故に、藝術 S れたい者け—を見る•たけ—つて 
2 IS •單—場を『見て I •たけでは足參、一♦の作品—かに眺め、 
深く味つ v ^ るに正しい判斷を下すべき である。 

今日1と S # 葉—3れて ， Qf ?、 設じつめれば廣吿と 同じ乙と 

宣傳 tr 大衆の一人 I 人に學問3せる S に行ふべ t ので t ； な s •大衆を 
して11、事件な.〇、5或—件の—な— —込ま 
せ成る程 w ぅか雄で；2ない、をの通ぅだと合點5せる乙と•か出來れば宣傅 
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の目的け達せられた乙と r なる。宣傳は宣傳であつて、事實でネ事件で毛な 
い•宣傅の使命は廣吿のをれと同じく大衆の注意?:喚起する Z . と r あつて、學 
問の有るものや學問に精出してわるものを敎化するのが目的でないから、宣傳 
は專ら威情に訴ふベく、所謂知性を目安 r して行ふべきでけな S 。 

總て宣傳は通俗的でなければならぬ。ひづかし s 乙とを言けずに、對手の大 
衆の圾本低級なものにで本良く分るやぅ r なつてゐなければならぬ。從つて、 
宣傳にょつて把捉すべき大衆の數が多くなれば、宣傅の內容け愈-程度の低 s 
ものにならざるを得ない。をれ故に、戰爭を完遂せんがために宣傳を行ふ場合 
の如く H 民全體を對手にする時には、髙尙な理窟を並べる乙とは大の禁物で 
ある。 

宣傳が理窟ばらず & C 專ら大衆の威情に訴へてゆけば、をの宣傅は必ず成功す 
る❶宣傳の當否は畢竟大衆 r 及ぼす效果にょつて判斷せらるべきものであるか 
ら、1部の學者や美學靑年の满足を買つたと乙るでをれで宣麻が成功し/ 2 7-と 
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«1«なら«のである。 

.大衆の罃1へ、——ム—112し、進んで 
心の 典 に苦入ると— S 傅の—が ある•ドィツの馨1 か分 
I つたといふこと2、 f — 彼等識者が思索を懶けてゐたか 、 t 
とも自惚れて袁 SS 據である • 

宣傳が人心を—する方法であつて專ら大衆—すべ t ので ある以 
上 c、ISI か何かのやう—ことを 一？並べ立てるの本間違名 


ある 


大衆 S が鍵く、物判ぅ* か惡く、をの上忘れつ ぼい ものである 。をれ故 、 S 
H 1:^:«、言#ミとの中から肝心— f 摑み 出し、それ—如くに 
I S^MJms 籑？— 分——し i — ければ— を收め 
M f 一 時 I ベ f れ ば、 大衆 gn — み 込 
む1 免てゐ tilt 、 印——つて 效果•か薄く、 結 
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局、その宜傳は何¢1も*ら « か〇方と S ふこと Be なる* 

宜傅の内容が重大であれば、宣傳の仕方本心理學的に愈■正 t くな.ければな 
ら12。 

例へば、 - KI スト？ァや K イツの漫畫新聞は聯合 H の兵隊を滑稽化して見せ 
る 乙と r 努めて & たが、乙れ など II 全く誤うである。何故かと S へば、 戰場で 
實除 r 敢兵に出#つ v 見ると、をれまで聞かされてゐ衣のとは嗖*で違つて to 
るから誰も意外な思ひ fit 打たれ、をの結果、恐ろし st とが起きるからであ 
る.6例へ ば、 ドイツの兵隊は敗兵の抵抗にぶつかつて見て、從來の宜俥が綰て 
椿へ事であつ穴のを知う、歎かれ.てゐ衣のを悟つた。その結果、ドイツの兵隊 
.の 戰意が强固になつたかとい ふと、* かなかどうして、却つて士氣の m 喪 5: 見 
るに 至つ/2のである。 

10れに反して、イギリメやァメサヵの戰盼置傅《心理畢的粑.正しかつ犮。兩 
_は各自の_民に初めからドイツ.人は SI 人だ、.匈鉸だと言つて聞かせ、各自の 
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兵隊に——1 tllf I ぅにし 

>- c あ S 2 であ. om 故雲でドイツ 5 雲」い蠢 s 言て味兵隊け 

少し f I 、昼—聞か— 

るしい—!、 f ド i 養」！ I ふ0恐 

却つて I なドイツ人に對す— I めると共に、政府の1正しか 
つたと益-農の政府を信ずるや—た。かくしてイギリスやアメリカの 
兵味 e トイツ軍力殘酷な兵器を用ひるの4て聞いてゐた 通ぅドイツ人が野寶 
h r 利奴の如く JI であるから•たと考へる着たが、聯合軍の方かもつと 
殘酷1器—つて f かも知れない、否、使つてゐると f に就いてけ 
少しも氣が付かず、考へても f かつ2 である • 

だから、特 f rs 兵隊告、泛迄時 S — へ f ?窆 など 

と考へ—？之 I つたが、ドイツの兵隊 S — •から—へ 
ら才てゐたのであるから搴每に幻滅—じ、 f トイツ侧の宣傳？ベて i 
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着 j であぅ r 出餚目 j であるとして取ぅ合 rt なくなつた • 乙れけ、要する r 、 
ドイツでは宣傳を莫迦にして、宣傳の仕事 <* らゐはどんな愚物(と言つて惡け 
れば、從來小悧口と s はれてゐた連中)にネ出來るかの如く考へ、人心の桷後 
を知る天才の必要を知らなかつ/2結果である。 

卽ち、ドイツの戰時宣傅は、心理學上の考察を誤っ犮ため比逆效果を來すに 
至った r 啓袁 j の適例である。 

四年半の長きに互って敵 K の方から津浪の如く押しょせて來た宣傅 lr 活眼を 
も0て觀察し、銳敏なる威赍をもつて味到した者から言へば、敵阈の宣傳にけ 
學ぶ べき もの •か非常 r - 多かった。 

然る r 、 ドイツ側でけ宣傅なるものの性質•か大抵の人 K 1 分ってゐなかつた。 
如何なる事柄5:揪ふにして7?、宣傳である以上、をの事柄に對する態度 W 原則 
として主觀的であるべく、一方的であるべき r 拘らず、をれが分らなかつた。 
ドイツ側の宣傳は此の點に於て戰爭の初から誤謬の犯し通しである。ょくもあ 
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ん I 迦げた事—つて；3られ f のだと思ふ。實際に無知であつ？めにあ 
AIICNS か、それと ts に何—由•かあつて故意？つ S では 
な S かと疑ふほどである。 

例へば、新しい石餘—う出す場合に、をの廣吿で他店の石除—『品質優 
良』と貧めて争い泞ら世間け何といふか。 

雎でも呆れる r 違ひ次からう。 

政治上の宣傳でも同じ,〇とである。 

例へば、或—利を主張せんとする場合、宣傳の 任務は、色々な權利—舟 
する—く、宣傳にょつて主張すベ—利•たけ—調す f とに在る。を 
れ故、何事に限らず、をれ•か假令#であ つても、敵側の— る— 
のけ何ネ篇理一點張うの律儀からわざわ H 公平に硏究して大衆に敎へて やる 
必要？ SQ で、宣傳51利 f f if 大？傅へ I 
ばょ S のである。 




颶戰の貴任を論ずる のに、 ドィてたけに慘！*勃 II の责任を負はすべきでない 
などと S ふやうな言 ひ 方をするのは根本から誤*' で、 事實に合致しようがしま 
s が、一切の责任を残らず敵側 r 負はせた方がよかつた筈である。唛犮寶際に 
貴任は敵側にあつたのである。 

ドィッがあのやう r 姑息な態度を取つた結果はどうであつ y 2 か。 

そもをも、大衆といふネの《外交官で本なければ、鼷法學者で系衣く、冷靜 
な判斷の出来る者ばかり揃つて £) るのでもな S 。 動もすればぐらつ s て疑惑や 
不安に陷6勝ちな凡人の集りが大衆で あるから、 味方の宣傳に よつ - t : 敵側に 味 
何か正義ら し s ものが あると 敎へ込まれれば、をれが某になつて味方の正義を 
疑ふやうになる。敵侧の不正がど乙で終つ V 味方の不正がどこで始まるなどと 
S ふ事は大衆の判別し得ると乙るでな S から、大衆 rt 敢佣 6 C も三分の道理があ 
ると聞けば、不安に掐う疑惑 r 驅られざるを得なくなる。*歎側が此方のやうに 
莫迦げた異似をせず、一切の責任を此方へ負はせてし嚏はうとして；3るやうな 





場合 s 特1、敵側の宣傳け首尾一貫し2るから、大衆が味方の宣餐 
よミ敵側の宣傳を信ずるやうに fs 理の當然であらう。をれでなくとも 
ドィッの K 民2所—觀性と5ふ熱 St つてミ、—や Is 民1 

常な不都合—す篇らず、否、昙や晨 S 民の滅亡といふ重大—險を 

冒して4ほ且つ敵 H に對して不義を加へまいと努める _民な ので ある。 敵側 
の宣傅に乘るのも怪む r 足うな からう" 

勿論、當局 SI . O 22でけなからうが、大衆 S 分ら—つた。 
大衆の大半2賽も心構へ，^に女性的で t から、 冷靜— 別よ— 
によつて動くことが多 S 。 へ 

而も、大衆の威 — f の—く、非常に單純で—— ので ある。 細 
かに差 f つけ f と—らず 、 f f か、然— SI する。？ 
る力然纟れば僧ひ。正か、然—れば邪、具か、然—れば僞で、を？ 
f ♦たがあれも f •たとか、一部3う•た％一部けかうだとかいふや f 
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« 成情の爲3ぬと NJ るである • 

イギリスの宣傳は全く堂に入つ犮もので、乙れ等の事を％ょく 心得て わて、 . 
疑惑 5: 起 3 せる やうな暧昧な乙とは決して言 rt なかつた • 

イギリスは 大衆の M 情が素朴犟純である, 〇とを知つ て ft たから、 そこで、 ド 
イツ 軍の蠻行なるもの 5: 巧妙な方法で徹底的 r 宣傳して、.聯合軍 •か 實祭に大敗 
を 喫してゐる時でも戰蘇の敵 m 心 5: かき立てる 乙とに 成功し、^^開戰 の责任 
に就 s て も、 ドイツ ばか うが惡る 者で あるやうに 徹底的に宣傳 した 〇勿論、 ド 
イツが 開戰の唯一の責任者で あると いふのは嘘言で あるが、イギリスけ乙の 噱 
言を終始一貫して執拗に且 ヴ鐵面皮に反復して、極端に走6易い大衆の威情に 
迎合し、大衆の信用をかち得犮ので ある • 

大衆の威情 r 訴 へる 宣傳•か如何に有效な 本のであるかは、 四年經 つ ^後で も 
.なほ 聯合諸 H がドイツ人に 對 する見方を改めなかつたのみならず、ドイツの W 
民 すらドイツ 軍*か蠻 行を 働いたかの如く信じ、 ドイツが戰爭の 貴 庄を&ふべき 
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ものであるか Q 如く考へ* £ つ明白であらう。 

.K イツの宣傳♦かかやうな成果を收め得なか0/2のけ怪むに足ら W 2. とで、 ¥ 
容が釅昧だから失敗するのが當然であ〇犮。內容が瞹眛では必要な 印象を大衆 
に植焱つける2.とが出來な so 氣の拔けた平和主義の含嗽水で 人間を死ぬほど 
醉 C せょ i どと考へた S ドイツの謹な『爲政者』•たけであらう。 

—イツの宣傅は拘に價ひべき代物であつた。をの結果 2 徒勞であつ たのみな 
らず、搴 A 有害であ〇犮。 

宣傳 r け宣傳の原則♦かあるのであるから、 これ 5 : 無視して rt 如何に宜傅の天 
才でも成功を收め f S。 前にも述べた如く、宣傅は肝心—點だけを 揭げて 
何度も 反復して •行はなければ1C。世間の 事 C 何でも f であるが、1で 
も根氣ょ i け*と S t と-か成功 S 祕訣で.あ*。 

文學靑年や退届し犮連中に引きずられてはなら W 。 文學靑年に引參られる 
と宣傳の表？形式が彥靑年2茶の會向含なつて、大衆 S 何の魅力 
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も瓤いもの¢1なる。嗦た"退屈し/2連中は新鮮な戚«を失つてゐて絕*ず新し 
S 刺戟を求めるものであるから、乙れ¢1對じても十分に普.戒しなければなら 
ぬ。かや•うな連中«何事 r も直ちに箱き、變化ばか6求めて、^*た彼等ほど厚 
顔無恥になつてゐな S 同胞の欲求を我が身に移して考へょうとせず、或《爻る 
で理解しょうとしな S ❶宣傳 が、 或は 宣傳の內容が陳腐だとか、 空疎* たとか、 
時代遲れ•たとか、などと毒づ s て具つ先に批評するのは何時もかやうな連中で 
ある。絕ぇず新奇を望み、變化を求めて止爻ぬから、大衆の理解に訴へる有效 
な 政治 宣傳 から見れば、かやうな連中は不俱戴天の仇敵である。宣傳〇〇組嫌や 
內容がかやうな連中の要求に應じ始めると、をの宣傳《忽ち韆6を失つて崩れ 
ざるを 得な S 。 

元來、宣傳は退屈した連中に面白 S 變化を作つてやる穴めに行ふものでな 
く、說得するために、をれ本大衆を說得する7»2めに行ふ本のである。と乙る 
♦か、大衆は鈍重であるから、何か10の亊柄5:呑み込 if のにけ相常の時間がか 
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かる。極めて單 s な概念でも何囘 となく 繰. 〇 返して聞か SSI かなか？ 
込 ^ な S ので ある。 • 

宣傅 にも 目先き の 變化 2あつても良からう。併し、をの5に宣傅の內容が 
變つて2なら2。5てある乙とは結局に於て常に同じでなければならぬ ので 
ある。標語の說明も色♦な方面からしなければなら g が、 何時で 味その標語の 
所へ返つ て來— i 說明でなく 5 f g 。 I ば、をの宣傳はばらば 
らで糖うのな S %のになる。 

乙れが夢にネ踏み外してけなら W 宣傅の大道で、乙の 大道を 根氣 よく 進んで 
行けば遂に tJ 必ず成功する•をして、かやうな根氣 から 生れる結果には殆んど 
想像に絕す—ど s 大き f の•かあつて、誰で4か f を 得5 であ I 。 
嫌て宣傳2、商賣上のでも、政治上？'同じ事を永く根氣 よく 績 けて 行 

ふので なければ成功しない • 

- . 

期合_の©時宣傳 tr 根氣 q よ s 乙とに？為範敗であつた。要點を少 く 



し專ら 大衆 5: 目當 r して 依 t ず携 t ず 根氣 ょく績けてゐたのである。 宣 傅の 
要旨でも、形式で も、一旦正しいと認めたものは、乙れ5:戰爭の終る まで使用 
して少しの 變更を％加へ なかつ^ •聯合國の 主張は 餘 6鐵面皮であつ犮から、 
最初け 如何にも 狂氣 じみて見免たが、や*かて、?:れ程でもなく、唯•た不快な威 
じを 與へ るに過ぎなくな$、終には、本當であらうかと一般に信じられるやう 
になつた •大戰 四年半にして•トイツに革命が起きた•か、をの革命の 標語は聯合 
H の戰時宣傳 から借用したものであつた。 

をれからま友、宣傅といふ精神的な武器 も ふん•た Aet 使はなければ十分の效 
果を收 め 得衣 s •如何に費用が か、らうと 名 成功す n ば償つ -C 餘う•かある もの 
である。イギリス 人は 乙の乙とをもょく心等てゐた。 

宣傅はイギ穿スで《上等の武器と見られて&たが 、ドイツでは 失業政治家 〇 
飯の種であう、凡庸文士の稼ぎ口であつ 7»2 * 

乙れを要するに、ドイツの宣傳の效果は零で あつ^ • 
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